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東郷池周辺は、古くから遺跡の宝庫として知られています。東郷池の北西に位置

する羽合町には、国史跡の橋津古墳群や砂丘下の大集落であった長瀬高浜遺跡など

全国に知られた遺跡があります。また泊村では、集落跡や古墳のほか銅鐸などの貴

重な遺物も出土しています。さらに、東郷町では国史跡の北山古墳をはじめとする

古墳群や集落跡などがあります。なかでも、伯者国（鳥取県西部）の一宮であった

倭文神社では、経筒◎金鋼仏などの遺物が出土し、「伯者一宮経塚出土品」として国

宝に指定されています。

当財団では、このような遺跡地帯を、昨年度にひきつづき建設省の委託を受け、

「一般国道9号（羽合道路）改築工事に伴う発掘調査」として、羽合町で行いました。

その結果、砂丘下の大集落であった長瀬高浜遺跡の空白期間を埋める時期の集落

跡が丘陵地で調査されました。これらは、郷土の歴史を解き明かしていくうえでの、

貴重な資料です。今回、この調査成果を報告書にまとめ刊行することができました。

本報告書が教育および学術研究のため広く活用され、歴史の解明の一助になればと

期待するとともに、文化財に対する理解や認識がより深まり、その成果が永く後世

に伝えられれば幸いです。

最後に、建設省倉吉工事事務所ならびに交通の不便な所にもかかわらず調査に参

加してくださった地元の方々をはじめ、ご協力いただいた方々、その他関係各位に

対して心から感謝し、厚くお礼申し上げます。

平成6年3月

財団法人　鳥取児教育文化財団

理事長　西　尾　　邑　　次



序　　文

建設省が管理する一般国道9号は、京都市を起点として福知山を経由し、蒲生峠から山陰地方へ入り、

日本海に沿って鳥取◎島根両県を西走し、山口県下関に至る延長約609kmの路線であり、山陰地方の産業◎

経済活動の動脈として大きな役割を果たしています。

このうち建設省倉吉工事事務所では、東伯郡泊村から米子市（鳥取◎島根県境）まで76．4kmを管理し

ており、各種の道路整備事業を実施しています。そのうちの一つに東伯郡羽合町及び泊村地内において、

将来の国土開発幹線道路として当面、活用できる機能を有する高規格な自動車専用道路である青谷◎羽

合道路の整備を進めています。

羽合工区は、泊村原地内でインターチェンジにより現道9号及び（主）倉吉青谷線とアクセスし、羽

合町長瀬でインターチェンジによって北条道路一般部と一部アクセスしますが、途中東郷池が見渡せる

位置にサービスエリアが予定されている延長6kmの県中部地方ではじめての高規格道路で、昭和61年度

に国道9号のバイパス事業として事業に着手しましたが、63年度に高規格な機能を持たすように構造変

更を行い、同年用地買収に着手しました。平成2年度からは、羽合高架橋下部工事に着手し、平成4年

度に下部工を完了し、上部工に着手しました。今年度は、上部工を鋭意促進しています。

このルートには、全部で10か所の古墳◎散布地がありますが、鳥取県教育委員会と協議を行い、文化

財保護法第57条の3の規定に基づき文化庁長官へ通知した結果、事前に発掘調査を行い、記録保存を行

うことになりました。

このうち羽合町地内では昨年度にひき続き大山所在遺跡について財団法人鳥取県教育文化財団と発掘

委託契約を締結し、鳥取県教育委員会の指導のもとに魂掘調査が行われました。

本書は、この調査結果に学術的な考察を加え、「記録」として保存するためにまとめられたものです。

この貴重な「記録」が文化財に対する認識と理解を深めるため、並びに教育及び学術研究のために広く

活用されることを期待するとともに、建設省の道路事業が、文化財保護に深い関心を持っていることに

御理解いただければ幸に存じます。

おわりに、事前の協議をはじめ現地での調査から報告書の編集に至るまでご協力をいただいた鳥取県

教育委員会及び財団法人鳥取県教育文化財団の関係各位のご尽力に対し感謝いたします。

平成6年3月

建設省　倉吉工事事務所長

濱　谷　武　治



例　　言

1。本報告書は、1993年度一般国道9号（羽合道路）改築工事に伴う南谷大山遺跡C区［大山所在遺跡

（ハ）］の一部◎南谷29号境の埋蔵文化財発掘調査記録である。

2◎本報告書に収載した南谷大山遺跡（一部1991年度～1992年度調査）は、周知の名称であるが、南谷

29号境は新発見のため、南谷古墳群の一連の名称をつけた。

3。本報告書に収載した遺跡の所在地は、鳥取県東伯郡羽合町大字南谷字大山谷83◎89◎92、字二ノ琴

引69、字新林81◎98他である。

4。本報告書で示す標高は、建設省による道路センター杭No．85（Ⅹ：－556153。399　Y：－40044・199）の

92。228mを起点とする標高値を使用し、方位は磁北を示す。Ⅹ：、Y：の数値は国土座標第5系の座

標値である。

5。本報告書に記載の地形図は、国土地理院発行の1／50000地形図「青谷◎倉吉」、調査区位置図は、羽

合町1／2500地形図「都市計画計画図5」を使用した。

6。報告書の作成は、調査員の討議に基づくものである。

報告書本文については、調査員が協議のうえ分担して執筆し、執筆担当者名を目次に記載した。

遺構図の浄写は、中部埋蔵文化財調査事務所で、遺物の実測◎浄写は、鳥取県埋蔵文化財センター

で行った。

遺構写真は発掘担当調査員が、遺物写真は岸本◎牧本が撮影した。

本書の編集は牧本が行った。

7。遺構実測は基本的に調査員◎調査補助員が行ったが、調査前および最終の地形測量については、ワー

ルド航測コンサルタント株式会社に委託して行った。

8◎鋳造鉄斧のⅩ線ラジオグラフィー（Ⅹ線透過撮影）を、奈良国立文化財研究所にお願いした。

9。南谷大山遺跡で検出された焼失住居および上屋構造について、奈良国立文化財研究所◎浅川滋男主

任研究官に現地指導をお願いし、多忙のところ玉稿をいただいた。記して感謝したい。

独南谷大山遺跡竪穴住居跡内他で出土した炭化物を、鳥取大学農学部農林総合科学科の古川郁夫教授◎

矢部浩氏に樹種鑑定をお願いし、多忙のところ玉稿をいただいた。記して感謝したい。

11。竪穴住居内中央ピットの土壌分析◎種子同定を、パリノ◎サーヴェイ株式会社に委託した。

12◎　貯蔵穴哩土中の花粉分析を、古環境研究所に委託した。

13。CSI19出土の臼玉の重量測定について、県立倉吉工業高等学校にお世話になった。

14◎　ラジコンヘリコプターによる遺構空中写真を、大橋保夫氏に委託した。

15◎　出土遺物、図面、写真等は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。ただし、出土遺物は将来

的に羽合町教育委員会に移管する予定である。

16。現地調査および報告書の作成に当たって、下記の方々に御指導◎御協力して項いた。

く現地指導〉

稲田孝司、手嶋義之、山本　清（鳥取県文化財保護審議会委員）

田中義昭（島根大学法文学部教授）

浅川滋男（奈良国立文化財研究所主任研究官）

桧田潔（鳥取県教育委員会文化課）

く石材鑑定〉

赤木三郎（鳥取大学教育学部教授）

く鉄器鑑定〉

村上隆、小林謙一（奈良国立文化財研究所）

く指導◎助言〉

赤沢秀則－（鹿島町教育委員会）

真田康之、根鈴智津子、森下哲哉（倉吉市教育委員会）



根鈴輝夫（倉吉博物館）

中野知照（日本海文化を考える会）

西尾克己、宮本正保（島根県教育委員会埋蔵文化財調査センター）

桧山智弘（出雲市教育委員会）

凡　　例

1。発掘調査時における遺構番号と報告書記載の遺構番号は、基本的に一致する。

2。本報告書における遺構記号は次のように表す。また、竪穴住居跡◎ピット群のピット番号は、調査

時のものから変更したものがある。

SI：竪穴住居跡　SB：堀立柱建物跡　SK：土坑◎土壌　SD：溝状遺構　SS：段状遺構

SX：埋葬施設　P：柱穴◎ピット

3。本報告書における実測図は下記の縮尺で掲載した。

（1）遺構図－竪穴住居跡：1／30◎1／60、堀立柱建物跡つ／60、土坑◎土壌つ／30◎1／40◎1／60、

溝状遺構：1／60◎1／100、段状遺構：1／60◎1／100、ピット群：1／60◎1／100、床面遺物

出土状況：1／4◎1／30、土器溜り：1／30、埋葬施設：1／40、古墳：1／60◎1／200、主体

部：1／30

（2）遺物実測図－土器言1／3◎1／6◎1／8、土玉：1／2、鉄製品：1／2、石器：1／1◎1／3◎1／4、玉製品：

1／1、銅銭つ／1

4◎　ピットの規模は（長径×短径一深さ）cmで表した。竪穴住居跡の規模は、壁溝を除いた床面の規模

である。古墳墳丘の規模は、墳端（裾部）までの計測値である。

5。遺構図における表示は以下の通りである。

：焼土面、 ：貼　床、

：灰色粘土、圏圏：赤色顔料、猿誉告．：砂、

：焼　土、冊Ⅲ冊：炭化物、 ：炭◎灰、

◎：土製品、　　△：鉄製品、　□：石製品、　0：玉製品、　㊨：炭化種子

6。本報告書における遺物記号は次のように表す。

Po：土器◎土製品　　S：石製品　　F：鉄製品　J：玉製品　　B：鋼製品

7。土器実測図のうち、弥生土器◎土師器は断面白抜き、須恵器◎陶磁器は断面黒塗りで表現した。遺

物実測図中における記号は以下の通りにする。

→：ケズリの方向（砂粒の動きで判断した）、薬殺辛工赤色塗彩、……：擦り範囲、－：敲打範囲

荒喜嵩敲打面言・、・・・・．．＿．t：擦り面、⑳Po：床面出土土器、⑳S：床面出土石器、⑳F：床面出土鉄製品

8。遺跡名は次の略号を用いた。南谷大山遺跡＝MO。

遺物には、遺跡名、地区名、遺構名もしくはグリッド名、取り上げ番号、取り上げ年月日を基本的

に銘記した。実測した遺物については、実測者の頭文字を使った実測者番号（N－1、S－1等）を

2×5mm程度のシールに記し、それを個体ごとに貼り付け、実測原図にもその番号を記した。

9。遺物観察表については以下の通りとする。

（1）法量の欄の番号は次の通りとする。

①口径②器高③胴部最大径④底部径⑤複合口緑立ち上がり高⑥須恵器杯蓋稜径⑦須恵器杯蓋口緑

高⑧須恵器杯身基部径⑨須恵器杯身立ち上がり高である。その他の計測値については、その都度

計測位置を記載した。また、実測の際に復元した計測値には、数値の後に※印、残存値は同様に

△印を付した。

（2）手法の欄に記載されている成形◎調整◎施文の方向は、実測値で表された方向である。

（3）備考欄に記載してあるKR－1等の番号は実測者番号である。
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はわい

羽合道路

第盈茸1諷査の経緯

第瑠前　調査に量る経緯

鳥取県中部地域の交通混雑緩和を図るために、1973年より一般国道9号改築工事として、

北条バイパスの建設が進められ、1990年11月に全面開通した。さらに、この工事の一環とし

て羽合道路が1986年度に自動車専用道路として都市計画決定され、事業に着手し、その後、
とまり　その

1988年度に高規格道路として計画変更された。この道路は、現遺9号の泊村園地内のインター

チェンジから、羽合町長瀬のインターチェンジを抜け、北条バイパスに結ぶものである。

試掘調査　　計画地内とその周辺は、周知の遺跡が密集する地域であるため、建設に先立ち計画地内の

遺跡◎遺構の広がりを確認する必要性が生じた。そして、1988年～1990年度に亘って羽合町
（1）（2）

教育委員会によって、国庫補助事業として各丘陵上を中心に試掘調査が行われた。その結果、

今年度調査区内においてT4－2で古墳周溝、T9で竪穴住居跡が検出されている。
みなみだに

発掘調査　　試掘調査の結果を受けて、1991年～1992年にかけて中部埋蔵文化財調査事務所では、南谷
おおやま

大山遺跡A区、B区、及びC区の一部［大山所在遺跡（イ）、（ロ）、（ハ）の一部］を調査し
（3）

た。その結果、弥生時代後期後半～古墳時代中期後半にかけての竪穴住居跡49棟（建て替え

を含むと72棟）、掘立柱建物跡3棟、土坑◎土壌29基、段状遺構4基、溝状遺構8条、ピット

群4カ所、及び大量の土器◎石器類、弥生時代の竪穴住居内出土では県内3例日の小型彷製

鏡、また、古墳時代中期後半の竪穴住居内では、西日本でも2例日の鉄鍵と考えられる鉄製

品を検出することができ、この地域における集落の性格◎構造◎変遷および土器編年を考え

る上で大変貴重な資料を提供することができた。

また、同調査区内において古墳4基を調査した。古墳は、南谷古墳群に属し南谷24号墳～26

号墳◎28号境と命名した。このうち、南谷24号境では墳丘内に上下に並ぶ2基の埋葬施設が検

出され、被葬者の性格◎墳丘築造契機を考える上で大変貴重な資料を提供することができた。

調査計画　　こうした状況のもと、建設省中国地方建設局倉吉工事事務所は、鳥取県教育委員会文化課

と協議し、財団法人鳥取児教育文化財団に記録保存のための事前調査を委託した。これによっ

て当文化財団が発掘計画を作成し、それに基づき、中部埋蔵文化財調査事務所が発掘調査を

担当する事になった。

1993年度は、南谷大山遺跡C区［大山所在遺跡（ハ）］の残り8570mzを調査する予定であっ

たが、調査終了時には8794鯉に変更となった。

第2節　調査の経過歴霧法

1993年度は、まずワールド航測コンサルタント株式会社に委託して調査前の地形測量を

行った。

そして、前年度にならって同様に調査区全体を、国土座標に載るように10mグリッドに区

画し、基準杭を打った。その結果南北軸はC～Q、東西軸は18－32となった。グリッド名（以

下Gと略した）は、南西側の杭の名称を取って名づけた。

調査は4，月5日から始め、遺構の広がり及び最終的な調査区の範囲を確認するために、E

－23G、F－21G、F－24G、G－20G、G－23G、H－20G、I－25G、距25G、K－25

G、K－26　G、K－27　G、鉱一24　G、L－28　G、M－25　G、M－26　G、M－27G、M－28　G、

M－29　G、N－23　G、N－24　G、N－28　G、の－23　G、の－29　G、の－30　G、の－32　G、P

－1－



－31Gに計21本のトレンチを入れた。

その結果、M－23Gでは竪穴住居跡、ピット、焼土面及び土師器多数を検出するに至り、

遺構の広がりが谷底部にまで及ぶ事が判明した。また、I－25G⑳距25Gで土坑を検出し、

遺構の範囲がさらに南側に延びる事が判明した。このため、鳥取県教育委員会文化課を通し

て建設省と協議した結果、調査範囲の拡張が決定した。しかし、西側斜面に設定したトレン

チでは、遺構の存在が確かめられず、この部分を調査範囲から除いた。

拡張部分の地形測量は、西側谷部については当事務所によって行った。以上で準備作業を

終了し、遺構検出作業に取りかかった。

表土剥ぎは、4月12日から古墳部分を除いて重機によって行ったが、地形の起伏が激しく

また、排土場所が限られたため2台の重機を使用し、6月3巨＝こ終了した。西側尾根部（C－

II区）の拡張部は、人力によって行った。さらに、西側谷部（C－Ⅴ区）では、北側の調査

区際でCSI20が半分検出され、残りの箇所には重機による排土が高く積まれており、この

部分を検出するために11月10日から11月12日まで、再び重機による排土除去および表土剥ぎ

作業を行った。

遺構検出作業によって、弥生時代後期後半から古墳時代中期後半の竪穴住居跡21棟（重複◎

建て替えを合せると26棟）、掘立柱建物跡2棟、土坑◎土壌19基、段状遺構6カ所、溝状遺構

17条、ピット群2カ所、埋葬施設3基、古墳時代前期前半の古墳1基を確認した。

特に竪穴住居跡は、比較的まとまった状態で検出された。そこで、昨年度に引き続き指導

助言を仰ぎ、調査を進めることにした。竪穴住居の構造の問題については、奈良国立文化財

研究所浅川滋男主任研究官に指導を仰ぎ、集落の構成の問題については、島根大学法文学部

田中義昭教授の指導を仰いだ。

古墳については、新発見のため南谷古墳群の一連の番号をつけ、南谷29号境と命名した。

盛土がわずかに遺存しており、墳丘の断ち割りを行ったところ、大半が破壊されていたが、

旧表土面を掘り込むかたちで箱式石棺が検出されている。

遺構の個別写真は、ローリングタワーからおよびラジコンヘリコプターによって行い、遺

跡全体の写真は、セスナ機による空中撮影を行った。

本遺跡の1993年度調査は、最終地形実測をワールド航測コンサルタント株式会社に業者委

託して、11月29日に終了した。

調査日誌抄

4月5日　南谷大山遺跡調査開始

4月13日　強風の下、南谷29号墳表土剥ぎ

4月23日　南谷29号墳北周港内で器台Po5出土
4月26日　CSSO2完掘

5月12日　CSIO4検出、最高気温28℃を記録

5月13日　CSIOl完掘、鳥取で29．9℃を記録
5月19日　ベルトコンベアー設置

5月26日　南谷29号墳主体部完掘状況写真

6月2日　梅雨入り、強風（最大瞬間風速3212m）のため午前中で作
業中止

6月3日　CSIO5実測、重機剥ぎ終了、休憩用テント復旧
6月4日　CSIO3完掘

6月11日　CSIO4哩土採集、CSKO4完掘
6月21日　CSBOl完掘写真、CSIlO検出

7月9日　CSBO2完掘

7月29日　CSIO5006eO7完掘写真
7月30日～8月3日　台風6号等のため作業中止（記録的冷夏）

8月9日　CSI14土器実測e個別写真、CSKlO掘り下げ
8月10日　台風7号接近のため作業中止

8月23日～26日　残暑、夏の暑さ戻る、鳥取で32．5℃（26日）

9月1日

9月3日

9月11日

9月13日

9月14日

9月24日

9月28日

9月29日

10月6日

10月9日

10月22日

10月28日

11月1日

11月2日

11月5日

11月8日

CSXO2完掘
台風13号接近のため作業中止

ラジコンヘリコプターによる写真撮影

CSI16完掘写真、CSDO3実測終了

鳥取県文化財保護審議会、
山本清氏0稲田孝司氏e手嶋義之氏、現場を視察
CSSO6Pl内壷Pol ePo2写真撮影、実測中

奈良国立文化財研究所浅川滋男主任研究官、調査を指導

倉吉市立明倫小学校6年生、南谷大山遺跡を見学
CSI19で臼玉出土

南谷大山遺跡現地説明会

ベルトコンベアー撤収

C－Ⅴ区地形測量終了
CSI21完掘

航空写真
島根大学法文学部田中義昭教授、現場を指導、ラジヘリ写真

CSI18019、C－Ⅴ区集石。ピット群実測終了
11月10日～12日　C－Ⅴ区重機剥ぎ

11月15日　拡張部（CSI200CSD17）検出

11月24日　積雪のため作業中止

11月26日　CSI20。CSD17完掘

11月29日　本年度調査終了

ー2－



挿図1南谷大山遺跡と道路建設ルート

写真2　ラジコンヘリコプターによる撮影
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第3節　調査体制

調査は鳥取県教育委員会、鳥取県埋蔵文化財センターの指導のもとに下記の体制で実施された。

○調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　　　　　西尾邑次（鳥取県知事）

副理事長兼常務理事　入江圭司

事務局長　　　　　　若松良雄

財団法人鳥取県教育文化財団鳥取県埋蔵文化財センター

所　　長

次　　長

調査指導係長

庶務係長

主任事務職員

事　　務

土井田憲治（鳥取県教育委員会文化課長）

山根豊己

田中弘道（鳥取県埋蔵文化財センター次長）

山根夏男（鳥取県埋蔵文化財センター庶務係長）

木下利雄

福田妙子

○調査担当　財団法人鳥取県教育文化財団　中部埋蔵文化財調査事務所

所　　長

主任調査員

調査員

調査補助員

整理員

入江輝三

枚本哲雄

岸本浩忠

山根雅美

浦木伊都子

○調査協力

下記の方々に発掘作業員、整理作業員として協力していただいた。

朝倉郁雄、生田恵子、市橋貴志子、伊藤義輝、入江淑恵、岩室紀男、植原昭典、

大嶋貞夫、大嶋由起枝、小椋美佳、狩野仁女、河口智津子、吉川久子、木戸孝行、

倉益和美、蔵本重信、嶋崎久子、清水房子、杉原光雄、杉村秀吉、高浜新策、

竹田　肇、谷本美智恵、高浜とし子、津嶋時三、角田磨智子、中田　都、中村晶宏、

中村勝恵、西本てる子、野崎悦子、浜口みち子、藤田広子、藤田恭人、前　宮子、

真壁　均、桧井久雄、松田悦雄、松岡朋子、松田澄子、松本美重、光井芳子、

村口いつ子、森脇幸子、安田成行、山崎　巌、山田輝美、山本博子、若杉通子、

（五十音順、敬称略）

ー4－



第2章　位置と環境

第瑠節　地理的環境

鳥取県　　鳥取県は本州の西部、中国地方の北東部に位置する。北は日本海、東は兵庫県、南は標高

1200mを越える中国山地を県境として岡山県◎広島県、西は島根県と接する。鳥取県の県城

は東西126km、南北61。85km、面積349．269加で、日本全体の約1％を占める。鳥取鼻は鳥取市

を中心とする東部、倉吉市を中心とする中部、そして米子市⑳境港市などからなる西部の三

地域に分けられる。各地域とも地勢は山がちで、山地が児総面積の86。3％を占める。それぞ
せんだいがわ　　　　てんじんがわ

れの地域には千代川（東部）、天神川（中部）、日野川（西部）の鼻下を代表する河川が流れ、

その下流域に東部の鳥取平野、中部の倉吉◎北条◎羽合平野、西部の米子平野が発達してい

る。また各平野の海岸線には鳥取平野の鳥取砂丘、北条◎羽合平野の北条◎長瀬砂丘、米子

平野の弓が浜半島などの砂丘、砂州が発達している。その中でも代表的なものは鳥取砂丘で、
（4）

東西長15km、南北幅最大2kmの規模を持つ。

羽禽囲冨　　羽合町は、鳥取県の中央部を占める東伯郡の北東に位置し、東には泊村、東郷池をはさん

で東郷町、西には天神川を境に北条町、南は倉吉市と接している。北には日本海が、その波

頭を光らせている。当町は約7000人の人口、面積12。4加の町域を有する。地形は、標高約100
うまのやま

mの馬ノ山より東に連なる低い丘陵、天神川の河口部に発達した長瀬砂丘、天神川から東郷
（5）

池に向かって広がる羽合平野、そして東郷池とからなる。

東郷泡　　東郷池は、約420haの汽水湖で、かつては日本海の内湾だった。縄文海進の後、河川の土砂

の運搬などにより、北条◎長瀬砂丘が発達した。その結果、湾口が塞き止められてできた潟

湖である。最深部は4。6mで、湖底より温泉が湧き出る。
とねりがわ　　　　　うえしがわ　はなみがわ　　　　　　　　　　はしづ

現在、東郷池には舎人川◎東郷川◎羽衣石川◎埴見川が流れ込み、その水は橋津川を通っ
（6）（7）

て日本海へ至る。古代においては天神川も、流路の変動はあったものの同地に注いでいた。

同地には淡水魚だけでなく、橋津川を逆流して流入する海水にのって海産の魚介類が入る。

調査地域　　前述の東郷池の北東にある丘陵から、東郷池に向かって南に伸びる狭い尾根上に存在する

のが、南谷大山遺跡◎南谷古墳群である。特に南谷大山遺跡◎南谷29号項が所在する尾根上

からは、東郷池⑳羽合平野◎日本海はもとより、遠く島根半島まで視野に入れることができ

る。また、最近の調査では同遺跡の谷部においても、集落が営まれていたことがわかっている。

挿図2　羽合町の位置
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第2節　歴史的環境

だいせん

旧石器　東郷池周辺に限らず鳥取県において遺構を伴う旧石器遺跡は確認されていないが、大山山
せきがね　のつみ

時　代　麓の丘陵上でいくつかの旧石器が見つかっている。中部地区では、関金町野津三の黒曜石製
（8）　　　わだ　　（9）　　　かずわ

ナイフ型石器、倉吉市和田の石刃、倉吉市上神
すき　　　　　　　　　（10）　　　　　　こ　う　　　　（11）

鋤の細石刃石核、倉吉市国府の掻器、倉吉
なかお　　　　　　　　　　　（12）

市中尾遺跡の国府型のナイフ型石器などである。このうち、野津三のナイフ型石器◎中尾遺

跡のナイフ型石器は県下では唯一のローム層中の発見であり、大変貴重なものである。

縄文時代　縄文時代早創期に盛行するとされる隆線文土器群は県内では発見されていないが、石器類
だいえい　ほなみ　　　　つきのした

草創期　は二十数カ所で確認されている。中部地区では、有茎尖頭器が大栄町穂波⑳東伯町槻下◎問
ささがなる

早　期　金町笹ケ平などで見つかっている。やはり大山山麓の丘陵上での発見である。早期でも丘陵◎
とりぎ　（1討

台地上に遺跡が確認されている。倉吉市取木遺跡では竪穴住居跡◎炉跡、押型文の深鉢など
（14）

が見つかっている。東郷池周辺においても、南谷19号墳（2）の旧表下より安山岩製のスクレイ
（15）

パーが見つかっている。また、原第2遺跡（68）では落とし穴と考えられる土坑が見つかっ

ており、縄文時代人が海岸部の丘陵上にも足跡を残していたことが窺える。

前　期　　前期になると気候が温暖になり海進が進み、この地域では広いラグーンが形成され、この
β円監

周辺で遺跡が確認されるようになる。北条町島遺跡は、前期から晩期の貝塚を伴う遺跡で、

＿土器のほかに石器、丸木舟、貝、人骨、動物骨が検出されている。丸木舟は県内でも数例知

られるに過ぎず、貴重なものである。また、花粉分析の結果や貝の種類から古環境の変化の
なるばやし　（9）　　　ふなと

中　期　様子を復元することができるようになった。中期の遺跡は、倉吉市平ル林遺跡、北条町船渡
（17）　　　　　　　　　（lの

遺跡、羽合町南谷ヒジリ遺跡（1）などが知られるにすぎず、遺跡の密度も少ない。後期に
っだみね　（咽　　　もりとう　　　　（瑚　　　よこみね　（20）

後　期　なると遺跡の数は増加し、倉吉市津田峰遺跡◎東伯町森藤後期第2遺跡◎関金町横峯遺跡で

はこの時期の住居跡が見つかって‾いる。これらの住居の中央には、石組の炉が作られている。
冊　　　きたふく　　　（21）

この周辺では、倉吉市天神川下流遺跡、東郷町北福第3遺跡（57）で磨消縄文土器などが表
まつがつぼ　（2カ

探されている。晩期では、倉吉市桧ケ坪遺跡で配石墓、土器棺墓、土壌が見つかっている。
はやしがはら　佃

晩　期　なかでも、土器棺墓は県内においても岸本町林ケ原遺跡とここにしか見つかっておらず、こ
ながせたかはま　（24）　　　　　　　　　　きたお　㈹

の時期の葬制を知る貴重な資料である。長瀬高浜遺跡では刻目突帯文土器、北条町北尾遺跡で
べっしょ

もこの時期の土器を出土している。時期ははっきりしないが、東郷町別所第2（42）◎第6
ふくなが　　　　　　　　のきょう　　　　　　　　しらいし

遺跡（43）、福永第3遺跡（60）、野花第2遺跡（36）、白石第1遺跡（51）でも縄文土器
（21）　　みやのやま　（26）

が表採されている。泊村富の山遺跡（73）では、漁扮具として使用されたと考えられる石錘

弥生時代

前　期

が見つかっており、縄文人が海や湖で盛んに魚を獲っていたことが想像される。

大陸から伝播した稲作は、日本列島をかなりの速さで北上したと考えられ、鳥取県でも前
めぐみ　（27）

期には米子市目久美遺跡で水田跡が確認されている。東郷池周辺では水田跡は確認されてい

ないが、稲作に伴う遺物が各所で見つかっており、弥生時代水田の調査が行われるのも近い

ものと思われるb　この時期には、天神川の沖積作用と日本海からの風によって形成された砂
（24）

丘上に、長瀬高浜遺跡（15）が現われる。この遺跡は弥生時代前期から中世までの複合遺跡

であるが、この時期の遺構には4棟の玉作工房跡のほか、土墳墓などがある。玉作工房跡は

日本でも最も古いものの一つである。

中　期　　長瀬高浜遺跡では中期の土墳墓がわずかに見られるが、後期の遺構は全く見られず、古墳

時代に入ってからが最も栄える。東郷池周辺では、この時期の遺跡は長瀬高浜の土壌墓を除

いては確認されておらず、遺跡の密度が少なくなっている。かわりに、丘陵上での遺跡の密

度が増すと推定される。
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古墳群　　　　遺跡　　　　寺院跡　　　窯跡　たたら跡

○　　卍　　＿△＿　穴

挿図3　周辺遺跡分布図

A．南谷大山遺跡　1．南谷ヒジリ遺跡　2．南谷19～23号墳・南谷夫婦塚遺跡　3．南谷大ナル遺跡

4．乳母ケ谷第2遺跡　5．渾古墳　6．宇野第1遺跡　7．宇野第4遺跡　8．宇野第5遺跡　9．

橋津（馬ノ山）4号墳10．乳母ケ谷遺跡11．南谷遺跡12．南谷貝塚13．和助北遺跡14．橋津

台場15．長瀬高浜遺跡16．天神川下流遺跡17．大平山古墳群18．福庭古墳19．小田銅鐸出土

地　20．向山古墳群　21．福庭遺跡　22．山根古墳群　23．藤和墳丘墓　24．伊木古墳群　25．隈ケ坪

遺跡　26．門田遺跡　27．津浪遺跡　28．片平4号項　29．佐美遺跡　30．佐美古墳群　31．埴見中ノ

谷古窯跡　32．埴見古墳群　33．長和田古墳群　34．野花北山1号墳　35．引地古墳群　36．野花第2

遺跡　37．羽衣石第1生産遺跡　38．羽衣石第2生産遺跡　39．羽衣石城跡　40．小鹿谷古墳群　41．

別所古墳群　42．別所第2遺跡　43．別所第6遺跡　44．高辻第1遺跡　45．高辻第3遺跡　46．高辻

古墳群　47．川上古墳群　48．川上生産遺跡　49．久見古瓦出土地　50．久見古墳群　51．白石第1遺

跡　52．中興寺古墳群　53．野方第3遺跡　54．野方・弥陀ケ平廃寺　55．野方古墳群　56．北福第1

遺跡　57．北福第3遺跡　58．北福古墳群　59つ黍原古墳群　60．福永第3遺跡　61．藤津古墳群

62．大鼻遺跡　63．船隠遺跡　64．宮内狐塚古墳　65．伯蓄一宮経塚　66．字谷第1遺跡　67．宇谷古

墳群68．原第2遺跡　69．園7号墳・閲西川遺跡　70．園古墳群　71．河口城跡　72．石協2号墳（尾

尻古墳）　73．宮の山遺跡　74．堀勾玉出土地　75．池ノ谷鋼鐸出土地
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ふくば　（28）

後　期　　後期においても同様の現象が見られ、焼失住居が見つかった倉吉市福庭遺跡（21）、炭化
おおばな　（2㊥

米◎貝殻などを包蔵する4基の貯蔵穴が見つかった太鼻遺跡（62）、竪穴住居が調査された南
（14）　　　　　　　　　（30）　　　　めおとづか　（14）　　うばがたに　　　（14）

谷ヒジリ遺跡（1）◎南谷大ナル遺跡（3）◎南谷夫婦壕遺跡（2）⑳乳母ケ谷第2遺跡（4）◎
（3）　　うたに　　　（30）

南谷大山遺跡（A）◎字谷第1遺跡（66）など、丘陵上の遺跡の密度が増加する。低地におい
わすけきた　（31）

ては、和助北遺跡（13）で祭元巳関係の土器と思われる、赤色塗彩された脚付注口土器が見ら
こだ（17）

れるのみである。この地域は銅鐸の出土例が多く、倉吉市小田（19）で2口（外線付紐H式◎
82）　　　　　　　　（24）　　　　　　　　　　　　　いけのたに（26）

扁平鉦式）、北福第1遺跡（56）◎長瀬高浜遺跡で小鋼鐸がそれぞれ1日、泊村池ノ谷で2本
83）　　　　　　　　　　　　　　　や

の舌とともに1日（外線付紐I式）、北条町米里で1口（外線付紐式）、やや離れて東伯町八
ばせ　　84）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）

橋で1日（扁平鉦式）が見つかっている。そのほかにも、伝伯者国とされるもの1ロ（外縁
あみだいじ　　　　（35）

付紐I式）がある。また、‾弥生時代における集団墓から卓越した倉吉市阿弥大寺1－3号墓、
とうわ　　（36）

藤和墳丘墓（23）などの四隅突出型弥生墳丘墓が計4基存在する。

音域時代　　主な前期古墳には、三角縁神獣鏡を含む多数の副葬品をもつ、復元全長100mを測る前方後
（21）

前　期　円墳である橋津（馬ノ山）4号墳（9）がある。橋津4号境を含む24基からなる橋津古墳群

のうち22基は、国の史跡に指定されている。さらにこの古墳群には橋津2号境などの大型前

方後円墳が築造され、東郷池周辺だけではなく広く東伯者一帯を支配した集団の存在が想定
いしわき　　　　お

できる。また、泊村には小規模な前方後円墳ではあるが彷製斜線獣帯鏡をもつ右脇2号墳（尾
じり　（21）　　　　　　　　　　　　はした　　（3乃まがり　　（38）

尻古墳）（72）がある。北条町には土下古墳群◎　曲古墳群など前期から後期にかけての古式
（封）

群集境がある。橋津古墳群を仰ぎ見る砂丘に立地する長瀬高浜遺跡において、160数棟の竪穴

住居、40棟の掘立柱建物をもつ大集落が再び現われる。この集落は前期から中期にかけて営

造されているが、中期の中頃にはその規模も縮小している。集落が廃絶されると古墳が築造

されるようになる。また、性格は不明であるがおびただしい数の器財型埴輪群が見つかって
（39）

いる。他に、刀状木製品◎火きり臼◎彩色礫◎手軽ね土器など祭元巳に伴う遺物が出土してい
つなみ　極0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）さび　　（41）

る津浪遺跡（27）が知られている。この時期の住居跡は、南谷大山遺跡、佐美古墳群（30）

など、丘陵上でも確認されている。
みやうち

中　期　　橋津4号墳以後もこの地域では、東郷池の東岸には全長90mを測る前方後円墳である宮内
きつねづか　（21）

狐塚古墳（64）、南岸には山陰最大級の規模を誇る全長110mを測る前方後円墳である野花
（21）

北山1号墳（34）と大型前方後円墳が累々と築造される。このように、墳丘規模及び内容で

他の古墳をはるかに凌駕する古墳が存在する東郷池周辺は、古墳時代前期から中期にかけて

東伯者の中心的な地域であると考えられる。中期後半の集落は、南谷大山遺跡のように丘陵
たかつじ　　　（6）

上でも営まれている。この地域は子持勾玉の出土が多く、東郷町高辻第1遺跡（44）1例、
ほり（43）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）

泊村堀（74）で1例、倉吉市でも2例が知られている。

後　期　　後期になると大型の前方後円墳は見られなくなるが、中小規模の前方後円墳が各古墳群に

おいても見られるようになる。また、従来の竪穴系の埋葬施設に代わって、横穴式石室が採
かたひら　　（17）

用される。片平4号墳（28）は基底部を箱式石棺状に組み、板石を持ち送りながら小口積み
おおみや　（43）

にするもので、東伯者では倉吉市大宮古墳とならび導入期の横穴式石室である。その後、こ

の地域で比較的容易に手に入れることができる板状摂理の安山岩を使用する横穴式石室が取
伍4）　　　　　　　伍5）なごうた　　㈹　　　ちゅうこうじ　　　伍7）

り入れられ、爆発的に増加する。片平1◎　5号填、長和田20号墳（33）、中興寺1号墳（
ひさみ　　　極㊥　　　　　　　　飢）　　　　　　　（21）　　　　　極8）　　　（17）

52）、久見17号墳（50）、北福23号墳（58）、宮内31号填、橋津9号填、福庭古墳（18）、園
㈹　　　　　　　（26）

古墳群（70）、宇谷古墳群（67）などで知られている。このうち中興寺1号境などのように各

壁が一枚石で構成されている石室や、福庭古墳に見られるような切石石室は終末の様相を示
（511）

す。古墳以外では、埴見中ノ谷古窯跡（31）がある。6世紀前菜の窯跡で、この地域の須恵

器を生産した数少ない遺跡の一つである。
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歴史時代

白鳳期

～

おおみどう　（51）（52）のかた　みだ

この地域は古代寺院跡がたくさん見つかっている。白鳳期には、大御堂廃寺、野方◎弥陀
がなる　（52）　　　おはら　（53）

ケ平廃寺（54）、大原廃寺が造営される。太御堂廃寺は法起寺式の伽藍配置であったと考え

られている。礎石の中央には柱を据えた穴が穿たれており、炭化した柱の一部が残っていた
くめ

奈魔時代　という。この寺院は、発掘された墨書土器より8世紀後半頃には久米寺と呼ばれていたよう

である。野方◎弥陀ケ平廃寺からは川原寺式の瓦の他に、塔心中央に柱穴をもつ塔心礎◎礎

石が見つかっている。大原廃寺からは、柱穴をもつ塔心礎、川原寺式の瓦が見つかっている。

また、発掘調査により塔の基壇の一部が明らかになり、法起寺式の伽藍配置であったことが
（52）

確認された。久見（49）でも7世紀後半頃と8世紀後半頃の瓦が見つかっており、寺院跡か
（54）

官街跡の存在が考えられる。奈良時代には現在の倉吉市国府に伯者国街が造られ、また伯者
（55）　　　（56）

国分寺、国分尼寺も建立されるなど、東伯者は奈良◎平安時代の政治の中心地であった。′こ
かわむらぐん　　　　　　　　くつが　　　　ただ

の地域は律令体制下にあっては伯者国河村郡にあたり、河村郡は笛賀、舎人、多駄、埴見、
くさか　　　　たけだ　みささ

日下、河村、竹田、三朝の八郷から成る。郡街の所在地は不明であるが、河村郷、舎人郷、
（5）（6）（5乃

多駄郷の三か所が候補地として考えられている。この地域には古代律令体制の名残りとして
（58）

の条里遺構が残っている。天保地続全図などには整然と並んだ方格地割りがあり、当時の名

残りを留めていると考えられている。

平安時代　平安時代に入り日墾地系荘園が現われ律令体制が崩壊し、次第に封建制社会が形成される

ようになる。このようななか、力を得てきたのが国司◎郡司◎寺社であった。東郷池周辺で

は、伯者一宮、東郷氏である。東郷氏は、中央の貴族や寺社に所領を寄進して、地方豪族と
しとり

しての地位を高めていった。伯蓄一宮である倭文神社は「伯蓄六社」の一つで、承和4（837）

年に従五位下の神階が与えられていたが、広大な社領を経済基盤として在地領主層の信仰を
（6）

集めながら伯蓄一宮の地位を獲得したものと考えられている。平安時代末期になると、末法
（5れ

思想が広まる。伯蓄一宮の境内に隣接した山林で経塚（65）が発見された。経塚のなかには

石室があり、そのなかに金鋼製経筒、金鋼製観音菩薩立像、鋼製千手観音立像、鋼板線刻弥

動立像などが安置されていた。経筒には「（中略）康和五年発未（中略）」銘が刻まれている。

これら出土品は国宝に指定されている。

車　健　地頭の勢力は鎌倉幕府権力の伸長を背景に次第に強大になった。大阪府柳沢英次郎氏所蔵

鎌倉時代　の正嘉2（1258）年銘の「伯者国河村郡東郷荘下地申分絵図」によって地頭の荘園侵略の様
（24）

子が窺われる。長瀬高浜遺跡では約80基の火葬墓や土墳墓が調査され、この時期の葬制が明

らかとなった。

豊野時代　　中世城郭も数多く知られており、南条貞宗によって築城された羽衣石城（39）、山名氏に
かわぐち

よって築城された河口城（71）などがある。応仁の乱後は各地で騒擾戦乱が絶えず、この地

においても太永4（1524）年尼子経久によって羽衣石城が落城し、また馬ノ山で尼子氏と山名

氏が合戦をするなど争いの跡をとどめている。天正9（1581）年には羽柴秀吉と吉川元春が
みかんむりやま

対陣した。秀吉は御冠山に、元春は馬ノ山に陣を設けたが、馬ノ山にはこの時に築かれた土
（14）

塁状遺構が残っている。また、乳母ケ谷第2遺跡で調査された土塁状遺構も、この対陣の際
（50）

に築かれたと思われる。山間地にはこの時期と思われるタタラ跡が数カ所確認されている。
（5tl）

また、橋津川改修にともない、中世の貝塚が検出された。南谷貝塚（12）は、ヤマトシジミ

などの貝類のほか、漆器などの木製品が出土している。

近健近代　　南谷ヒジリ遺跡では、16－17世紀と考えられる蔵骨器が検出されている。

また、文久3（1863）年には外国に対する海岸防備のために砲台が設置された。鳥取県で
ゆら　　　　あかさき　よどえ

は由良、橋津、赤碕、淀江、境などに台場が建設され、海岸防備に当たった。橋津の台場（14）
（5）

建設に当たって、馬ノ山4号項の前方部が削られたといわれている。
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第3章　南谷東山遺跡の調査（第3次調査）

第瑠節　南番来由遺跡匿…Ⅱ匿⑰概要

億　置　1993年度の南谷大山遺跡の調査区は、地形的特徴からさらに細かく、標高84m付近から南

側に伸びる東側尾根（C－I区）、標高83m付近から南側に伸びる西側尾根（C－II区）、C－

I区◎C－II区にはさまれた谷底部（C一m区）、C－II区西側の急峻な斜面部（C－Ⅳ

区）、1991－92年度調査区と今年度調査区の尾根部にはさまれた谷底部（C－Ⅴ区）、今年度

調査区のうち標高87m付近の最も高い部分（C－Ⅵ区）に分けることができる。

C－‡区は、今年度調査区のうち、東側尾根上に遺跡が展開する地区である。この尾根の

先端部には、周知の乳母ケ谷遺跡があり、この間にも遺構の存在が推定される。

遺　構　この地区は今年度調査区のうちでは最も遺構が密集する地区で、弥生時代後期には、竪穴住居跡

CSIOl◎08◎11◎13◎14◎15◎16、掘立柱建物跡CSBO2、貯蔵穴CSKOlが作られている。

古墳時代前期になると、竪穴住居跡CSIO3◎04◎05◎06◎07◎12、段状遺構CSSO4◎

05が作られる。

古墳時代中期には、埋葬施設CSXOl◎02◎03が作られている。

さらに、時期は不明であるが、貯蔵穴と考えられるCSKO8◎09、不明土坑CSKO3◎10◎

11◎12◎13、溝状遺構CSり01◎02◎05◎06◎07◎08◎09がある。

このうち、弥生時代の集落は比較的高い位置から営まれているが、古墳時代の集落は、標

高73m以下のやや低い位置に展開している。

挿図4　南谷大山遺跡C区全体図
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第2節　南番来由遺跡監～I匿の調査結果

瑠◎　竪究鍾贋跡

監＄摘瑠（挿図5◎　6、図版2◎29）

億　　置　　C－I区北側のN23グリッドにあり、標高82。7－83．3mの緩やかに南側に傾斜する斜面に

位置する。南東側約10mにはCSI16が、すぐ北側にはCSI）01が近接している。

形　態　遺存状態は非常によく、平面は隅丸方形を呈す。規模は、北西～南東4．20m、南西～北東

3。90mを測り、床面積は17。Om2である。残存壁高は、最も遺存状態の良い北西壁で最大1．02

mを測る。

壁溝は、北東◎南東壁際で検出されたが、それ以外では検出されなかった。規模は、幅10－20

cm、深さ3－6cmを測り、断面逆台形状を呈す。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模は、Pl（70×57－52）cm、P2（92×81－

32）cm、P3（80×75－63）cm、P4（77×67－62）cmを測る。主柱大間距離は、Pl～P

2間から順に2。2m、2。6m、2。6m、2。4mである。

中央ぽッ匝　中央ピットは、やや南西側にずれるP5で、規模は、（42×40－59）cmを測る。埋土は3層に

分層でき、⑫◎⑲層には炭化物が含まれており、鑑定の結果ツブラジイ◎クスノキが含まれ

ていた。また、中央ピット上には主柱穴と異なり、貼床は施されていない。

埋　立　　埋土は8層に分層できた。いずれの層も中心に向かって堆積しており、自然堆積の状況が

窺われる。このうち、⑦層は、壁際で厚く堆積しており、周堤が崩れて堆積したものと考え

られる。最下層の⑤層には炭化物が含まれている。

貼　床　　ほぼ全面に粘質土を含む⑨層による貼床が施されている。貼床は、主柱を立てた後に施さ

三二一一一一＿一一‾

風2◎
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●FI L一一l i　　　∃

挿図　　南番犬山遺跡院5帽出藍過物実測図
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（D暗黒褐色土
②暗黒茶褐色土
③暗灰茶褐色土（炭化物を含む）
④明灰茶褐色土
⑤淡灰茶褐色土（炭化物を含む）
⑥暗茶褐色土（粘質性がある）
⑦明茶褐色土（DKPを含み粘質性がある）
⑧明黄茶褐色土（DKPを含む）

⑪淡灰茶褐色土（炭化物を含む）
⑩明黄褐色土（DKPを含む）
⑲淡灰褐色土
⑲淡灰茶褐色土
⑮淡灰黄褐色土（灰色粘質土を多く含む）
⑲淡茸灰褐色土（灰色粘質土を少し含む）
⑰暗黒褐色土（炭化物を多く含む）
⑲暗灰黄褐色土（炭化物を含む）

㊧明茶褐色土（粘質性がある）
⑳淡茶灰黄褐色土（茶・灰色粘質土を多く含む）
⑳淡灰褐色土（灰色粘質土）
㊨木の根による撹乱

⑨淡茶灰黄褐色土（茶・灰色粘質土、DKPを含む貼床）　⑲明黄褐色土（DKPを含む）
⑲淡灰褐色土（炭化物を含む）　　　　　　　　　　　⑳淡茶黄褐色土

挿図6　南谷大山遺跡CS101遣構図
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れたものと考えられ、柱犬上では柱の部分で貼床が切れていた。

屋内貯蔵究　　西側コーナーには、後述するCSKOlが袋状に掘り込まれており、形態的特徴からCSI

Olに伴う屋内貯蔵穴と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

逸　　物　　図化できたものには、複合口緑をもつ婆Pol◎Po2◎Po3、平底をもつ底部Po4、蓋Po

出藍状況　5、砥石Sl、袋状鉄斧Fl、不明鉄器F2がある。

このうち、床面からは、西側コーナー付近でPol、東側コーナー付近でFlが出土してい

る。また、中央ピット内からP04が出土している。

その他は哩土中からの出土である。この他にも、図化できなかったが、哩土中から軽石が

出土している。

時　　期　　床面出土遺物から、CSIOlは大山II期、弥生時代後期後半頃のものと考えられる。

挿図7　南脊大山追跡CSIO3通構図
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（丑暗黒褐色土

②暗灰茶褐色土
③明灰黄褐色土（DKPを含む）

④暗黒黄褐色土（DKPを含む）
⑤淡灰茶褐色土（炭化物を含む）

⑥淡茶褐色土
⑦淡茶黄褐色土（DKPを含む）

⑧淡茶黄褐色土（DKPを含み、粘質性がある）
⑨暗灰茶褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑲淡茶褐色土
⑪淡茶灰褐色土

⑲暗灰黄褐色土
⑬淡茶灰褐色土（茶e灰色粘土を多く含む固い貼床）

⑭明黄灰茶褐色土（DKP、灰e茶色粘質土を含む貼床）
⑮淡茶黄褐色土（DKPを含む）

⑲明黄灰褐色土（DKP、灰色粘質土を含む）
⑰淡灰黄茶褐色土（DKP、多量の灰色粘質土を含む）

⑲淡茶褐色土（炭化物を少量含む）
⑲暗茶黄褐色土（DKP、炭化物を少量含む）

⑳暗茶褐色土
㊥暗黄茶褐色土（DKPを含む）

⑳暗黄褐色土（DKPを多量に含む）

⑳暗茶褐色土（粘質性がある）
㊨暗灰茶褐色土（炭化物、焼土を含む）

⑮木の根による授乱

O S＝1／60 2m



監5摘3（挿図7　◎　8、図版3　◎29）

位　　置　　C－I区の最も南側のP32◎33グリッドにあり、標高68。0－68。4mの平坦面に位置する。南側は

調査区外のため完掘できていない。北側約3mにはCSIO5、北側約2mにはCSI〕02がある。

形　　態　　遺存状態はよく、南側を推定すると平面は隅丸方形を呈す。規模は、東西3。50m、南北2．8

m以上を測り、床面積は南側を推定すると約12m2で、現存では8．5m2である。残存壁高は、最

も遺存状態の良い北壁で最大0．66mを測る。

壁溝は、東側で検出されなかった。規模は、幅10－16cm、深さ9－16cmを測り、断面「U」

字状を呈す。

主柱穴は検出したものはPl～P3の3個であるが、本来は4本柱の建物であると考えら

れる。それぞれの規模は、Pl（65×58－69）cm、P2（52×44－75）cm、P3（36×30－

73）cm以上を測る。主柱大間距離は、Pl～P2間から順に2．2m、2。2mである。

また、北側には（36×30－45）cmを測るP5がある。斜めに掘り込まれている事から、垂

木を支えるピットと考えられる。

中央ピッ臣　　中央ピットは、住居のほぼ中央に楕円形に（110　×70－3）cmと一段高くなる土壇の東側に

掘り込まれたP4で、規模は（78×58－42）cmを測る。この土壇は、⑬層を盛って作られている。

焼藍面　　中央ピットの北側には、不整形に広がる焼土面が1カ所検出されている。

埴　　土　　哩土は12層に分層できた。いずれの層も住居の中心部に向かって堆積しており、自然堆積

したものと考えられる。

貼　　床　　床面には、全面に⑲層による貼床が施されているが、土壌を含めて住居中央南北方向には固く締

まった⑬層による貼床が施されている。貼床は、主柱を立てた後に施されたものと考えられる。

（、 ＼、、 い ∴ ＼＼、
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挿図8　南番犬幽遠跡651閑出土過物実測図
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石　　樹　　Plの北側で、扁平で円形を呈す石材が検出されている。使用痕等は認められず、性格は

不明である。

遺　　物　　図化できたものには、壷Pol、婆Po2－Po7、高杯Po8、小型丸底壷P09がある。

出藍状況　　いずれも埋土中からの出土であるが、Po4◎Po5◎P08は哩土下層からの出土である。

時　　期　　哩土下層の出土遺物から、CSI03は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと考えられる。

¢5摘苺⑳⑳⑳（挿図9－14、図版3　◎29◎30）

億　　置　　CSIO4◎08は、調査区の東側尾根上の027グリッドにあり、標高73－74．1血の平坦面に

位置する。CSI04の西側はCSI08を大きく切り込んで作っており、北東3mにはCSI

13が位置している。

形　　態　　遺存状態は良く、平面は東西にやや長い五角形を呈する。規模は、東西7．98m、南北7．18

監SⅢ掴　mを測り、床面積は、43．0m2である。残存壁溝は、最も遺存状態の良い北壁で最大1．03mを

測る。

壁溝は、幅8－17cm、深さ3－12cmを測り、断面「U」字状を呈す。東側～南側ではとぎ

れるものの、本来は全周していたものと考えられ多。

主柱穴はPl～P5の5個で、それぞれの規模は、Pl（51×46－75）cm、P2（72×55－

71）cm、P3（83×60－94）cm、P4（62×53－60）cm、P5（84×70－62）cmを測る。

主柱大間距離はPl～P2間から順に3．8m、3．4m、3．5m、3．8m、3．5mである。

なお、Plには、やや浅いP12◎P13が接続しているが、規模的にはPlとほぼ同じで柱

穴として掘り込まれたものと考えられるが、CSI04に付随するものかは不明である。

主柱穴間にはP7（34×24－17）cm、P8（46×35－51）cm、P9（55×51－60）cm、P

lO（29×21－49）cm、Pll（53×45－51）cmを測るピットがある。これらは、主柱穴に比べ

深さがあまりなく、位置的◎規模的に考えて補助柱穴と考えられる。このうち、P9は後述

するCSI08の主柱穴とも考えられ、再考する余地がある。

中央ピッ匝　　住居中央部には、灰赤褐色粘質土によって（200×150）cmにわたり不整な「コ」字状に、

2cm程度と低いながらも一段高く土壇が作られている。この部分のやや北東側に、不整楕円

形の中央ピットP6が二段に掘り込まれている。P6は、まず上線部を（68×50－7）cmに

掘り、さらに（44×32－28）cmに掘り込んでいる。哩土は3層に分層できた。ブロック状に

入り込む③層中には、炭化物を含んでいる。

中央ピットの周辺には、土壇を切り込んで、（34×34－41）cmを測るP15、（44×42－36）

cmを測るP14がある。これらは、用途不明であるが、棟持柱の可能性もある。

出入開　　また、北東側壁溝に接続して長さ16－24cm、幅9－12cmの溝と、同様に、深さ5cm程度の

ピットが等間隔に並んでいる。この部分は、Pl－P2間に当たり、補助柱穴の規模も他の

ものと比べて小さく、また、この部分には焼土面がないことから、これらの溝およびピット

に、出入り口に立てられた階段状のものが据えられたものと考えられる。

C S108 CSI04によって大きく削られているために正確な規模◎形態は不明であるが、遺存して

いる壁の状態から、平面は六角形を呈すものと考えられる。残存する規模は、東西2．5m以上

（推定5m）、南北5．50mを測り、床面積は8m2以上、東側を推定すると約25m2と考えられ

る。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．61mを測る。

壁溝は、南側でとぎれるが、幅9－17cm、深さ2－11cmを測り、断面「U」字状を呈す。

確実に主柱穴と考えられるものはP21◎P22◎P23の3個で、それぞれの規模は、P21（56×
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挿図9　南谷大山遺跡CS川4・08遺構図

－16・17－

①淡黒褐色土
②黒褐色土
③果灰褐色土
④暗黄灰褐色土

⑤暗黄褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑥淡黄灰褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑦淡灰褐色土

H＝74．00m

I

、＼、、〈
＼、

⑧堵黄褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑨暗挑灰褐色粘質土
⑲暗黄褐色土（壁溝埋土）
㊥暗赤褐色土（壁溝埋土）

⑲暗赤灰色粘質土（基盤ブロックを多量に含む）
⑲堵黄褐色土（灰色粘質土をわずかに含む。DKPを多量に含む）
⑲嗜灰黄褐色土（灰色貼質土を多量に含む。DKPを含む）
⑮灰褐色粘質土（DKPをわずかに含む）

－⑯暗貢灰褐色土
I’　⑲暗黄褐色土

貼床

⑲赤褐色粘質土（基盤ブロックを多量に含む）
⑲暗褐色土（炭化物を含む）
⑳暗灰褐色土（基盤粒を含む）
⑳沫赤褐色土
⑳暗灰赤色粘質土
㊨暗褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑳暗褐色土
⑳窯褐色土（炭化物を含む）
⑳淡褐色土
㊧淡暗黄褐色土

⑳褐色土（木の根の擬乱）
⑳暗赤褐色粘質土
⑳淡褐色土（炭化物をわずかに含む）
㊧木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m
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挿図10　南谷大山遺跡CSIO4貼床除去後這構図
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53－108）cm、P22（53×30－83）cm、P23（51×33－71）cmを測る。これらは、CSI04の

床面上のP9、P14、P12と合せて、ほぼ等間隔に六角形に並んでいることから、CSI08

の主柱穴とも考えられる。

このように考えると、主柱大間距離はP21－P22間から順に2．6m、2．8m、3．0m、3．1m、

2．2m、3．1mとなる。

焼堂面　　CSI04の床面上には、南側のP3◎P4◎PlO付近に3カ所、楕円に広がる焼土面が検

出された。

埋　　立　　CSI04の哩土は8層に分層することができた。①②④⑤層は、壁際から住居中央部に向

かって流れ込んだような堆積状況を示し、住居の廃絶と共に自然堆積した状況が窺われる。

このうち、⑤層中には炭化物が含まれている。

また、③層はPl上にあり、柱材が腐朽したものと考えられる。

さらに、西側壁溝上には、⑦層が垂直方向に伸びており、壁溝内に立てられた板状のもの

が腐朽したものと考えられる。また、北側では、炭化物を含む⑥層が水平方向に堆積してお

り、同様に、壁港内に立てた板状のものが倒れたまま腐朽したものと考えられる。

CSI08の哩土は、暗黄褐色土⑧層が単層で入り込んでいた。

貼　　床　　CSI04の床面ほぼ全面に、厚さ5－20cmに暗赤灰褐色粘質土による貼床⑫層が施されて

いる。西側では、この層の下に⑬～⑮層によってくぼんだ部分が補填されている。

貼床除去後に、P18－P20◎P23を検出した。それぞれの規模は、P18（32×28－46）cm、

P19（27×25－12）cm、P20（26×26－24）cm、P23（51×38－71）cmを測る。用途は不明

であるが、P23は、CSI08の主柱穴と考えられる。

不　　整　　CSI04の貼床を除去すると、住居中央部から西側で、不整形に掘り込まれた落ち込みが

落ち込み　検出された。断面も不整形な皿状を呈す。この落ち込みは、住居プラン内に納まることから、

住居を掘削する段階で掘り込まれたものと考えられる。

CSI04の基盤層は、東◎北側が堅緻なローム層であるのに対し、西◎南側がりKP層に

なっており、住居の掘削段階で、柔らかく掘りやすいりKP層を掘り過ぎ、その部分を補う

ために、西側の貼床が厚くなったものと考えられる。

遺　　物　　CSI04からは、図化できたものには、壷Pol◎婆Po2－Po28、底部Po29◎Po30、高杯

出立状況　Po31－Po34、鼓形器台Po35－Po37、直口壷Po38、低脚杯Po39、小型丸底壷Po40◎Po41、

措鉢Po42、土玉Po43◎Po44、土錘Po45～Po50、黒曜石剥片S2、磨石S3がある。

このうち床面からは、北西壁寄りでPol◎Po4◎Po22◎Po44が、北東壁寄りでPo7◎Po

8◎Po39◎S3が、P2付近でPo6◎P08が、南壁際でPo31が、P4内でP05がそれぞれ出

土している。また、Po2◎P03は南西コーナー付近のものと北東壁際のものが接合している。

その他のものは、哩土中からの出土である。なお、措鉢Po42は備前Ⅴ期と思われる。

CSI08からは、図化できたものには、婆Po51◎Po52、底部Po53－Po55、土玉Po56◎Po57

がある。

このうち床面からはPo56が、P23の南側でPo52◎Po55が、P23の北側でPo57が、P22内

でPo53◎Po54がそれぞれ出土している。

その他は、哩土下層からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物のうち、P05は若干古い様相があるが、CSI04は大山Ⅴ期、古墳時代前期

前半頃のものと考えられる。

CSI08は、床面出土の土器から大山I工期、弥生時代後期後半頃のものと考えられる。
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挿図13　南谷大山追跡CSIO4出土遣物実測図（3）
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挿図14　南谷大山遺跡CS108出土遣物実測図

－23－

O S＝1／2　　　6cm

し二＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」



¢＄摘5（挿図15－18、図版4◎30－32）

億　　置　　C－I区南側のP31◎32グリッドにあり、標高68。2－69。Omの平坦面に位置する。北東側

はCSI06によって切り取られ、西側にはCSI07が接している。この平坦面にはCSI

O5－CSI07が重複しているが、土層の切り合い関係から、CSIO5→CSIO6→CSI07

の順で作られている事が判明した。

形　態　遣存状態はよく、平面は隅丸五角形を呈す。規模は、東西6．錮m、南北7．20mを測り、床

面積は北東側を推定すると41．5m2である。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0．62

mを測る。

壁溝は、南側でとぎれるもののほぼ全周するものと考えられ、幅6－21cm、深さ4－7cm

を測り、断面逆台形状を呈す。

主柱穴はPl～P5の5個で、それぞれの規模は、Pl（52×48－61）cm、P2（32×32－

76）cm、P3（48×44－54）cm、P4（54×40－53）cm、P5（52×48－70）cmを測る。主

柱穴間距離は、Pl～P2間から順に3．4m、2．9m、3．0m、2．7m、2．9mである。

中央ピッ臣　　中央ピットはP7で、3個のピットが切りあっている。規模は（65×62－29）cmを測る。

哩土は3層に分層でき、いずれの層にも炭化物が含まれている。また、⑫層はよく締まって

おり、意図的に埋められた可能性がある。

この他にもP6－P15のピットが検出されているが、用途は不明である。

周辺ピッ臣　　また、住居周辺にはP16－P22のピットが掘り込まれている。これらは径30－35cm、深さ

45cm程度としっかりしており、垂木を支えるものというよりは、庇状のものがあった可能性

もある。

焼土面　　中央ピットの西側に、楕円形に広がる焼土面が検出されている。

炭化物　　中央ピットの南側では、狭い範囲ではあるが炭化物層が検出されている。

埴　　土　　哩土は6層に分層できた。①◎②層は自然堆積したものと考えられるが、③層は北西側に

のみ堆積しており、自然堆積したものとは考えがたい。また、③層は炭化物◎焼土粒を、④

層は炭化物を多く含んでおり、明らかな炭化材は検出されていないが、CSI05は焼失した

可能性がある。

貼　床　床面の南側半分に、粘質土を含む⑦層による貼床が施されている。貼床は、主柱を立てる

前に施されたものと考えられる。

遺　物　　図化できたものには、壷Pol、婆Po2－Po21、底部Po22－Po24、高杯Po25－Po33、鼓形

出土状況　器台Po34－Po38、小型丸底壷Po39－Po41、低脚杯Po42、髄形土器Po43、磨石S4、不明鉄

器F3がある。

このうち床面からは、Polが北壁際と東壁際から離れた状態で、Po22が北側壁際とP6付

近で離れた状態で、さらに、Po27が北側壁際とP14付近で離れた状態で出土している。ま

た、北側壁際ではPo31が出土している。東壁際ではPo7◎Po43が、南西壁際ではPo42◎S

4が出土している。一方、P3内でPolOが出土している。

これら以外は、哩土中からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI05は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと考えられる。
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挿図摘　南番犬幽遠跡eSi⑳5出藍遺物実測図（瑠）
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挿図16　両谷大山遺跡CSl05遺構図
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①暗黒黄褐色土（DKPを含む）
②淡茶黄褐色土（DKP、炭化物をわずかに含む）
③暗灰茶褐色土（炭化物、基盤ブロック、焼土をわずかに含む）
④暗灰褐色土（炭化物を多く含む）
⑤暗灰黄褐色土（炭化物、基盤ブロックを含む）
⑥暗灰茶褐色土
⑦淡茶黄褐色土（DKP、灰色粘土を含む貼床）
⑧淡灰黄褐色土（DKP、灰色粘土を多く含む貼床）
⑨淡茶灰黄褐色土（粘質性があり、DKPを含む）
⑲淡茶黄褐色土（DKPを含む）
⑪淡灰黄褐色土（DKPを含む）
⑩淡灰茶褐色土（枯質性がある）
⑬淡茶灰褐色土
⑲暗灰茶褐色土（粘質性がある）
⑮淡灰茶褐色土（炭化物、基盤ブロックを含む）
⑲暗灰茶褐色土（炭化物、焼上、基盤ブロックを含む）
⑰淡茶灰褐色土（基盤ブロック、炭化物を含みよくしまっている）
⑲暗茶黄褐色土（炭化物、基盤層を含む）
⑲淡灰茶褐色土（基盤層を含む）
⑳暗灰茶褐色土（炭化物を多く含む）
㊨暗灰赤茶褐色土（基盤ブロックを多量に含む）
⑳淡茶黄褐色土
⑳木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m
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挿図17　南谷大山遺跡CS105出土遣物実測図（2）
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挿図18　南谷大山遺跡CS柑5出土遣物実測図（3）

eS j⑳6（挿図19－22、図版4　◎　5　e32◎33）

億　　置　　C－I区南側のP31グリッドにあり、標高68．1－68。6mの平坦面に位置する。南西側はC

SI05を削り取り、北東側、東側はそれぞれCS SO5、CSKllに接している。

形　　態　　遺存状態はよく、平面は楕円形を呈す。規模は、東西4。90m、南北5．80mを測り、床面積

は24。2mzである。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁で最大0．69mを測る。

壁溝は、北西壁際で検出されており、幅6－20cm、深さ2－6cmを測り、断面逆台形状を

呈す。

主柱穴はPl～P5の5個で、それぞれの規模は、畢1（42×40－51）cm、P2（46×44－

54）cm、P3（38×35－52）cm、P4（46×38－40）cm、P5（64×36－50）cmを測る。主

柱大間距離は、Pl～P2間から順に2．3m、2。6m、2。2m、2。2m、2。7mである。

中盤だッ臣　　中央ピットは、床面ほぼ中央に（173×132－4）cmに一段高くなる土壇のやや東側に掘り

込まれたP6で、規模は（43×36－20）cmである。哩土は2層に分層でき、いずれの膚にも

炭化物が含まれている。

その他に、P8◎P9　◎Pllが検出されている。また、貼床除去後にP7◎PlO◎P12が

検出されたが、用途は不明である。また、周辺にはP13－P19が検出されている。

屋　　内　　東側壁際には、平面隅丸長方形を呈す土坑が掘り込まれている。規模は、長径1．16mX短

貯蔵究　径0．53m、深さ0。37mを測る。哩土は、炭化物◎基盤ブロックを含む暗灰茶黄褐色土が単層
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挿図19　南谷大山遺跡CS柑6遺構図

①暗黒黄褐色土（DKPを含む）
②淡灰黄褐色土（DKP、炭化物をわずかに含む）
③明黄茶褐色土（DKPを多量に含む）
④暗茶痍桃褐色土（炭化物、基盤ブロック、DKPを含む）
⑤暗灰褐色土（炭化物を多く含む）
⑥暗灰褐色土
（D暗茶褐色土
⑧明茶黄褐色土（DKPを含む）
⑨明灰黄褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑩淡茶黄褐色土（DKP、炭化物、基盤層を含む貼床）
⑪暗茶黄褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑫暗灰茶褐色土（炭化物を含む）
⑬暗灰茶褐色土（基盤ブロックを含む）
⑲淡黄灰茶褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑮淡茶黄褐色土
⑲暗灰褐色土（炭化物を含む）
⑲暗灰黄茶褐色土（炭化物、基盤層を含む）
⑲淡灰褐色土（基盤層（石）を多く含む）
⑲暗茶褐色土（DKPを含む）
⑳暗黒茶褐色土（炭化物を含み、サクサクしている）
㊧暗赤茶褐色土（炭化物、基盤層を含む）
⑳淡灰責赤褐色土（粘質性がある）
⑳木の根による擾乱

O S＝1／60　　　　2m
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①暗灰茶黄褐色土
（炭化物、基盤ブロック
DKPを含む）

O S＝1／3050cm

h T　　　！

挿図20　両杏大山遺跡CS106内SKl遺構図
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二＝二、二

O S＝1／6　　　　20cm

Fr－’－‥　［“‾‾‾一二∃

⑳　S6
0　　　　　S＝1／3　　　10cm

Ll　・“－・1－．1－lL・…・・ll＝llll・l…ll－」

挿図22　南脊大山遺跡CSim出土遣物実測図（2）
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ではいる。この土坑は、位置的◎形態的に屋内貯蔵穴と考えられる。

焼土面　　中央ピットの南西側には、楕円形に広がる焼土面が1カ所検出されている。

また、南側壁際で、ノミ痕が明瞭に残る大型の石材が2個検出されている。この石材の裏

面にもノミ痕が施されている。ノミ痕の幅は、約4cmを測る。

埋　　立　　哩土は9層に分層できた。①◎②層は自然堆積したものと考えられるが、厚く堆積する③

層は南西側にあり、周壁が崩れ落ちたものと考えられる。また、⑤層は炭化物を含んでおり、

明らかな炭化材は検出されていないが、CSI06は焼失した可能性がある。

貼　　床　　床面の全面には、基盤層を含む⑲層による貼床が施されている。

遺　　物　　図化できたものには、壷Pol◎Po2、蛮Po3－Po16、高杯Po17－Po22、鼓形器台

出土状況　Po23－Po27、低脚杯Po28、髄形土器Po29、敲石S5◎S6、砥石S7がある。

このうち、床面からは中央部でPo9◎Po16◎Po26、北壁際でPo22、中央やや北寄りでPo23◎

Po29、東壁際でPol、南壁寄りでPo15が出土している。

それら以外は哩土中からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI06は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃に作られたものと考えられ

る。このうち、Po16は若干古い様相を残す。

監5摘冒（挿図23－25、図版5　◎33◎34）

億　　置　　C－I区南側の031◎P31グリッドにあり、標高68．5－69，3mの平坦面に位置する。南東
l

側はCSI05を埋め、CSI06に接している。

形　　態　　CSI－07は、少なくとも3回の建て替えがあったものと考えられ、それぞれCSIO7－1－C

SIO7－3とした。

eS柑紅瑠　　遺存状態は比較的よく、平面は隅丸方形を呈す。規模は、東西5，80m、南北5．80mを測り、

床面積は南東側を復元して考えると約4工5m2、現存では38．6m2である。残存壁高は、最も遺

存状態の良い北東壁で最大0．43mを測る。

壁溝は、東側◎南西側でとぎれるもののほぼ全周していたものと考えられ、幅13－23cm、

深さ4－9cmを測り、断面「U」字状を呈す。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模は、Pl（68×54－46）cm、P2（52×46－

65）cm、P3（44×42－69）cm、P4（64×58－72）cmを測る。なお、Pl◎P4は複数の

柱穴が掘り込まれているものと考えられる。主柱大間距離は、Pl～P2間から順に2．4m、

2．6m、2．7m、2，5mである。

中央ぽッ臣　　中央ピットは、床面ほぼ中央に二段に掘り込まれるP5で、上線部は長楕円形を呈し、（92×

66－26）cmに掘り込まれ、さらに中央部を（44×34－49）cm掘り込む。哩土は3層に分層で

き、㊧◎⑳層中には炭化物が含まれている。

その他に、P6－Pll◎P16◎P17が検出されているが、用途は不明である。

埋　　立　　哩土は13層に分層できた。これらはいずれも住居の中央に向かって堆積しており、自然堆

積したものと考えられる。しかし、主柱穴P4の哩土および上方の哩土を見ると、⑪◎⑳層

と類似した層で、住居が埋まる過程の中で、P4には柱が立っていた可能性がある。

貼　　床　　床面の中央部には、⑲層による貼床が施されている。貼床除去後では、後述する07－2の主

柱穴と考えられるP14、P15、その他にP12◎P13が検出されている。

なお、CSIO7－1の床面上では、周壁から約50cm内側と約80cm内側に、壁溝と考えられる

溝が検出されている。これらは、07－1に建て替えられる以前のものと考えられ、外側のもの
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を07－2、内側のものを07－3として考えた。

鑑別錮－2　　CSIO7－2は、平面形は遺存している壁溝の状態から、隅丸方形と考えられる。規模は、

東西約4。2mを測る。

壁溝は部分的にとぎれ、幅12－16cm、深さ3－9cmを測り、＼断面「U」字状を呈す。

主柱穴はPl内の浅いピット、P14、P15、P4と考えられ、いずれのピットも07－1より

㌔＝＝「‡誰

⑳Po15

0　　　　　　　　　　　　　　10cml S＝1！3　　　　川

挿図23　南谷大山遺跡CS107出土遣物実測図（1）

ー35－



二　二

挿図24　南杏大山遺跡CS107遺構図
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鮎

（9時黒褐色土
②暗黒黄褐色土（DKP粒を含む）
③暗灰黄褐色土（DKP粒、炭化物を少量含む）
④淡黄灰褐色土（DKP、炭化物を少量含む）
⑤暗黒黄褐色土
⑥明黄茶褐色土（DKPを多量に含む）
⑦淡灰茶黄褐色土（DKP、炭化物を少量含む）
⑧淡茶黄褐色土（DKPを含む）
⑨暗黄灰褐色土（DKPを含む）
⑲暗灰黄褐色土（炭化物、DKPを含む）
⑪暗灰褐色土
⑲淡黄茶褐色土
⑬淡茶褐色土
⑲暗黄灰褐色土（貼床）
⑲淡灰茶褐色土（DKPを含む）
⑲淡茶灰褐色土

⑲暗灰茶褐色土（炭化物を含む）
⑲暗茶灰褐色土（炭化物を含む）
⑩淡茶黄褐色土（DKP、炭化物を含む）
⑳暗灰茶褐色土（炭化物、DKPを含む）
㊥暗灰褐色土（炭化物を含む）
⑳淡灰茶褐色土（炭化物を含む）
⑳暗黄灰褐色土（DKPを含む）
⑳明黄褐色土（DKPを多く含む）
⑳淡黄灰褐色土
⑳明黄茶褐色土（DKPを多く含む）
㊥淡灰茶褐色土（粘質性が強い）
⑳淡黄灰茶褐色土
⑳暗灰黄茶褐色土（粘質性が強い）
⑳淡黄茶褐色土
㊧擾乱
⑳木の根による挽乱

O S＝1／郎　　　　2m
し」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」



CS柑7－3

遣　　物

は若干浅い。主柱大間距離は、Pl～P14間から順に2．3m、2．7m、2．7m、2。3mを測る。

CSIO7－3は、最も内側に作られたもので、遺存する壁溝から存在が推定される。壁溝は、

幅11－18cm、深さ2－4cmを測り、断面「U」字状を呈す。

主柱穴等は不明である。

図化できたものには、壷Pol◎Po2、婆Po3～Po9、高杯PolO～Po14、億脚杯Po15、小

出藍状況　型高杯形器台Po16、敲石S8　◎S9がある。

このうち床面からは、北東側でPol◎Po2◎Po5◎S8◎S9が、南西側コーナー付近で

Po15が、中央ピット内でPo16が、P3内でPo12が、それぞれ出土している。

これら以外は哩土中からの出土であるが、Po9◎PolO◎Pollは暗黒褐色土中でまとまって

出土している。

また、土器◎石器以外に床面およびP2中でモモ核が2個検出されている。また、北西コー

ナーで軽石が検出されている。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI07は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと考えられる。

ト　　一一一一一一イ

感知
挿図鏑　南番犬由遺跡監＄帽出立逸物実測図（2）
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CSIll（挿図26～28、図版6・34・35）

位　　置　　調査区の東側尾根上のP27・28、Q27・28グリッドにあり、標高69．7－70．8mの緩やかに

傾斜する東斜面に位置する。このため、東壁は流失している。南側約7mにはCSI14、北

側約10mにはCSI12がある。

形　　態　　東側が流失しているため正確な規模は不明であるが、遺存している壁の状態から、平面は

方形または長方形を呈すものと考えられる。残存する規模は、東西3．4m以上、南北4．11mを

測り、床面積は14m2以上である。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁で最大0．63mを測る。

壁溝は、西壁際で部分的に検出された。

H＝71．00m

A

①暗黄褐色土（炭化物、娩土粒をわずかに含む）
②淡暗黄褐色土（炭化物、焼土粒をわずかに含む）
③暗褐色土（炭化物を含む）
④淡暗褐色土
（9黄褐色土

O S＝1！郁　　　　2m
l．　　　　；＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

（砂焼土面
⑦娩土
（診暗黄褐色土
⑨暗褐色土
⑲暗灰褐色土
⑪曙茶褐色土
⑲木の根による擾乱

．挿図26　南谷大山遺跡CS‖l遺構図
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主柱穴と考えられるものはPl◎P2で、それぞれの規模はPl（32×32－58）cm、P2

（31×21－79）cmを測る。主柱穴間距離は約1．4mを測る。

また、床面上には、P3◎P4のピットが検出された。それぞれの規模は、P3（23×17－

28）cm、P4（17×12－10）cmを測る。P3◎P4は中央ピットをはさんで等間隔にあり、

何らかの構造柱と考えられる。

中央だッ臣　　中央ピットはP5で、（26×22－24）cmを測る。哩土は2層に分層できた。そのうち、⑨層

中には炭化物が含まれている。

焼土面　　P4付近で、36×25cmに不整形に広がる焼土面が1カ所検出された。

埋　　立　　埋土は5層に分層できた。このうち①◎②層中からは炭化物◎焼土粒が含まれており、さ

らに、床面直上では炭化物を含む③層が部分的に検出された。また、①層中には、焼け落ち

の焼土と考えられる⑦層がブロック状に入り込んでいた。

これらのことから、CSIllは焼失した可能性がある。

貼床は見られない。

遺　　物　　図化できたものには、壷Pol◎Po2、婆Po3－Po18、底部Po19◎Po20、蓋Po21、脚

出土状況　Po22、無頸壷Po23、砥石SlO、鈍F4がある。

このうち床面からは、南西コーナーでPo4◎P09が、西側壁際でF4が、Pl付近でPo5◎P06が、南

側壁際でSlOが、東側でPo3◎Po17がそれぞれ出土している。その他は哩土中からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物から、CSIllは大山III期、弥生時代後期後半頃のものと考えられる。

㌘∂

⑳F4

0　　　　　　　6cm

L，S＝－1／2　　6i

0　　　　　　　10cm

L1S＝－1／3　101

挿図27　両谷大山遺跡CS111出土遣物実測図（1）
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Po22

0　　　　　　　10cm

［「　S『1／3　　当

挿図28　両谷大山追跡CS‖1出土遣物実測図（2）
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匿＄冊　◎摘（挿図29－31、図版6◎　7◎35◎36）

億　　置　　調査区の東側、P27◎Q27グリッドにあり、標高69。7－70．8mのかなり傾斜する斜面に位

置する。このため、東側は流失している。南側約10mにはCSI14がある。

形　態　　CSI12は、東側が流失しているため正確な規模は不明であるが、遺存している壁の状態

匿5m盟　から、平面は方形または長方形を呈すものと考えられる。残存する規模は、東西3。7m以上、

南北4。9mを測り、床面積は18m2以上、東側を復元すると20m2程度である。残存壁高は、最も

遺存状態の良い西壁で最大1．30mを測る。

壁溝は、壁際を全周するものと考えられ、幅9－28cm、深さ3－14cmを測り、断面逆台形

状を呈す。西側壁溝の中央には、住居中心に向かって長さ0。7m、幅10cm、深さ4cmを測る溝

が接続している。

主柱穴はPl～P4と考えられる。それぞれの規模はPl（53×42－63）cm、P2（57×

40－86）cm、P3（76×48－70）cm、P4（45×45－74）cmを測り、主柱大間距離はPl～P

2間から順に、2。7m、2．8m、2。9m、2．2mである。

中央ぽッ医　　中央ピットはP8で、（52×45－60）cmを測る。哩土は3層に分層できたが、⑪層中には炭
′

化物が含まれていた。

焼盤面　　床面上には、P1－P2間、Pl～P4間に、合わせて2カ所の焼土面が検出された。

應偲樹　　また、床面西側から北側コーナー付近で、炭化材がわずかではあるが出土している。これ

らは非常に遺存状態が悪かったが、樹種鑑定の結果スダジイと判明した。

e5］臓　　CSI15は、CSI12の床面より約50cm高い位置に作られているが、CSI12によって大

きく削り取られており、正確な規模は不明である。遺存している壁の状態から判断すると、

平面は方形または長方形を呈すものと考えられる。残存する規模は、東西2．8m以上、南北6

mを測り、床面積は15m2以上で、東側を復元すると36m2程度となり、CSI12より一回り大

きい。残存壁高は、最も遺存状態のよい西壁で最大0．67mを測る。

壁溝は、北側でとぎれており、幅13－20cm、深さ4cmを測り、断面逆台形状を呈する。

主柱穴は、CSI12の床面上で検出されたP5－P7と考えられるが、もうひとつは流失

してしまったものと考えられる。それぞれの規模は、P5（35×27－34）cm、P6（55×40－

64）cm、P7（60×45－35）cmを測る。主柱大間距離はP5－P6間、P7－P5間がそれ

ぞれ3。4m、3。2mである。

中央ピットはP9で、（80×59－53）cmを測る。哩土下層の⑭層中で炭化物片が多数検出さ

れ、樹種鑑定の結果ツバキ◎ツブラジイと、複数の樹種が含まれていた。

埋　　藍　　哩土は、CSI12は7層に、CSI15は1層に分層できた。このうち、CSI12の哩土の

状況を見ると、中心に向かって堆積しており、自然堆積の状況が窺える。しかし、⑤層中に

は炭化物を含んでおり、また、⑥層は焼け落ちの際の灰層と考えられ、床面からも炭化材が

検出されていることから、CSI12は焼失したものと考えられる。

また、CSI15の埋土である⑧層は、均質で締まっており、意図的に埋められた可能性が

ある。

遣　　物 図化できたものには、壷Pol◎Po2、婆Po3－Po15、底部Po16～Po18、高杯Po19◎

出藍状況　Po20、億脚杯Po21、髄形土器Po22◎Po23、不明鉄器F5がある。

このうち床面からは、西側壁寄りでPo3◎Po21が、Pl上でP04が、北側壁際でF5が、

P2と中央ピットの間でP02が、東側でPo6◎Po19がそれぞれ出土している。

その他は哩土中からの出土である。このうち、Pol◎PolO◎Po12－Po15◎Po16－Po18は弥
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二既

が
挿図2g　南脊大山遺跡CS112。15出土遣物実測図（1）
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挿図30　南谷大山遺跡CS112・15遺構図
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①黒褐色土
（診暗灰褐色土
③暗黄灰褐色土
④暗赤黄褐色土（基盤プロッタを含む）
⑤暗黄褐色土（炭化物を含む）
⑥暗灰黄褐色土
⑦暗赤灰褐色土（壁溝埋土）～SI12
⑧暗赤褐色土（壁溝哩土）～SI15
⑨暗黄褐色土
⑲暗赤褐色土
⑪暗褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑲暗褐色土
⑬灰褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑯暗灰赤褐色土（炭化物を含む）
⑮木の根による竣乱
⑯基盤層

O S＝1／60　　　　2m



生土器であり、切り合い関係からCSI12に先

行するCSI15の土器が混入した可能性がある。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI12は大山Ⅴ期、古

墳時代前期前半頃のものと考えられる。

CSI15からは遺物は検出されなかったが、

CSI12の哩土中から弥生土器が検出されてお

り、大山Ⅲ期の可能性がある。

匿5冊3（挿図32◎33、図版7◎36）

億　　置　　調査区の東側尾根上のP27グリッドにあり、

標高74．2－74．9mの緩やかに南側に傾斜する斜

面に位置する。南側は流失している。南西側約

3mにはCSIO4、東側約8mにはCSI12◎

15がある。

形　　態　　遺存状態は悪く、南側が流失しているため正

確な規模は不明であるが、遺存している壁の状

一二

⑳F5

0　　　　　　　6cm

［－　S『1／2　1

挿図31南脊大山遺跡CS112出土遣物実測図（2）

態から、平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。残存する規模は、東西3。7m、南北2．7m

以上を測り、床面積は10m2以上、南側を推定すると約13m2と考えられる。残存壁高は、最も

遺存状態の良い北壁で最大0．62mを測る。

壁溝◎主柱穴◎中央ピットは確認されなかった。

焼土面　　住居のほぼ中央部において、楕円に広がる焼土面を2カ所検出した。

挿図32　南谷大山追跡CSI13遺構図

－46－

①暗褐色土
②暗黄灰褐色土（炭化物を含む）
③暗褐色土（炭化物を含む）
④暗黄褐色土
⑤木の根による撹乱

O s＝1／60



膿偲樹　　床面上から、構造材と考えられる炭化材が出土している。樹種鑑定の結果シラカシと判明

した。

埋　　立　　埋土は3層に分層できたが、②◎③層中には炭化物が含まれている。床面から炭化材が出

土していることと考え合わせると、CSI13は焼失した可能性がある。

貼床は見られない。

逸　　物　　図化できた遺物には、聾Pol～Po4、鉢P05がある。

出藍状況　　いずれも哩土中からの出土である。

時　　期　　出土遺物から、CSI13は大山Ⅳ期、弥生時代後期後半頃のものと考えられる。

挿図33　両脊大山追跡CSI13出土遣物実測図

0　　　　　　　10cm

L S＝－1／3　11

監＄障摘（挿図34－38、図版7◎　8◎36◎37）

億　　置　　CSI14は、C－I区のやや南側のP29◎30グリッドにあり、標高70．1mの平坦面に位置

する。北側約8mにはCSIllがある。

形　　態　　遺存状態は比較的良く、平面は長方形を呈すものである。規模は、東西2。23m、南北2。68

mを測り、床面積は5。6m2である。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁で最大0。19mを測

る。付近は、CSS04の平坦面があり、これにともない削平を受けたものと考えられる。

主柱穴はPl◎P2の2個で、それぞれの規模はPl（41×38－16）cm、P2（43×38－

35）cmを測り、主柱大間距離は1。9mで、簡単な上屋構造であったものと考えられる。

焼土面

埴　　土

貼　　床

遣　　物

壁溝◎中央ピットは、認められなかった。

P2に接して、梧円形に広がる焼土面が検出された。

哩土は2層に分層でき、①層中には炭化物が含まれていた。②層は、上屋構造が焼け落ち

た際の炭◎灰層と考えられ、床面の中央部に集中してみられた。

このことより、CSI14は焼失したものと考えられる。

また、西側壁寄りで赤色顔料と思われるもの、南東コーナー付近で灰色粘土の塊が検出さ

れている。

貼床は③層で、床面の中央よりやや東側にのみ認められた。

図化できたものには、聾Pol－Poll、底部Po12、脚付婆Po13、高杯Po14－Po18、手軽ね

出藍状況　土器Po19、土玉Po20がある。

このうち床面からは、Pol～Po3◎Po5◎Po7－Po9◎Po12－Po14◎Po16◎Po19◎Po20

が南側に集中しており、炭◎灰層下で出土している。また、P2内ではPo17◎Po18が、Pl

付近でP06がそれぞれ出土している。このうち、Polはやや広い範囲に散乱している。PolO

は、P2内のものと西側壁際のものが接合している。
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①暗灰褐色土（炭化物を含む）
②黒灰褐色土（炭化物を多量に含む）
③黄褐色土（貼床）
④黒褐色土（炭化物、焼土粒を含む）
⑤暗褐色土
⑥暗灰褐色粘質土
（訂暗灰褐色土（炭化物をわずかに含む）

O s＝1／60　　　　2m

挿図34　南脊大山遺跡CSl国造構図

O s＝1／30　　　1m　　⊂）

挿図35　両脊大山遺跡CSl掴土器検出状況図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

と忘忘忘慧窓表芸

挿図36　両脊大山遺跡CS胴出土遣物実測図（瑠）
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二

ご：二：　二
⑳Po18

⑳Po19

′　モヽ＼
⑳Po17

0　　　　　　　10cm

L S＝－1／3　11

挿図37　南谷大山追跡CS114出土遣物実測図（2）

その他は哩土下層からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物のうち、Po13は脚部のつく

りにやや古い様相が見られるが、その他のも

のについては良好な一括資料として捉えら

れる。CSI14は、これらの土器から大山III

期、弥生時代後期後半頃のものと考えられ　C－

る。

瓜一一／

O s＝1／60
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⑳Po13

＿二二＿

戯⑳P。2。
0　　　　　　　6cm

［－　S『1／2　　6；

挿図38　両谷大山追跡CS‖4炭化物出土状況図



¢5冊6（挿図39◎40、図版8　◎　9　◎37◎38）

億　　置　　C－I区の北側の023グリッドにあり、標高80．2－81．2mの東側に傾斜する斜面に位置す

る。西側約2mにはCSI）09、北西側約10mにはCSIOlがある。
1

形　　態　　遺存状態はよく、平面は隅丸方形を呈す。規模は、東西2。65m、南北2。50mを測り、床面

積は6．6m2である。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁で最大0．91mを測る。

壁溝は、北側および東側で検出されなかった。規模は、幅10～20cm、深さ1－7cmを測り、

断面「U」字状を呈す。

主柱穴はPl◎P2の2個で、それぞれの規模は、Pl（52×36－48）cm、P2（46×38－

45）cmを測る。主柱大間距離は、1．8mである。

中央ピットはない。

（丑暗黒茶褐色土
②暗灰茶褐色土

（炭化物、焼土を含む。よくしまっている）
③淡灰茶黄褐色土

（炭化物、DKPを含む。よくしまっている）
④明黄茶褐色土

（炭化物、DKPを多く含む）
⑤淡灰黄茶褐色土

（炭化物をわずかに含む）
⑥淡茶黄褐色土（DKPを含む）
⑦暗灰赤茶褐色土

（炭化物を含む。粘質性がある）
⑧淡灰黄褐色土（DKPを含む）
⑨淡灰赤茶褐色土（貼床）
⑲淡灰茶黄褐色土

（炭化物、DKPを含む）
⑪淡灰赤茶褐色土

（炭化物を含む。サクサクしている）
⑲暗灰茶褐色土
（炭化物を少量含む）

⑬淡灰茶黄褐色土（DKPを含む）
⑭淡灰茶黄褐色土（DKPを含む）
⑮木の根による撹乱

S＝1／60

挿図39　南谷大山追跡CS116通構図
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埋　土　哩土は8層に分層できた。いずれの層も住居の中心部に向かって堆積しており、自然堆積

したものと考えられる。

貼　床　床面には、東側半分に粘質土を含む⑨層による貼床が施されている。

遺　物　図化できたものには、婆Pol～Po3、底部Po4、鉢P05がある。

出土状況　このうち床面からは、南側壁際でPo4・P05が、東側壁寄りでPolが出土している。

－

ニ ー 〈

一一一一．一一．一一一一．一‾‾

／′‾‾二二てⅠ‾三 三

Po2

時　　期

0　　　　　　10cm

ヒ工　S＝il／3　　→

また、P03も床面上から出土している。

P02は哩土下層からの出土である。

床面出土遺物から、CSI16は大山III期、弥生時代後期後半頃のものと考えられる。

写真6　C－I区調査風景

－52－



2◎　掘童櫨建物跡

CSBO2（挿図41、図版9）

億　　置　　C－I区の南側の030◎P30グリッドにあり、標高70．1mの平坦面に位置する。付近には、

CSKO8◎09が接し、東側1mにはCSK13がある。

形　　態　　桁行2間◎3．5m、梁行1間◎2．5mを測る掘立柱建物跡である。主軸方向は、N－00－E

と、北を向く。柱穴はPl～P6の6個で、それぞれの規模は、Pl（50×40－47）cm、P

2（40×35－45）cm、P3（45×45－51）cm、P4（45×37－52）cm、P5（46×40－49）

cm、P6（35×32－47）cmである。柱大間距離は、Pl～P2間から順に1．7m、1．8m、2．5

m、1．8m、1．7m、2．5mである。

埋　　土

時　　期

哩土は、P3が②層が単層で、その他は①層が単層で入り込んでいる。

P4内から弥生土器片が出土しているが、小片のため図化できなかった。しかし、土器の

特徴から大山III期◎弥生時代後期後半頃のものと考えられる。

また、P4付近に貯蔵穴と考えられるCSK09がある。CSBO2内の貯蔵穴の可能性があ

るが、CSK09から遺物が出土していないため、その関係は不明である。

掘立柱建物跡は、C区ではC－I区のCSB02と、C－II区のCSBOlの2棟のみ検出さ

れている。いずれも弥生時代後期後半頃のものと考えられており、B区の掘立柱建物跡より

古い。

挿図41南谷大山遺跡CSBO2遣構図
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3◎　藍坑⑳蓋囁

¢SK⑳瑠（挿図42◎43、図版9。38）

億　　置　　C－I区の北側のM23◎N23グリッド、CS

IOlの北西側コーナーに、袋状に掘り込まれて

いる。

形　　態　　平面は、上線不整形、底部不整な長楕円形を

呈し、底部長径1．80mX短径1．13mを測る。深

さは0．86mを測り、断面は袋状を呈す。

埋　　立　　哩土は、4層に分層できた。①◎②層には炭

化物が含まれ、③層には基盤であるDKP層を

含んでおり、壁が崩れながら堆積したものと考

えられる。

過　　物　　理土中から、わずかに婆Polが出土してい

る。

時　　期　　出土遺物から、CSKOlは大山II一m期◎弥

生時代後期後半頃のものと考えられるが、CS

KOlの哩土は、CSIOlの哩土と異なる②層が

入り込んでおり、CSIOlが廃絶された以降も

使用された可能性がある。

用　　途　　形態上の特徴から、CSKOlは、CSIOl内

に掘り込まれた屋内貯蔵穴と考えられる。

二二　「＿
0　　　　　　　　10cm

L＿＿　S＝－1／3　JII

挿図43　南谷大山追跡CSKOl出土遣物実測図

¢SK⑳3（挿図44、図版10）

億　　置　　C－I区の最も南側のP32グリッドにあり、標高

67．5－68．3mの平坦面に位置する。南側約1mにはC

SIO3、北側約2mにはCSI05がある。

形　　態　　平面は、上線不整な楕円形、底部楕円形を呈し、二段

埋　　土

遣　　物

時　　期

用　　途

ソ／
A－l

l

l

l

］

＼

l

＼

＼

＼

＼

に掘り込まれる。規模は、上線部長径0．87mX短径0．69

mを測る。深さは0．79mを測り、断面は台形状を呈す。

哩土は、2層に分層できた。

哩土中から、土器片が出土しているが、図化できな

かった。

CSK03の時期は不明である。

CSK03の用途は不明である。

ー54－

（D暗褐色土（炭化物を少し含む）

霊誤監甥禁謎しまっている）o s＝1／3050cm
④明茶褐色土（DKPを含む。粘質性がある）誌孟鞘忘∃

挿図42　南谷大山遺跡CSKOl遺構図

1‾‾　l与＼
／　ヽヽ

①暗茶黄褐色土（DKPを含む）o s＝1／3050。m

②暗灰茶褐色土　　　　起

挿図44　南谷大山遺跡CSKO3遣構図



CSKO8（挿図45、図版10）

億　　置　　C－I区の南側のP30グリッドにあり、標高

70．2mの平坦面に位置する。西側約0．5　mにはC A－

SKO9、南東約1mにはCSK13がある。

形　　態　　平面は、上線部◎底部とも楕円形を呈し、規模

は、上線部長径1．13mX短径1。Om、底部長径1．14

mx短径1．02mを測る。深さは0．36mを測り、断面

は長方形を呈し、一部袋状に掘り込まれる。

底部には、深さ約3cmのピットが2個掘り込ま

れる。

埋　　立　　哩土は、4層に分層できた。②層中から石材が出

土している。 ①暗桃灰褐色土　④黄褐色土（DKP、桃灰褐色土を含む）
②暗褐色土　　　⑤木の根による撹乱

時　期　遺物は全く出土していないため、CSK08の時　③桃灰褐色土　　　　　　o s＝1／3050。m

期は不明である。
し－　i　」

用　　途　　CSK08は、形態上の特徴から屋外貯蔵穴と考え　　挿図関　南番東山遺跡監5K閑適構図

られる。

CS KO9（挿図46、図版10）

億　　置　　C－I区の南側の030◎P30グリッドにあ

り、標高70。2mの平坦面に位置する。東側約

0・5mにはCSK08があり、CSB02の範囲　Ah

内にある。

形　　態　　平面は、上線部◎底部とも不整な楕円形を

埋　　土

時　　期

呈し、規模は、上線部長径1．38mX短径上27

m、底部長径1。35mX短径1．22mを測る。深

さは0．46mを測り、断面は長方形を呈し、一

部袋状に掘り込まれる。

底部には、木の根による撹乱がある。

哩土は、2層に分層できた。

遺物は全く出土していないため、CSKO9

の時期は不明である。

用　　途　　CSK09は、位置的にCS BO2内にある

が、これに伴うものではなく、形態上の特徴

から屋外貯蔵穴と考えられる。

（彰暗桃灰褐色土
（診黄褐色土（DKP粒を多量に含む）
③木の根による撹乱

O S＝1／30　50cm

＿＿‥＿＿＿＿＿＿二二＝－＝」

挿図46　南谷大山遺跡CSKOg遣構図

CSKlO（挿図47）

億　　置　　C－I区のやや北側の025グリッドにあり、標高77．5－77．7mの緩やかに南に傾斜する斜

面に位置する。南東側約1mにはCSり06がある。

形　　態　　平面は、上線部◎底部とも不整な楕円形を呈し、規模は、上線部長径1．54mX短径0。91m、
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埋　　土

時　　期

底部長径1。4mX短径0．76mを測る。

深さは0．12mを測り、断面は逆台形状

を呈す。

底部には、木の根による授乱がある。

哩土は、2層に分層できた。

遺物は全く出土していないため、C

SKlOの時期は不明である。

用　　途　　CSKlOの用途は不明である。

匿5醍醐（挿図48、図版10）

億　　置　　C－I区の南側のP31◎Q31グリッ

ドにあり、標高67．5－68。Omの緩やか

に東に傾斜する斜面に位置する。

形　　態　　西側は、CSI06によって削り取ら

れ、東側は流失しているため遺存状態

は悪い。

平面は、上線部◎底部とも不整な帯

状を呈し、規模は、上

線部長径2．0　m以

上×短径2．0　mを測

る。

深さは最大0．44m

を測り、断面は逆台形

状を呈す。

埋　　立　　哩土は、4層に分層　　A－

できた。

時　　期　　遺物は全く出土し

ていないため、CSK

llの時期は不明であ

るが、CSI06が掘り

込まれる以前にあり、

古墳時代前期後半以

前のものと考えられ　H＝68．00m

る。

用　　途　　C S Kllの用途は

不明である。

（丑暗灰茶褐色土
（DKPを含む。粘質性がある）

②明茶黄褐色土
（DKPを含む。粘質性がある）

O S＝1／30　50cm

「T　！」

挿図47　南谷大山遺跡CSKlO通構図

①明黄灰褐色土（DKPの中に灰色粘土を少量含む）⑤木の根による擬乱
②淡灰黄褐色土（灰色粘質土にDKPを含む）
③淡黄灰褐色土（DKPと灰色粘土を含む）
④暗黄灰褐色土（炭化物を含む）

挿図48　南谷大山遺跡CSKll遣構図
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匿＄削2（挿図49、図版11）

億　　置　　C－I区の北側の023グリッドにあり、標高81。2－81．9mの緩やかに南に傾斜する斜面に

位置する。付近には、CSI〕05◎07～09があり、東側約3mにはCSI16がある。

形　　態　　平面は、上線部◎底部とも楕円形を呈し、規模は、上線部長径5．0mX短径3．6mを測る。

深さは最大0．1mを測り、断面は皿状を呈す。

埋　　立　　哩土は、2層に分層できた。

時　　期　　遺物は全く出土していないため、CSK12の時期は不明である。

用　　途　　CSK12の用途は不明である。

（》暗黒褐色土

②暗灰茶褐色土
（粘質性がある）

③木の根による授乱

O S＝1／601m

h i　　　－」

挿図49　南谷大山遺跡CSK12遺構図

鑑＄K瑠3（挿図50）

億　　置　　C－I区の南側のP30グリッドにあり、標高70．2mの平坦面に位置する。西側約1mには

CSK08があり、北東側約4mにはCSI14がある。

形　　態　　平面は、上線部◎底部とも不整形な逆「コ」字状を呈し、北側◎南側が2段に掘り込まれ、

一段深くなる。規模は、上線部長軸3．55mX短軸2．15mを測る。深さは最大0．42mを測り、

断面は不整形な台形状を呈す。

北側◎南側は、底部に木の根による授乱を受けている。

埋　　立　　哩土は、暗黄褐色土が単層ではいる。
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逸　　物　　哩土中から土器片が出土してい・るが、小片のため図化できなかった。

時期◎用途　　CSK13の時期、用途は不明である。

挿図50　南谷大山遺跡CSK13通構図

超◎　段状遺構

①暗黄褐色土

O S＝1／40　　1m

忘志

¢55鋼（挿図51－53、図版11e38◎39）

億　　置　　CSS04は、C－I区のやや南側028◎029e P28◎P29グリッドに位置し、緩やかに南

側に傾斜する斜面を加工して平坦面にしている。標高は約70．5－71．2mである。東側でCS

Ill、南東側でCSI14と接している。

形　　態一　南側斜面を、逆「L」字状に高さ約1m削り込み、平坦面を作っている。東西約16m、南

北約12mを測る。

ぽッ匝辟　　平坦面には64個のピットが見られるが、規則性は認められない。規模等は挿表1を参照さ

れたい。

溝　　　　　また、ピットが集中する部分には、幅15～20cm、深さ2～9cmを測る溝が、斜面際に作ら

れている。ピットは規則性が認められなかったが、この溝は、壁溝の可能性があり、この部

分に竪穴住居または平地式の住居があった可能性も捨て切れない。

埋　　立　　哩土は6層からなる。これらの土層を観察すると、当遺構の哩土は自然堆積を窺わせる。
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逸　　物　　図化できたものには、壷Pol、蛮Po2－Po31、底部Po32～Po38、高杯Po39◎Po40、鼓形

出立状況　器台Po41－Po43、小型丸底壷Po44、小型高杯形器台Po45◎Po46、億脚杯Po47、蓋Po48、土

玉Po49◎Po50、敲石S15がある。

このうち床面およびピット内からは、P02がP2内から、Po43がP38内から、Po48がP62

付近でそれぞれ出土している。

それ以外は哩土中からの出土である。

時　　期　　出土土器は、弥生時代後期一古墳時代前期にかけての特徴をもつものばかりであるが、底

面およびピット内出土の土器から、CSS04は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと思わ

れる。

用　　途　　用途は不明である。

ピット 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ）

番　 号 （長径 ×短径一深 さ） 番　 号 （長径×短径一深さ） 番　 号 （長径×短径一深さ） 番　 号 （長径×短径一深さ）

1 4 0 ×3 4 － 3 5 ．2 1 7 3 8 ×3 0 － 6 ．7 3 3 4 0 × 3 0 － 3 7 ．2 4 9 5 8 × 5 2 － 24 ．4

2 10 4 ×9 0 － 4 4 ．7 1 8 4 0 × 3 8 － 4 8 。3 3 4 3 8 × 3 6 － 5 1 ．3 5 0 5 2 × 3 8 － 3 3 ．4

3 5 4 × 54 － 4 4 。0 1 9 2 8 × 2 0 － 1 6 。2 3 5 3 3 ×2 6 － 1 2 ．8 5 1 5 6 ×4 8 － 2 5 ．0

4 4 0 × 38 － 3 4 ．2 2 0 3 4 × 3 2 － 1 5 ．5 3 6 3 0 ×2 4 － 4 9 ．0 5 2 4 8 ×4 6 － 3 7 ．8

5 7 0 × 4 6－ 4 9 ．7 2 1 2 4 ×2 3 － 7 。7 3 7 5 0 ×4 4 － 4 9 ．1 5 3 6 4 ×2 8 － 1 5 ．3

6 4 4 × 3 4 － 4 7 ．2 2 2 2 4 × 2 2 － 2 5 ．5 3 8 5 8 ×4 6 － 2 9 ．8 5 4 3 0 ×2 4 － 9 ．3

7 4 6 × 4 0 － 1 1 ．5 2 3 3 0 ×2 4 － 1 3 ．5 3 9 4 6 ×4 0 － 4 0 ．0 5 5 3 8 ×2 8 － 3 8 ．9

8 3 2 × 2 4 － 28 。2 2 4 6 0 ×6 0 － 1 0 ．5 4 0 8 6 ×7 0 － 1 8 。7 5 6 5 0 ×4 0 － 9 ．1

9 3 6 × 2 4 － 14 ．3 2 5 3 5 × 3 4 － 1 5 ．4 4 1 9 3 ×6 0 － 4 6 ．2 5 7 3 0 × 2 4 － 2 7 ．9

1 0 7 4 × 4 6 － 1 7 ．2 2 6 3 0 × 2 4 － 4 5 ．3 4 2 5 4 ×4 4 － 1 4 ．4 5 8 6 2 × 5 2 － 4 0 ．4

1 1 5 4 × 5 2 － 34 。4 2 7 44 ×3 0 － 9 ．4 4 3 5 0 ×4 8 － 2 2 ．6 5 9 6 0 × 3 0 － 6 3 ．8

1 2 5 0 × 4 6 － 3 6 ．8 2 8 4 4 ×4 0 － 2 3 ．4 4・4 5 0 ×3 4 － 3 5 ．6 6 0 3 5 ×3 4 － 2 3 。1

1 3 4 4 × 2 8 － 3 1 ．5 2 9 7 0 ×6 0 － 4 9 ．2 4 5 7 4 ×6 0 － 4 4 ．8 6 1 5 0 ×4 0 － 4 8 。9

1 4 2 7 × 1 4 － 3 3 ．5 30 4 0 ×3 8 － 2 0 ．4 4 6 3 4 ×3 3 － 2 6 。8 62 4 6 ×4 0 － 5 6 ．1

1 5 3 4 × 3 2 － 2 0 ．1 3 1 4 2 ×3 6 － 4 2 ．6 4 7 3 2 ×3 0 － 5 5 。1 6 3 4 4 ×4 0 － 2 5 ．3

1 6 4 6 × 3 6 － 3 7 。9 3 2 4 6 ×3 0 － 1 9 ．9 4 8 4 0 ×3 2 － 2 4 。0 6 4 4 0 ×3 9 － 3 2 ．7

挿表1　両谷大山遺跡CSSO4ピット群一覧表
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◎p63
O S＝1／100　　　　　　　5m

①黒褐色土
②暗褐色土
③暗黄褐色土
④暗黄褐色土（基盤ブロックを含む）
⑤暗橙褐色粘質土
⑥暗灰褐色土（基盤ブロックを含む）

挿図51南谷大山遺跡CSSO4遣構図

－60・61－

⑦暗褐色土
⑧暗黄褐色土

⑨暗桃褐色土
⑲暗桃褐色粘質土

⑪木の根による撹乱
（断面）

O S＝1／60　　　　2m
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挿図52　南谷大山遺跡CSSO4出土遣物実測図（1）
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挿図53　南谷大山遺跡CSSO4出土遣物実測図（2）
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CSSO5（挿図54・55、図版11・39）

位　　置　　CSS05は、C－I区の南側P30・P31・Q30・Q31グリッドに位置し、緩やかに南東側

に傾斜する斜面を加工して平坦面にしている。標高は約68．0～69．6mである。南側でCSI

06と接している。

形　　態　　南東側に傾斜する斜面を、高さ約1．3m削り込み、平坦面を作っている。東西約1．5m、南

北約4mを測る。

ピット群　　平坦面には2個のピットが見られる。それぞれの規模は、Pl（58×55－41）cm、P2（53×

32－21）cmを測る。

埋　　土　　哩土は6層からなる。これらの土層を観察すると、当遺構の埋土は自然堆積を窺わせる。

遺　　物　　図化できたものには、Pl内から出土した聾Polがある。

出土状況　　この他にも、哩土中から土器が出土しているが、図化できなかった。

時　　期　　Pl内出土のPolから、CSS05は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと思われる。

用　　途　　用途は不明である。

①暗黒褐色土
（診暗灰茶黄褐色土（DKPを含む）
③暗茶褐色土
④暗黒茶褐色土
（9暗灰黄褐色土（DKPを含む）
⑥明茶灰褐色土
⑦暗灰茶黄褐色土
⑧木の根による穫乱

O S＝1／60　　　　2m くく

P2

◎

挿図54　南谷大山遺跡CSSO5遺構図

写真8　C－II区調査風景
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挿図55　南谷大山遺跡CSSO5出土遺物実測図



5．溝状遺構

CSDOl・05・07・08・09（挿図56）

位　　置　　CSDOl・05・07・08・09はC－I区の北側、L23・M23・N22・N23・023・024グリッ

ドにあり、標高79．5～82．5mの緩やかに南側に傾斜する斜面に位置する。CSDOlの南側約

2mにはCSIOlが、CSD08とCSD05との間には、CSK12がある。また、CSD05の

東側約3mには、CSI16がある。

形　　態　　CSDOlは、ほぼ東西方向に約24m走り、N22グ））ッドで北側に折れ、約3．5m延びてい

CSDOl　る。また、途中で鈎状になる部分もあり、南側に約2．2m延びている。長さ約27．5m、幅的

CS DO5

CS DO7

CS DO8

CS DO9

埋　　土

遺　　物

時　　期

用　　途

0．5～1．3m、深さ約20cmを測り、断面は「U」字状を呈し、一部段状になる。

CSD05は、東西方向に約12．3m走るものが、024グリッドでいったんとぎれるものの、

北側へ折れてCSDOlの屈曲部付近まで、約19．8m延びる。幅約0．8－1．1m、断面「U」字

状を呈し、深さ8～51cmを測る。東西方向に走る溝の西端には、（170×140－87）cmを測る大

型のピットが掘り込まれている。

CSD07は、南北方向に約6．7m走り、幅約0．4－0．65m、断面「U」字状を呈し、深さ2

－5cmを測る。

CSD08は、南北方向に約13．6m走り、幅約0．3－1．0m、断面「U」字状を呈し、深さ3

～11cmを測る。

CSD09は、南北方向に約5．3m走り、幅約0．5～0．75m、断面「U」字状を呈し、深さ7

－9cmを測る。

CSDO5・07・08・09は、それぞれ1－1．8m離れてほぼ平行して走っており、CSDO7－09

はCSDOl・05に比べて浅い。

哩土は、1～2層からなり、これらは、自然堆積と思われる。哩土は、竪穴住居跡などの

哩土と異なっている。

それぞれの埋土中より土器片が出土しているが、図化できなかった。

これらの溝状遺構の時期は不明であるが、付近のCSI02の黒褐色土中から治平元宝1枚

が出土しており、中世以降のものと考えられる。

これらは、中世以降の耕作等に伴うものと考えられる。
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H＝84．00m

窺
H＝84．00m
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勿物
H＝83．80m

二t、千二

①暗褐色土
②暗茶褐色土（粘質性がある）
③淡灰茶褐色土
④暗灰褐色土
⑤木の根による撹乱

挿図56　蘭脊東山遺跡e＄田園瑠⑳◎5◎錮◎閑◎閑適構図
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位　　置

形　　態

埴　　土

遣　　物

時　　期

用　　途

位　　置

形　　態

埋　　土

適　　物

時　　期

CSDO6（挿図57）

CSI）06はC－I区のほぼ中央部の、026グリッドにあり、標高

76。0～78．5mの緩やかに南側に傾斜する斜面に位置する。北西側約2

mにはCSKlOがある。

ほぼ南北方向に一直線に延びる。長さ7。6m、幅約0．8m、深さ3－10

cmを測り、断面は「U」字状を呈する。

哩土は、暗灰褐色土層からなり、これらは、自然堆積と思われる。

埋土中より土器片が出土しているが、図化できなかった。

時期は不明であるが、CSの01◎05◎07－09とほぼ同様の時期と考

えられる。

用途は不明であるが、耕作等にかかわるものと考えられる。

¢5診⑳2（挿図58、図版12）

C SI〕02はC－I区の南側、032◎P32グリッドにあり、標高

68。2－68．8mの平坦面に位置する。一カ所とぎれており、ほぼ東西方

向に走っている。西側のものはCSI05の哩土を掘り込んで作られて

いる。南側約2mにはCSI03がある。

東側で一カ所とぎれるものの緩やかな弧状を呈し、西側のものは長

H＝77．20m

形
O s＝1／100　2m

し⊥＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿　」

挿図57　南脊大山遺跡

CSDO6通構図

さ4．2m、幅約0。5～0．7m、深さ13－22cmを測り、断面は「U」字状を呈する。東側のものは

長さ1．2m、幅0．3m、深さ60－70cmを測り、断面「U」字状を呈す。

哩土は、4層からなり、これらは、自然堆積と思われる。

哩土中より土器片が出土しているが、図化できなかった。

確かな時期は不明であるが、CSI05の哩土を切り込んで作っていることから、古墳時代

前期以降のものと思われる。

用途は不明である。

（断面）
S＝1／60　　　　2m

①暗黒褐色土
②暗灰黄褐色土（DKPを含む）
③淡黄灰褐色土（DKPを多く含む）
④暗黒黄褐色土（DKPを含む）
⑤木の根による撹乱

挿図58　南谷大山遺跡CSDO2通構図
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6◎　埋葬施設群

eSX⑳瑠（挿図59◎60、図版12◎39）

億　　置　　C－工区の北東側のP24◎25グリッドにあり、標高77。0－77。3mの東側斜面に位置する。

東側にはCSX02が接し、南東側3mにはCSX03がある。

形　　態　　南北に長い墓境内に作られた石蓋土墳墓であるが、小口側にも板石を立てており、側板を

簡略化した石棺墓と呼んでもよい。東側は、CSX02によって削り取られている。本来は、

小口石上に蓋石が乗せられるものと考えられるが、南側は小口石が外側へ倒れ込み、蓋石が

落ち込んでいる。蓋石は9枚架構されている。

墓壕の規模は、長さ3．18mX幅0．9m以上、深さ0。4mを測る。内法では、長さ1。8mX幅0。8

m以上である。

∞

iJ

田子圃
①暗褐色土
②淡灰黄褐色土（DKPを含む）
③暗黄褐色土（DKPを含む）
④明灰黄褐色土（DKPを多く含む）
⑤暗茶褐色土
⑥灰黄褐色土（DKPを含む）
⑦暗黒茶褐色土
⑧暗灰茶褐色土
⑨淡茶黄褐色土（基盤層を含む）
⑲暗黒黄褐色土（基盤層を含む）
⑪木の根による捜乱

挿図59　南谷大山遺跡CSXOl通構図
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小口側には、石を立てるための溝が掘り込まれ、

小口石を立てた後③～⑤層で墓境内を埋め戻して

いる。

埋　　恵　　理土は、腐食土と考えられる⑦◎⑧層が堆積して

おり、蓋石が架構された後は埋め戻されず、そのま

ま放置された可能性がある。また、内部には、①◎

②層が入り込んでいた。

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿　S＝－1／3　‥〕

遺　物　南小口側の蓋石上に、小型丸底壷Polが共献さ　挿図関　南沓来由通路匿SX馴出藍遺物実測図

出土状況　れていた。

時　　期　　CSXOlの時期は不明であるが、CSX02からは、TK208並行期の須恵器杯蓋が出土して

おり、これより若干遡るものと考えられる。

匿SX⑳2（挿図61◎62、図版13）

億　　置　　C－I区の北東側のP25グリッドにあり、標高76。5－76。9mの東側斜面に位置する。西側

にはCSXOlが接し、南東側約2mにはCSX03がある。

形　　態　　平面長楕円形を呈し、一部二段に掘り込んでいる。墓墳上面は長さ2．44mX幅1。Om、深さ

後　　背

0。2mに掘り込み、幅0。2－0．4mのテラスを設けた

後に、さらに長さ2。2mX幅0．6m、深さ0．18m掘り

込んでいる土墳墓である。

底部には、粘土が敷かれていたものと考えられ

る。

後背部には、幅0。3m前後を測る弧状を呈す溝

区画満　が掘り込まれている。この溝は、土墳墓を区画す　挿図馴　南沓東山通路監SX鍼出藍退助実測図

るためのもの

と考えられる。

逸　　物　　墓塔内南側

出藍状況　で、やや浮い

た状態で、須

恵器杯蓋Pol

が口緑部を下

にして出土し

ている。

時　　期　　Polは陶邑

編年TK208並

行期◎山陰須
帖1）

恵器編年‡期

と考えられ、

大山Ⅷ期◎古

墳時代中期後

半のものと考

えられる。

員畢

、

＼

　

「

。

①淡灰茶黄褐色土
（訂淡灰茶褐色土

③暗灰茶褐色土
④明黄灰褐色土（基盤層を含む）

⑤明茶褐色土
⑥明黄灰褐色土

O s＝1／40　　1m

し一l」＝＝二二一一一二し二二二1

挿図62　両脊大山追跡CS〉く02這構図
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CSXO3（挿図63e64、図版13）

億　　置　　C－I区の北東側のP25グリッドにあり、標高75．8－76。3mの東側斜面に位置する。北側

約2mにはCSX02がある。

形　　態　　平面長楕円形を呈す土墳墓である。墓頃は長さ2。35mX幅1．03m、深さ0。36mを測る。

後　　背　　後背部には、幅0。3－0．5m前後、深さ20cm前後を測る鐘状を呈す溝が掘り込まれている。

区画溝　　この溝は、土墳墓を区画するためのものと考えられる。

遺　　物　　哩土中より聾Pol◎P02が出土しているが、これらは弥生時代後期後半の特徴をもつもの

出藍状況　で、この埋葬施設に伴うものではない。

時　　期　　CSX03の時期は遺物が出土していないため不明であるが、同様の形態の埋葬施設である
（61）

CSX02から陶邑編年TK208並行期◎山陰須恵器編年I期と考えられる須恵器杯蓋が出土し

ており、ほぼ同時期の大山Ⅷ期◎古墳時代中期後半のものと考えられる。

缶

舞ク

（9暗灰茶褐色土
（診淡黄灰褐色土（炭化物を含む）
③淡灰茶褐色土（炭化物を含む）
④明黄褐色土（基盤層を含む）
⑤明黄茶褐色土
⑥淡黄茶褐色土
⑦淡黄灰褐色土

丼　⑧淡灰黄褐色土（基盤層を含む）
⑨暗茶灰褐色土
⑲木の根による撹乱

O S＝1／40　　1m

し⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿」

挿図63　南谷大山追跡CSXO3追構図

二二一；

Po2

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

£忘忘藍
挿図64　南谷大山遺跡CSXO3出土遣物実測図
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謬◎　逮構外遺物三男齢竃（挿図65◎66、図版39）

遺構外からは、図化できたものに婆Pol～Po3、高杯Po4◎Po5、鼓形器台Po6◎Po

7、小型丸底壷Po8、大型蛤刃石斧S17がある。

このうちPolは、P25グリッドの斜面部、Po2－P08は、029◎030◎P30◎P31グリッ

ドの平坦部、S17は、の24グリッドから出土している。

Polは、口綾部に施文が施され、目線部下端が下垂することから大山II期と考えられる。

P03は、口綾部がナデのみになり、シャープな作りで胴部も丸底化することから、大山Ⅳ

期、弥生時代後期後半頃のものと考えられ

る。

P02は、口緑端部が平坦面をもつことか

ら大山Ⅴ期、Po4－P08は大山Ⅵ期頃のも

のと考えられる。

S17については時期は不明である。

云l‾‾！

＿＿＿＿＿＿＿適速も

‾l†＿I

一一一▼一一．－－、

S17

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

i忘霊慧諏昭よ

挿図65　両谷大山追跡C－I区遣構外出土遣物実測図（1）

＼
／

ノ′

挿図66　両番犬融通跡監－I匿遺構外出藍逸物実測図（2）
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第3節　商番犬幽遠跡匿－IⅡ匿の概要

億　　置　　C－II区は、標高79－83mの、今年度調査区のうちの西側尾根上に遺跡が展開する地区で
ヽ＿

ある。この尾根の先端部には、径約15m、高さ約3mを測る南谷30号境がある。

過　　構　　この地区では、弥生時代後期には、掘立柱建物跡CS亙301、貯蔵穴CSK．06◎07、不明土

坑CSKO4◎05◎14、段状遺構CSSO3およびこれに伴うピット群が作られている。

古墳時代前期になると、竪穴住居跡CSIO2◎09◎10が作られる。

さらに、時期は不明であるが、不明土坑CSKO2、段状遺構CSS02がある。

第磯節　南番来由遺跡陽一II匿の調査結果

瑠◎　竪究健暦跡

監＄摘2（挿図67－71、図版14◎15◎39◎40）

億　　置　　調査区のやや北側、西側尾根の基部にあり、斜面が大きく湾曲するK24◎25、m24◎25グ

リッドにあり、標高79．5－80。7mの緩やかに南側に傾斜する斜面に位置する。すぐ西側には

CS S03が近接する。

形　態　　遺存状態は非常に良く、平面は東西に長い扁平な五角形を呈する。規模は、東西6．50m、南北

5．55mを測り、床面積は32。Omzである。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で1。47mを測る。

壁溝は、とぎれる部分があるもののほぼ全周し、幅8－13cm、深さ3－6cmを測り、断面

焼土面

埋　　土

「U」字状を呈す。

主柱穴はP1－が5の5個で、それぞれの規模は、Pl（41×30－42）cm、P2（63×46－

84）cm、P3（80×64－76）cm、P4（57×52－81）cm、P5（48×47－73）cmを測る。主

柱大間距離はPl～P2間から順に3。6m、3。3m、3．8m、2．9m、2。5mである。

主柱大間にはP7（22×20－20）cm、P8（51×46－36）cm、P9（64×47－59）cm、P

lO（40×38－26）cmを測るピットがある。また、貼床除去後にP5－Pl間に（28×24－9）

cmを測るP13を検出した。P13は床面検出時に確認できなかったが、位置的に考えてP7－P

lOと同様の性格をもつものと考えられる。これらは、主柱穴に比べ深さがあまりなく、位置

的◎規模的に考えて補助柱穴と考えられる。

住居中央部には、灰赤褐色粘質土によって（210×182）cmにわたり不整楕円形に、一段

高く土壇が盛られている。なお、灰赤褐色粘質土の下には炭化物を多量に含む⑲層がはさま

れている。この部分のやや東側に、不整形の中央ピットP6が掘り込まれている。規模は（78×

54－66）cmを測る。哩土は2層に分層でき、下層の暗灰褐色粘質土には炭化物を含んでおり、

鑑定の結果、スギ◎スダジイが含まれていた。中央ピットの周辺には、Pll◎P12があり、

中央ピットを囲む何らかの施設があった可能性がある。

中央ピットに接続して北側に、中央ピットの土壇を掘り込んで長さ約2m、幅10－23cm、

深さ2－11。mを測る、断面「U」字状の溝が走っている。埋立は、暗黄褐色土1層である。

この溝は、壁までは届いていない。

床面上には、中央ピットをはさむように、東西に2カ所に焼土面が検出されている。

哩土は7層に分層することができた。③～⑦層は、壁際から住居中央部に向かって流れ込
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（り淡灰褐色土
②黒褐色土
③暗灰褐色土
④暗黄褐色土
（9時灰黄褐色粘質土（炭化物をごくわずかに含む）
⑥暗黄褐色土（炭化物をごくわずかに含む）
⑦灰褐色粘質土
⑧暗黄褐色土

⑨灰赤褐色粘質土（基盤ブロックを多量に含む）
⑲黒灰色土（炭化物を多量に含む）
⑪黄褐色土（DKPブロックを多量に含む）
⑲黄灰褐色土（DKPブロック、基盤ブロックを含む）
⑲淡灰赤褐色粘質土（基盤ブロックを多量に含む）
⑲暗黄桃褐色土（DKP粒を多量に含む。桃色基盤プロッタを含む）
⑮暗黄褐色土（DKPブロックを多量に含む）

⑲暗黄褐色土
⑲淡暗黄褐色土
⑲淡暗褐色土

貼床　⑲暗褐色土
⑳暗赤褐色粘質土
㊧黄灰褐色土（DKP粒、灰褐色粘質土プロッタを含む）
㊨淡灰褐色粘質土

⑳暗灰褐色土
⑳暗灰褐色粘質土
⑮淡暗桃褐色粘質土
⑳暗褐色土（DKP粒を含む）
㊨暗赤黄褐色土
⑳暗灰褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑳木の根による擾乱

0　　　　　　　　2m

h S＝：1／60　i

挿図67　南谷大山遺跡CS102遺構図
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んだような堆積状況を示し、住居の廃絶と共に自然堆積した状況が窺われる。このうち、⑤◎

⑥層中には炭化物が含まれている。

また、住居中央部の土壇の周囲には、炭化物を含んだ砂質土が薄く検出されている。

さらに、住居の南側には、暗赤褐色土が堆積している。この層の下には、旧表土と考えら

れる黒褐色土があり、この住居を掘削する段階に出た排土を南側斜面に捨てた結果、堆積し

たものと考えられる。

ノ 「I

Tr‥二二　．：

∠　』　⑳P。12

二一11　－

′、‘～や　　1

1

i

・も、繹
一一一一一一．

74　－1・I
Il

‘．→ノ1
1

菅諺
1∴　ノ

、　　′

Bl

0　　　　　　　　2cm

』蓋藍表

7

＿＿二。

0　　　　　　　　10cm

L S＝－1／3　　モi

挿図関　南沓東山遺跡監51関出土遺物実測図
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貼　床　床面のほぼ全面に、貼床が施されているが、すべて均質な土による貼床ではなく、中央部

では土壇を含めて粘質土の⑨層による貼床が、それ以外はりKP層を多量に含む⑪～⑮層に

よる貼床が施されている。厚さは均一ではなく、南側は深いところで約30cmの貼床が施され

＝

陰喝論題
一一一一一一一藍

0　　　　　　　10cm

［ェ＿＿　S『1／3　1j

挿図関　南番東山適跡¢＄帽南西側土器溜り出土過物実測図
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ノ

挿図関　南番東山遺跡eS柑貼床除去後逸構図

可

Po16

1℃テ　Qか

園
∈£

隼　　等）官

p。28爵1亀
Cフ

憲磁02
P竃疎等01

璃V惚1残も竃甑〕Cl

7甲

幸二モ三二三

①暗褐色粘質土

O s＝1／30　　　1m

挿図71両谷大山遺跡CS102南西側土器溜り検出状況図

－78－



ているのに対し、北側は数cmLか施されていない。

不　　整　　また、貼床を除去すると、住居中央部より南側で、（5。9　×2．8－0，3）mの不整長方形に

落ち込み　掘り込まれた落ち込みが検出された。断面も不整形な皿状を呈す。この落ち込みは、住居プ

ラン内に納まることから、住居を掘削する段階で掘り込まれたものと考えられる。CSI02

の基盤層は、北側が堅緻なローム層であるのに対し、中央より南側がりKP層になっており、

住居の掘削段階で、柔らかく掘り、やすいりKP層を掘り過ぎ、その部分を補うために、南側

の貼床が厚くなったものと考えられる。

なお、CSI02の北側後方は大きくカールしているが、これは斜面に構築するために、人

工的に整形して掘り込んだものと考えられる。

遣　　物 CSIO2内で図化できたものには、蛮Pol～Po8、高杯Po9、鼓形器台PolO◎Poll、低

出藍状況　脚杯Po12、髄形土器Po13◎Po14、治平元宝Blがある。

このうち床面からは、北西コーナー付近でPo9◎PolO◎Po14が、南西コーナー付近でPo

4◎Pollが、南側壁際でPol◎PolOが、そしてPlと中央ピットの間でPo13が、中央ピッ

ト付近でP03が、P3内でPo2⑳Po12がそれぞれ検出されている。

その他のものはPo6　◎Po8　◎Blが哩土上層、その他は哩土下層中からの出土である。

蓋器溜＆』　CSI02の南側の斜面では、壷Po15◎Po16、婆Po17－Po27、底部Po28、億脚杯Po29◎

Po30、鉢Po31の土器類が炭化物と共に検出された。炭化物は、鑑定の結果スダジイ◎クスノ

キが含まれていた。このうち、Po24は、CSI02の貼床内出土の土器と接合していることか

ら、これらは、CSI02の土器とほぼ同時期と考えられ、CSI02で使用された土器が、住

居が火災になったために廃棄されたものと考えられる。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI02は大山Ⅴ期、古墳時代前期前半頃のものと考えられる。なお、土器

溜りから出土しているものは、床面から出土しているものより若干古い様相を含むものがある。

CSiの9（挿図72073、図版15040）

億　　置　　C SI09はC－II区の最も南側のH25グリッドにあり、C S S03がつく　る標高約

78。7－79。3mの平坦面の西斜面側に位置する。

北側にはCSK07が接している。この他、当住居の約0。6m北東にはCSK06が、約5．9m

東にはCSK05が、約10m東にはCSBOlが、約4．2m南東にはCSIlOが、それぞれ位置する。

形　　態　　南側は調査区外に延び出し、西側は流失しているため遺存状態は悪く、平面は不整形をし

埋　　土

焼土面

遣　　物

ている。ピットの配置等から判断すると、隅丸方形を呈していたと考えられる。規模は東西

約3．8m以上、南北約2．0m以上である。床面積は12。2m2以上である。残存壁高は、最も残り

の良い東壁で最大0。30mを測る。

検出されたピットは、10個である。これらのうち、Plは（40×33－33）cmを測り、主柱

穴のうちの一つと考えることもできる。中央ピット◎壁溝は、検出されなかった。

哩土は3層からなる。基盤層と哩土が酷似しており、その判別は困難だった。

遺構南東部、床面より13cm浮いた状態で、焼土が見られた。範囲（43×32）cm、厚さ1。6－2．0

cmで、楕円形を呈する。表面は硬くしっかりしていた。この焼土は、焼け落ちの焼土と考えられる。

Pl中より蛮Polが、床面より蛮P02が、哩土中より婆P03がそれぞれ検出された。これ

出患状親　らのうち蛮Polは、逆さまの状態で出土した。この他、土器片が出土したが図化できなかった。

時　　期　　Pl中の土器Polより、CSI09は大山Ⅴ期、古墳時代前期前半のものと考えられる。近

くのCSIlOも大山Ⅴ期のものである。

ー79－



④明黄灰褐色土（基盤粒を含む）⑨木の根による授乱
⑤明黄灰褐色土（基盤粒を多く含む）

挿図72　南谷大山追跡CS相通構図

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

に÷ナ呈⊇

挿図73　南脊大山遺跡CS柑9出土遣物実測図

¢＄冊⑳（挿図74◎75、図版15◎16◎40）

億　　置　　CSIlOはC－II区の最も南側のI26グリッドにあり、CSS03がつくる標高約80．1mの

平坦面に位置する。

約5．3m北西にはCSK06が、約2．3m北にはCSK05が、約2。8m北東にはCSBOlが、約

4．2m北西にはCSI09が、それぞれ位置する。
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形　　態　　遺存状態は比較的よく、平面は方形を呈する。規模は東西2。9m、南北3．6mを測る。床面

積は10。6m2である。残存壁高は最も残りの良い北東壁で、0．22mである。

壁溝は見られず、検出されたピットも1個のみである。唯一のピットPlは（47×43－16）

cmを測る。規模から考えて、当ピットは主柱穴とは考え難い。

床面は、柔らかく粘性の強い明黄褐色土からなる。

埋　　立　　哩土は2層からなる。哩土中には、焼土粒がみられる。

焼　　丑　　特に北東区では、（32×30）cmの四角形の範囲内に約10cmの厚さで、焼土粒を多く含んだ哩

土が堆積していた。

遺　　物　　Pl中より婆Polが、哩土中より蛮Po2－P04が、床面より鼓形器台P05が検出され

出藍状況　た。これらのうち、婆Polは潰れた状態で出土した。また、鼓形器台P05は、北東コーナー

で検出された。

時　　期　　Pl中の土器Polより、CSIlOは大山Ⅴ期、古墳時代前期前半のものと思われる。CS

I09も大山Ⅴ期の遺構である。

①暗茶褐色土
②明黄灰褐色土（ややくすんでいる。基盤粒を含む）
③明黄灰褐色土（基盤粒を含む）
④木の根による撹乱

0　　　　　　　2m

定義表芸豊表∃

挿図74　南脊大山追跡CS110追構図
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挿図75　南谷大山遺跡CSIlO出土遣物実測図

2◎　掘畳櫨建物跡

CSBOl（挿図76e－77、図版16）

億　　置　　CSBOlは、C－II区の南東側J25◎J26グリッド、CSS03がつくる標高約80．1mの平

坦面に位置する。

当遺構の約1。7m北東にはCSK04が、約3m北西にはCSK05が、約10m北西にはCSK

06が、約12m西にはCSK07が、約12．9m北東にはCSI02が、約10m西にはCSI09が、

約2。9m南西にはCSIlOがそれぞれ位置する。

形　　態　　染行1間4。2m、桁行2間6．2mを測る。主軸方向は、N－540－Wである。柱穴は6個であ

る。規模はそれぞれPl（54×48－63）cm、P2（60×60－81）cm、P3（60×54－67）cm、

P4（72×60－72）cm、P5（60×52－34）cm、P6（46×46－48）cmである。柱大間距離

は、Pl～P2間から順に、1．6m、1．6m、2。1m、1．6m、1。5m、2。1mである。

埋　　立　　哩土は7層からなる。基盤粒を主体とし、粘性があるものが多い。土層の状況より、柱根

は抜かれたものと考えられる。

遺　　物　　P6◎P2の哩土中より、聾Pol◎鼓形器台P02がそれぞれ出土した。これ以外のすべて

出患状況　のピットにおいても土器片が検出されたが、図化

できなかった。一方、P3の暗黄灰褐色土中には、

石材がみられた。さらに、これらの石の間からは炭

化物が検出された。樹種鑑定の結果、ネジキと判断

された。

時　　期　　P6中の婆Polより、CSBOlは弥生時代後期

後半、大山Ⅲ期のものと思われる。

－82－

ェー＿′l

Pol

二
0　　　　　　　10cm

主＿＿＿＿＿＿ミ‾1当

挿図76　両脊大山追跡CSBOl出土遺物実測図



挿図77　両脊大山追跡CSB81追構図

3◎　藍琉⑳蓋囁

CSKO2（挿図78、図版16）

億　　置　　C－II区の北側のJ25グリッド、CS

S02の南側に掘り込まれている。

形　　態　　平面は、上線不整な楕円形を呈し、上線

部長径1．65mX短径1，53mを測る。深さ

は0。43mを測り、断面は皿状を呈す。

①暗黄灰褐色土（くすんでいる。黒褐色土粒を含む）

②暗黄灰褐色土（粘性がある。基盤粒、炭化物を含む）
③淡黄灰褐色土
④淡黄灰褐色土（くすんでいる。黒褐色土粒を含む）

⑤明黄灰褐色土（基盤粒を含む）
⑥明黄灰褐色土（基盤粒が多い）
⑦明黄灰褐色土（大きな基盤粒ブロックを含む）

⑧明黄灰褐色土（基盤粒を含む。粘質がある）

O s＝1／60
2m

一÷一一一一一

埋　　立　　哩土は、4層に分層できた。

過　物　理土中から、土器片が出土しているが、H＝82．30m

図化できなかった。

時　　期　　時期を比定できる土器が出土していな

いため、CSK．02の時期は不明である。

用　　途　　CSK02の用途は不明である。

①黒褐色土　　　③黄灰褐色粘質土
②暗灰褐色土　　④淡黄褐色土

挿図78　南脊大山追跡CSKO2遣構図
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匿慧K鋼（挿図79◎80、図版17）

億　　置　　CSK04は、C－II区のやや北側のJ25グリッドに

あり、標高約80．1－80。2mの南向き斜面に位置する。

約1。7m南西にはSBOlがある。

形　　態　　平面は円形、断面は皿状を呈する。長径1．04mX短

径0。94m、深さ0。55mを測る。

埋　　立　　哩土は、明黄茶灰褐色土のみである。この土は土器

を伴い、しっかりしている。

逸　　物　　遺物としては、哩土下層より聾Polが出土している。

時　　期　　蛮Polより、CSK04は大山II一m期、弥生時代後①明黄茶灰褐色土

崩一石還遠盤粒を含む）震慧慧cm

挿図関　南谷大山追跡CSK錮遣構図

期後半のものと思われる。

用　　途　　用途は不明である。

¢SK⑳5（挿図81◎82、図版17）

億　　置　　CSK05はC－II区中央部のI25グリッドにあ

り、標高約79。7mの平坦面に位置する。約3。3m

東にはCSBOlが、約2。6m南西にはCSIlOが、

S＝1／3　　　　10cm

挿図関　南脊大山追跡CSK錮出土遣物実測図

約5。2m西にはCSK．06が、それぞれ位置する。

形　　態　　平面は不整形の長台形状を呈している。断面は逆台形を呈

する。上線部で長軸4。9mX短軸0。9－上7m、深さ0。45mを測

る。

壇　　真　　理土は3層からなる。これらはいずれも粘性を有する。

遺　　物　　遺物としては、暗黄灰褐色土中より出土した蓋Polが挙げ

られる。

時　　期　　蓋Polより、CSK05は大山Ⅲ～Ⅳ期、弥生時代後期後半

のものと考えられる。

用　　途　　用途は不明である。

0　　　　　　　10cm

L S「1／3　10；

挿図82　両谷大山追跡CSK85出土遣物実測図
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（丑暗黄灰褐色土
粘性があり、基盤粒を含む。

やや明るい

（診暗黄灰褐色土（粘性があり硬い）
③暗黄灰褐色土（赤みを帯びている。粘性があり硬い）

S＝1／60
2m

挿図鋸　南谷大山追跡CSKO5追構図
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CSK⑳6（挿図83、図版17）

位　　置　　CSK06はC－II区のやや西側のI25グリッ

ド、標高約79。4mの平坦面に位置する。約1．6m

西にはCSK07が、約5，3m東にはCSK05が、

約0。6m南西にはCSⅡ09が、そして約5。3m南

東にはCSIlOが位置する。

形　　態　　平面は円形、断面は袋状を呈する。上線部で

長径0。68mX短径0．64mを、底部では長径1。4

mx短径1．3mを測る。深さは約0．9mである。

埋　　藍　　哩土は2層からなる。

過　　物　　理土中より土器片が検出されたが、図化する

ことは出来なかった。

時　　期　　CSK06からは、時期を特定する遺物が出土

していないため、時期は不明であるが、この地

域の貯蔵の形態から考えると、当遺構の時期は

弥生時代後期以前に限定される。

さらに、当土坑は近接するCSK07とペアで

利用されていたと、考えることもできる。この

場合、CSK07が大山Ⅳ期、弥生時代後期後半

／
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A－（
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＼

／

／
＼

＼
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＼
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霊漂豊吉占一㌫雷豊でいる）震豊慧cm

挿図83　南谷大山追跡CSK86通構図

のものと考えられることから、当遺構も前者と非常に近い時期のものといえよう。

用　　途　　袋状を呈することから、CSK06は貯蔵穴として用いられたと思われる。

匿＄K⑳冒（挿図84◎85、図版17◎18◎40）

億　　置　　CSK07はC－II区の西側のH25グリッドにあり、標高約79mの平坦面に位置する。当遺

構は、南部でCSI09と接している。この他、約1。7m東にはCSK06が、約7．4m北東には

CSK05が、約6。8m東にはCSIlOが、それぞれ位置する。

形　　態　　平面は上線部不整形、底部円形を呈し、断面は袋状を呈する。上線部で長径0。9mX短径0．8

mを、底部では長径1。9mX短径1．7mを測る。深さは約1mである。

埋　　立　　哩土は10層からなる。いずれも基盤粒を主体とするものである。堆積の状況より、壁が崩

落しながら堆積したと思われる。

通　　観　　底面より婆P02が、哩土上層より壷Pol◎蛮Po3◎高杯Po4◎低脚杯P05が検出され

た。これらのうち婆Po2◎低脚杯P05は、逆さまの状態で出土した。一方、淡黄灰褐色土中

より種子が検出された。鑑定の結果、モモ核と判断された。

時　　期　　床面出土の土器P02より、CSK07は大山Ⅳ期、弥生時代後期後半頃と考えられる。前述

したとおり、近接するCSK06とはペアで利用されていたと考えられる。

用　　途　　袋状を呈すること◎多くの土器を伴うこと◎モモ核が出土したこと等から、CSK07は貯

蔵穴として用いられたと判断される。
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①淡黄灰褐色土（基盤粒を含む。桃の種子を含む）
②暗黄茶褐色土（基盤粒、黒色土粒を含む）

③暗黄茶褐色土〔葦等慧漂講禁書粒、炭化物を含む0
④暗黄灰褐色土（基盤粒を含む）
⑤明黄褐色土（基盤粒を含み、粘性がある）
⑥明黄灰褐色土（基盤粒を含み、粘性が掛－。焼土・炭化物を含む）
⑦明黄褐色土（基盤粒を含み、サラサラしている）

基盤小ブロックを含み、
硬くしまっている

基盤小ブロックを含み、硬く
しまっている。粘性がある

⑲淡黄灰褐色土麿崇鵠7寄品駕；慧呈〕

』蓋藍慧Ocm

挿図鍼　南番東山遺跡¢5K閑適構図

■

0　　　　　　　　　　　　　10cm

忘表芸豊表芸

挿図関　南番犬山遺跡¢5K錮出土遺物実測図
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監SK摘（挿図86、図版18）

億　　置　　C S K14は、C－I‡区の中央部のI

25◎J25グリッドにあり、標高約79。8－

80。1mの平坦面に位置する。約2。3m北東

にはCSK04が、約1m西にはCSK．05

が、約2。8m南西にはCSIlOが、約9。5m

南西にはCSI09が、それぞれ位置する。

一方、東ではCSBOlと接している。

形　　態　　平面は不整形で、逆「コ」字状を呈し、

断面は方形を呈する。上線部で東西3。1

m、南北3。5m、底面で東西約2．6m、南北

約2。8mを測る。幅1．0－1。35m、深さは

0。45mである。

壇　　恵　　理土は、明黄灰褐色土のみである。

過　　物　　理土中からわずかに弥生土器片が出土

しているが、図化できなかった。

時　　期　　確かな時期は不明であるが、弥生時代

頃のものと考えられる。

用　　途　　用途は不明である。

唾⑳　段状遺構

頭
S＝1／60　　　　2m

①明黄灰褐色土（粘性があり、硬い）
0

挿図86　南脊大山追跡CSK相通構図

CSSの2（挿図87、図版18）

億　　置　　CSS02は、C－II区の∬22◎J23◎J25◎K24◎K25グリッドにあり、標高81．6－83。4

mの南西に傾斜する斜面に位置する。北東側約7mにはCSSOl、南東側はCSS03に接続

している。

形　態　斜面を最大0。48m削り込み、平坦面を作っている。平坦面は、「IJ」字状を呈し、東西約5。8

m、南北約10。1mを測る。平坦面は、緩やかに傾斜している。

北側斜面際には（40×35－10）cmを測るPlが、南側平坦面には（52×39－16）cmを測る

埋　　立

逸　　物

時　　期

用　　途

P2、（53×50－73）cmを測るP3、CSK02が作られている。

哩土は5層からなる。

哩土中から土器片が出土しているが、図化できなかった。

CSS02の時期は不明である。

用途は不明である。
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S＝1／100　　　　　　　5m

挿図87　南谷大山追跡CSSO2遣構図

ー88－

①黒褐色土
②暗灰赤褐色土
③暗赤黄褐色土
④暗灰褐色土
⑤灰褐色土
（鈴木の根による捜乱
⑦黒褐色土
⑧暗黄褐色土

（断面）

O s＝1／60　　　　2m

」土＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－」



CSSO3（挿図88－90、図版18041）

位　　置　　CS S03は、南側へ延び出す狭い尾根の基部にあたり、C－II区のI23◎I24◎I25◎I

26◎J24◎J25◎J26◎K25グリッドに位置する。標高は約79。25－8上75mである。北東側でC

SS02と接する。約2．4m東にはCSI02が、約17。3m西にはCSS06がそれぞれ位置する。

一方、平坦面の中には、CSIO9◎10、CSBOl、CSKO4◎05◎06◎07◎14がある。

形　　態　　南側に延びる尾根を、約3．5m削り込み、平坦面を作っている。平坦面は、不整形な「IJ」

字状を呈し、東西約13．1m、南北約20．7m以上を測る。南側は調査区外に延びている。

ぽッ防群　　遺構内に39のピットが見られる。哩土は主に基盤粒で、規模等は挿表2を参照されたい。

埋　　立　　哩土は9層からなる。これらの土層を観察すると、当遺構の哩土は自然堆積を窺わせる。

遺　　物　　図化できたものには、婆Pol～Po17◎注目土器Po18◎肩部Po19◎底部Po20◎低脚杯Po21◎

出患状況　高杯脚部Po22がある。

このうち床面近くでPo12が、P26内からPolが、P28内からP09が出土している。

それ以外は哩土中からの出土である。

これらの他には、遺構の北側と東側でモモ核が、それぞれ1つずつ検出された。特に前者

は蛮Po12のすぐ近く、暗黄茶褐色土中の底面付近で出土した。

lll二‾二　ィl一‥＿：

臣 Po22

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L S＝－1／3　当

挿図88　両谷大山追跡CSSO3出土遣物実測図（1）

ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピット 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ）

番　 号 （長径×短径一深さ） 番　 号 （長径×短径一深さ） 番　 号 （長径 ×短径一深さ） 番　 号 （長径×短径一深さ）

1 4 3 × 4 0 － 2 7 ．7 1 1 5 5 ×4 0 － 5 1 ．7 2 1 5 5 ×5 0 － 1 5 。6 3 1 3 5 ×3 0 － 2 0 ．2

2 3 7 ×・35 － 16 。．6 12 1 1 0 × 70 － 2 0 。1 2 2 4 5 ×4 2 － 2 5 。’5 32 5 0 ×3 2 － 1 0 ．6

3 2 4 × 2 3 － 1 1 。0 13 5 0 ×4 0 － 6 5 。3 2 3 3 3 ×2 0 － 6 2 。1 33 3 5 ×3 3 － 3 5 。2

4 3 5 × 3 2 － 2 0 。2 14 7 0 ×4 3 － 7 0 。8 2 4 5 5 ×3 5 － 5 4 。8 34 4 3 ×3 5 － 1 2 。4

5 3 7 × 3 5 － 2 9 ．0 15 4 2 ×3 5 － 3 3 ．6 2 5 4 3 ×3 0 － 1 5 ．3 35 4 8 ×4 0 － 1 0 。5

6 3 8 × 3 6 － 1 7 。6 16 4 0 ×3 8 － 3 9 ．9 2 6 7 8 ×7 5 － 7 0 ．7 36 4 8 ×3 5 － 2 5 。2

7 6 0 × 5 0 － 1 8 ，2 1 7 5 3 ×5 0 － 1 4 ．5 2 7 4 5 ×3 4 － 2 2 ．1 3 7 4 0 ×3 5 － 2 4 ．8

8 3 8 × 3 5 － 1 1 ．3 18 5 5 ×4 3 － 4 0 。1 2 8 6 8 ×6 5 － 2 4 ．5 38 4 2 ×4 0 － 4 3 。5

9 3 5 × 3 3 － 1 8 ．4 1 9 4 7 ×4 0 － 4 8 ．6 29 7 0 ×6 8 － 1 9 。8 39 5 7 ×5 0 － 2 4 ．9

1 0 3 3 × 2 8 － 2 1 。9 2 0 4 3 ×3 0 － 2 1 ．4 30 4 5 ×4 0 － 3 7 ．2

挿表2　南脊大山遺跡CSSO3ピット群一覧表
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羊「

寿司＝刀
、　二塚

刀

T　　　・

三才

つ「
＼　逐

羊巨

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

；忘志慧霊翻棚慧

挿図関　南番犬幽遠跡¢55閑出藍遺物実測図（2）
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時　期　底面およびピット内出土の土器から、CSS03は大山Ⅲ期、弥生時代後期後半頃のものと

思われる。

用　　途　　用途は不明である。

◎　逮構外遺物三男齢電（挿図91、図版41）

遺構外からは、図化できたものに婆Pol～PolO、鼓形器台Pollがある。

このうちPolはI26グリッド、Po2－Po4◎P08はH24◎J24グリッドの平坦部、P05

はK25グリッド、Po6◎Po7◎Po9◎PolOはI23◎I24グリッドの斜面部、PollはJ26グ

リッドの平坦部から出土している。

P。1－P。5は、ロ綾部に施文が施され、口綾部下端が下垂することから大山II期と考えら

れる。Po6◎P07は、目線部がやや厚手でナデのみになることから大山Ⅲ期、Po8◎P09

はロ緑部ナデのみでシャープな作りになることから大LMⅤ期、PolOは口緑端部が平坦面をも

っことから大山Ⅴ期頃と考えられる。Pollは、大山III期頃のものと考えられる。

これらの遺物は、C－II区の遺構の時期とほぼ重なるもので、出土位置は遺構外になるも

のの、これらの遺構に関わるものと考えられる。

刀

＿二二＿二＿二二‾

ノ　♂

ゝ O S＝1／3　　　10cm

⊆二≠：］

挿図91両谷大山追跡C－II区遺構外出土遣物実測図
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第5節　南番東幽遠跡憺ヰⅧ蟻離郷随要

億　　置　　C一m区は、標高63－76mの、C－I区◎C－II区にはさまれた谷底の部分に遺跡が展開

する地区である。この地区は、表土が0。75－1mと非常に厚く堆積しており、表土中から弥

生土器◎土師器が多量に検出されている。これらは、C－I区◎C－II区から流れ込んだも

のと考えられる。

遺　　構　　この地区では、溝状遺構CSI）03◎04、ピット群が検出されている。この地区で検出され

た遺構は、いずれも時期が不明である。

また、この地区をさらに掘り下げたところ、遺構検出面から0．6～1．0m下で旧表土が検出

された。旧表土と遺構検出面との間では、遺物は検出されなかった。

第6節　商番東幽遠跡匿一m匿の調査鰭凰

瑠⑳　満状遺構

匿S圏闘◎錮（挿図92◎93、図版19）

位　　置　　CSDO3004は、C－III区のほぼ全域のL26ふL27e L28e L29e M25。M26。M29e N

25◎N26◎N27◎N28◎N29◎N30グリッドにあり、標高約65。1－74。7mの緩やかに南側に

傾斜する斜面に位置し、谷底を囲むように二重に走る。外側のものをCSり03、内側のもの

をCSI）04とした。

CSI）04の内側には、ピット群がある。

形　　態　　CSI〕03は、C一m区の谷部を逆「U」字状に取り囲んでいる。北側は一部流失しており、

段状を呈す。南側は流失している。総延長約34m、幅約0．5－1。1m、深さ13－40cmを測り、

断面は「U」字状を呈す。

CSり04は、CSり03の内側を廻るもので、同様に、谷底を囲むように逆「U」字状に廻っ

ている。北側は一部流失しており、段状を呈す。南側は流失している。総延長約77。5m、幅

0。7－2。3m、深さ約30cmを測り、断面「U」字状を呈す。

また、CSm04の内側には、溝と溝を結ぶように谷に直交して走る溝が2本検出されてい

る。北側のものは、やや弧状を呈し、長さ約12m、幅0。4－0。8m、深さ約5cmを測り、断面

「U」字状を呈す。

南側のものは、部分的に途切れるものの、やや弧状を呈し、総延長約11m、幅0。5－1。5m、

深さ16－54cmを測り、断面「U」字状を呈す。西側の溝は調査区外に延び込む。

埋　　立　　哩土は2層に分層でき、これらは、自然堆積と考えられる。CSり03◎04とも谷底の哩土

遺　　物

時期e用途

を切り込んで作っており、谷底のピット群より新しいものである。

遺物は全く検出されなかった。

CSI〕03◎04とも、時期◎用途は不明であるが、CSIO2哩土中から治平元宝が出土して

おり、中世以降の耕作等に関わるものと考えられる。また、立地的にC－Ⅴ区の溝状遺構と

類似しており、近世まで下るものとも考えられる。
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位　　置

形　　態

埋　　土

遣　　物

時期e用途

2⑳　ぽッ匝辟（挿図92、図版19）

C－III区の、CSI〕04に囲まれた部分に作られている。

総数107個検出されている。不整形を呈するものがほとんどで、大きさ◎深さはさほど大き

くない。規模等は挿表3を参照されたい。

これらは全て不規則に並んでおり、柱穴等と考えられるものはなかった。

哩土は、黒褐色土が単層ではいる。

哩土中から土器片が出土したものもあるが、小片のため図化できなかった。

時期を判断する土器が出土していないため、ピット群の時期は不明であるが、CSI）03◎

04よりは、切り合い関係から若干遡るものと考えられる。

ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ） ピッ ト 規　　 模 （cm ）

番　 号 （長径×短径一深さ） 番　 号 （長径×短径一深 さ） 番　 号 （長径×短径一深 さ） 番　 号 （長径×短径一深さ）

1 58 ×50 －25 ．5 28 2 0 ×20 －　 9 。0 55 4 6 ×35 －13 ．0 82 2 6 ×22 －20 。6

2 9 0 ×60 －25 ．9 29 4 0 ×20 －11 。4 56 1 6 ×15 －11 。0 83 23 ×18 －19 ．2

3 8 5 ×55 －21 ．8 30 33 ×26 －14 。6 57 3 5 ×33 －10 ．1 84 43 ×32 －21 ．2

4 3 2 ×25 －10 。2 31 4 0 ×26 －13 。9 58 4 0 ×33 －17 ．1 85 38 ×27 －11 。5

5 4 0 ×30 －20 ．0 32 18 ×12 －11 ．1 59 3 5 ×30 －15 ．6 86 60 ×30 －26 。2

6 3 0 ×23 －　 6 ．0 33 4 5 ×30 －15 。2 60 3 0 ×25 －21 ．8 87 50 ×17 －24 。4

7 5 5 ×35 －16 。4 34 4 0 ×35 －11 。5 61 3 5 ×23 －27 。5 88 70 ×22 －16 ．0

8 8 5 ×55 －28 。2 35 2 3 ×22 －13 ．8 62 3 4 ×22 －16 ．1 89 38 ×28 ⊥24 ．6

9 4 5 ×33 －19 。3 36 4 5 ×43 －15 ．2 63 4 6 ×36 －22 。8 90 ′　25 ×23 －　 6 。7

10 3 3 ×25 －　 9 ．8 37 5 0 ×40 －26 ．0 64 5 5 ×40 －14 。3 91 40 ×25 －11 。9

11 3 5 ×30 －20 。5 38 4 5 ×30 －13 。1 65 9 0 ×36 －　 7 ，7 92 2 5 ×10 －11 ．2

12 13 0 ×35 －32 。7 39 5 0 ×40 －13 ．1 66 2 8 ×25 ㌢ 11 ．9 93 2 8 ×18 －11 。0

13 3 0 ×25 －13 。7 40 4 5 ×30 －19 ．4 67 4 0 ×30－ 16 ．0 94 3 5 ×24 －10 。2

14 4 0 ×35 －17 。5 41 4 0 ×25－ 17 。6 68 8 5 ×70－24 。0 95 3 5 ×23 －17 。6

15 2 0 ×20 －　 8 。0 42 2 5 ×20－ 11 。3 69 3 0 ×18 － 16 。5 96 2 8 ×25 －10 。1

16 4 5 ×22 －18 ．8 43 4 0 ×20－ 18 ．3 70 4 5 ×28 － 17 ．0 97 2 8 ×25 －18 。0

17 4 5 ×25 －17 ．3 44 4 0 ×27 －18 。4 ．71 5 0 ×22 －16 。9 98 30 ×15 －13 ．0

18 6 0 ×25 －18 ．5 45 18 ×15 －10 ．3 72 7 2 ×40 －28 ．8 99 2 7 ×17 －20 。5

19 4 0 ×20 －11 ．7 46 20 ×20 －12 ．5 73 3 0 ×25 －12 。5 ．100 3 8 ×17 －　 9 。5

20 1 8 ×16 －11 ．8 47 55 ×50 －14 ．4 74 5 5 ×30 －15 。3 10 1 2 7 ×22 －13 ．3

21 3 5 ×28 －11 ．6 48 35 ×20 －16 ．7 75 5 0 ×40 －17 ．8 10 2 2 3 ×20 －　 9 。5

22 4 0 ×33 －11 。6 49 2 7 ×23 －15 ．4 76 5 0 ×25 －14 ．2 10 3 3 0 ×25 －13 ．3

23 3 5 ×28 －31 ．7 50 4 0 ×36 －38 。4 77 6 8 ×15 －24 ．7 10 4 3 7 ×30 －11 ．6

24 7 5 ×65 －20 ．1 51 50 ×30 －23 ．5 78 6 0 ×45 －25 ．5 10 5 5 0 ×46 －　 8 ．8

25 6 3 ×55 －24 ．8 52 4 5 ×33 －　 9 。8 79 9 0 ×30 －22 ．8 10 6 3 5 ×25 －18 。1

26 2 3 ×20 －11 。6 53 3 0 ×23 －26 。7 80 2 8 ×24 －23 。7 10 7

l

17 ×15 －　 8 ．5

27 4 5 ×25 －26 ．7 54 7 0 ×65 －30 ．3 81 4 5 ×30 －15．。0

挿表3　両谷大山遺跡C－III区ピット群一覧表
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CSI）03

CSDO4

①黒色土

②暗灰茶褐色土（炭化物をわずかに含む）
③黒褐色土

④淡灰茶褐色土
⑤淡灰褐色土

⑥明茶褐色土

⑦木の根による捜乱

S＝1／100　　　　　　　5m

挿図93　南谷大山遺跡C－III区断ち割り土層断面図
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◎　過構外遺物三男齢竃（挿図94、図版41◎42）

遺構外からは、図化できたものに婆Pol～Po9、底部PolO、低脚杯Poll、土錘Po12－Po14

がある。

いずれも表土および黒褐色土中からの出土である。

Polは、口綾部に施文が施され、内面にミガキが見られることから大山II期、Po2◎P03

は、目線部に施文が施されるが頸部屈曲部が丸味をもつことから大山III期、Po4◎P05も口

緑部がやや厚手でナデのみになることから大山III期、Po6◎P07は口綾部ナデのみでシャー

プな作りになり、ロ緑端部が平坦面をもつことから大山Ⅴ期、Po8◎P09は目線部下端が退

化傾向を示すことから大山Ⅵ期頃のものと考えられる。

PolO◎Po12－Po14は時期不明、Pollは大山III～Ⅳ期頃のものと考えられる。

このうち、P03は、3重囲のスタンプ文が施されるものである。スタンプ文が施されるも

のは、南谷大山遺跡ではP03のみである。

これらの遺物は、いずれも表土および黒褐色土中からの出土であり、C一m区の遺構の時

期を比定できるものではない。また、これらは、弥生時代後期後半～古墳時代前期後半頃に

かけてと幅があり、出土位置から考えて、C－I区◎C－II区から流れ落ちてきたものと考

えられる。

雫　ノ．看≡＿ノ

／　　　　　　　　　　 〝物γ ニ／し ＋　　　 P o

Po7

0　　　　S＝1／2　　　6cm

．－．．・．・．　　　　　－　　　　－　－．－．－．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・・－　　　　　　　．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．・．－　　　　・－．・．・．・．・．・．・．－　　－・－

挿図94　南谷大山追跡C－III区遺構外出土遣物実測図
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第習節　南番来由遺跡眉幸雄摘酎翻随要

億　　置　　C－Ⅳ区は、C－II区の西側、標高61－78mの急斜面部である。この地区は、調査前の地

形測量で大きくカール状にえぐられる箇所が見つかり、この部分にトレンチを設定したとこ

ろ、多量の土師器片が出土したため、調査区にとり込んだ。

過　　構　　この地区では、古墳時代前期と考えられる段状遺構CSSO6、弥生時代後期～古墳時代前

期にかけてと考えられる溝状遺構CSり12、時期は不明であるがCSI〕12に続くように溝状

遺構CSり16が作られている。

第⑳節　商番来由遺跡匿－Ⅳ匿の調査結果

瑠⑳　段状遺構

匿5＄⑳6（挿図95－97、図版19◎20◎42）

億　　置　　CSS06は、C－Ⅳ区のほぼ中央部のG23◎G24グリッドにあり、標高67。32－68．66mの、

西に傾斜する急斜面となっている。斜面の上方、約17。3m東にはCSS03が、約21。7m南東

にはCSI09が、約20m南東にはCSK07が、約20．9m南東にはCSK06がそれぞれ位置す

る。一方、斜面の下側では、約10．6m西にCSI〕12が南北に走っている。

形　　態　　斜面を不整形な三角形状に掘り込んで、平坦面を作っている。規模は、底面で東西約3．3

m、南北約4．4mを測る。高低差は約1．2mである。底面は緩やかに傾斜している。

埋　　立　　哩土は7層からなる。これらの土層を観察すると、③◎⑥層は基盤の礫を含む層で、人工

的に埋められたものと考えることができる。

ぽ　ッ　匝　　平坦面にピットが2個検出されている。

Plは平面円形を呈し、二段に掘り込まれて

いる。規模は（73×67－52）cmである。P2は

（86×81－42）cmを測る。

周辺ぽッ臣　　遺構周辺には、計12個のピットが検出されて

いる。これらは径30cm程度と小さく、深さも

10－20cm程度である。いずれも不規則に並んで

いる。

逸　　物　　遺物としては、Pl中より壷Pol◎P02が出

出藍状況　土している。これらは、潰れた状態でしかも重

なり合って、出土している。

このほか、哩土中から土器片が出土している

が、図化できなかった。

時　　期　　壷Pol◎P02より、CS S06は大山Ⅴ期、古

墳時代前期前半頃のものと思われる。

用　　途　　急斜面に造られ、大型の主柱穴が掘り込まれ

ており、祭元巳的な意味合いが濃いものと考えら

れる。
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挿図95　南谷大山遺跡CSSOGPl内土器検出状況図



挿図96　南谷大山遺跡CSSO6通構図

（∋暗黒褐色土
②暗黄褐色土

③暗赤褐色土
④淡黄褐色土

⑤暗赤褐色土
⑥明黄褐色土

⑦明黄褐色土
⑧明黄褐色土

⑨明黄褐色土
⑲木の根によ

（くすんでいる）
（暗赤褐色ブロックを含む）

（淡黄褐色土粒を含む）
（明黄褐色ブロックを含む）

（暗赤褐色ロームブロックを含む）
（暗赤褐色土粒、明黄褐色ロームブロックを含む）
る授乱

O s＝1／60　　　　2m
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挿図97　南谷大山遺跡CSSO6出土遺物実測図



2◎　清聴遺構

CSD12016（挿図98e99、図版20。42）

億　　置　　CSI〕12◎16はC－Ⅳ区の西側、G20◎G21◎F21◎F22◎F23◎F24◎E24グリッドに

位置する。付近は標高約60－66mの急斜面である。CSI）12は、ほぼ南北方向に走っている。

CSI〕16は、CSI）12の北東側に約0。5m離れて位置する。約3。3m西にはCSI〕13が、約8。4

m西にはCSDlOがそれぞれ平行して走っている。約10。6m東にはCSS06が位置する。C

SI）12の南側は調査区外に延びだしている。

形　　態　　CSり12は、現状で長さ約47．5m、溝の幅約0．4－1。1m、深さ約30－50cmを測り、断面は

CSD12　「Ⅴ」字状を呈する。

¢恩田臓　　CSり16は、斜面に立地するため、北側◎西側は流失しており、原形をとどめていない。

中央には段があり、北側が低くなっている。長さ約47。5cm、幅約0。4－1．1m、深さ約30－50

cmを測る。断面は「U」字状を呈すものと考えられる。

埋　　立　　CSり12の哩土は5層からなり、CSI〕16の哩土は暗灰茶褐色土のみである。これらは、

自然堆積と思われる。

逸　　物　　CSり12では、図化できたものには、壷Pol◎婆Po2－P06がある。いずれも哩土中から

出患状況　の出土であり、これらのうち、壷Pol◎婆Po3－P05は南部より、婆Po2◎P06は北部よ

り出土した。

CSI〕16からは遺物は検出されなかった。

時　　期　　蛮Po2－P04は弥生時代後期の特徴を有するが、蛮P05は古墳時代前期の特徴をもつこ

とから、CSI〕12は、弥生時代後期から古墳時代前期にかけてのものと、判断される。

なお、Polについては、弥生時代中期中葉頃のものと考えられる。

CSI）16の時期は不明であるが、CSり12に接続するようにあり、同様の時期が考えられ

る。

用　　途　　CSI〕12◎16とも用途については、はっきりしたことは言えないが、尾根を下る道路ある

いは、BSり03のように、集落を区画するための溝と考えることもできる。

ノ

挿図98　南谷大山遺跡CSD12出土遣物実測図
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∵
①表土（暗灰茶褐色土）

②暗褐色土
③暗黒褐色土

④暗茶褐色土
⑤暗黄茶灰褐色土

⑥淡茶灰褐色土

二二二二二工二
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挿図9g　南谷大山追跡CSD12e16逼構図
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◎　遠構外遺物三男齢竃（挿図100－102、図版42◎43）

遺構外からは、図化できたものに璽Pol～Po17◎Po23、底部Po18－Po20、肩部Po21◎

Po22、億脚杯Po24、蓋Po25◎Po26、鼓形器台Po27、須恵器聾Po28、石鉄S18がある。

これらのうち、Pol～Po8◎PolO～Po27◎S18はH24◎H25◎G24◎G25グリッドのC－

IV区の斜面部の上方からまとまって出土している。また、P09はG25グリッドから、Po24◎

Po28はF23グリッドからそれぞれ出土してる。

Pol～Po6◎P08は、目線部に施文が施され、口綾部下端がわずかに下垂することから大

山II期、Po7◎Po9◎PolOは、口綾部に施文が施されるが、一部ナデ消されるもので、目線

部下端が水平方向にわずかに引き出されることから大山III期、Poll～Po16も、口綾部がやや

厚手でナデのみになることから大山III期、Po24－Po27は大山III～Ⅳ期、Po27は、筒部が高く

やや古い様相をもつものの、大山II期頃のものと考えられる。

H24◎H25◎G25グリッドから出土しているものは、大山H～III期にかけてのもので、C

SS03の時期とほぼ同時期であることから、大山Ⅳ期以降、CS S03の平坦部分に貯蔵穴◎

竪穴住居などが作られており、これらが作られる時にCSS03に付属した遺物が片づけられ

たものと考えられる。

須恵器蛮Po28は、C－Ⅳ区のF23グリッド出土のものとC－Ⅴ区のり22グリッド出土のも

のが接合している。

O s＝1／1　2cm

ヒ1－－－－－±二二二一一！

挿図108　南谷大山追跡C－Ⅳ区通構外出土遺物実測図（1）
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挿医用1南谷大山追跡C－Ⅳ区遺構外出土遺物実測図（2）
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挿図柑　南番東山通路匿－Ⅳ匿過構外出患逸物実測図（3）
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第9節　両替来由遺跡匿－W匿の概要

億　　置　　C－Ⅴ区は、1991－92年度調査区とC－Ⅳ区に挟まれた、標高56－62mの谷底部である。

この地区は、調査区を設定するためのトレンチ調査で焼土面および土師器が多数検出された

ことから、急遽調査区とされた部分である。

遺　　構　　この地区では、古墳時代中期の竪穴住居跡CSI17◎18◎19◎20◎21、不明土坑CSK18◎

19、時期は不明であるが溝状遺構CSI〕10◎11◎13◎14◎15◎17が作られている。

このうち、竪穴住居跡は、1992年度調査区の住居跡とほとんど同じ時期のものかやや遡る

ものであり、古墳時代中期後半期には、尾根部◎斜面部◎谷底部に住居が同時に作られてい

ることがわかった。

また、CSI19からは祭祀用と考えられる有孔円盤2個、臼玉約350個が出土しており、谷

底に営まれた住居の性格を考えるうえで、大変貴重な資料を提供することができた。

また、CSI20からは、意図的に破砕されたと考えられる大型の壷を含み、多量の土器が

うち捨てられた状況で検出されている。

遺構外からは、近世と考えられる陶器片が出土しており、溝状遺構◎不明土坑がこの時期

のものの可能性がある。

第瑠⑳節　商番来由遺跡匿－W匿の調査結果

瑠⑳　竪究鎮贋跡

監5Ⅲ謬（挿図103－106、図版21043◎44）

億　　置　　C－Ⅴ区の西側のり21◎り22◎E21グリッドにあり、標高58．8－59。6mの平坦面に位置す

る。東側にはCSI19、南東にはCSI18が接している。

形　　態　　遺存状態は非常に悪く、東側はCSI19と重複しており、その範囲は不明である。CSI

CS11ト瑠

CSilト2

17は遺存する壁溝の様子◎遺存する壁の状態から、4棟が重複しながら存在していたものと

推察され、CSI17－1－17－4として考えてみた。

CSI17－1は、最も西側にあり、東側はCSI17－2によって削り取られている。西側周壁

のみ検出され、壁溝◎主柱穴は検出されなかった。平面は方形ないし長方形を呈すものと考

えられる。規模は、東西0．5m以上、南北7，80mを測ると考えられ、残存壁高は、最も遺存状

態の良い西壁で最大0。28mを測る。

西側壁寄りに（39×39－25）cmを測るPlがある。位置的に、いわゆる特殊ピットと考えら

れる。

CSI17－2は、壁溝◎主柱穴が検出されている。平面は、壁溝の遺存状態から方形または

長方形を呈すものと考えられる。規模は不明である。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁

で最大0。06mである。

壁溝は南側◎西側壁際のみで検出され、規模は幅12－15cm、深さ2－3cmを測り、断面「U」

字状を呈す。

主柱穴は、P2－P5の4個で、それぞれの規模は、P2（54×52－68）cm、P3（50×

45－59）cm、P4（43×40－42）cm、P5（59×50－18）cmを測る。主柱大間距離は、P2
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①黒褐色土

②暗褐色土（2～3mm大の基盤ブロックを多量に含む）
③暗茶褐色土（基盤層）
④暗茶褐色土（③より明るい。基盤ブロックをほとんど含まない）
（9時灰褐色土
⑥果灰褐色土
⑦暗褐色土
（診木の根による撹乱

挿図103　南杏大山遺跡CS117遺構図
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CSI17－3

CSl悶－4

～P3間から順に、4．4m、4．3m、4．2m、5。3mで、他の住居に比べて大きな住居である。

床面は、谷の中央部（東側）に向かって緩やかに傾斜している。

また、焼土が1カ所検出されているが、これは盛り上がるように検出されており、焼け落

ち焼土と思われる。

CSI17－3は、CSI17－2の北側に重複するように検出された。平面は、壁溝の遺存状態

から方形を呈すものと考えられる。規模は不明である。

壁溝は西側のみで部分的に検出されている。規模は、幅12－22cmと広く、深さ2－10cmを

測る。

主柱穴はP6－P9の4個で、それぞれの規模は、P6（50×43－44）cm、P7（42×40－

74）cm、P8（29×27－29）cm、P9（43×26－20）cmを測る。主柱大間距離は、P6－P

7間から順に、5．2m、4。7m、4．9m、4。9mで、CSI17－2同様大型のものである。

CSI17－4は、部分的に壁溝が検出された事で住居として考えた。遺存状態は非常に悪く、

平面形◎規模ともに不明である。残存壁高は、最も遺存状態の良い西壁で、最大0。52mであるし。

壁溝は、西側および北側に部分的に2本ずつ検出されている。幅は17－25cm、深さ4－12

cmを測り、断面「U」字状を呈す。

主柱穴と考えられるものは検出されなかったが、北側コーナー付近で（59×55－63）cmを

測るPlOが検出されている。

床面やや南側には、焼土が盛り上がるように1カ所検出されており、これは、焼け落ちた

焼土と考えられる。

埋　　立　哩土は5層に分層できた。これらは住居の中心に向かって堆積しており、自然堆積したも

のと考えられる。基盤層と考えられる③④層は、谷部に二次的に堆積したものであり、この

層中には弥生時代後期～古墳時代前期の土器が含まれている。

遺　物　図化できたものには、婆Pol～Po12、口綾部Po13、高杯Po14－Po18、鼓形器台Po19◎Po20、

出藍状況　小型丸底壷Po21◎Po22、億脚杯Po23、土玉Po24、黒曜石剥片Sll、鋳造鉄斧F6がある。

このうちCSI17－1からは、哩土中からPo5◎P08が出土している。

CSI17－3からは、哩土中からPoll◎Po13◎Po22が出土している。

CSI17－4からは、Pol～Po4◎Po6◎Po7◎Po9◎PolO◎Po12◎Po14－Po21◎Po23◎

Po24◎Sll◎F6が出土している。床面からはPo7◎Po14◎Po17◎Po18が出土した。

その他はいずれも哩土①層中からの出土である。

0　　　　　　　6cm

［－　S＝－1／2　　6－
彪参』豊忘慧m

細腰錮錮　両者東山遺跡鑑＄胴出藍遺物実測図（瑠）
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挿図105　南脊大山追跡CS117出土遣物実測図（2）
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挿図用6　南谷大山遺跡CS117出土遣物実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　6cm
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時　　期　　出土遺物から、CSI17－1－17－4はいずれも大山Ⅷ期、古墳時代中期後半頃のものと考え

られるが、CSI17－1がこの中では若干遡るものと考えられる。

監S冊8（挿図107◎108、図版22◎44）

億　　置　　C－Ⅴ区の東側のE23グリッドにあり、標高58．5－59．1mの平坦面に位置する。北側には

CSI19が接し、東側1。5mにはCSn13がある。

形　　態　　遺存状態は悪く、北側はCSI19と切りあっており、また西側◎南側は流失している。遺

存する周壁◎壁溝から、平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。規模は、東西2．0m以上、

南北3．5m以上を測る。残存壁高は、最も遺存状態の良い東壁で最大0。15mを測る。

壁溝は東壁際のみで検出され、規模は幅30－35cmと広く、深さ2－5cmを測り、断面「U」

字状を呈す。

主柱穴と思われるものはPl～P3の3個で、本来は4個あったものと考えられる。それ

ぞれの規模は、Pl（30×28－16）cm、P2（42×32－13）cm、P3（35×32－25）cmを測

り、主柱大間距離は、Pl～P2間から順に2，8m、2．9mである。
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また、床面上には、（112×70－41）cmを測る土壌状のP5がある。哩土は炭化物を含む③

層のみである。哩土中から壷Polが出土しており、CSI18以前に掘り込まれたピットと考

えられる。

その他にも、床面上および周辺でピットが検出されているが、用途は不明である。

床面は、谷の中央部（西側）に向かって緩やかに傾斜している。

埋　　立　　哩土は①層のみで、よく締まっている。

焼け落ちの焼土と考えられるものが、床面から浮いた状態で検出されている。

遺　　物　　図化できたものには、壷Pol、蛮Po2－Po7、高杯Po8、土玉P09がある。

出患状況　　このうち床面からは、東壁際でP08が出土している。P5内からPolが出土している。

その他はいずれも哩土①層中からの出土である。

時　　期　　Po2◎Po3◎P08から、CSI18は大山Ⅶ期、古墳時代中期中葉頃のものと考えられる

が、Po4－P06は弥生時代後期の特徴をもつ。

また、P5は、Polから大山Ⅳ～Ⅴ期のものと考えられ、CSI18に伴うものではなく、

古墳時代前期頃に掘り込まれたものと考えられる。

瑚

刀

ガ6

、　　ガ

冒∃「甥

〒＿＿＿、＿！

］召

。つ8
1・l J二二，＿H∴．日，二」

挿図107　南脊大山遺跡CS118出土遣物実測図
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①暗灰赤褐色土
②暗褐色土
③暗褐色土（炭化物。土器を含む）

挿図108　南谷大山遺跡CS‖8遣構図

匿5m9（挿図109－117、図版22◎23◎44－46）

位　　置　　C－Ⅴ区の東側のE22◎E23グリッドにあり、標高59．1－59。5mの平坦面に位置する。西

側にはCSI17、南側にはCSI18が接している。

形　　態　　遺存状態は悪く、西側はCSI17によって削り取られているものと考えられ、また、南側

も不明瞭である。遺存する壁から平面は隅丸方形を呈すものと考えられる。規模は、東西3．0

m以上、南北7。50mを測り、床面積は25m2以上である。残存壁高は、最も遺存状態の良い東

壁で最大0。28mを測る。

壁溝は東壁際のみで検出され、規模は幅18－25cmと広く、深さ1－3cmを測り、断面「U」

字状を呈す。壁溝の南側は、土坑状に深くなる。

主柱穴と思われるものは検出されなかったが、床面上ではPl～P5のピットが検出され

た。それぞれの規模は、Pl（16×16－12）cm、P2（23×20－24）cm、P3（33×32－18）

cm、P4（25×22－10）cm、P5（75×60－20）cmを測る。

床面は、谷の中央部（西側）に向かって緩やかに傾斜している。

埋　　立　　哩土は2層に分層できたが、①層はよく締まっている。

焼土面◎中央ピットはない。

遺　　物　　図化できたものには、婆Pol～PolO、底部Poll◎Po12、高杯Po13－Po18、鼓形器台Po
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出藍状況19、小型丸底壷Po20◎Po21、蓋Po22、台付小型鉢Po23、土玉Po24、石皿S12、有礼円盤J

l　◎J2、臼玉J3－J353がある。

このうち床面からは、東壁際でPo3　◎Po6　◎Po9　◎Po13－Po15◎Po17◎Po18◎Po20◎

Po21◎Po23◎Po24◎S12が比較的まとまって出土している。

その他はいずれも哩土①層中からの出土である。

鄭Ill…

B

◎p4

三
P5

（丑暗灰赤褐色土

（診暗褐色土
③木の根による授乱

挿図109　南谷大山遺跡CS119遣構図
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また、有礼円盤はやや離れて哩土中から出土し、臼玉は、Pl付近でまとまって出土して

いる。臼玉の出土の範囲は床面上から約15cm浮いた状態のものが多くあった。出土状況を見

ると、本来繋がっていたものと考えられ、住居の埋没につれて埋まっていった過程が窺われ

る。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI19は大山Ⅶ期、古墳時代中期中葉頃のものと考えられる。
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挿匡＝日　南脊大山遺跡CSI19出土遣物実測図（1）
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挿図112　南谷大山遺跡CSI19出土遣物実測図（2）
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挿図‖3　南脊大山追跡CS‖9出土遣物実測図（3）

－122－



l㊥－11◎一　一㊥一

口J3　qJ4　C⊃J5

－◎一　一◎一　一◎－

⊂コJll CpJ12　C⊃J13

l三一　一三一1－　－一三一

mJ19　⊂〕J20　ロJ21

－◎一　一◎一　一◎－

PJ27　ロJ28　C⊃J29

－◎一　一◎一　一◎一

口J35　　pJ36　⊂〕J37

ー◎一　一◎一　一◎一

に⊃J43　に〕J44　（DJ45

ー◎一　一◎一　一◎－

COJ51　に〕J52　C⊃J53

一◎一　一◎一

にコJ6　（ロJ7

－㊥－　‥⑥一一

に〕　　　　C⊃
J14　　　　　　　J15

－（㊥－

CコJ8

－◎－

qJ16

ー◎一　一◎一　一⑳一

口J22　G〕J23　⊂コJ24

－⑳一　一⑳－　雄一

（pJ30　CコJ31　CJ32

…三一　一1三一　一三1－

C⊃J38　　ロJ39　CコJ4。

ー◎一　一◎一　一◎一

雪46　　GコJ47　0J48

－㊥－　‥－㊥一　一一◎一

皿J54　0J55　　にDJ56

－◎一　一◎一　一◎一　一⑳一　一◎一　一◎一

にコJ59　CコJ6。　に⊃J61　〔⊃J62　［こOJ63　ロJ64

ー◎一　一◎一　一◎一　一◎一　一◎一　一◎一

にコJ67　　CコJ68　にコJ69　CコJ7。　⊂）J71　⊂⊃J72

－◎一　一㊥一　一一＠一　一㊥1－　－⑥一　一㊨－

CコJ75　　⊂⊃J76　　CフJ77　　に）J78　　に⊃J79　　⊂〕J80

挿図114　南谷大山遺跡CS119出土遣物実測図（4）
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挿図甘日　南谷大山遺跡CS119出土遣物実測図（7）
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監5臓⑳（挿図118－122、図版23◎46－49）

位　　置　　C－Ⅴ区の最も北側のE20グリッドにあり、標高60．0－60．4mの平坦面に位置する。南側

約6mにはCSI21、西側約2mにはCSI）17がある。

形　　態　　遺存状態は非常によく、平面は方形を呈すものと考えられる。規模は、南東～北西4。03m、

北東～南西3．96mを測り、床面積は16。8m2である。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で

最大0．64mを測る。

壁溝は、部分的にとぎれるもののほぼ全周し、規模は、幅9－17cm、深さ4－8cmを測り、

断面逆台形状を呈す。東側壁溝内には、径10cm程度、深さ10cmの小ピットが2個あり、壁港

内に立てられた板状のものを支える杭跡と考えられる。

仕切咽満　　また、東側◎西側壁溝のやや北寄りに、住居中央部に向かって約80cmに延びる溝が接続し

ている。幅◎深さとも壁溝とほとんど変わらない。この溝は、住居内を仕切るためのものと

考えられる。

主柱穴はPl～P4の4個で、それぞれの規模は、Pl（25×25－32）cm、P2（32×25－

14）cm、P3（47×37－16）cm、P4（37×26－15）cmを測り、他の住居と比べて小さな主

柱穴である。主柱大間距離は、Pl、～P2間から順に1．9m、2．5m、3．0m、2．7mである。

Pl～P2間に（60×53－17）cmを測るP5があるが、位置的に中央ピットと呼べるもの

ではない。

特殊ぽッ臣　　住居の東寄りにいわゆる特殊ピットと考えられるP6がある。平面は不整形、断面台形状

を呈し、規模は（84×70－26）cmを測る。哩土は炭化物を含む⑨層が単層で入る。

屋内丑坑　　また、住居の北東コーナー付近に、平面隅丸長方形、断面台形状を呈す土坑SKlがある。

規模は、（95×78－42）cmを測る。

その他に、径20cm前後、深さ5cm前後を測るP7－PlOがあるが、用途は不明である。

焼堂面　　住居の西側仕切り溝付近に、長楕円形に広がる焼土面が検出されている。この焼土面は非

常に固く、恒常的に火が使用されていたものと考えられる。

埋　　立　　哩土は3層に分層できた。③層中には炭化物◎焼土粒がわずかに含まれている。

周辺だッ匪　　住居北側には、（66×53－41）cmを測るPllがある。

過　　物　　図化できたものには、蛮Pol～Po17、高杯Po18－Po38、直口壷Po39－Po42◎Po44◎

出土状況　Po45、小型壷Po43、椀Po46－Po48、須恵器杯蓋Po49、須恵器蛮Po50、大型壷Po51、敲石S

13がある。

これらはいずれも哩土中からの出土であり、このうち、Pol～Po36◎Po38－Po43e

Po45－Po49◎Po51◎S13は哩土③層中からの出土である。特に大型壷Po51は広い範囲に分

布しており、故意に破砕され、他の土器と一緒に一括廃棄されたものと考えられる。

時　　期　　床面出土遺物はないが、出土遺物からCSI20は大山Ⅷ期、古墳時代中期後半頃の特徴を

もち、CSI20はこの時期に作られ、廃絶したものと考えられる。
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挿図118　南谷大山遺跡CS120遺構図

－128・129－

①黒褐色土
②暗褐色土

③暗褐色土（
炭化物、焼土粒をわずかに含む。
基盤粒を含む。土器を含む

④暗褐色土（炭化物、焼土粒をわずかに含む）
⑤暗灰色土
⑥茶褐色土（壁溝埋土）
⑦暗茶褐色土（壁溝埋土）
（診暗褐色土
⑨暗褐色土（炭化物をわずかに含む）
⑲暗褐色土
⑳暗灰黄褐色土
⑲暗褐色土（茶褐色粘質土を含む）
⑬果褐色土（しまりがない）

O S＝1／60　　　　2m



挿図錮　両者東山通路匿＄帽出藍遺物実測図（瑠）
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挿図120　南脊大山追跡CS120出土遣物実測図（2）
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挿図122　両谷大山追跡CSI20出土遣物実測図（射

監5臓瑠（挿図123－126、図版24◎49◎50）

位　　置　　C－Ⅴ区の北側のり21◎E21グリッドにあり、標高60。0－60．4mの平坦面に位置する。北

側約6mにはCSI20、南側約6mにはCSI17がある。

形　　態　　遺存状態は比較的よく、東壁はサブトレンチのため確認できなかったが、平面は長方形を

呈すものと考えられる。規模は、東西4．2m以上、南北2．90mを測り、床面積は11m2以上であ

る。残存壁高は、最も遺存状態の良い北壁で最大0。43mを測る。

壁溝は、全周していたものと考えられ、規模は、幅7－12cm、深さ5－8cmを測り、断面

「U」字状を呈す。壁港内には、径15cm程度、深さ4－10cmの小ピットが計12個あり、壁溝

内に立てられた板状のものを支える杭跡と考えられる。

主柱穴はPl◎P2の2個で、それぞれの規模は、Pl（56×44－58）cm、P2（45×35－

40）cmを測る。主柱穴間距離は、2．4mである。

中央ピットはない。

周辺だッ匝　　また、南側の住居外にP3－P6のピットが並んで検出された。それぞれの規模は、P3

（32×29－42）cm、P4（32×29－33）cm、P5（42×38－16）cm、P6（49×46－43）cm

を測る。これらは、杭列または庇を支えるためのものと考えられる。

焼丑面　　住居の中央部に、西側はPlに接して、広い範囲に不整形に広がる焼土面が1カ所検出さ

れている。この焼土面は非常に固く、深いところで10cm土が焼けており、恒常的に火が使用

されていたものと考えられる。

埋　　藍　　哩土は1層で、炭化物◎焼土粒を含んでいる。

－133－



挿図123　南谷大山遺跡CS121遺構図

①暗褐色土

②暗褐色土

炭化物・焼土粒
を含む
炭化物・規土粒
を含む。①より
明るし＼

（壁溝埋土）
炭化物・煉土
粒を含む

O s＝1／60　　　2m

O S＝1／1　2cm

ヒ＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」

O S＝1／3　　　10cm

L　」　－＿i I

挿図124　南谷大山遺跡CSI21出土遺物実測図（1）
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二Il＝妄
O S＝1／3　　　10cm

ヒ工二二＿＿＿L．．．・．日．．＿＿‖＿＿．＿…日．＿…I

‾2　ノ

疹物p。18
0　　　　S＝1／2　　　6cm」

ノ

∠」　聖も
Po17

［二二⊇≡1笠≡当
0　　　　　　　　　　　　　10cm

挿図125　南脊大山追跡CS121出土遣物実測図（2）
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焼　　蓋　　床面には、ほぼ全面に

應催物　わたって柔らかい焼土が

盛り上がるように検出さ

れている。また、西側壁

寄りでは、垂木◎木舞と

考えられる炭化材が検出

されており、CSI21は

焼失したものと考えられ

る。検出された炭化材は、

樹種鑑定を依頼したとこ

ろ、垂木はスダジィ、ホ

オノキ、板状のものはシ

ラカシ、木舞はスダジイ

と同定された。

遺　　物　　図化できたものには、

出藍状況　蛮Pol～Po12、高杯Po13

－Po17、土玉Po18、須恵

器樽型埴Po19がある。

このうち床面からは、

西側壁寄りでPol◎P0

3が出土している。 挿図126　両脊大山追跡CSl21炭化物出土状況図

その他は哩土中からの出土である。

時　　期　　床面出土遺物から、CSI21は大山Ⅷ期、古墳時代中期後半頃のものと考えられる。なお、

Po4－Po12は弥生時代後期後半の特徴をもっている。また、樽型埴Po19はTK208に並行する

ものと考えられる。

2⑳　皇統⑳藍囁

CS K15（挿図127、図版24）

億　　置　　C－Ⅴ区の南側のE23グリッドに

あり、標高57。6－57。9mの緩やかに南

に傾斜する斜面に位置する。付近に

は、CSm10があり、南側約4mには

CSK16がある。

形　　態　　東側は撹乱を受けており、遺存状態

は悪い。平面は、上線部◎底部とも長

楕円形を呈し、規模は、上線部長径

1．22mX短径0。6mを測る。深さは最

大0。28mを測り、断面は逆台形状を呈

す。

埋　　立　　哩土は、暗褐色土が単層ではいる。

二T‾‾「‾、、

＼＼、、ノ！＼、、

＼＼＼Jl

＼1－A，

lJ

H

／／

、、　　　　　／了／
－⊥エコ二二二こここ亡イ／

①暗灰褐色土
②暗褐色土（基盤ブロック、炭化物をわずかに含む）
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挿図127　両脊大山遺跡CSK15遣構図



時　　期　　遺物は全く出土していないため、CSK15の時期は不明であるが、埋土がC－Ⅴ区の溝状

遺構と類似しており、ほぼ同時期のものと考えられる。

用　　途　　CSK15の用途は不明である。

CSK16（挿図128、図版24）

位　　置　　C－Ⅴ区の南側のE24グリッドにあり、標

高56．9－57。1mの緩やかに南に傾斜する斜

面に位置する。南側約0，3mにはCSK17、北

側約4mにはCSK15がある。

形　　態　　東側は大きく撹乱を受けており、遺存状態　A－

は悪い。平面は、上線部◎底部とも長楕円形

を呈し、規模は、上線部長径1．22mX短径0．5

m以上を測る。深さは、最大0．24mを測り、

断面は逆台形状を呈す。

埋　　立　　哩土は、暗灰褐色土が単層ではいる。

時　　期　　遺物は全く出土していないため、CSK16

の時期は不明であるが、規模がCSK15とほ

ぼ同じで、哩土がC－Ⅴ区の溝状遺構と類似

原
‾‾「「＼「、

Jニー、
／／／′‾」‾一、てこ、

＼

＼l

L一1

＼l

ll

l

l7－A，

／く′′′
／

／／ン
／　　　　ノ′

一′　′一

二J二二ニュー′

しており、これらとほぼ同時期のものと考え　①暗灰褐色土

られる。

O s＝1／30　50cm

h i　　：

用　途　　CSK16の用途は不明である。　　　　　　　挿図臓　南番大山適跡¢SK相通構図

CSK17（挿図129、図版25）

位　　置　　C－Ⅴ区の最も南側のE24グリッドにあり、標高

56．5－56．6mの緩やかに南に傾斜する斜面に位置する。

北側約0．3mにはCSK16、北側約5mにはCSK15があ

る。

形　　態　　遺存状態は比較的良く、平面は、上線部◎底部とも長楕

円形を呈し、規模は、上線部長径1。05mX短径0．5mを測

る。深さは、最大0。12mを測り、断面は皿状を呈す。

埋　　立　　哩土は、暗褐色土が単層ではいる。

時　　期　　遺物は全く出土していないため、CSK17の時期は不

明であるが、哩土がC－Ⅴ区の溝状遺構、CSK15◎16と

類似しており、これらとほぼ同時期のものと考えられる。

用　　途　　CSK17の用途は不明である。

－137－

書
－A，

①暗褐色土
②木の根による擾乱 O s＝1／30　50cm

と－；」

挿図129　南谷大山遺跡CSK17遺構図



eSK瑠8（挿図130◎131、図版25◎50）

億　　置　　CSK18は、C－Ⅴ区の東側のE22eE23グリッドにあ

り、標高約59。5mの平坦面に位置している。約0．9m北西

にはCSI19が、約1m南東にはCSD13が、約8．3m南

西にはCSK19が、それぞれ位置する。

形　　態　　平面楕円形、断面長方形を呈する。規模は上線部で長径

0．8mX短径0．62m、底面で長径0．73mX短径0．54mを測

る。深さは0。25mである。

埋　　立　　哩土は、淡茶褐色土層のみである。

遺　　物　　底面より婆Pol◎高杯杯部P02が出土している。

時　　期　　婆Polより、CSK18は大山IX期、古墳時代中期後半頃

のものと思われる。

用　　途　　用途は不明である。

監SK瑠9（挿図132◎133、図版25◎50）

億　　置　　CSK19は、C－Ⅴ区の東側のE23グリッ

ドにあり、標高約59mの平坦面に位置する。

約8．3m北東にはCSK18が、約1．2m北西に

はCSI18が、約4．0m西にはCSI）10が、約

6。2m南東にはCSD12が、それぞれ位置す

る。一方、北東側でCSり13と接している。

形　　態　　平面は円形を、断面は長方形を呈する。上

線部で長径0．75mX短径0．7m、底面で長径

0。5　mX短径0．47mを測る。深さは0，43mで

ある。

①淡茶褐色瑠雷雲富士］』慧慧cm

挿図臓　両者大山遺跡eSK相通構図

O S＝1／3　　　10cm

挿図臓　両者東山過跡eSK柑出土遺物実測図

埋　　立　　哩土は、淡茶褐色土層のみである。

遺　　物　　遺物としては、底面より鼓形器台Polが出土している。ま

た、円錐台状を呈す石材も一緒に出土している。

時　　期　　鼓形器台Polより、CSK19は大山IIトIV期、弥生時代後

期後半頃のものと思われる。

用　　途　　用途は不明である。

、＼＋∴S＝1／3

」」＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

挿図関　南沓大山遺跡GSK柑出土遺物実測図
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（明黄褐色土粒を含む）憲慧慧Ocm

挿図瑠32　蘭脊大山遺跡eSK相通構図



3◎　蔑視遺構

CSDH巨㍉‖（挿図134。136、図版25。26。50）

億　　置　　CSり10◎11は、C－Ⅴ区の南側のC23◎

り23◎り24グリッドにあり、標高約56．5－58．7

mの緩やかに南側に傾斜する斜面に位置して

いる。

形　　態　　CSI〕10は、部分的にとぎれるものの、C－

Ⅴ区の南側を「n」状に走る。東側を走る溝

は、調査区外へ延びている。総延長約22m、幅

約0．8－1。6m、深さ7－46cmを測り、断面は

「U」字状を呈する。

CSり11は、CSり10の北側で接しており、

m、幅0。2－0．44m、深さ2－6cmを測る。

埋　　土

遣　　物

O S＝1／3　　　10cm

Jl＿＿＿＿＿＿⊥

挿図1錮　南脊大山追跡CSD用出土遣物実測図

南北方向に直線的に延びるもので、長さ約5

埋土は、3層に分層でき、これらは自然堆積と考えられる。

CSり10の哩土中から婆Polが出土している。これは、大山Ⅷ期、古墳時代中期後半頃の

ものと考えられるが、直接この遺構に伴うものではない。CSⅡ〕11から遺物は出土していな

い。

時期◎用途　　CSり10⑳11とも、時期◎用途は不明であるが、遺構外から近世の磁器が出土しており、

この時期の耕作等に関わる遺構と考えられる。

鑑5圏瑠3（挿図135◎136、図版50）

億　　置　　CSI）13は、C－Ⅴ区の東側、り21◎E21◎E22◎E23◎F21◎F22◎F23グリッドに位

置し、標高約59．50－61。25mの平坦面に位置する。約3．1m北にはCSI21が位置する。約3．2

m南東ではCSI〕12が、当遺構にそれぞれ並行している。一方、北でCSり15と接している。

形　　態　　CSり13は、C－Ⅴ区の東側斜面際をほぼ南北方向に走り、谷部中央では中断するものの、

東西方向に横断し、CSI17◎18◎19の外側を囲んでいる。長さ約34．6m、溝の幅約0．55－2。55

m、深さ約13－23cmを測る。断面は「U」字状を呈する。

埋　　立　　哩土は3層に分層できた。

逸　　物　　図化できたものは、聾Pol◎Po2、土錘P03が挙げられる。

これらのうち、土錘P03は明黄灰褐色土中より出土した。

時期◎用途　　Pol◎P02は異なる時期のものであり、時期は不明であるが、CSI）10同様、近世頃の耕

作等に関わる遺構と考えられる。

イ

O S＝1／3　　　10cm

．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾．．t．．．．．．．．．．．．．．．．．．qll l－．　－　　　　．－－．－．－・．－．－．．－．・．・．lll．．－

挿図135　南脊大山追跡CSD13出土遣物実測図
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挿図136　南谷大山遺跡CSDlO・11・13・14・15・17通構図

－140・141・142－

呼

Ib

①暗褐色土
②黒褐色土
③暗褐色土（基盤粒をわずかに含む）
④暗茶褐色土（明黄褐色土粒を含む）
⑤暗茶褐色土（暗赤褐色土粒を含む）
⑥明灰茶褐色土（基盤層を多く含む）
⑦明灰黄褐色土（基盤粒を含み、よくしまっている）
⑧明灰褐色土
⑨淡茶褐色土（明黄褐色土粒を含む）



位　　置

形　　態

埋　　土

退助⑳時期

用　　途

億　　置

形　　態

埋　　土

遣　　物

時期◎用途

位　　置

形　　態

埋　　土

遺　　物

時期e用途

CSD掴（挿図136）

CSり14は、C－Ⅴ区西側のC22◎り21◎り22グリッドにあり、標高60．1－60．6mに位置

する。東側はCSI17の哩土を掘り込んでいる。

CSI）1射ま、西側調査区際に沿って直線状に走り、長さ9。8m、幅0。6m、深さ10－15cmを

測り、断面「U」字状を呈す。

埋土は、暗褐色土が単層ではいる。

遺物は全く出土していないため、時期は不明であるが、CSI17の埋土を切り込んでおり、

古墳時代中期後半以降のものと判断される。

CSI〕14は、CSり10◎13同様、近世頃の耕作等に関わるものと考えられる。

監富田摘（挿図136）

CSり15は、C－Ⅴ区の北東側のF20◎F21◎F22グリッドにあり、標高約60．50－61．75

mの平坦面に位置している。約7m北西にはCSI20が、約9m西にはCSI21が位置する。

南側ではCSI〕13と接している。

CSI〕15は、C－Ⅴ区の東側斜面際をほぼ南北方向に走っている。長さ約17．7m、幅約

0。15－0。6m、深さ約25～40cmを測り、断面は「U」字状を呈する。

哩土は、暗茶褐色土のみで、自然堆積と考えられる。

哩土中から土器片が出土しているが、図化できなかった。

時期◎用途ともに不明であるが、CSり10◎13同様、近世の耕作等にかかわる遺構と考え

られる。

匿富田臓（挿図136◎137、図版26◎50）

CSI〕17は、C－Ⅴ区の北西側のり20◎E19◎E20グリッドにあり、標高61．5－62．5mに

位置する。南東側約2mには、CSI20がある。

調査区際を逆「L」字状に走り、南側は一段深く掘り込まれている。長さ約13．5m、幅

0。14－0．9m、深さ5－50cmを測る。断面「U」字状を呈す。

哩土は2層に分層できた。

出土遣物には、図化できたものには婆Pol～Po3、億脚杯P04がある。いずれも、検出中

および基盤層中からの出土である。これらは、大山II～III期、弥生時代後期後半頃のものと

考えられるが、CSI）17に直接伴うものではない。

CSI〕17は、CSI〕13◎15同様、近世頃の耕作等に関わるものと考えられる。

、云　ノ
S＝1／3　　　10cm

∠＝［⊆p。4；。4　　　L．I．．＿・一．＿．＿．．…＿土日‖＿…＿日．…．．．．，，・．」

挿図137　南谷大山追跡CSD17出土遣物実測図
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超◎　集石⑳ぽッ匪群（挿図138－140、図版26◎51）

億　　置　　C－Ⅴ区の中央やや北寄りのE21グリッドにあり、標高59．5－59．9mに位置する。南側は

CSI17に接しており、北西側約2mには、CSI21がある。

形　　態　　この部分は、段状になっており、この部分にのみ、規則性はな

いが、大小の地山礫が密集している。また、計11個のピットが掘

り込まれている。それぞれの規模は、Pl（42×40－35）cm、

P2（35×32－29）cm、P3（38×27－21）cm、P4（57×39－

30）cm、P5（32×32－18）cm、P6（28×23－29）cm、P7

（53×42－21）cm、P8（39×34－25）cm、P9（28×24－34）

cm、PlO（68×53－12）cm、Pll（50×45－26）cmを測る。

埋　　立　　哩土は、2層に分層できた。ピット内の哩土は、③◎④層いず

れかが単層で入り込むものである。

遺　　物　　図化できたものには、壷Pol、高杯Po2◎Po3、直口壷胴部

出土状況　Po生　小型丸底壷Po5、椀Po6、敲石S16がある。このうち、

Po4◎S16は底面から出土している。その他のものは、哩土下

層中からの出土である。

時　　期　　集石◎ピット群の時期は、出土している土器から、大山Ⅶ～

Ⅷ期、古墳時代中期中葉～後半頃のものと考えられる。

A－

忽
隠
彪

0　　　　　　　10cm

L＿　S＝－1／3　10I

挿図138　南谷大山遺跡C－Ⅴ区

集石・ピット群出土遣物実測図（1）

；巴

寸

ロ■

①暗褐色土〔㌫昌宏謂禁書悪童に含む用語霊宝圭
②暗赤灰褐色土

挿図139　南谷大山遺跡C－Ⅴ区集石。ピット群遺構図
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■

Po6

S＝1／3　　　10cm

挿図掴　南脊大山通路e－Ⅴ区集石◎ピッ匝辟出立遺物実測図（2）

◎　過構外通観三男齢竃（挿図141－144、図版51－53）

遺構外からは、図化できたものに壷Pol、婆Po2◎Po3、高杯Po4－Po7、鼓形器台Po8、

髄形土器Po9、須恵器杯身PolO～Po13、須恵器無蓋高杯Po14、須恵器埴Po15◎Po16、須恵

器蛮Po17、伊万里焼皿Po18、青磁香炉Po19、石鉄S19◎S20、水晶石核S21、磨製石斧S22◎

S23、砥石S24、磨石S25、敲石S26◎S27、石皿S28がある。

これらのうち、Po3◎Po4◎P07は、D24グリッド調査区際でまとまって検出された。

Pol～Po17は、大山Ⅷ～IX期、Po18ePo19は近世のものと考えられる。なお、須恵器類

は、TK208－TK23並行期と考えられる。

なお、C－Ⅴ区のやや北側のE21グリッドにサブトレンチを設けて掘り下げたところ、遺

構検出面より約1m下で

旧表土と考えられる⑤層

が検出された。さらに、

その下にもそれ以前の旧

表土と考えられる⑨層が　A－

ある。C－Ⅴ区の遺構の

基盤層（丑◎②層中には、

弥生時代後期～古墳時代

前期の遺物が含まれてい

るが、それ以下の層には

遺物は含まれていなかっ

た。

①黒褐色土

②暗褐色土（下層に大型の基盤礫を含む）

③暗茶褐色土（奉盤礫・基盤粒を多量に含む）
④灰褐色土

⑤黒色土（下層に基盤を含む）
⑥灰褐色土（基盤礫を含む）

⑦暗褐色粘質土
⑧茶褐色粘質土
⑨灰褐色粘質土

O S＝1／100　2m

」＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿　」

挿図141両谷大山遺跡C－Ⅴ区サブトレンチ土層断面図
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Po8

0　　　　　　　10cm
L S＝－1／3　1当

挿図掴2　両谷大山追跡C－Ⅴ区遺構外出土遺物実測図（1）
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S22

0　　　　　　　10cm

［「一二『些二＿空

三
S21

昌＿＿＿至言・圭隻＿＿＿三Fm

O

Po18

⑳ィ
二二　　二

Po20　　　　　　　　　Po21

0　　　　　　　　　6cm
I＿＿＿＿＿＿至芸些＿＿＿三三＿：．

挿図用3　両脊大山追跡C－Ⅴ区遺構外出土遣物実測図（2）
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S27

S28

阪

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

忘忘蓋£表芸

挿図144　南谷大山遺跡C－Ⅴ区遺構外出土遣物実測図（3）
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第醐節　商番犬幽遺跡監iⅥ匿の概要

億　　置　　C－Ⅵ区は、今年度調査区の中では最も高い位置にあり、標高84－87mの尾根項部地区で

ある。

遺　　構　　この地区では、古墳時代前期の方墳である南谷29号項が検出されている。

この古墳は、南谷古墳群中では南谷27号境に次いで2例日となる古墳時代前期の方墳で、周溝

の四隅がとぎれている。主体部は旧表土面を掘り込んで作った箱式石棺で、石材の組み合わせが、

東側では側板が小口石を挟んでいるのに対し、西側では小口石で側板を押える形に組まれている。

南谷古墳群では、見つかった古墳時代前期の古墳が、いずれも方形を呈す事がわかり、ほ

ぼ同時期と考えられる橋津（馬ノ山）古墳群の前方後円形を呈す古墳との差を考えるうえで

大変興味深いものである。

また、時期は不明であるが、段状遺構CSSOlがある。

第臓節　南番来由遺跡匿－Ⅵ匿の調査結果

瑠⑳　段状遺構

CS S81（挿図145、図版27）

位　　置　　CSSOlは、C－Ⅵ区のJ22◎J23◎K22◎K23グリッドにあり、標高84．8－85．3mの緩

やかに南西に傾斜する斜面に位置する。北東側約7mには南谷29号境がある。

形　　態　　斜面を削り込み、平坦面を作っている。平坦面は、楕円形を呈し、東西約5．3m、南北約11

遣　　物

用　　途

mを測る。深さは最大20cmである。哩土は、3層に分層できた。

哩土中から土器片が出土しているが、図化できなかった。CSSOlの時期は不明である。

用途は不明である。

（丑暗黒褐色土
②暗茶灰褐色土
③木の根による撹乱

（断面）

O S＝1／60

挿図1婿　南谷大山遺跡CSSOl遺構図
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遺構名 形　　 態
規　　　 模

（m ）

床面積

（m 2）

残存壁高

（m ）

主柱 穴

（本）

棟持柱

（本）
遺　　　　　　 物 時　　 期 備　　　　　 考

C S I Ol 隅丸方形 4．20×3．90 17．0 1．02 4 －
婆 e蓋 e砥石 e軽

石

弥生時代

後期後半

中央 ピッ ト、屋

内貯蔵穴

C S I O2 五 角　形 6．50×5．55 32 ．0 1．47 5 －
蛮 e高杯 e鼓形器

台 e低脚杯 e髄

古墳時代

前期前半

中央 ピッ ト0焼

土面 e土器溜 り

C S I O3 隅丸方形
3．50×

2．8 †
8．5 † 0．66 4 －

壷 e蛮 e 高杯 e小

型丸底壷

古墳時代

前期前半
中央 ピッ ト

C S I O4 五 角　形 7．98×7．12 43．0 1．03 5 2 ？

蛮 0高杯 e鼓形器

台 e直 口壷 0低脚

杯 0小型丸底壷 e

土玉 e黒曜石剥片

古墳時代

前期前半

中央 ピッ トe焼

土面

C S I O5
隅丸五角

形
7．20×6．80 41．5 0．62 5

壷 0聾 e直 口壷 0

高杯 e鼓形器台 e

小型丸底壷 。低脚

杯 e髄 。磨石 e不

明鉄器

古墳時代

前半後期

中央 ピ、シトe焼

土面、焼失か ？

C S I O6 楕 円 形 5．80×4．90 24．2 0．69 5

婆 e大形蛮 e高杯 e

鼓 形 器 台 e低 脚

杯 e髄 e高長石 0砥

石

古墳時代

前半後期

中央 ピッ ト0焼

土面、屋内貯蔵

穴、焼失か ？

C S I O7 隅丸方形 5．80×5．80 38．6 † 0．43 4

壷 e璽 e高杯 e低

脚杯 。小型高杯形

器台 e敲石

古墳時代

前期後 半

中央 ピット・焼

土面 e建て替え

C S I O8 六 角　 形
5．50×

2．5 †
8 † 0．61 6 ？ －

蛮 e 土玉
弥生時代

後期後半

C S I O9
隅 丸 方

形 ？

3．8 †×

2．0 †
12 † 0．3 蛮

古墳時代

前期前半
焼土

C S I lO 方　　 形 3．6×2．9 10．6 0．22 － －
蛮 e鼓形器 台

古墳時代

前期前半

C S I ll 長 方 形
4．11×

3．4 †
14 † 0．63 2 －

壷 e婆 e蓋 e無頸

壷 e砥石 e鈍

弥生時代

後期後半
中央 ピッ ト

C S I 12 長 ‘方 形
4．90×

3．7 †
18 † 1．30 4

壷 e聾 e 高杯 e低

脚杯 e髄 e不明鉄

器

古墳時代

前期前半

中央 ピッ トe炭

化材、焼失か ？

C S I 13 隅丸方形 3．7×2．7 † 10 † 0．62 蜜 e鉢

弥生時代

後期後半
焼土面 e炭化材

焼失か ？

C S I 14 長 方 形 2．68×2．23 5．6 0．19 2

壷 e要 e高杯 。脚

付 聾 ？手 担 ね 土

器 e土玉

弥生時代

後期後半
焼失

C S I 15 長 方 形
6．00×

2．8 †
15 † 0．67 4 －

弥生時代

？

C S I 16 隅丸方形 2．65×2．50 6．6 0．91 2 － 要 e鉢
弥生時代

後期後半

C S I 17

－ 1
方 形 ？

7．8×

0．58 †
0．28 － － 蛮 e高杯 0鼓形器

台 e小型丸底壷 e

低脚杯 e’土玉 e黒

曜石剥片 e鋳造鉄

斧

古墳時代

中期後半

－ 2 不　　 明 － － － － －

－ 3 不　　 明 － － － － －

－ 4 不　　 明 － － － － －

C S I 18 隅丸方形
3．5 †×

2．0 †
0．15 － －

壷 0婆 e高杯 e土

玉

古墳時代

中期 中葉

C S I 19
隅 丸 方

形 ？
7．5×3．0 † 25 † 0．28

婆 e高杯 e鼓形器

台 e小型丸底壷 e

蓋 e 台付無頸壷 e

土玉 e 臼玉 e有礼

円盤 e石皿

古墳時代

中期中葉

C S I 20

C S I 21

方　　 形

長 方 形

4．03×3．96

4．2 †×2．9

16．8

11†

0．64

0．43

4

2

壷 e婆 e高杯 e大

型壷

聾 e高杯 e土玉 e

須 恵 器 樽 型埴 －

T K 208

古墳時代

中期後半

古墳時代

中期後半

特殊 ピットe 区

画溝

焼土面 0炭化材

二は不明0無し　†は数値以上

挿表4　南脊大山遺跡C区竪穴住居跡一覧表
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第　章　南谷鋼驚境の調査

第　節　南番錮号境の調査結果（挿図146－153、図版27◎28◎53）

億　　置　　南谷29号境は、C－Ⅵ区のK21◎L21◎K22◎L22グリッドに位置し、南◎南東へ派生す

る尾根の基部となっている。標高は86。32－87。70mで、本年度の調査区内では最も高い地区

である。

1990年度の羽合町教育委員会による試掘調査での第4トレンチで、周溝の北部が確認され、

存在が確認された。

噴　　塵　　南谷29号境は1辺約10、mの方墳である。墳丘は後世の撹乱により、かなりの削平を受けて

いる。墳丘の規模は、主卓由方向で東西約10。4m、南北約10。6mを測る。周溝底からの残存の

高さは、東◎西◎南◎北の順に、1。48m◎1。99m◎1。48m◎1。51mである。

周　　溝　　周溝は北側◎西側のものが比較的遺存状態がよい。東側◎南側のものは後世の削平で遺存

状態は悪い。全周せず、北西コーナー◎南西コーナー◎南東部◎北東部で途切れている。規

模は東側で幅約1。30m、深さ26cm、西側で幅2m、深さ88cm、南側で1．44m、深さ26cm、北

側で幅2。18m、深さ98cmである。

哩土は、暗黒褐色土が主流である。周港内には埋葬施設はみられなかった。

盛　　皇　　盛土は④層～⑥層の3層で、黄褐色の基盤粒を主体としている。もっとも厚い所では42cm

あった。

旧　　喪　　墳丘下の旧表は、遺構の南部でよく残っている。厚さは約17cmである。墳丘下には、遺構

がみられなかった。

童体部　　主体部は、旧表土面を掘り下げるかたちで検出された、墳丘のほぼ中央に位置する箱式石

棺である。規模は石棺の内法で長さ1。74m、幅0。26m、墓壕で東西2．14m、南北0。68m、深

さ21cmを測る。主軸方向はN－770－Eに振る。

当主体部では石棺の組み方に、特殊な例が見られた。まず東部では、南側の側板が土庄で

内側へ倒れこんでいた。しかし、本来は側板が小口石を挟んでいたと思われる。これに対し

西部では、小口石が側板をおさえていた。蓋石は授乱を受けており、西側◎東側にのみわず

かに残っていた。

床面は中央～西部が捜乱されており、遺物等は検出されなかった。頭位については、東西

いずれか不明である。

遣　　物 図化できたものには、長頸壷Pol◎婆Po2－Po3◎小型丸底壷目線Po4◎小型器台Po5◎

出患状況　土錘Po6－Po8　◎玉髄剥片S29がある。

これらのうち、Pol◎P02は西側周溝の淡黒褐色土中から出土している。一方、北側周溝

からはP04とP05が出土している。また、土師器婆P03も周溝中より出土した。

盛土中からも土器片が見つかったが、図化できなかった。

時　　期　　Pol◎Po3◎Po4◎P05は、布留（中）並行期のものと考えられ、また、P02は、複合

口緑をもつものの布留式婆の影響を受けたものと考えられ、目線端部が内方へ肥厚している。

これらの土器から、南谷29号境は大山Ⅵ期、古墳時代前期後半頃のものと考えられる。

南谷古墳群内では、方墳は南谷27号境と29号墳のみ確認されているが、いずれも古墳時代

前期頃のものと考えられ、この地域では最大規模をもつ前方後円墳である橋津4号墳（馬ノ

山4号墳）とほぼ同時期と考えられる。
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挿図146　南谷29号墳墳丘測量図

挿図147　南脊29号墳盛土除去後平面図
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H＝88．00m

A

H＝88．00m

B

①暗茶褐色土
②暗黄褐色土

③暗茶褐色土
④暗黄茶褐色土（基盤粒を含む）

⑤明黄褐色土（基盤粒を含む）
⑥暗黄灰褐色土

（訂明黄灰褐色土（授乱）

］（表土）

］（盛土）

－（主体部埋土）
⑧暗黒褐色土

⑨淡黒褐色土（基盤粒を含む）
⑲黄灰褐色土（基盤粒を含む）

⑪黄灰褐色土（基盤粒を含む。サラサラしている）
⑲暗黄褐色土（黒色土粒を含む、硬い）
⑬明黄灰褐色土（やや淡い。サラサラしている）

⑲黄灰褐色土（基盤粒を含む。粘性がある）
⑮明黄褐色土（基盤粒を含む）

⑲淡黒褐色土
⑫授乱

⑲木の根による捜乱

D，

挿図148　南脊29号墳土層断面図

O S＝1／60　　　　2m

（周溝哩土）

ー（旧表土）

挿図149　南谷29号墳周溝内土器検出状況図
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三：I＿二三

挿図151南谷29号噴出土遣物実測図（1）

0　　　　2cm

⊆享≒；聖＿三一

挿図150　南谷29号墳主体部通構図

－155◎156一

①黒褐色土（捜乱、大量の根を含む）
②明黄灰褐色土（挽舌D

O s＝1／30　　　1m
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挿図152　両谷29号墳主体部墓場実測図
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挿図153　南谷29号噴出土遣物実測図（2）
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第5章　遺構⑳遺物の検討

第　節　蓋器編辱三男齢竃

1991年度～1993年度にかけて、発掘調査が行われた南谷大山遺跡から出土している土器は、総数約8000

点におよび、弥生時代後期後半期～古墳時代中期にかけてのものが大部分を占める。特に、弥生時代後

期～古墳時代初頭の土器及び古相の須恵器を伴う土師器については、鳥取県中部地区においてかなり良

好な資料を提供することができると考える。

従来、山陰地方のこの時期の土器編年は、山本清⑳東森市良◎前島己基◎校本岩雄氏等による島根県の研
（62）

究成果が基礎となってきた。鳥取県内では、1960年代後半になると鳥取県西部地区に串いて大規模な開発に伴
（63）　　　（64）

う発掘調査が行われるようになり、米子市福市遺跡◎青木遺跡のように、集落遺跡単位の編年が試みられるように

なった。特に青木遺跡では、弥生時代中期末～奈良時代にかけての広範を一連の土器編年が発表されて以

来、この時期の鳥取県内の土器編年が、青木遺跡の編年を基準とすることが一般的となっている。しかし、その

土器の様相は、狭い鳥取県内においても東部◎中部◎西部で若干の違いが見られることが指摘されつつある。
（65）

そのため、鳥取県東部地区では鳥取市岩吉遺跡などの資料をもとに谷口恭子氏が（以下岩吉編年）、ま

た、中部地区では倉吉市服部遺跡◎阿弥太寺遺跡◎長瀬高浜遺跡などの資料をもとに土井珠美氏が（以
（66）

下土井編年）、それぞれの水系単位（東部は千代川、中部は天神川、西部は日野川）毎で編年作業を試み

ており、現在では鳥取県東部地区◎中部地区◎西部地区の土器編年が確立しようとしている。

また、従来古相の須恵器を伴う土師器の編年については、あまり論じられるところがなく、中部地区
（67）　　　　（68）　　　（66）

では置田雅昭氏、清水真一氏、土井珠美氏が検討を行っている程度である。

さて、羽合平野周辺での編年については、古墳時代前期～中期にかけての大集落遺跡である長瀬高浜

編年が、集落についてのみしか示されておらず、集落に続く古墳出土の土器を含めての編年が行われてい
（69）

ないこと、また、この編年では、高橋護氏が指摘するようにさまざまな形式の土器が一括資料として捉え

られており、形式学的に問題があるだけではなく、各時期の土器の様相がはっきりしておらず、報告書ご

とで時期の捉え方が異ることなどの問題が残る。

また、須恵器出現以降は須恵器の編年が中心となっており、この時期の土師器の様相は、必ずしも明

らかになっている状況とはいえないと考える。

今回南谷大山遺跡の発掘調査をまとめるに当たって、土器の様相を概観し、不十分ではあるが南谷大

山遺跡の土器編年案を公にしようと思う。この編年案が、今後の鳥取県中部地区の土器編年の参考にな

れば幸いである。

（1）編　　年

各遺構の土器の構成は、必ずしも良好なものとは言えないが、共伴する土器形式を組み合わせ、従来

の土器編年を参考に、最も器種の多い壷形土器◎婆形土器（以下形土器を省略）がもつ諸特徴の変化を

画期と捉えると、南谷大山遺跡の土器は、I期～Ⅸ期に時期区分できると考える。（以下大山I期～大山

Ⅸ期とする。）

［大山I期］

この時期には良好な一括資料は見られないが、壷（1）は、外反する口緑部をもつもので、婆目線部

（2　◎　3　◎　4）は、内傾する口緑部をもち、外面には擬凹線が施される時期である。これらの土器は、

確実な遺構に伴ってはいないが、南谷大山遺跡内においては最も遡るもので、BSIlO周辺、BSK19

哩土上層出土のものがこれに相当する。
、

阿弥大寺I期、青木II期、岩吉II（古）期に並行するものと考える。
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［大山II期］

この時期はASIO4、BSI27出土資料を指標とする。，

壷◎婆の複合口綾部立ち上がりは3－4cmと高く、口綾部に施文が施されるもの（5◎8）と、ナデ

消す（6◎　7）が共伴する。端部は丸く仕上げられるものが多いが、平坦面をもつものもある。口綾部

下端は下垂するものが多い。胴部は、最大径を中位以上にもち倒卵形を呈し、しっかりとした平底をも

つ。外面肩部には施文が施されるものがある。内面は、頸部屈曲部は鋭く、以下ケズリが施される。ケ

ズリの方向は上半「左」が主流である。

小型の胴部をもつ（9）は、胴部外面に加飾が施される。

「く」字状目線をもつ婆（10◎11）は、端部に洗練が施されるものがこの時期のものである。

高杯は、良好な資料がないが、複合口線状の杯部をもつ加飾された高杯（12）がこの時期のものと思

われる。

鼓形器台は、C－Ⅳ区遺構外出土の（13）がこの時期と思われる。上台部◎脚台部外面に洗練が施さ

れ、高い筒部をもつものである。このほかに、特殊器台と思われる（14）もこの時期と考えられる。

阿弥大寺Ⅲ期、青木Ⅲ（新）期、岩吉Ⅳ期に並行するものと考えられる。

［大山Ⅲ期］

この時期は、BSIOl、BSIO2、CSIll、CSI14、BSKO4出土資料を指標とする。

壷◎聾は、やや肉厚で口緑部の形態もII期のものに類似するが、目線部下端は下垂するものは少なく

なり、水平方向に突出するものが多くなる。（15◎17～19）のように目線部施文後ナデ消すものは大山II

期から引き続いているが、口綾部がナデのみの（16◎20－22）が現れるのがこの時期で、この特徴をも

つ土器が主流をなす。内面頸部屈曲部はなだらかになる。胴部のプロポーションもII期のものと類似す

るが、肩部の張りが前段階に比べて弱くなる。底部は平底を呈すが、大山II期に比べて不明瞭なものと

なっている。内面は、大山II期同様頸部屈曲部以下「左」方向ケズリが施されるものが主流である。

また、口綾部が厚手の作りとなる（23◎24）もある。

ロ緑部が短く屈曲外反する聾（26）、高い脚部をもつ婆（27）などもこの時期である。小型品（28）

も、この時期までは不明瞭ではあるが平底を呈すものである。

また、「く」字状の目線部をもつ蛮（29◎30）は、端部は洗練がなくなり、II期のものに比べ胴部がや

や長胴化する。また、複合口線状になり外面に凹線が施される（25）がある。

高杯は、屈曲外反する口緑部をもつ（31）、小型で直立気味の口綾部をもつ（32）がある。脚部（33）

は外面ミガキが施される。

低脚杯は杯部が椀状に深い（34）がこの時期で、蓋は中凹みのつまみをもつ（35◎36）、柱状のつまみ

をもつ（37）がこの時期に見られる。

この他の器形としては、大きく開く鉢（38）、小型鉢（39）がある。

土井編年上種第5遺跡貯蔵穴7号◎住居址27号段階、青木Ⅳ期、岩吉Ⅳ期に並行するものと考えられる。

［大山Ⅳ期］

この時期は、BSKO6◎BSKO7出土資料を指標とする。

壷◎聾は肉薄でシャープな作りとなり、（40－43）のように目線端部は引き出された様に薄くなる。こ

の時期は、口綾部に文様が施されるものはなくなり、完全にナデのみになる段階である。胴部は倒卵形

を呈し、尖り気味の不明瞭な平底をもつ。肩部には波状文など施文が施されるものがある。内面は、頸

部屈曲部以下ケズリが施されるが、前時期に比べて若干下がる傾向にある。また、胴部内面のケズリは、

「右」方向が主流となる。

この時期になって、小型品は丸底になると考えられる（45）。短く屈曲外反する口緑部をもつ婆（44）

は、III期のものに比べて胴部の張りが大きくなり、底部は丸味を帯びる。
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鼓形器台は、施文が施されない（46）がこの時期のものであるが、器高はまだ高いと考えられる。

高杯に良好な資料はない。

そのほかの器種としては、緻密な脂土の脚付短頸壷（47）◎無頸壷（48）などがこの時期のものと考え

られる。

土井編年東高江遺跡2号貯蔵穴◎榔塚遺跡第2号貯蔵穴段階、青木Ⅴ◎Ⅵ期、岩吉Ⅴ期に並行するも

のと考えられる。

［大山Ⅴ期］

この時期は、BSSO4◎CSIO2◎CSIO4◎CSIO5出土資料を指標とする。

壷は、口綾部が大きく外反するようになり、端部が外方へ折れるもの（49）が現れる。胴部を残す良

好な資料はないが、肩がやや張る倒卵形を呈すものと考えられ、外面には、波状文などが施されるもの

がある。

異形のものとしてBSI30出土の壷（50）があるが、この時期のものとしてよいであろう。

蜜は肉薄で、シャープな作りはⅣ期と同様であるが、ロ緑部下端の突出度が増し、ロ緑端部が平坦面

をもつものが現れる段階である。器壁が薄く目線部立ち上がりが高い（51－54）と、目線部立ち上がり

は3cm以下とやや低くなる（55◎56）が共伴している。口緑部の文様はⅣ期同様施されず、ナデのみで

ある。内面のケズリの範囲は肩部付近以下で、大山Ⅳ期のものよりさらに下がる傾向にある。ケズリの

方向は、「右」が主流である。胴部は倒卵形を呈し不明瞭な平底のものと、尖り気味の平底をもつものが

ある。外面は肩部に平行洗練◎波状文⑳刺突文が施されるものがあるが、横方向ハケ目が主流で、胴部

下半は縦方向パケ目である。内面底部付近には指頭庄痕が明瞭に残るものがある。

この時期から複合口緑をもつ直口壷（57）が現れる。

高杯は、この時期に脂土が浅黄橙色で、端部が外反し、やや深い皿状の杯部をもつ（58）、浅橙色の椀

状を呈す杯部をもつ（59）が出土している。

鼓形器台（60◎61）は筒部の縮約が進み、Ⅳ期のものに比べてさらに器高が低くなる。

低脚杯（62）は、やや深い杯部をもつもので、脚部もやや高く大きい。

さて、この時期になって、小型丸底鉢（64）、小型高杯形器台（65）など布留系の土器が現れるのが大

きな特徴であるが、「く」字状日経をもつ布留式婆は、良好な資料がない。

また、この時期に髄（63）が出現している。髄は体部が砲弾形を呈し、把手が4カ所つく。上部のも

のは器壁に対し平行につくが、下部のものはやや下向きに直角につく。下端部付近には、タガ状の突帯

が巡る。外面縦方向パケ目、内面上半部左方向ケズリ、下半部上方向ケズリが施される。

この時期は、婆の型式から高い目線部をもつものと、口緑部の立ち上がりが低くなるものの2時期に

分けることが可能であるが、良好な一括資料がないため同時期としてまとめた。将来的には細分できる

ものと思われる。

長瀬高浜編年I期、土井編年宮ノ下遺跡4◎6号住居址段階、青木Ⅶ期（古）、岩吉Ⅵ期、布留（古）

段階頃に並行するものと考えられる。

［大山Ⅵ期］

この時期は、BSI14、BSI32、CSIO6、CSIO7、南谷29号墳出土資料を指標とする。

壷（66◎67）は、複合目線部が退化傾向を示し始め、目線部の高さが低くなり、さらに口緑部下端の

稜が鈍くなる。胴部は丸味をもつようになり、外面肩部横方向パケ冒、内面頸部以下右方向ケズリが施

される。外面肩部には波状文が施されるものがある。大型品（68）は、内傾する複合口緑をもち、肩部

には依然と施文が施され、丸味のある胴部に平底をもつ。

蛮（69－71）は、目線部の立ち上がりが3cm以下と低くなり、端部は平坦面をもつ。口緑部下端はⅤ

期同様鋭く突出するものもあるが、鈍くなるものも現れる。胴部は丸味を帯び、完全に丸底を呈すよう
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になり、Ⅴ期に比べて全体的に器壁が厚くなる。また、外面上半部横方向パケ目もやや粗くなり、下半

部縦方向パケ目も粗い。内面は、上半部右方向削り、底部付近は指頭庄痕が残る。

また、布留系土器の影響を受けたと考えられる、端部が内方へ肥厚する複合口緑をもつ婆（72）も現れ

る。大型品には、大きな平底をもつもの（73）、ロ綾部が内傾するもの（74）がある。

「く」字状口緑をもつ布留式蛮（75）は、内湾気味に立ち上がり、端部が内方へ肥厚し、胴部は球形

を呈すようになる。

長頸壷（76）は、胴部の大半を欠くが、球形を呈すものと考えられる。

高杯は、端部が外反しやや深い皿状の杯部をもつ（77）、脂土が浅橙色で椀状の杯部をもつ（78）がこ

の時期のもので、前時期のものと形態的には大きな違いは見られない。また、小型で平坦な底部から高く

屈曲する口綾部をもつ（79）、低く大きく広がる裾部をもつ（80）がある。

鼓形器台（81◎82）は、器壁が厚くなり、器高が低くなる。

低脚杯は、大きく浅い皿状の杯部をもつ（85）、やや深い皿状の杯部をもつ（86）、深い椀状の杯部を

もつ（87）がこの時期のものと考えられる。

小型高杯形器台（83）は、退化傾向を示し、受け部の作りが雑になる。また、この時期に逆円錐形の

受け部をもつ小型器台（84）が現れる。

小型丸底壷（88）は、口径が胴部最大径を上回るもので、複合目線をもつ（89◎90）も現れる。

長瀬高浜編年II期、土井編年富ノ下3B◎7号住居址段階、青木Ⅶ（新）期、岩吉Ⅶ期、布留（中）

段階頃に並行すると考えられる。

［大山Ⅶ期］

この時期は、BSI13－3、CSI19出土資料を指標とする。

婆（91－93）は、目線端部が外方へ肥厚して平坦面をもち、口緑部下端は鈍く突出する。胴部は球形を呈す

ものと考えられ、外面は粗い斜方向パケ目、内面は肩部指頭庄痕が残る。また、（91）のように外面肩部には、

棒状工具による逆三角形状に3カ所の刺突文が施されるものがある。

高杯（94◎95）は、浅い皿状の杯部をもち、筒部が細く直線的なものである。大型のものは、有段の

杯部をもつ（96）で、屈曲部には不明瞭ながらも稜がつく。

この時期までほ小型丸底壷（97◎98）が見られる。口綾部は短くなり、口綾部径が胴部最大径を下回

るようになる。胴部の調整はパケ目となる。

その他の器形として、小型脚付鉢（99）がある。

青木Ⅷ（新）～Ⅸ（古）期、岩吉Ⅷ期に並行するものと考えられる。

［大山Ⅷ期］

この時期は、BSIO9、CSI21出土資料を指標とする。

この時期に極めて大型の壷（100◎101）が見られる。口綾部は複合口線状を呈し、胴部は球形を呈す

が平底をもつものである。内外面共に粗いパケ目調整である。

婆（102－105）は、複合口緑が顕著に退化傾向を示し、目線部下端が下膨らみになる段階である。

この時期の婆は器壁が肉厚で、ロ綾部はほぼ直立し、ロ綾部の立ち上がりも3cm以下と低くなる。胴

部は球形を呈し、外面肩部は横方向パケ目が残るが、斜方向パケ目が主流となる。内面肩部◎底部には

指頭庄痕が明瞭に残るものが多い。

布留系の「く」字状口緑をもつ璽（106◎107）は、端部が肥厚するものから丸く収められるものに変

化し、胴部の調整も粗い縦～斜方向パケ目に変わる。

直口壷（108◎109）は、やや高い頸部をもち、やや扁球形の胴部をもつものである。

高杯は、椀状の杯部をもつ（110◎111）が主流となるが、大型の（112◎113）は平坦な底部から屈曲

して外傾する杯部をもつもので、屈曲部の稜はなくなる。
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椀は橙色の胎土で、端部が内湾気味に立ち上がる（114）と、同様の体部に太く短い脚部をもつ（115）

の2種類がある。いずれも、やや深い体部をもつ。

また、この時期に、陶邑編年TK208並行と考えられる須恵器が共伴する。

杯蓋（116◎117）は天井部が低く、このうち回転カキ目調整される（117）がある。口緑端部は整歯状

を呈す。全体にシャープな作りである。杯身（118）は、底部が扁平で、口緑部立ち上がりが高い。端部

は杯蓋同様整歯状を呈す。

蛮（119）は、頸部に1条の凸帯が巡りその下に波状文が施される。内面の叩き痕は半スリ消しされる。

無蓋高杯（120）は、杯部が深く、口綾部外面には凸線が2条巡りその下に波状文が施される。脚部に

は長台形の透かしが四方に入る。

樽型墟（121）は、口緑部を欠くが、丸みの強い樽型の胴部をもつものである。この他にも、小型埴

（122）、大型埴（123◎124）がある。

服部Ⅲ期、青木Ⅸ（新）期、岩吉Ⅷ期に並行するものと考えられる。

［大山Ⅸ期］

この時期は、BSI13－2出土資料を指標とする。

婆（125－128）は、口緑部下端部がさらに退化傾向を示し、丸みを帯び屈曲するだけになる段階であ

る。胴部はやや長球形を呈し、外面は粗い横～斜方向パケメ、内面は肩部◎底部に指頭庄痕が明瞭に残る。

直口壷（129）は、Ⅶ期のものに比べて口緑部の立ち上がりが低くなる。

高杯は、深い椀状の杯部をもつ（130◎131）が主流で、屈曲部が鈍い有段の杯部をもつ（132◎133）

も共伴している。

椀（134）は、形態的には前時期のものと類似するが、Ⅷ期に比べて器高が低くなる傾向がある。

須恵器はTK23－TK47並行のものが共伴している。杯蓋（135◎136）は、天井部が高くなり全体的

に丸みを帯びる。天井部との境には明瞭な稜をもつ。ロ緑端部は整歯状を呈す。杯身（137）も全体的に

丸みを帯び、高い立ち上がりをもつ。

無蓋高杯（138）は、外反する口綾部をもつもので、脚部は短脚で、三方に透かしが施されるものである。

この時期は良好な資料がなく、資料の増加を待って細分できるものと考える。

青木Ⅹ期（古）、岩吉Ⅸ期に並行するものと考えられる。

南谷大山遺跡の土器編年を試みてきたが、このうち、弥生時代後期後半期における壷◎婆についてみ

ると、施文をスリ消す手法をもつものは、施文をスリ消さないもの、ナデのみで仕上げるものと共伴し

ていることが指摘できる。
伽）

従来この点について指摘した土井珠美氏は、阿弥大寺Ⅲ期段階と、次段階である上種第5遺跡貯蔵穴

7号◎住居址27号段階を、壷◎要目緑部の施文をスリ消す手法の導入で明瞭に区分できるとしている。
佃　　　（70）　　　　　　　　　　　　　　（71）

この手法の土器は、鳥取県東部では岩吉遺跡◎秋里遺跡など、中部では南谷大山遺跡◎観音堂遺跡◎
（72）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹

上種第5遺跡など、また、従来この手法は認められていなかった島根児でも鹿島町◎佐太前遺跡、出雲
（74）

市◎西谷3号墓などで確認されている。これらの遺跡では、この手法の土器は、施文がスリ消されない

壷◎婆、肉厚でナデのみで仕上げられる壷◎婆と共伴しており、型式分類は可能であるが、現段階では、

この手法が明確に時期区分の要素となる状況ではないと考える。むしろ従来言われているように、器壁

が極めて薄手となり、口綾部には施文が施されず、全体的にシャープな作りとなる段階を画期と考えた

方が良いと思われる。

施文のスリ消しは、（A）目線部の上下2カ所に施されるもの（写真11）、（B）中央に1カ所施される

もの（写真12）、（C－1）口緑端部に1カ所施されるもの（写真13）、（C－2）目線部下端部に1カ所

施されるもの（写真14）がある。このように見ると、スリ消しの技法も装飾の一種の技法と考えられ、

施文消失の過渡的様相を示しているものとも考えられる。
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以上、大山I期～Ⅸ期の土器編年を試みたが、それぞれの画期をまとめると、大山I期はロ緑部が発

達しはじめ、外面に擬凹線が施される時期、大山II期は、口緑部の装飾が最も多くなり、スリ消す技法が一

部に現れる時期、大山III期は、ロ緑部ナデのみのものが現れる時期、大山Ⅳ期は、口緑部の作りがよりシャー

プになる時期、大山Ⅴ期は、口緑部の高さが低くなり始め、端部に平坦面をもつ時期で、布留（古）段階に並

行する時期、大山Ⅵ期は、ロ緑部が退化傾向を示しはじめ、胴部が球形になり、布留（中）段階に並行する時

期、大山Ⅶ期は口緑部が退化し、器壁が厚くなる時期、大山Ⅷ期は、さらに口緑部が退化し、定型化し

た須恵器が出現する時期、大山Ⅸ期は、口緑部下瑞が屈曲するのみになり、胴部が長胴化する時期となる。

さて、従来の編年観に照らし合わせると、すべての時期が連続しているとは言えない。つまり、大山

I期と大山II期の間、大山Ⅵ期と大山Ⅶ期との間には、空白の期間がある事が指摘できる。

前者の空自期間を埋めるものは、阿弥大寺II期・岩吉III期と考えられる。また、後者の空白期間を埋

めるものは長瀬高浜編年III期と考えられる。

（2）他地域からの影響

また、大山II1期以降に他地域からの影響をもつ土器が出土しており、特に畿内・吉備との並行関係を

考える上で貴重な資料がある。

大山II期・III期の「く」字状口綾部をもつ聾のうち、端部に施文が施されるものは、管見に触れるか

ぎりでは岡山県上兼遺跡・東鬼川市溝2出土のもの、端部の施文がなくなるものは、上東遺跡才ノ町P－

イ出土のものに類似している。備中での編年では、前者は備中Ⅴ－3様式の新相、後者は備中Ⅴ－4～5
1丁∵

様式に並行するものと考えられ、南谷大山遺跡の編年と対比させて、編年観に合う資料である。

また、大山IIトⅣ期の、短く外反する口緑部をもつCSI14出土の（25）（26）、BSKO6出土の（44）
、丁せ

は、岡山県・奥坂遺跡Nn109袋状土壌、No．140袋状土壌などで出土しているものに類似している。

また、同時期に特殊器台と思われる破片が出土しており、いずれも吉備地方との交流が窺える。

大山Ⅳ期の、BSI25出土脚付短頸壷、1992年度遺構外出土の高杯も胎土が緻密で橙褐色を呈し、こ

の地方のものと異なっており、他地域からの影響が窺われる。

しかし、大山Ⅴ期には、小型丸底壷・小型丸底鉢・小型高杯形器台などの布留式の影響をもつ土器が出土

し始め、さらに大山Ⅵ期では、布留式土器の影響が在地の土器にも及ぶようになる。
）ね鑑

また、大山Ⅶ期の婆胴部外面の刺突文は、布留式土器によく見られるものである。この種の刺突文は、
80）

長瀬高浜III期並行と考えられる宇谷第1遺跡SIO3出土のものにも見られる。

これら他地域の影響をもつ土器が、搬入されたものか、プロポーションを模倣して当地で作られたもの

かは明らかでなく、今後胎土分析等によって解決されなければならない問題である。

（3）土器の様相から見た時代の画期

土器編年が時代を区分する手段となるかどうか見解が分かれるところであるが、あえてここでは土器

の様相から画期が探れないかどうか、簡単に触れてみたい。

鳥取県中部地区の土器編年を唱えた土井珠美氏は、「ロ緑部は完全に梼ナデする、パケ目が多用され

る、へラ削りが顕著で器壁が薄い、全体に器形は球形化してくる」段階を弥生土器と土師器の画期と捉

遮＿、、・志し芸竿こ・．‾・・∵’．‾1：÷‥、
：車華車一二＿＿、・l㌫

灘触∈≡：…粟
写真11スリ消しA BSSOl写真12　スlJ消しB CS111写真13　スlJ消しC－1

Po9　　　　　　　　　　　Po4　　　　　　　　　　CSl11Po7
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（綿

え、土井編年◎東高江2号貯蔵穴の段階から古墳時代と考えている。

鳥取県東部地区で、岩吉遺跡編年を唱えた谷口恭子氏は、「平行洗練の有無は大きな変革であり差異で

あり、この二者は区別するべきものであるが、現時点では模索中の段階であり、今後流動的な部分であ

る」とし、鳥取児東部地区の布留（古）段階の土器の様相が明瞭ではないことと考え合せ、庄内（古）
（柏

段階＝岩吉Ⅳ期までを弥生時代としている。

一方、清水真一氏は、氏の従来の考えを訂正し庄内式並行＝Ⅵ－2様式までを弥生時代としながらも、
（78）

口綾部に施文される土器と、施されない土器の差は大きいと考え、今後の課題としている。

このように、鳥取児内では、在地の土器の変化が著しく変化する時期をもって時代を画する考えと、

他地域（畿内）の土器との並行関係を探ることで、時代を画する手段としている考え方がある。後者の

場合、庄内並行期をもって画するものと、布留式並行期をもって古墳時代と考えるものの両者があり、

方法論としても一致した見解にはいたっていない。

南谷大山遺跡の土器の様相を見ると、大山Ⅲ～Ⅳ期までは吉備～美作地方の影響をもつ土器が出土し

ているのに対し、大山Ⅴ期に入ると、布留並行期の畿内系の土器が出現するようになるという大きな変

化があることに注目したい。土井氏は、布留式の影響の始まりは、富ノ下4号◎6号住居祉期（大山Ⅴ

期並行期）と考えているが、南谷大山遺跡を含め、この時期の布留（古）段階の資料は極めて少なく、

鳥取児東部と同様、いまだはっきりとしているとは言えない状況といえ、今後流動的である。

しかし、古墳時代が前方後円墳の成立◎波及をもって始まるとすれば、古墳出現の担い手となった畿

内勢力の影響を持った土器が、この地域においても出現するのは当然のことであり、布留式並行期の土

器が出現する大山Ⅴ期をもって古墳時代と考えたい。

番号 出土遺構 番号 出土遺構 番号 出土遺構 壷号 出土遺構 番号 出土遺構 番号 出土遺構 番号 出土遺構 番号 出土遺構

1 B S IlO　P o60 19 B SIOI P o 2 37 B S K O9　P olO 55 B SIO4　P o 2 73 B S I32　P o 2 91 C S I19 Po l 109 C S I 20 P o39 127 B S I13　P o l

2 B SK 19　P oll 20 C S I14　 P o 2 38 C SI16　 P o 5 56 B SIO4　P o 3 74 B S I32　P o18 92 C S I19　P o 3 110 B SIO9　 P o27 128 B S I13　P o 2

3 B SK 19　P o15 21 C S Ill P o 9 39 B S K lO　P o l 57 B SS O4　P o53 75
南谷29号墳

Po 3
由 B SI13　P o43 111

南谷25号墳

P o3 129 B S I13　P o50

4 B SIlO　 P o59 22 C S I14　P o 3 40 B S I 27 P ol 58 B S I12　P o19 76
南谷29号墳

P o l 94 C S I19　P o13 112 B SIO9 P o116 130 B SI13　 P o64

5
南谷24号墳

P o lO
23 B S K O4　P o31 41 B SK O7　P o l 59 B S IO4　P o31 77 CS IO6　 Po 17 95 B S I13　P o68 113 C S I20．P o24 131 B SI13　P o 67

6 B SI27　P o 2 24 C SI16　P o 3 42 B SK O7　P o 2 60 C SIO2　 P olO 78 C S IO5　P o31 96 C SI19　 P o17 114 B S IO9　P o48A 132 B SI44　P o ll

7 B S S O2　P o 9 25 C SI14　 P o 6 43 B SK O6　P o 2 61 B SI15　P o 3 79 B SI14　P o60 97 B SI13　P o57 115 B S I22　P o23 133 B SI13　P o63

8
南谷24号墳

P oll
26 C SI14　 P o 5 44 B SK O6　P o 3 62

C SIO2
土溜P o29 80 B S I32　P o21 98 C SI19　P o 20 116 B S IlO　P o87 134 B S I30　P o38

9
南谷24号墳

P o12 27 C SI14　 P o13 45 B S K O6　P o 6 63 B SI20　P o 31 81 C SIO6　 P o23 99 C S I19　P o23 117 B SIO9　 P o50 135 B S I28　P o 4

10 A S IO4　P o l 28 B SK O4　P o32 46 B S I25　P o18 64 B SI44　P o15 82 C SIO5　 P o35 100 B SI16 P ol・2 118
南谷25号墳

P ol 136 B SI30　P o47

11
A 区遺構外

P o40 29 B SIO2　P o ll 47 B S I25　P o19 65 B SI20　P o28 83 CS IO7　 P o16 101
rB 区遺構外

P o66 119 B SS OI P o 18 137 B SJ13 P olO4

12
B 区遺構外

P o45 30 B S IOI P o27 48 B SI25　P o20 66 C SIO5　P o l 84
南谷29号墳

P o 5 102 B S IO9　P o l 120 B S IO9 P o 124 138
C －Ⅴ遺構外

P o 14

13
C －Ⅳ遺構外

P o27 31 C SI14　 P o14 49 B SS O4　Po l 67 C SIO6　 P o l 85 B SI12　P o 12 103 B SIlO　P o 2 121 C SI21 P o19

注）68絹9・100

はS ＝1／12

63はS ＝1／16

その他のもの

について は
S ＝1／6

14 B S D O3　P o44 32 B S IOI P o34 50 B SI30　P o27 68 B S I32　P o17 86 C S IO5　P o42 104 C SI20　 P o l 122 B S IlO　P o95

15 B S K O4　P o 2 33 B SIO3　P o 7 51 C S IO4　P o 5 69 C SIO6　 P o15 87 C SIO6　P o28 105 CS I21 P o l 123 B S IlO　P o93

16 B S K O4　P o l 34 B SK O4　P o56 52 B SB O3　 P ol 70 B SI14　 P o13 88 B S I14　P o41 106 B SIO9　P o84 124 B SIlO　P o94

17 B S IO2　P o 2 35 B SIO2　 Po 18 53 B S SO4　P o 9 71 B SIO5　P o 3 89 C SIO3　 P o 9 107 B SI39　P o 2 125 B SI30　P o l

18 C SIll P o 4 36 B SIO3　P o 8 54 B S SO4　P o 8 72
南谷29号墳

P o2 90 B S I14　P o37 108 B SI22　P o19 126 B SI13　 Po 12

挿表5　土器編年案対照表
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挿図156　南谷大山遺跡土器編年案（3）
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第　節　玉製品三男齢竃

古墳副葬品を除いて、竪穴住居跡からは、土器類の他に、勾玉◎管

玉◎有孔円盤◎臼玉などの玉製品が出土している。

（1）勾玉◎管玉

勾玉は、ASIOl◎BSI09から出土している。ASIOlのも

のは、流紋岩質凝灰岩製で、．頭部に溝が切られる丁字頭勾玉で、

長さ5。2cmと大型である。BSI09のものは、蛇紋岩製で、扁平な

国

題cm
作りである。ASIOlは大山H期、BSI09は大山Ⅷ期である。挿図摘南沓東山遺跡臨5悶出土有孔円盤

管玉は、BSI14の哩土中から出土している。碧玉製で非常に小型のものである。

（2）有孔円盤◎臼玉

有孔円盤は、BSI38◎CSI19から計3個出土している。いずれも蛇紋岩製で、ほぼ円形を呈し径約

2cm、厚さ3－4mm大である。中央部には径2mm大の穿孔が2カ所ある。表面には、加工の際の擦痕が

明瞭に残る。BSI38◎CSI19とも、古墳時代中期後半のものである。

臼玉は、CSI19から計351個出土している。いずれも蛇紋岩製である。平面円形または楕円形を呈

し、径5mmの厚さ3mm程度のものが多い。側面には、加工の際の擦痕が残る。

断面の形態から4類に分類できる。（a）断面がそろばん玉形を呈すもの、（b）断面が長方形を呈す

もの、（C）径に比べて著しく厚さが薄く、扁平で長方形を呈すもの、（d）断面が五角形状を呈すもの

の4類に分類できる。大半が（a）類である。

有孔円盤◎臼玉共祭祀遺物と考えられ、これらの住居跡は、集落内祭祀に関連した遺構といえる。

この他にも、BSI14から碧玉の石核、また、遺構外からではあるが、B区では玉砥石が出土している。明ら

かな玉作遺構は検出されなかったが、集落内で玉製品を生産していた可能性がある。

ー⑳一　　　二⑳一　　　一⑳－

◎　a類　　　　圏　　b類　　　圏　C類

挿図158　臼玉分類図

第　節　鉄製品三男齢竃

－⑳一

喝謬 d類

南谷大山遺跡からは、竪穴住居跡を中心にして総数41点の鉄製品が出土している。

（1）農工具

弥生時代後期の農工具には、鉄斧◎鈍◎刀子がある。
㈹

鉄斧は、CSIOlから出土した袋状鉄斧Flがある。袋部が密着しないb類である。袋部には幅1cm

の鉄板が巻かれており、柄が抜けない工夫がなされている。刃部幅が狭い。

鈍は、BSI23、CSIllから出土した2点がある。BSI23出土のものは、刃部に反りをもち細み

である。CSIll出土のものは、先端部を欠くものの、刃部は裏面が凹んだ逆「Ⅴ」字形を呈す。いずれも
㈹

身部断面が矩形を呈するもので、刃と柄が機能的に分化するb類である。

刀子は原形を残しているものはないが、いずれも茎刀子と考えられる。このうち、比較的残りの良い

BSKO4出土のものは、茎が扁平で短く、片関のa類である。
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古墳時代後期後半の農工具には、鎌◎鍬（鋤）先がある。

鎌は、BSIlO◎BSIll◎BSI13－2◎BSI14から計5本出土している。完存品はないが、BSI13－2の
（80）

F6を除いていずれも小型である。刃部の形態は直刃のものはなく、いずれも曲刃のB類と考えられる。ま

た、装着部が残るものは、いずれも柄が直角に装着されるものである。

鍬（鋤）先は、BSI13－4からのみ1本出土している。刃部は「U」字状を呈し、本台挿入部は、端

部を折り返すものである。一般的な「U」字刃先の木台挿入部とは形態が異なる。BSI13－4出土のF

5は、方形板刃先と「U」字刃先の折衷形と考えられ、また、方形板刃先は「U」字状刃先に比べて早
（81）

くから出現しており、「U」字状刃先へ変化する、過渡的なものと考えてもよいと思われる。

（2）鋳造鉄斧

農工具には、鍛造品と鋳造品がある。上記のものはいずれも鍛造品であるが、CSI17－4からは、全
（82）（83）

国でも管見に触れるかぎり30倒しか出土していない鋳造鉄斧が出土している。CSI17－4出土のF6は、

長さ8．2cm、幅7．5cmを測るもので、刃部に向かってわずかに撥形に開き、断面は梯形となる。側面は楔

状を呈す。袋部と刃部を欠損し、全体にヒビ割れが進んでいる（Ⅹ線写真図版44）。また、鋳化の状況

は、はがれるような状況ではなく、形態的特徴と合せて鋳造鉄斧と判断した。
（S・1）

鋳造鉄斧は、県内では古墳時代中期の里仁33号項から2例出土しているが、それに次いで3例日、住

居跡から出土しているものでは初例である。全国的に見ても、出土地は古墳◎埋葬遺構◎祭元巳遺構に限
（85）

られており、集落遺跡での出土例としては、弥生時代後期の兵庫県◎会下山遺跡出土以外は知られてお

らず、極めて稀なものである。

鋳造鉄斧は、鍛造のものに比べて脆弱で、実用には向かないものとされるが、多くの鋳造鉄斧が、古

墳◎墳墓に関わる遺跡から出土している事、周溝内またはその周辺から出土している事などから、祭殖巳
（鴫

的意味合いをもつものと考えられ、「斎斧」として使用されたとも考えられている。

CSI17－4が立地する場所は、尾根に挟まれた谷底部で、周辺には、祭元巳関係と考えられる蛇紋岩製

の有礼円盤◎臼玉351個が出土したCSI19があり、その特異な立地と考え合せて、この鋳造鉄斧も祭元巳

的な意味合いをもつものと考えられる。

また、鋳造鉄斧を含めた鋳造品は、朝鮮◎中国から輸入されたものと考えられており、今後、化学的

分析により、産地の同定を考えていかなければならない。

（3）武　　器

武器類には、鉄鉱のみ検出されている。

原形がわかるものは、古墳時代中期後半のBSIO9◎BSI14出土の銑鉄がある。その他にも鉄鉱茎

部と思われるものが出土している。
（87）

BSI09からは、無茎鉄鉱が2本ある。いずれも無茎鉄り形式第III形式第2型式A類にあたる。この

型式は、TK73－TK216◎208並行期に見られるもので、時期的には矛盾しない。

BSI14出土のものは、腸挟三角形鉄A形式第1型式B類にあたる。この型式は、TK23◎47並行期

以降に見られるものである。BSI14は古墳時代前期後半頃のものと考えられるが、F2は、哩土中か

らの出土であり、この住居に伴うものとは考え難い。同じ土層中から、古墳時代中期後半の土器が出土し

ており、ほぼこの時期のものと考えてよいだろう。

（4）鉄　　鍵

BSI13－3から、鉄鍵と考えられる鉄器が出土している。完存ではないが、形態は一方端が撥形に開

く、扁平な長方形を呈す。現存長12．9cm、最大幅5．6cm、最小幅3。6cm、厚さは2mm、重量は42．0gであ

る。木質が付着しているが、刃がつけられていないこと等、形態上の特徴から鉄鍵と判断した。
（88）

この鉄鍵は、東湖氏の分類によれば小型鉄鍵に分類できる。
郎）

鉄鍵は、管見に触れるかぎりでは全国で28遺跡◎1147枚が知られており、長崎県◎沖ノ島の祭祀遺跡
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出土のものを除いて、そのほとんどが古墳◎埋葬施設に副葬されたものである。県内では、倉吉市◎高
3引鑑

畔2号境から2枚出土しているにすぎない。住居跡からの出土は、千葉県◎南二重堀24号住居址、東京

都◎氷川神社北方、岡山県e窪木薬師遺跡からそれぞれ1枚が出土しているに過ぎないという。

BSI13－3は、古墳時代中期後半頃の竪穴住居跡で、南側壁際には、底面に砂利が敷かれた特殊ピッ

トが作られている。土器類◎鉄器類の他には製鉄鍛冶具などはなく、鍛冶遺構とは考えられない。

鉄鍵は、鉄素材と考えられており、南谷大山遺跡におやて、鉄器の生産が行われていた可能性があるが、

BSI13－3は鍛冶を行っていた痕跡がないため、遺跡内での鉄器生産については慎重にならなければな

らない。また、産地の同定など問題も多く、今後化学的分析が待たれる。

第　節　竪究佐贋跡こ肇齢竃

南谷大山遺跡では、建て替え◎重複しているものも入れると、96棟もの竪穴住居跡が調査された。時

期も一部中断はあるものの、弥生時代後期後半、大山II期（青木III期新並行）から古墳時代中期後半、

大山刃期（青木Ⅹ期古並行）にわたる。

本稿では、これらの資料に加え米子市◎青木遺跡、羽合町◎長瀬高浜遺跡の竪穴住居跡も参考にして、

1。平面形の変遷◎2。住居の規模◎3◎中央ピットと特殊ピットについて考察したい。

1◎　平面形

遺跡◎時期別住居分布表（挿表6）を参照されたい。

南谷大山遺跡では全時期を通じて方形住居の占める割合が多い。弥生時代後期の大山II～III期（青木

Ⅲ～Ⅳ期並行）でも、方形のものが4割以上を占める（挿表6は床面が完全に検出された住居のみ載せ

Ⅶ　　　Ⅷ　ⅧⅨⅨⅩⅩ　　Ⅶ　　　Ⅶ　　　Ⅷ　　　　　　　　　Ⅴ　Ⅶ　　　Ⅶ

新　古新古新古新　古　新　古　III　Ⅳ壷　古　新

挿表6　追跡。時期別住居分布表
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たため、方形住居が実際より少なくなっている）。しかし、古墳時代中期、大山Ⅷ一刀期（青木刃期新一Ⅹ

期古並行）になっても、僅かではあるが隅丸方形の住居が存在する。円形◎楕円形の住居が極めて少な

い（楕円形のASI02のみ）のも、一つの特徴である。

また、南谷大山遺跡では、弥生時代後期～古墳時代前期にかけて、多角形住居が概して規模が大きい

傾向にある。

同じ、天神川下流域の長瀬高浜遺跡においても、長瀬III期（青木Ⅷ期古並行）まで隅丸方形◎多角形

が残る。時期が下るにつれて、非方形住居の割合は減っているものの、古墳時代中期までそれらの住居

が存続するのは、この地域の特記すべき傾向である。

しかし、青木遺跡では、青木Ⅴ◎Ⅵ期（大山Ⅳ期並行）より、方形住居に画一化され、それ以前の非

方形プラン住居と完全に区分される。

鳥取県西部の青木遺跡では、弥生時代終末～古墳時代初頭で非方形と方形にきれいに分かれるのに対

し、天神川下流域の長瀬高浜遺跡◎南谷大山遺跡では、古墳時代中期まで非方形住居が残存するという

違いが見られ、地域的な特色が現れている。

2。規　　模

南谷大山遺跡では、大山Ⅲ期（青木Ⅳ期並行）のBSI21（82．8m2以上）⑳大山Ⅳ期（青木Ⅴ◎Ⅵ期並

行）のBSI26（57．1m2）のように、超大型の住居がある。このような超大型の住居は、首長クラスの

居館または集会所と考えられ、集落内でも特別な位置を占めるものと思われる。超大型住居は、弥生時

代終末期の限られた時期にのみ出現している。

また、挿表6を見ると、大山Ⅲ期◎大山Ⅶ期を除けば青木遺跡の住居よりも、南谷大山遺跡のそれの

方が、規模が大きいといえ、同時期の長瀬高浜遺跡と比べても若干規模が大きい。この傾向は、集落全

体の規模が小さいためと思われる。しかし、弥生時代終末期の最大規模の住居を比較してみると、青木

遺跡のものよりはるかに大きい住居が出現しており、集団間の格差が、南谷大山遺跡の方が大きかった

ものと思われる。また、長瀬高浜遺跡では、長瀬II期には棟数も爆発的に増え、50m2以上の住居が出現

しており、SB40など特異な建物が出現することとあわせ、この時期になって、何らかの権力の集中が

あったものと思われる。

前項で、長瀬高浜遺跡◎南谷大山遺跡双方とも、古墳時代中期まで非方形住居が残ると述べた。しか

しながら、35m2以上の大型住居に注目するとその形態が多角形から方形に変わっており、古墳時代中期

後半の住居が方形を指向している事は共通していると思われる。

3。中央ピットと特殊ピット

鳥取県内で調査された弥生時代～古墳時代にかけての竪穴住居に、特徴的に見られるものに、床面中

央に柱穴とは考えられないピットがある。このピットは中央ピット◎特殊ピットと呼ばれるもので、特

に特殊ピットという名称は、そのピットが持つ性格（祭祀的性格）を考慮して呼ばれるものである。

また、このピットは、時期が下るにつれて、弥生時代終末～古墳時代前期には、中央部にあったもの

が壁際中央に位置を変え、形態も円形のものから方形のものへ変化していくものと考えられている。

しかし、現在のところはっきりした用途はつかめないため、主にその位置的な特徴から、ここでは、

中央ピットは中央に位置するピット、特殊ピットはおもに壁際中央に寄っており、高杯等の遺物を伴う

こともあるピットと分けて呼んでおきたい。

なお、屋内貯蔵穴が掘り込まれる住居があるが、おおむね屋内貯蔵穴がコーナー付近にあり、形態も

長方形で特殊ピットより大型のものが多い特徴があり、これについても分けて呼ぶことにしたい。

（1）中央ピット

南谷大山遺跡では、大山II期（青木Ⅲ期古並行）～大山Ⅷ期（青木刃期新並行）まで残っている。総

数は24で、時期別には大山II期（青木Ⅲ期新並行）には3、大山Ⅲ期（青木Ⅳ期並行）には6、大山Ⅳ
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期（青木Ⅴ◎Ⅵ期並行）には1、大山Ⅴ期（青木Ⅶ期古並行）には5、大山Ⅵ期（青木Ⅶ期新並行）に

は7、大山Ⅷ期一刀期（青木刃期新一Ⅹ期古並行）には2である。大山Ⅴ期には、BSI18のように、

中央ピットと特殊ピットと双方を有する遺構もある。中央ピットの形態は、おおむね、平面が楕円形◎

不整形を呈し、一段掘りのものが18例、二段掘りのものは6例ある。また、段状の高まりをもつものが

4例ある。その他には、蓋を使用したと考えられるものが1例ある。哩土中には、炭化物が含まれるも

のが16例あり、なかでも、CSIOlの中央ピットからツブラジイ◎クスノキ、CSI15の中央ピットか

らも、ツバキ◎クスノキなど複数の樹種が含まれるものがある。特にクスノキやツバキは、本遺跡の住

居用構造材の樹種とは異なっていることが注目される。

中央ピットの用途については、さまざまな見解があり、いまだはっきりとはしていないのが現状であ

る。鳥取県内の中央ピットを概観してその用途について考えてみたい。

中央ピットの形態は、平面形は円形◎楕円形を呈するものが多く、方形を呈するものもある。断面は、

一段掘りのもの、二段掘りのものがある。また、ピットの周囲には土壇状のものをもつものがある。さ

らに、中央ピットに溝が接続するものもある。

弥生時代ではさまざまな形態の中央ピットが現れており、南谷大山遺跡◎長瀬高浜遺跡◎青木遺跡の

中央ピットの形態を見ると、時期が下るにつれて単純な形態になるようである。

また、哩土状態を見ると、大半のものが皿状の堆積をしており、柱穴とは異なる層が堆積しているも

のが多く、用途を考えるうえで示唆的である。特に、南谷大山遺跡の中央ピットから出土した炭化物は、

明らかに火を受けたもので、ツブラジイ◎クスノキ◎ツバキと、複数の樹種が出土しており、中央ピッ

ト内で燃えたものか、炭が詰まっていた可能性があり、周囲は焼けてはいないが炉として機能したもの
㈹

と考えられる。陰田遺跡群では、ほとんどの中央ピットから灰◎焼土◎炭化物が出土しており、炉とし

て機能した可能性が指摘されていると同時に、防湿用等多用途に供されたものとも考えられている。

青木遺跡では、中央ピットが祭祀用のピットと考えられており、床面中央楕円→中央方形（二段）→

壁際（二段）と変遷し、青木Ⅴノ◎Ⅵ期に竪穴方形化とあいまって壁際に固定されるものと考えており、

時期ごとにその形態が異なり、位置も変化していくとされる。しかし、中央ピットをもつ97遺構を再度

検討してみると、HSI60のように鏡が出土しているものもあるが、大半のものは土器が出土するもの

の、これが祭祀用のものとは断定できない。位置的には上記のような変遷が窺われるが、中央ピットと

壁際に移動するピットが同じ用途であるとは、必ずしも言えるとは思われない。

南谷大山遺跡◎長瀬高浜遺跡など、天神川下流域では、青木遺跡のような中央ピットの位置的変化は

窺われない。長瀬高浜遺跡では、長瀬I期一m期まで中央ピットが見られ、時期が下るにつれて中央に

あるものから、主柱穴の間に位置が変わっていくようであるが、青木遺跡の特殊ピットのように壁際に

位置するものはみられない特徴がある。中央のものも主柱穴間にあるものも、哩砂は黒く、主柱穴との

判別は容易であることから、両者は同様の用途であった可能性がある。

また、青木遺跡FSI14の中央ピット内では直立の炭化した柱痕が、検出されており、中央ピットが

支柱穴的役割を果たしたものとも考えられている。

さらに、中央ピットに向かって溝が掘り込まれているものもあり、特に、淀江町◎福岡小其石清水遺
（91）

跡のSIOlでは、中央ピットから屋外に延びる暗渠状の溝が確認されており、排水機能が考えられるも

のがある。

以上、県内の中央ピットを概観すると、その用途は、祭祀用施設◎支柱穴◎炉◎排水用など状況に応

じて、複数の用途に供されたと考えることができる。しかし、中央にこのような施設をもたなければな

らなかった事は共通しており、住居の中央がもつ意味は地域を越えて共通しているといえよう。この状

況は、中央ピットが本来的にはある特定の機能を持っていたものが、本来の意味をなくし、各住居でさ

まざまに使用されたものと考えられる。
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（2）特殊ピット

南谷大山遺跡では、総数14例である。時期的には、大山Ⅴ期◎大山Ⅷ期◎大山刃期にみられ、それぞ

れ、1例◎10例◎3例で、古墳時代中期に多く出現している。形態は、楕円◎円形のものがほとんどで、

方形や二段掘りのもの、溝で囲まれるものは皆無である。特殊ピットの約半数から、高杯◎須恵器蓋杯

などが検出されている。南谷大山遺跡では、中央ピットがほとんど遺物をもたないのに対し、特殊ピッ

トは高杯などの遺物をもつものが多く、用途的には異なるものが考えられる。

特殊ピットの用途については、青木遺跡では、CSIOlより滑石製勾玉◎小型丸底壷、CSI19より

手軽ね土器など、特別な遺物が出土していることから、祭祀用と考えられている。南谷大山遺跡につい

ても同様の傾向があり、祭元巳用と考えてもよいのではなかろうか。

では、鳥取県内の特殊ピットを概観してみたい。

特殊ピットの形態は、平面は円形◎楕円形（不整形を含む）◎方形を呈し、断面形は一段掘りになるも

の◎二段掘りになるものがある。また、溝によって区画されるものもある。

それぞれの時期についてみても、中央ピットが弥生時代全般～古墳時代中期まで長期間存在するのに

対し、特殊ピットは弥生時代終末～古墳時代後期までとその存続期間は短くなっている。

青木遺跡では、特殊ピットが出現するのは青木Ⅴ◎Ⅵ期以降であるが、数が多くなるのは青木Ⅷ一刀

期で、形態も平面方形◎断面一段掘りを呈するものがほとんどである。

その他の遺跡についてみても、古墳時代中期に最も多く出現しているようである。
佃

特殊ピットには、溝で区画されるものや特殊な遺物をもつもの、蓋が使用されたものなどがあり、祭

祀用と考えることができる。特殊ピットは、中央ピットが多用途に供された可能性があるのに対し、あ

る特定な用途（祭祀用）として使用されたものと考えられる。

第5節　商番来由遺跡の変遷⑳憶格歴集団の動向

1。南谷大山遺跡の変遷

南谷大山遺跡は、1991年～1993年にかけての調査で、70棟の竪穴住居跡（建て替え◎重複を含めると

96棟）、掘立柱建物跡5棟、屋外貯蔵穴と考えられる袋状土坑26基、不明土坑21基、段状遺構11基、溝状遺

構25条、ピット群5カ所、古墳5基、埋葬施設3基が検出された。遺跡の総面積は27358m2以上である。

南谷大山遺跡を出土土器からI期～Ⅸ期に時期区分したが、ここで南谷大山遺跡全体を概観し、それ

ぞれの時期における集落の変遷を考えてみたい。なお、竪穴住居の規模については、30m2以上のものを大

型、20－25m2程度のものを中型、15m2程度以下のものを小型として考えた。

［大山I期］

大山I期の土器は、B区の中央部にのみ出土しているが、確実な遺構に伴ってはいないため、集落の

様相は不明である。しかし、この位置にあった遺構が、後世の遺構によって壊されたと考えると、吉相

の土器が出土していてもおかしくはない。

［大山II期］

大山II期では、A区、B区、C区のそれぞれの尾根上に集落が形成される。A区では標高85－90m付

近の高い位置に、ASIOl、ASIO3、ASI04がある。竪穴住居は、平面形がいずれも隅丸方形と考

えられ、床面積も35m2以上と大型のものである。ASIO3◎ASI04は、屋内貯蔵穴を有するものであ

る。

B区では中央部の標高68－78mのやや低い位置に、BSIO7、BSIl0－4、BSI23、BSI27、B

SI33を中心に、貯蔵穴と考えられる土坑4基、段状遺構2基、溝状遺構2条、ピット群1カ所で構
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成される。

竪穴住居は、床面積35m2以上の大型で隅丸方形を呈すもの2棟、25m2程度の中型のものは隅丸方形◎

方形各1棟、10m2以下と小型で方形を呈すのもの1棟である。BSI23からは、彷製重囲文鏡の破片（破

鏡されたもの？）が出土しており、この時期の住居では中心的な位置をなすものと考えられ、大型のB

SI10－4◎BSI33は、BSI23を中心にしてほぼ等間隔に並んでいる。

貯蔵穴は、BSK22がBSI23に近接して作られているが、その他のものは、住居から離れて作られ

ており、規則性は認められず散在する。これら、屋外貯蔵穴は共同管理されたものと理解できよう。

挿図159　南谷大山遺跡遺構配置図
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段状遺構は性格は不明であるが、BSS03からは、焼土面が2カ所で検出されており、簡単な住居状

のものがあった可能性がある。

さてC－I区では、標高83mと高い位置に中型で隅丸方形を呈するCSIOl、標高73mとやや低い位

置に大型で六角形を呈すと考えられるCSI08が作られている。CSIOlには、屋内貯蔵穴と考えられ

るCSKOlが掘り込まれている。

A区◎C－I区では、屋内貯蔵穴が出現しており、貯蔵施設の管理形態は個別管理といえるが、B区

の屋外貯蔵穴は、共同管理下にあったものと考えられ、異なる様相がある。

挿図伸銅　南谷大山追跡遺構配置図（弥生時代後期）

－178－



［大山Ⅲ期］

A区では急激に集落の規模が縮小し、ASIO2、ASK03のみとなる。ASI02は平面は、楕円形を

呈し、床面積も11m2と小型である。貯蔵穴は、住居から離れた位置に作られている。

B区では、9棟の竪穴住居を中心に、貯蔵穴7基、溝状遺構1基が作られている。竪穴住居は、東側

のBSIOl～04◎06◎08◎36、西側のBSI21、さらに西側のBSI37◎42の3グループに分けること

ができる。東側のグループは、中型のものは隅丸方形のもの2棟、方形のもの1棟である。小型のもの

は隅丸長方形、隅丸方形のもの各1棟、方形のもの2棟である。西側のグループは、大型で隅丸方形を

呈すBSI37、小型で方形を呈すBSI42からなる。このうち、BSI21は、六角形を呈し床面積が82

が以上と、県内のこの時期のものとしては最大規模を測るもので、平面形の特殊性◎卓越した床面積を

もっており、集会場等特別な意味合いをもった建物と考えられる。＿BS‡21は、東側のグループからは

約60m、西側のグループから約25m離れており、単独の建物と考えてよいであろう。

貯蔵穴は、住居から離れた位置に作られたものが多く、東側からBSKO4◎09◎13◎16◎10とほぼ一

直線状に並んでいる。BSI36の北側には、近くにBSK14◎15が作られている。このうち、BSK04

からは、大量の土器と共にヤマトシジミが出土しており、貯蔵穴として使用された後に、ゴミ捨て場と

して再利用されたものと考えられる。この時期の屋外貯蔵穴については、共同管理されたものといえ、

前時期と異なる管理形態を示しているといえる。

また、東側グループに伴うと考えられるBSり01がある。これは、西側が流失しており全容は不明で

あるが、道路として使用されたものと考えられる。

C－I区では、高い位置に小型で隅丸方形を呈するCSI16、さらに東側斜面には小型で方形を呈する

CSIll◎CSI14、標高70mの平坦部のCSB02を中心に集落が営まれている。

C－II区では、CSBOlが作られている。この地区では、この時期の竪穴住居は検出されていないが、

調査区外（南側）に存在していると推定される。

C区の掘立柱建物跡は、住居とは離れた位置にあり、居住以外の目的で使用されたものと考えられ、

この時期、C区に屋外貯蔵穴が見られない事を考慮すると、高床式の倉庫であった可能性もある。

大山Ⅲ期は、いずれの小地区の集落も住居と貯蔵施設をセットで備えており、それぞれの尾根で独立

した経営状態を示しているといえ、B区の集団が優位であった事が窺われる。貯蔵施設の管理形態は、

大山II期同様、共同管理が基本となっていると思われる。

［大山Ⅳ期］

この時期になると、A区では集落がなくなり、B区◎C区のみに集落が営まれている。B区では、5

棟の竪穴住居を中心に貯蔵穴7基が作られている。大山III期と同様に、竪穴住居は東側のBSI31◎35、

中央南側のBSI17◎25、西側のBSI26の3グループに分けることができる。東側のグループは、中

型で方形を呈すもの1棟、小型で方形を呈すもの1棟である。しかし、BSI31◎35は切りあっており、

同時に併存していない。中央南側のグループは、小型で方形を呈すもの1棟、不明1棟である。西側の

ものはBSI26のみで、平面隅丸五角形◎床面積57m2と大型で、大山III期のBSI21と同様特別な建物

として使用されたものと推定される。

貯蔵穴は、東側グループに密集している。このうち、BSK05はBSI04に近接している。また、B

SK07を中心にしてBSKO2◎08◎06は弧を描くように配置されている。BSK03は底面が長方形を呈

し、他のものと異なるが、上種第5遺跡でも同様の形態の貯蔵穴があり、貯蔵穴と判断した。

C－II区では、CSK07が検出されており、この時期の住居が調査区外に存在する可能性がある。

大山III期◎Ⅳ期は、超大型の多角形住居とそれより小型の住居の構成は同様であるが、III期は、おお

むね大型住居と小型住居がセットで構成されているが、Ⅳ期では、Ⅲ期に比べてやや小型の住居の構成

であり、前時期に比べて集団の勢力の低下が窺われる。
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また、貯蔵施設のあり方を見ると、Ⅲ期⑳Ⅳ期とも共同管理化の傾向が窺われるが、Ⅲ期のものは住

居から離れ散在し、Ⅳ期のものは比較的住居に近接し密集している違いがある。

［大山Ⅴ期］

この時期も、B区◎C区で集落が営まれている。B区では、5棟の竪穴住居BSIl0－3◎15◎18◎20◎

30－5、BSB03を中心に集落が営まれている。この地区では、標高77m付近の平坦面に大型で隅丸方形

を呈すBSI20と、標高72－75mの斜面部に小型で方形を呈すBSI15◎18、標高68m付近の急斜面に

BSI30－5、標高70m付近の平坦面にBSI10－3、BSBO3、標高66m付近の斜面にBSS04がある。

挿図柑　南番犬出遺跡過構配置図（音域時代前期）

－180－



大型のものは高い位置にあり、小型のものは大型のものからやや離れて位置している。

また、B区では、この時期になって掘立柱建物が現れる。時期がわかるものは、BS亙303のみである

が、BSBOl◎02もほぼ同時期に作られたものと考えてもよいであろう。これらは、主軸がそれぞれ異

なっており規則性は見られないが、ほぼ等間隔に配置されている。B区の竪穴住居跡と掘立柱建物跡は

立地場所を異にしており、掘立柱建物跡が住居以外の目的で作られたものと考えられる。

C－I区では、竪穴住居は、標高73mの平坦面にあり大型で五角形を呈すCSIO4、東側斜面にあり

中型で長方形を呈すCSI12の2棟が確認されている。

C－II区では、3棟の竪穴住居が確認されている。大型で五角形を呈するCSIO2、隅丸方形を呈す

と考えられるCSIO9、方形を呈し小型のCSIlOが作られている。このうち、CSI02は、斜面を大

きく加工して作っており、その構築の際には大掛かりな土木工事がなされている事がわかった。

C－Ⅳ区では、急斜面にCSS06があり、祭粛巳的な意味合いをもったものと思われる。

大山Ⅴ期では、大型住居がB区では方形ないし隅丸方形、C区では五角形を呈す。規模的には五角形

を呈すものの方がやや大きく、当遺跡内では中心集落がC区に移動していったものと考えられる。また、

この時期以降屋外貯蔵穴は見られなくなり、この時期で大きく貯蔵形態が変化している。

［大山Ⅵ期］

この時期はB区◎C－Ⅱ区で遺構が確認されている。いずれも前時期と比べて集落の規模は極めて小

さくなっている。B区では、5棟の竪穴住居が作られる。標高79m付近の平坦面に大型で隅丸方形を呈

すBSIO5、標高77m付近の平坦面に大型で方形を呈すBSI32、斜面には小型で方形を呈すBSI12、

標高69m付近の平坦面に大型で隅丸方形を呈すBSI14、中型で長方形を呈すBSI40が作られている。

BSI32にはベッド状遺構、また、BSI14内には、方形プランの屋内貯蔵穴が付設されている。

C－I区では、標高68－69mの平坦面に4棟の竪穴住居が作られている。CSI05は大型で隅丸五角

形、CSI06は中型で楕円形を呈し、方形プランの屋内貯蔵穴が付設されている。CSI07は大型で隅

丸方形を呈す。これらは重複しているが、CSIO5→CSIO6→CSI07の順で作られており、同時に

併存していない。また、小型で隅丸方形を呈すCSI03が調査区際で検出されている。また、これらの

住居とは離れて、CSSO4◎ピット群があり、平地式の住居があった可能性がある。

C－Ⅵ区には、一辺約11mの方墳の南谷29号境があり、居住区と墓城が比較的近接している。

この時期以降、一時期集落の造営が途絶える。

［大山Ⅶ期］

一時期途絶えた集落が再び営まれるようになる。集落の範囲は、B区の標高65－71mの平坦面、C－

Ⅴ区の谷部にまで及ぶ。B区では、小型で方形を呈すBSI13－3◎13－4が作られ、C－Ⅴ区ではCSI

18◎19が作られている。この時期は、小型住居が主流であるが、CSI19はこの中では大型である。CS

I19からは、祭元巳用と考えられる蛇紋岩製の有孔円盤2個、臼玉351個がまとまって出土しており、谷底

部の住居の性格を考えるうえで興味深い資料である。また、住居内出土例としては、県内では初めての

鉄鍵と考えられる鉄製品が、BSI13－3から出土しており、集団内で鉄製品（農耕具か）の生産にあたっ

ていたものと推察される。

［大山Ⅷ期］

この時期は、集落の規模が大きくなり、B区の標高65－71mの平坦面～斜面、および、C－III区の標

高57－60mの谷底部に集落が営まれている。B区では、BSIO9◎10－1◎10－2◎11◎16◎19◎22◎24◎

38◎39◎41◎43－1◎43－2◎44◎45の15棟が作られている。しかし、BSIllは7回の建て替えがあり、

これらは同時に建てられたものではなく、1時期の集落の構成は、数が示すものより若干少なくなる。

これらは、方形を呈し大型のもの2棟、方形を呈し中型のもの3棟、方形を呈し小型のもの6棟、隅丸

方形を呈し中型のもの2棟、隅丸方形を呈し小型のもの3棟で、方形住居が主流を示す。
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なお、この時期の竪穴住居内からは、曲刃鎌◎「U」字状鋤（鍬）先など比較的多くの鉄製農耕具が検

出されており、南谷大山遺跡の集団が、これらを使用して農耕に従事していたことが推察される。

また、B区の丘陵斜面にはBSり03が掘り込まれており、集落を区画するものと考えられる。

C－Ⅴ区では、CSI17－1－17－4、CSI20、CSI21が作られている。CSI17は、少なくとも4

回の建て替えがあり、同時には併存していない。

C－I◎II区では集落はなくなり、古墳◎埋葬施設群が作られている。A区の最も高い位置には南谷

25号填、C－I区の標高76－77mの東側斜面には、鐘状の溝をもつ土墳墓CSXO2⑳03が検出されてい
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る。その他に小口石を立てる石蓋土墳墓であるCSXOlがあるが、CSX02に削り取られていることか

ら、若干遡るものと考えられる。

この時期特徴的な遺物は、谷底部のCSI17－4から出土した鋳造鉄斧である。鋳造鉄斧の出土は大変

少なく、全国でも数十例が知られるのみであり、県内では3例日、住居内からの出土では初例である。

［大山Ⅸ期］

この時期になるとB区にのみ集落が営まれる。竪穴住居は、BSI13－1◎13－2◎28◎29◎30－1◎30－2◎

30－3の7棟である。しかし、BSI28◎29◎30のように3回以上の建て替えが見られることから、大山

Ⅷ期同様同時に建てられたものではなく、1時期の集落の構成は、数が示すものより少なくなる。

これらは、方形を呈し中型のもの1棟、方形を呈し小型のもの5棟、長方形を呈し中型のもの1棟で、

すべて方形系である。建て替えの住居を見ると、縮小傾向を示すこともⅧ期と同様の傾向である。

大山Ⅷ期では大型の住居が作られ、1時期の集落では最も棟数が多く、集落を区画する溝も作られるな

ど完成された集落の形態を示す。これに対し、Ⅸ期になると中型の住居と小型住居の構成に変化している。

この現象は、集団の勢力の衰えを示しているものと考えられ、この時期以降、この遺跡内では集落は営ま

れなくなり、小規模ながら古墳群が形成されるようになる。

古墳は南谷古墳群に属し、標高91mの高い位置には、TKlO並行期に径約22mの円墳である南谷26号

境が、TK43並行期には標高89mの高い位置に、径約10mの円墳である南谷24号填、標高68mのやや低

い位置に径約10mの円墳である南谷28号境が作られている。なお、南谷28号境は横穴式石室が内包され

ていたものと推察されている。

2。南谷大山遺跡の性格

丘陵上に展開する南谷大山遺跡は、標高60－90mにあり、現在の水田面からの比高差は約58－88mで

ある。南谷大山遺跡は、立地的には広義の高地性集落と考えてよいが、武器等の出土が少なく、また防

御施設等が確認されていない事から、瀬戸内地域の高地性集落とは性格が異なるものといえる。

弥生時代の集落からは、漁扮具として使用されたと考えられる土玉が比較的多く検出されている事、

また、BSK04からは眼下の東郷池◎日本海から獲ったと考えられるヤマトシジミ◎カキなどが検出さ

れている事、さらに、磨製石庖丁が出土している事から、稲作および漁扮に従事していたものと推定で

き、低地の集落と基本的には共通する生活が営まれていたものと考えられる。

古墳時代中期の集落では、曲刃鎌◎「U」字状鋤（鍬）先などの鉄製農耕具が検出されており、やはり

農耕に従事していたものと考えられ、弥生時代の集落と基本的には変わらない生活が営まれていたもの

と推察される。

3◎　若干の考察

以上、南谷大山遺跡の変遷◎性格について述べてきたが、問題となるのは弥生時代と古墳時代の画期

をどこに求めるかである。

集落の変化によって時代区分が考えられている青木遺跡では、①住居の平面形がほぼ方形に統一され

る、②いわゆる特殊ピットが壁際に固定される、③炉跡が中央に固定化される、④ベッド状遺構が出現

するというあり方から、青木Ⅴ◎Ⅵ期をもって古墳時代への画期と考えている。なお、青木Ⅴ◎Ⅵ期は

庄内（新）並行と考えられている。

しかし、南谷大山遺跡では、青木遺跡のIV期で見られなくなるという多角形住居（五角形）が、大山

Ⅵ期（青木Ⅶ～Ⅷ期並行）まで存続すると共に、方形住居が主流になりつつも、隅丸方形住居が依然と

して残り続けるという違いがある。また、中央ピットは大山Ⅷ期までは残らており、いわゆる特殊ピッ

トと考えられるものは大山Ⅴ期にならないと現れてはいない。このように、鳥取県西部の青木遺跡の集
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蕗の変化と、中部の南谷大山遺跡の変化とは若干異なっていることが指摘できる。

南谷大山遺跡において、集落構成の中で最も変化していることは、屋外貯蔵穴と考えられる土坑が大

山Ⅳ期までで姿を消しているということである。屋外貯蔵穴の消失は、生産物の所有形態の変化であり、

集団内部での生活様式の変化が見受けられる。

また、土器の様相から見ると、大山Ⅴ期に畿内系（布留式）の土器が出土しており、大きな変化が大

山Ⅴ期にあった事が推察される。

このように見ると、南谷大山遺跡の集落構成での変化と、土器の様相の変化はほぼ一致しており、大

きな変化が大山Ⅴ期にあり、この時期をもって古墳時代と考えたい。

さて、大山Ⅵ期と大山Ⅶ期との間には、数段階の空白がある事が土器編年で指摘できる。この間の時

期には、長瀬Ⅲ期が入るものと考えられる。大山Ⅵ期並行と考えられる長瀬II期では、長瀬高浜遺跡が

最も繁栄する時期であるのに対し、南谷大山遺跡では、6棟の竪穴住居、南谷29号境が営まれる程度で

あり、低地の長瀬高浜遺跡がこの地域の中心集落として発展していったものと考えられる。

天神川下流域の集落の関係を考えると、長瀬I期並行と考えられる大山Ⅴ期では、低地には長瀬高浜

遺跡が、丘陵上には南谷大山遺跡◎南谷ヒジリ遺跡があり、それぞれに別々の集団が存在していたと考

えられる。大山Ⅴ期の南谷大山遺跡では13棟、南谷ヒジリ遺跡では3棟の住居が営まれているのに対し、

長瀬I期の長瀬高浜遺跡では、南谷大山遺跡を上回る32棟の竪穴住居が営まれている。

このように見ると、丘陵上の集落より、長瀬の集団が明らかに優位に立っていたといえる。しかし、

集落の構成を見ると、大型の竪穴住居を中心にして、小型の住居が付属するという形は共通している。

また、大型の住居の規模も40m2前後であり、それぞれの有力層の力関係は均質なものといえよう。

また、丘陵上の南谷ヒジリ遺跡（標高23m）では、この時期に集落に近接して一辺約14mを測る方墳

の南谷27号項が築造されている。

さて、次の時期（長瀬II期＝大山Ⅵ期）では、低地の集落と丘陵上の集落とでは、集落の内容◎規模

において極端な差が現れる。丘陵上の遺跡は、南谷大山遺跡では極端に集落の規模が縮小し、南谷ヒジ

リ遺跡においては、また、周辺の泊村◎字谷第1遺跡においても、この時期の遺構は確認されていない

のである。この現象は、単に自然環境の変化などではなく、何らかの政治的◎社会的影響があったもの

と考えられる。

これに対し、同時期（長瀬II◎III期）の長瀬高浜遺跡では、130棟以上の竪穴住居が作られるととも

に、巨大な掘立柱建物跡SB40など特異な遺構があり、この地域に巨大な権力の集中があったものと考

えられる。

丘陵上の集落が極端に縮小し、低地の集落が隆盛を極めるといった現象は、果たしてどういった背景

があったのであろうか。古墳時代前期前半の集団間の動向を考えると、南谷大山遺跡をはじめとする丘

陵上の集団が、低地の長瀬高浜遺跡の集団に帰属◎吸収されたため、長瀬高浜遺跡が、爆発的な発展を

見せるようになったと考えてはどうであろうか。この点については、更に資料の増加をもって検討しな

ければならない問題である。

さて、長瀬高浜遺跡では、調査された範囲内では、古墳時代中期中葉～後半にかけて集落が廃絶し、

古墳が築造されるようになる。

ところが、この時期に、南谷大山遺跡B区◎C－Ⅴ区において、再び集落が営まれるようになる。ま

た、ほぼ同時期には、付近に南谷25号填、宇野3－9号境などの古墳が築造され、集落と墓城が近接す

るあり方を示すようになる。集落と古墳が近接するという状況は、南谷大山遺跡◎南谷ヒジリ遺跡のよ

うに古墳時代前期から見られるもので、天神川下流域ではこのような状況が一般的なものと考えられる。

このように考えると、長瀬高浜遺跡では全く集落がなくなるのではなく、近辺に集落の移動があったと

考える方がよいと思われる。
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古墳の規模◎副葬品等を見ると、径約30mの円墳である長瀬高浜1号境を筆頭にし、90基からなる長

瀬高浜古墳群のものの方が、丘陵上のものに比べてはるかに優位にあり、一貫して長瀬の集団の優位性

を裏付けるものといえる。

しかし、なぜ再び南谷大山遺跡に集落が営まれるようになるのであろうか。長瀬高浜遺跡の性格がはっ

きりとしていないこと、低地での古墳時代中期後半の集落が検出されていない状況では、不明といわざ

るを得ない。

古墳時代前期～中期にかけての集団の動向については、集落遺跡の調査が丘陵部において見られる程

度であり、不明の点が多い。しかし、この地域の古墳の変遷を考えると、ある程度の動向が推察できる

ものと思われる。

東郷池周辺には大型前方後円墳が累々と築造されており、古墳時代初めから中期にかけて、この地域
（21）

が東伯者の中心地であったことは、従来の研究からでも明らかである。大型前方後円墳の変遷を見ると、

馬ノ山4号境は長大な竪穴式石室内に4面の鏡と共に多量の石製腕飾類が副葬されており、その時期は、
（21）

副葬品のセット関係から古墳時代前期でも後半に位置付けられている。宮内狐塚古墳⑳野花北山古墳は、

埴輪の様相から古墳時代中期のものと考えられていることから、時期が下るにつれて橋津（馬ノ山）2

号墳→橋津（馬ノ山）4号墳→宮内狐塚古墳→野花北山古墳と、東郷池北部から東側丘陵部を回って南
郎）

岸に変遷していると考えられている。

時期の経過と共に、古墳時代前期に隆盛を誇った長瀬高浜遺跡から、大型前方後円墳が遠ざかってい

るという興味深い事実があり、これらの大型前方後円墳の変遷と集落の変遷を合せて考えると、古墳時

代前期から中期にかけての東郷池周辺のダイナミックな歴史像が浮かび上がってくるであろう。大胆に

想像するならば、古墳時代前期に隆盛を誇った長瀬高浜の集落が、古墳時代中期後半に勢力が衰えると

共に分村化の傾向が強まり、こうした状況のもと、再び丘陵上に集落が営まれるようになると考えては

どうであろうか。

従来、天神川下流域では弥生時代中期～古墳時代前期にかけて、丘陵上から低地に集団の移動があっ
（21）

たと考えられてきたが、1990年から1993年にかけて行われた南谷大山遺跡をはじめとする丘陵部の調査

と長瀬高浜遺跡の調査結果を見るかぎりでは、そのような集団の移動と考え得る資料はなく、むしろ、

丘陵部◎低地にはそれぞれ異なる集団が存在していたものと推察されるのである。しかし、古墳時代前

期後半頃には、急速に力をもってきた低地の集団に、丘陵部の集団が吸収されていく様相が窺われるの

である。

また、低地の集団の勢力の衰えから再び丘陵部に集落が営まれるようになると仮定したが、今後資料

の増加を待ってさらに検討しなければならない。

以上、1991年度から1993年度にわたって行われた南谷大山遺跡をまとめるにあたって、若干の考察を

行ってきたが、不十分な点は否めない。さらに資料の増大に期待すると共に、今後の課題としたい。

むずび臆か蒸篭

南谷大山遺跡の発掘調査は、1991年～1993年にかけて行われ、原始◎古代の集落のほぼ全容が明らか

となった。羽合町内では、長瀬高浜遺跡以来の大規模な発掘調査であったが、関係各位のご協力により、

ここに、ようやく1993年度調査の報告書をまとめることができた。本報告書は、事実記載に力点を置き、

報告の責を果たすよう努めたっもりである。本報告書に収めた内容が、研究の一助となれば幸いである。

最後に、調査の実施、報告書の作成にあたり、指導◎協力◎助言をいただいた各位に深く感謝申し上げ

たい。
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53　倉吉市教育委員会『史跡大原廃寺跡第2次発掘調査

概報』1988

倉吉市教育委員会『史跡大原廃寺跡第3次発掘調査概

報』1991

54　倉吉市教育委員会『伯蓄国庁跡発掘調査概報』第3

次e第5次e第6次1975－1978

55　倉吉博物館『伯蓄国分寺』1983

56　倉吉市教育委員会『伯者国分尼寺発掘調査概報』1973

57　佐々木謙◎亀井鷹人「原始古代編」『鳥取県史』1鳥

取県1972

58　羽合町教育委員会の御好意により、「天正14年河村郡
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南谷村田畑地続全図」を拝見させていただいた。

59　羽合町教育委員会『南谷貝塚発掘調査報告書』1991

60　田辺昭三『陶邑古窯址群I』　平安学園考古クラブ

1966

田辺昭三『須恵器大成』　角川書店1981

61山本清「山陰の須恵器」『島根大学開学10周年記念論

文集』人文科学編1960

62　山本清「山陰の土師器」『山陰文化研究紀要』6号島

根大学1965

東森市良◎前島己基◎絵本岩雄「弥生式土器集成」『八

雲立つ風土記の丘研究紀要』I　1978

その他にも以下のような研究成果がある。

房宗寿雄「『山陰地域』における古墳形成期の様相」

『島根考古学会誌』第1号1984

赤沢秀則「出雲地方古墳出現前後の土器編年私案」

『桧江考古』第6号1985

花谷めぐむ「山陰古式土師器の形式学的研究」『島根

考古学会誌』第4号1987

63　米子市教育委員会『福市遺跡』1968

64　鳥取県教育委員会『青木遺跡発掘調査報告書』I～III

1976－1978

65　谷口恭子「土器」『岩吉遺跡III』鳥取市教育委員会

1991

66　土井珠美「鳥取県下の状況」『弥生時代後期から古墳

時代初頭のいわゆる山陰系土器について』第18回埋蔵

文化財研究会事務局1986

67　置田雅昭「服部遺跡出土遺物の諸問題」『倉吉市服部

遺跡発掘調査報告書　遺物編』倉吉市教育委員会1974

68　清水真一「鳥取県長瀬高浜遺跡出土の初期須恵器と

その時期」『古文化談叢』第15集　九州古文化研究会

1985

69　高橋護「土師器の編年中国◎四国」『古墳時代の研究

6土師器と須恵器』1991

70　鳥取県教育文化財団『秋里遺跡』1990

71倉吉市教育委員会『観音堂遺跡発掘調査報告書』1985

72　大栄町教育委員会『上種第5遺跡発掘調査報告書』

1985

73　赤沢秀則氏よりご教示して項いた。

74　枚本岩雄◎大谷晃二「出土遺物（1）第1主体上方の

一括土器」『山陰地方における弥生墳丘墓の研究』島根

大学法文学部考古学研究室1992

75　高畑知功「備中地域」『弥生土器の様式と編年一山陽。

山陰編－』木耳社1992

76　岡山県教育委員会『天神坂遺跡◎奥坂遺跡。新屋敷古

墳』1983

77　次山淳「布留式土器における精製器種の製作技術」

『考古学研究』第40巻第2号1993

78・清水真一「因幡◎伯者地方」『弥生土器の様式と編年一

山陽e山陰編－』木耳社1992

79　岡村秀典「鉄製工具」『弥生文化の研究5道具と技術
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I』雄山閣1985

80　古瀬清秀「農耕具」『古墳時代の研究8古墳II副葬品』

雄山間1991

81都出比呂志「農具鉄器化の初段階」『日本農耕社会の

成立過程』岩波書店1989

82　岡崎敬「鋳造梯形鉄斧」『沖ノ島』1979

83　平井膠「鋳造鉄斧」『殿山遺跡e殿山古墳群』岡山県

教育委員会1982

84　鳥取県教育文化財団『里仁古墳群』1985

85　相川行弘「会下山遺跡出土の鉄器について」『たたら

研究』12号1965

86　川越哲志「弥生時代の鋳造鉄斧をめぐって」『考古学

雑誌』65巻4号1980

87　杉山秀宏「古墳時代の鉄鉱について」『橿原考古学研

究所論集』81989

88　東湖「鉄鍵の基礎的研究」『橿原考古学研究所紀要考

古学論敬』第12集1987

89　東湖「鉄素材論」『古墳時代の研究5生産と流通II』

雄山間1991

90　米子市教育委員会『陰田』1984

91淀江町教育委員会『福岡小兵石清水遺跡発掘調査現

地説明会資料』1993

92　鳥取県教育文化財団『湖山第1遺跡』1989

93　名越勉「東伯書の古墳文化」『歴史手帳』7巻4号

1973
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遺物番号 出土地点 器　　　 種
種　類

法量（cm） 形　態　上　 の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 脂　　 土 焼　成 色． 調 備　　 考

P o l 床面 賓 （丑15．8※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部波状文後一部ナデ消し。密 （1－2mm 良好 内外面ともに 0－4
（9 7．7△ 口緑。端部は丸い。口緑部下端は、 肩部波状文が施され、一部ナ 大の砂粒を含 ぷい橙色
⑤3．2 下垂する。

なだらかな肩部を持つ。

デ消される。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

む。）

P o　2 埋土下層 蛮 ①14．8※ 口綾部は肉薄で、外反して立ち上が 外面…口綾部平行洗練後一部ナデ消 密（0．5－1mm 良好 内外面ともに I－4
（9 5．2△ る複合口緑。端部は引き出される。 し。 程度の石英・ ぷい黄橙色

⑤3．0 口綾部下端は鋭く下垂する。 頸部一肩部3条の平行洗練、

その下に刺突文が施される。

砂粒を含む。）

P o　3 哩土上層 蛮 ①14．2※ 口緑部は肉厚で外反気味に立ち上が 外面…ヨコナデ。 密 （2mm程度 良好 内外面とも橙 口緑部外面ス

②4．2△ る複合口緑。端部は丸い。口緑部下 内面…口綾部ヨコナデ。 の石英含む。） 色 ス付着

⑤3．3 端は鋭く屈曲する。 頸部以下ケズリ。 S－22

P o 4 床面 底部 ②2．4△ 平底を呈す底部。 外面…縦方向ミガキ。 密（1～2mm 良好 内外面ともに 外面スス付着

④3．6※ 内面…上方向ケズリ。 大の石英。砂

粒を含む。）

ぷい黄橙色 底部へラ記号
有

0－8

P o　5 哩土下層 蓋 ②2．．1△

④14．4※
大きく「ハ」字に開く蓋体部。端部

は丸い。

内外面ともナデ。 密（1～3mm
大の石英含
む。）

良 内外面とも明

黄甲色
0－7

C SI O2

遺物番号 出土地点 券　　　 種
種　 類

法量 （cm） 形　 態　上　 の　特　 徴 手　 法　上　 の　特　 徴 丹台　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 蛮 （917．4※ 口緑部は薄手で、外反して立ち上が 外面・‥風化著しい。ナデか。 やや粗（0．3－ 不良 内外面共にに I－3
② 5．7△ る複合口緑。端部は外方へ折れ、丸 内面…風化著しい。口綾部ナデ。 1．0mm程度の ぷい黄橙色

⑤ 3．6 い。口緑部下端は鋭く引き出される。 頸部以下右方向ケズリ。 紐砂、1．0－

3，0mm程度の
石英粒含む。）

P o　2 P 3内 聾 ①15．2※

② 3．7△
⑤ 3．4

口綾部は外反して立ち上がる複合口

緑。
端部は平坦面をもつ。口緑部下端は
鋭く引き出される。

内外面ともに、ヨコナデ。 やや密 （1mm
以下の石英、
輝石を含む。）

良 内外共に、黄‾
橙色

S －15

P o 3 床面 璽 （丑15．0※ 口綾部は薄手で、外反して立ち上が 外面…風化著しい。ナデか。 やや粗 （1－ やや不良 内外共、橙色 S －16

② 4．7△ る複合口緑。端部は引き出される。 内面…風化著しい。口緑部ナデか。 2mmの石英含

③ 3．2 口緑部下端は鋭く突出する。 頸部以下ケズリ。 む。）

P o 4 床面 蛮 （913．0※ 口綾部は薄手で、外反して立ち上が 外面…口綾部ヨコナデ。 密 （0．2－1．0 艮 内面…淡黄色 外面スス付着

② 4．8△ る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 内面…口緑部ヨコナデ。頸部以下右 mm程度の細砂、 外面…灰白色 I－1
⑤ 3．6 ．口緑部下端は鋭く突出する。 方向ケズリ。 石英含む。）

P o　5 哩土下層 璽 ①15．4※ 口綾部は薄手で、外反して立ち上が 外面‥・口緑部工具によるヨコナデ。 密 （輝石を含 良好 内外面共、黒 F Y －2
② 4．3△
⑤ 3．7

る複合口緑。端部は、極くわずかに
内方へ肥厚し、平坦面をもつ。口緑
部下端は鋭く突出する。

内面…口綾部ヨコナデ。

l

む。石英を多
く含む。）

褐色

P o 6 哩土上層 婆 （916．6※
② 5．3△

⑤ 3．7

口緑部は厚手で、外反して立ち上が

る複合口緑。端部は丸い。ロ綾部下
端は丸く屈曲する。

内外面ともにヨコナデ。 密 良好 内外共、黄褐
色

Y －2

P o　7 埋土下層 蛮 ①17．8※ 口緑部は厚手で、わずかに外反して 外面…口緑部平行洗練後一部ナデ消 やや粗（0．5－ 良 内面…にぷい 口緑部外面ス

（9 4．2△ 立ち上がる複合口緑。端部は丸い。 し。 2．5mm程度の 黄橙色 ス付着

⑤ 3．2 口緑部下端はわずかに下垂する。 頸部ヨコナデ。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下ケズリ。

砂粒、石英含

む。）

外面…明黄褐
色

I－2

P o 8 哩土上層 慈 （9 19．2※ 口綾部は厚手で、外傾して立ち上が 外面…口綾部貝殻腹緑による波状文、密 （1－2mm 良好 内外面共、橙 Y －3
（9 5．8△ る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 後一部ナデ消し。 の石英を合 色

⑤ 3．7 口緑部下端はわずかに下垂する。 頸部工具によるヨコナデ。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

む。）

P o 9 床面 高杯 ②10．7△ 筒部は柱状で、裾部で大きく開く。 外面…筒部ナデ。裾部わずかに縦方 密 （1mm以下 良好 内外共、浅黄 裾部外面黒斑

④14．4※ 端部は内傾する面をもつ。 向ミガキが認められる。
内面…筒部シポリ目残る。

裾部ヨコナデ。

の砂粒を多く
含む。）

橙色一黒褐色 有

S －13

P o lO 床面 鼓形器台 ①24．0※ 上台部は複合口線状を呈し、大きく 外面‥・ヨコナデ。 密 （1mm前後 良好 内外面共に黄 S －17

（9 13．1 外反して開き、口緑部付近で厚味を 内面…上台部～筒部ケズリ後ナデ。 の石英を合 橙色

④20．8※ 増す。端部は外反、丸い。
筒部は短い。
脚台部は、上台部に比べ低く、複合

口線状を呈し、大きく開く。端部付
近で肥厚する。

脚台部右方向ケズリ。 む。）

P o ll 床面 鼓形器台 ② 3．7△
④17．8※

薄手で、やや高い鼓形器台脚台部と

おもわれる。端部は丸い。

内外面ともにナデ。 やや粗 （小さ
な砂粒を含

む。）

やや不良 内外面共、淡
黄色

N －15

P o 12 P3内 低脚杯 ② 1．9△
④ 7．6※

低く、ラッパ状に大きく開く低脚杯
脚部。

内外面共に、ヨコナデ。 やや粗 （1mm
大の砂粒を含

む。）

やや不良 内外面共に、
浅黄橙色

N －14

’P o 13 床面 髄 ①24．6※ 内湾気味に立つ甑か。端部は外方へ 内面…ケズリ後ナデか。 粗 （2mm大の やや不良 内外面共に、 N －16
（9 10．2△ 折れ平坦面をもつ。 外面…風化いちじるしい。ナデか。 砂粒を多く含

む。）

橙色

P o 14 床面 髄 （941．4※ ラッパ状を呈す髄と思われる。端部 外面…風化著しく調整不明。 やや粗 （5mm 良好 内外面共に、 S －18
②12．5△ は丸い。 内面…風化著しい。端部付近ナデ、

以下ケズリか。

大の石英を含
む。）

橙色

挿表7　南脊大山追跡出土遣物観察表（1）
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P o 15 土器溜 ＝主ざ宜E ①17．2※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…風化著しい。ナデか。 やや粗（1－4 良好 内外面とも浅 S－11
②7．6△

⑤3．8
緑。端部は先細りし丸い。口緑部下
端は鋭く突出する。

内面…ヨコナデ。 mm大の石英・
長石を含む。）

黄橙色

P o 16 土器・溜 壷 （胴部） ②15．0△ やや長い頸部～球形を呈す胴部の破 外面…頸部ヨコナデ。 やや密（1－2 やや不良 内面…浅黄橙 S－12
片。 肩部二段の平行洗練の間に、

波状文が施される。
内面…頸部ヨコナデ。

肩部指押え後右方向ケズリ。
以下上方向ケズリ。

mm大の砂粒・
雲母を多く含

む。）

色～褐

灰色
外面…浅黄橙

色

P o17 土器溜 璽 （丑16．4※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑～肩部ヨコナデ。 やや粗 （1mm やや不良 内外面共、明 N－11
（訪15．8△ 口緑。端部は平坦面をもつ。口綾部 肩部波状文。かすかにパケ目 大の砂粒を多 黄褐色
⑤3．8 下端は鋭く突出する。

肩部はなだらかな倒卵形を呈す。
の跡か。
風化著しく不明。

内面…口緑～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

く含む。）

P o18 土器溜 婆 ①8．7 器壁は肉薄で、口綾部は外反気味に 外面…口綾部～頸部ヨコナデ。 密（0．5－1mm 良好 内外面共にに F Y －3
②12．8△ 立ち上がる複合口緑。端部は平坦面 肩部以下 （柄描）波状文。 以下の石英を ぷい黄橙色
⑤3．4 をもつ。日経部下端は鋭く突出する。

胴部は球形を呈すか。

内面…口綾部ヨコナデ。

頸部以下左方向ケズリ。
含む。）

P o19 土器溜 蜜 ①20．0 口綾部は高く外反して立ち上がる複 外面‥・ヨコナデ。肩部に洗練。 密（1－2mm 良好 内外面共、橙 0－3
②8．1△ 合口緑。端部は丸い。口緑部下端は 内面…口緑～頚部ヨコナデ。 の石英・小石 色
⑤4．2 わずかに下垂し、丸味をもって頸部

へ至る。

頸部以下ケズリ後ナデ。 を含む。）

P o20 土器溜 蛮 （丑19．0※ 口綾部は肉薄で、外反して立ち上が 外面…風化のため調整不明。 やや粗（1－2 良好 内外面共、黄 S－1
②6．7△ る複合口緑。端部は丸い。口緑部下 内面…口緑部ヨコナテい。 mmの石英及び 橙色
⑤3．7 端は鋭く突出する。・ 頸部以下左方向ケズリ。 雲母を含む。）

P o21 土器溜 婆 ①14．8※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。 粗 （1－4mm やや不良 内面…橙色。 S－4
（診8．4△ 緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭く 頸部以下風化のため調整不明 大の石英を多 外面…橙色～
⑤3．2 引き出される。肩部はなだらか。 瞭。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下左方向～左上方ケズ
リ。

く含む。） 黒褐色

P o22 土器溜 蛮 ①13．8※ 口綾部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 やや粗（1mm 良好 内外面とも橙 N－13
②6．7△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面…口綾部ヨコナデ。 大の砂粒を含 色
⑤3．5 端は鋭く突出する。 頸部以下ケズリ後丁寧なナデ。む。）

P o23 土器溜 蜜 （918．2※ 口綾部は肉薄で外傾して立ち上がる 内外面ともヨコナデ。 やや粗（1－3 良好 内外面とも浅 外面スス付着
（9 4．4△
⑤3．7

複合口緑。端部は先細りし丸い。口

綾部下端は鋭く突出する。
mm大の石英・
長石を含む。）

黄橙色 S－8

P o24 土器溜 璽 （914．2※ 外反気味の「く」字状口綾部をもつ。外面‥・ヨコナデ。 やや粗（1mm 良好 外面…にぷい 外面スス付着
（診2．3△ 端部は丸い。 内面…口緑部ヨコナデ。

頸部以下ケズリ。
大の砂粒を多
く含む。）

褐色～

黒褐色
内面…にぷい

橙色

CSIO2貼床下

出土のものと
接合
S－9

P o25 土器溜 賓 ①16．4※ 口綾部はやや肉厚で、外傾して立ち 外面…ヨコナデ。 やや粗 （2mm 良 外面‥・橙色 S－3
②3．0△
⑤2．4

上がる複合口緑。端部は丸い。口緑
部下端は極くわずかに下垂する。

内面…横方向ミガキ。 前後の石英を

含む。）
～赤橙
色

内面…浅い黄
橙色

P o26 土器溜 聾 （丑17．4※

（3 3．1△
⑤2．7

口綾部は肉厚で、短く外傾して立ち

上がる複合口緑。端部は丸い。ロ緑
部下端は極くわずかに下垂する。

内外面ともヨコナデ。 密（1mm大の
石英・黒雲母
を含む。）

良好 内外面とも黄
撃色

S－7

P o27 土器溜・蛮 ①16．6※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口綾部平行洗練後一部ナデ消 やや粗 （2mm 不良 内外共黄橙色 S－2
②7．2△ 口緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭 し。 大の石英を含
⑤3．5 く突出する。肩部はなだらか。 肩部平行洗練が施される。

内面…口綾部～頸部ヨコナデ。
頸部以下、風化のため調整不
明。

む。）

P o28 土器溜 底部 ②3．7△ 平底を呈す底部。器壁は薄い。 外面…縦方向パケ目。 密（1～2mm 良好 内外面共にに 外面黒斑あり
④5．2 内面…胴部下半上方向ケズリ。底部

指頭庄痕残る。
の石英・砂粒
を含む。）

ぷい黄橙色 0 －2

P o29 土器溜 低脚杯 （彰13．2※ 杯部は深く椀状を呈し、脚部は太く 外面…風化のため調整不明。ナデか。密（少量の砂 やや粗 内外面共、明 Y －1
（診6．7
④7．2※

短いラッパ状を呈す。 内面…杯部丁寧なヨコナデ。

脚部指頭庄痕残る。
粒を含む。） 黄褐色

P o30 土器溜 低脚杯 ①13．2※ やや深めの体部に、「ハ」字状に開く 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面共にに F Y－1
②5．45
④5．8

やや高めの脚がつく。 内面…風化のため調整不明。ナデか。 ぷい黄橙色

P o31 土器溜 鉢 ②6．9 深く、内湾気味に開く体部に、平底 外面…ヨコナデ。 密 （1－3mm 良好 内外面共にに 外面黒斑有
④5．8※ をもつ。端部は丸い。 内面…ケズリ後ナデ。底部指頭庄痕

残る。
の石英・砂粒
を多く含む。）

ぷい橙色 0 －1

挿表8　南谷大山遺跡出土遣物観察表（2）
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遺物番号 出土地点
器　　　 種
種　類

法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　 の　特　徴 脂　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 哩土上層 一三＝・3E （919．6※ 外反気味に立ち上がる複合口緑を有 外面…ヨコナデ。 密（1－2mm 良好 内外面共、浅 N －8
（塾10．7△ する。端部は丸い。下端は外方へ突 内面…口緑から頸部、ヨコナデ。 大の砂粒を合 黄橙色
⑤3．7 出し、頸部へ至る。 頸部指頭庄痕残る。

頸部以下右方向ケズリ。

む。）

P o 2 哩土上層 婆 （913．6※ 外反気味に立ち上がる複合口緑をも 外面…口緑一頸部、ヨコナデ。肩部 密（1－3mm 良好 内面…浅黄橙 外面スス付着

②13．0△ つ。端部は平坦面をもつ。口緑部下 に平行洗練。胴部、細かいハ 大の砂粒を合 色 N －9

⑤2．7 端は外方へ突出し、胴部は球形を呈
すものと思われる。

ケ日。
内面…口緑一頸部、ヨコナデ。肩部

以下右方向ていねいなケズリ。

む。） 外面…淡黄色

～橙色

P o 3 哩土上層 璽 ①15．2※ 外反気味に立ち上がる複合口緑をも 外面…ヨコナデ。 やや粗 （1mm 良 内外面共、浅 N －6
②5．5△
⑤3．1

つ。－端部は丸く、口綾部下端は鈍く
外方へ突出する。

内面…ヨコナデ。頚部以下ケズリ。 大の砂粒を含

む。）

黄橙色

P o 4 哩土下層 聾 ①16．6※
②4．2△

（9 3．3

外反気味に立ち上がる複合口緑をも

つ。端部は押えられ、外方へ折り曲
げられている。口綾部下端は鈍く、
外方へ突出。

内外面ともにヨコナデ。 密 良好 内外面共、淡

／黄色

内外面に黒斑
有
外面スス付着

N －1

P o　5 哩土下層 蛮 （913．4※ 外反気味に立ち上がる複合口緑を有 外面…ヨコナデ。 密（わずかに 良好 内外面共、に 胴部外面スス
（3 5．0△
⑤2．5

する蜜。端部は丸く、口綾部下端は

鈍く、外方へ突出する。

内面・‥ヨコナデ。頚部以下ケズリ。 砂粒を含む。） ぷい橙色。 付着
N －4

P o　6 埋土上層 璽 ①14．8※ 外反気味に立ち上がる複合口緑をも 内外面共にヨコナデ。 密（ごくわず 良好 内面…淡黄色 口緑部内面黒

（診3．8△ つ婆。端部は丸く押さえられている。 かに砂粒を含 外面‥・にぷい 斑有

⑤2．7 口緑部下端は鈍く外方へ突出。 む。） 黄橙色 N －2

P o　7 埋土上層 蛮 （丑14．0※
②3．8△
⑤2．8

外反気味に立ち上がる複合口緑を有
する婆。端部は平坦で、口綾部下端
は鋭く、外方へ突出する。

内外面共、ヨコナデ。 密 （1mm大の

砂粒を含む。）

良好 内外面共、橙
色

N －3

P o　8 哩土下層 高杯 ①22．8※ 高杯杯部片。端部はやや外反し、丸 外面‥・パケ目の後、縦方向ミガキ。 密 （1－2mm 良好 内面…灰黄褐 N －10
② 4．0△ くおさえてある。 内面…縦方向ミガキ。 大の砂粒を含

む。）

色

外面…橙色

P o 9 哩土上層 小型丸底壷 （丑6．8※ やや外反気味に立ち上がる複合口緑 外面…口綾部ヨコナデ。 密 （1～2mm 良好 内外面共、浅 スス付着

②5．8△ をもつ小型丸底壷。端部は丸く、口 頸部以下横方向ミガキ。底部 大の砂粒を合 黄橙色 N－7
④1．4 緑下端は外方へ突出するが、丸味を

もち、頸部に至る。
胴部は扁球形を呈し、最大径を中央
部にもつ。

付近横方向パケ目。
内面…口綾部一頸部、ミガキ。

頸部以下、横方向ケズリ。

む。）

C SI O4◎08

遺物番号出土地点
器　　　種

種　類
法量（cm）形　態　上　の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 脂　　土焼　成色　　調備　　考

Pol床面士宝E （917．4※

（塾5．2△
⑤2．2

口綾部は外反気味に内傾する複合口
線状を呈す。端部は内傾する平坦面
をもつ。口緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密（0．5－1mm
大の砂粒を含
む。）

良好内外面共浅黄
橙色

S－26

Po　2床面蛮 （916．6 口緑部は、外傾して立ち上がる複合外面‥・ロ綾部ヨコナデ。 密 良好内外面共橙色胴部外面スス
（診23．0 口緑。端部は平坦面をもつ。ロ綾部 胴部肩部縦方向パケ目後横方 付着

③20．0
④3．4
⑤2．8

下端は鋭く突出する。胴部は倒卵形

を呈し、胴部最大径を中位よりやや
上にもつ。底部はわずかに平底を呈
す。

向パケ目が施され、後貝殻腹

緑による刺突文が施される。
中位以下縦～斜方向パケ目。

内面…口緑部～頸部屈曲部ヨコナデ。
以下右方向ケズリ。胴部下半
上方向ケズリ。底部指頭庄痕。

S－23

Po　3床面蛮 （卦14．8※口綾部は外反して立ち上がる複合口外面…口緑部一頸部ヨコナデ。密（1mm前後良好外面…橙色～外面全般スス

（922．5△緑。端部はわずかに平坦面をもつ。 肩部横方向後縦方向パケ目。の砂粒を多く 浅黄橙付着

③2．9 口綾部下端は鋭く突出する。胴部は
倒卵形を呈し、最大径を中位にもつ。

中位以下縦方向パケ目。
内面…口綾部一頸部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下右方向ケズリ。
中位以下斜～上方向ケズリ。
底部付近指頭庄痕残る。

含む。） 色
内面…明黄褐
色一黒

褐色

S－30

Po4床面璽 ①16．8 口緑部は外反気味に立ち上がる複合外面…口綾部ヨコナデ。 密（1mm前後やや不良外面…にぷい内外面共スス
（924．4 口緑。端部は内傾する平坦面をもつ。胴部肩部横方向パケ目。以下の石英を含 橙色付着
③22．0 口緑部下端は鋭く突出する。胴部は、縦方向パケ目。 む。） 内面…にぷいS－32

⑤3．2 肩部があまり張らず、倒卵形を呈す。内面…ロ緑部ヨコナデ。

肩部右方向ケズリ。

黄橙色

Po5 P4内蛮 （彰15．4 口緑部は外反気味に外傾して立ち上外面…口綾部～頸部ヨコナデ。密（2－3mm良好内外面共にぶ胴部外面スス

（921．1 がる複合口緑。端部は丸みを帯び口 肩部柄描き波状文。 大の砂粒をわ い橙色 付着

③17．3
⑤3．0

綾部下端は鋭く外方へ突出する。胴
部は倒卵形を呈し、底部はわずかに
平底をもつ。

肩部以下パケ目。
内面…口綾部～頸部ヨコナデ。肩部
以下右斜め上方向ケズリ後ナ

テい。
底部指頭庄痕有。

ずかに含む。） N－50

Po6床面蛮 ①15．8 口緑部は外反気味に外傾して立ち上外面‥・ナデ。肩部かすかにパケ目の密（0．5mm大のやや粗内外面共橙色N－29

②12．3△
⑤3．2

がる複合口緑。端部は押さえられ、
下端は鈍く外方へ突出する。なだら
かな肩部につづく。

痕。
内面…口綾部～頸部ナデ。肩部以下
ケズリ。

砂粒を含む。）

Po　7床面婆 ①16．0※口緑部は外傾して立ち上がる複合ロ外面‥・ヨコナデ。 やや密 良好ノ内外面共浅黄外面スス付着

（96．3△
⑤3．8

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

内面…口綾部一頸部ヨコナデ。
以下右方向ケズリ。

橙色 S－25

Po　8床面賓 （917．8※口緑部は外傾して立ち上がる複合口外面…ヨコナデ。 密 良好内外面共浅黄外面スス付着

②6．8△
⑤3．9

緑。端部は軽い平坦面をもつ。口緑

部下端は鋭く突出する。

内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

以下右方向ケズリ。

橙色 S－24

挿表9　南脊大山追跡出土遣物観察表（3）
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P o 9 哩土上層 婆 ①14．0※
②5．0△
⑤3．6

口綾部はほぼ直立する複合口緑。端
部は外方へ折れ、外傾する平坦面を
もつ。口綾部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 （徴砂含
む。）

良好 外面…褐灰色
内面…にぷい

褐色

N －26

P olO 哩土上層 聾 （916．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。口綾部下端 密 （徴砂含 良好 内外面共にぶ N －21
（9 4．8△
⑤3．2

緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下
端は鋭く突出し、丸味をもって頭部

へ至る。

付近洗練が施される。
内面…口綾部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下ケズリ。

む。） い黄橙色

P oll 哩土上層 蜜 ①16．6※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密（1－2mm 良好 内外面共浅黄 N －18
②4．4△ 緑。端部は外反し、丸い。口緑部下 内面…口綾部～頸部ヨコナデ。 大の砂粒を合 橙色
⑤3．3 端は鋭く突出する。 頸部屈曲部以下ケズリ。 む。）

P o12 P 2内 婆 ①16．6※ 口綾部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 やや粗 （徴砂 やや不良 内外面とも淡 口緑部外面ス
②6．0△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面…口綾部～頸部ヨコナデ。 多く含む。） 黄色 ス付着
甲3・4 端は鋭く突出する。 頸部以下ケズリ。 N－22

P o13 哩土下層 蛮 ②4．2△
④16．8※
⑤3．8

外反気味に外傾する複合口緑を有す

る。端部は内側に肥厚し、平坦面を
もつ。口緑部下端は外方へ突出する。

内外面共ヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 口緑部内面に
黒斑
N－43

P o14 埋土上層 凄 ①16．2※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 密（0．5mm以下 良好 内外面共灰褐 S－27
（9 5．3△ 口緑。端部はわずかに平坦面をもつ。内面…口緑部一頸部ヨコナデ。 の砂粒を多く 色
⑤2．6 口緑部下端は鋭く突出し、丸味を

もって頸部へいたる。
以下右方向ケズリ。 含む。）

P o15 哩土上層 婆 ①16．0※

②5．5△
⑤3．6

口綾部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭く

・突出する。

内外面とも風化著しい。ナデか。 密 やや不良 内外面共浅黄
橙色

口緑部外面ス

ス付着
N－19

P o 16 哩土上層 賓 ①16．6※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 密（砂粒をわ 良好 内外面共橙色 黒斑有
（訪5．1△
⑤3．2

口緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭
く引き出される。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下ケズリ。

ずかに含む。） N －25－

P o17 哩土上層 蛮 ①15．4※
②4．0△
⑤3．2

口綾部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下
端は鋭く引き出され下垂する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面共浅黄
橙色

N －20

P o18 哩土上層 婆 ①17．0※ 口綾部は外傾して立ち上がる複合口 外面‥・口緑部工具によるヨコナデ。 密 良好 内外面共淡黄 外面スス付着
②4．5△
⑤3．2

緑。端部は丸い。口綾部は鋭く突出
する。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

褐色 N －17

P o19 埋土上層 蛮 （916．0※
②4．2△

⑤2．6

口綾部は外反して立ち上がる複合口
緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 N －24

P o20 哩土上層 璽 （916．6※ 口緑部はやや外傾して立ち上がる複 外面…口緑部平行洗練後一部ナデ消 密（0．5－1mm 良好 内面…橙色 口綾部外面黒
②5．7△ 合口緑。端部は押さえられており、 し。 大の砂粒を合 外面…にぷい 斑有
⑤4．0 口綾部下端は鋭く屈曲する。 頸部ヨコナデ。

内面…口綾部ヨコナデ。

頚部屈曲部以下左方向ケズリ。

む。） 橙色 N －32

P o21 床面 蜜 （丑15．6※ 口緑部は外反気味に外傾して立ち上 外面…口緑、柄描き平行洗練。 密（徴砂粒を 良好 内外面共灰黄 内面スス付着
（9 5．4△
⑤3．5

がる複合口緑。端部は押さえられて

おり、口綾部下端は下垂する。
頸部、ヨコナデ。一

内面…口緑、ミガキ。
頸部、左方向のケズリ。

多く含む。） 褐色 N－34

P o22 床面 蜜 （916．2※ 口綾部はやや外反気味に立ち上がる 外面…口綾部、楠描き平行洗練の痕 密 （1－2mm 良 内外面英明橙 外面スス付着
②5．5△ 複合口緑。端部は丸く、口緑部下端 がかすかに残る。頸部、ナデ。大の砂粒を含 色 N－31
⑤3．2 はわずかに外方へ突出する。 内面…口緑部～頸部ミガキ。頸部以

下左方向ケズリ。
む。）

P o23 哩土上層 婆 ①16．2※ 口緑部はわずかに外反して立ち上が 外面…口綾部波状文後一部ナデ消し。密（0．5mm大の 良好 内外面共浅黄 N－33
（訂4．6△
⑤4．3

る複合口緑。端部は押さえられ、少
し外方へ引き出されている。口綾部
下端はやや下垂する。

内面…口綾部工具によるナデか？

下端に粘土つなぎ有。
砂粒を含む。） 橙色

P o24 貼床内 婆 （913．4※ やや外傾して立ち上がる複合口緑か。外面…平行洗練後一部ナデ消し。 密 良好 内外面共黄橙 外面スス付着
（3 3．1△ 端部は平坦面をもつ。 内面…上半波状文が施される。 色 N－53

P o25 哩土上層 蛮 ①15．6※ 口緑部は厚手で、外反して立ち上が 外面…ヨコナデ。 密（1－2mm 良好 内外面共にぶ 口綾部内外面
②4．4△ る複合口緑。端部は丸い。口緑部下 内面…口緑部工具によるナデ。 大の砂粒を含 い褐灰色 黒斑有
⑤3．2 端はごくわずかに下垂する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。む。） N －27

P o26

P o27

P o28

P o29

P o30

P o31

P o32

P o33

哩土上層

埋土下層

床面

哩土上層

哩土上層

床面

哩土上層

貼床内

蛮

璽

蛮

底部

底部

高杯

高杯

高杯

①14．6※ 口緑部は外傾気味に立ち上がる複合 外面…工具によるナデ。 密（砂粒を合 良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

内面‥・にぷい N －30

N －28

N －23

外面スス付着

②3．7△
⑤2．3

①15．8※

口緑。端部は丸く、口綾部下端は鈍
く屈曲。

口綾部はやや外傾して立ち上がる複

内面…日経ナデ。頸部左方向ケズリ。

外面…口綾部平行洗練後全面ナデ消

む。）

密（1－2mm

橙色
外面…にぷい

赤橙色

内外面共橙色

内外面共橙色

内外面共にぶ

②8．8△ 合口緑。端部は丸い。口緑部下端は し。 大の砂粒を合
⑤3．5

①10．6※

丸味をもって屈曲する。肩部はあま

り張らない。

口綾部は短く外反気味に立ち上がる

胴部ヨコナデ。
内面‥・口綾部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

外面…口緑部横方向ミガキ。

む。）

密 （1－2mm
（9 3．4△ 複合口緑。端部は丸い。口緑部下端 内面…口綾部ヨコナデ。 大の砂粒を含
⑤2．5 は鋭く屈曲し、わずかに下垂する。 頸部屈曲部以下右方向ケズリ。む。）

②5．0△ 平底の底部を有する。

平底の底部を有する。

大きく椀状を呈す高杯杯部。端部は

外面…ミガキ。 やや粗 （2－
④15．6※ 内面‥・上方向へのケズリ。 3mm大の砂粒

を多く含む。）
い橙色 N－37

（9 1．7△
④2．4

（丑20．4※

外面…胴部、ミガキ。底部、ナデ。
内面…斜右上方今のケズリ。

粘土つなぎ有。

外面…上半縦方向パケ目後ヨコナデ。

やや粗 （11

－2mm大の砂
粒を含む。）

密（2mm大の

内外面共にぷ

い橙色

内外面共黄橙
色

内面…浅黄橙
色

外面…褐灰色

内外面とも橙
色

N－38

S－31

外面黒斑有
N －36

外面スス付着

②6．1△

①16．8※

（訪4．5△

（915．1※

丸い。

深い椀状を呈す高杯杯部と思われる。

深い椀状を呈する高杯杯部と思われ

下半部平行洗練が施される。
内面…ヨコナテい。

外面…ミガキ。
内面…ヨコナデ。

外面…ヨコナデ。

石英を含む。）

密

密（1mm大の

②5．1△ る。
端部は肥厚し、丸い。

内面…端部付近ミガキ。以下ケズリ
後ヨコナデ。

長石含む。） Po31と同一
個体か。
N－52

挿表川　南谷大山追跡出土遣物観察衰（射
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P o34 哩土上層 高杯 ② 7．7△ 杯上半を欠く。底部は丸味をもつ。
筒部は直線的にわずかに開く。

外面…杯部、風化著しく不明。ナデ
か？
筒部、かすかにパケ目の痕。
風化著しい。

内面…風化著しく不明。‾ナデか？
筒部，シポリ目残る。

密 やや不良 内外面共橙色 N －46

P o35 哩土上層 鼓形器台 ② 5．0△
④18．6※

大きく「ハ」字状に開く、鼓形器台

脚台部。

内外面共にナデ。 密 （徴砂粒を
含む。）

良 内外面共にぷ

い橙色
N －48

P o36 哩土下層 鼓形器台 ② 3．2△
④18．4※

大きく「ハ」字状に開く、鼓形器台

脚台部。

外面‥・ヨコナデ。
内面…上半、ケズリ。

下半、．ヨコナデ。

密 良好 内外面共淡黄
色

N －44

P o37 哩土上層 鼓形器台 （か3．6△ 大きく「ハ」字状に開く、鼓形器台 外面・‥ヨコナデ。 密 （1mm以下 良好 内外面共浅黄 S －29

④14．2※ 脚台部。
端部は内傾する面をもつ。

内面…上半部、左方向ケズリ。

下半部、ヨコナデ。

の砂粒を含
む。）

橙色

P o38 埋土上層 直口壷 （丑10．4※
② 6．2△
⑤ 5．0

やや外反気味に立ち上がる直口壷。

口緑端部は丸く、下端は外方へ突出
している。

内外面共に風化著しく不明。

ナデか？

密 不良 内外面共淡黄

色
N 一°49

P o39 床面 底脚杯 ② 6．1△ やや深い杯部をもつ。端部を欠く。 外面…杯部縦方向ミガキが認められ やや粗 （徴砂 良 内外面共橙色 N －47

④ 5．6※ 脚部は小さく低い。 る。
脚部ヨコナデ。

内面…ナデか。風化著しい。

粒を多く含

む。）

P o40 哩土上層 小型丸底壷 ② 4．5△ 扁球形を呈す小型丸底壷胴部。 外面…肩部栴状工具による刺突文。 密 （1 －2mm 良好 内面…橙色 外面スス付着

④ 9．8※ 以下横方向パケ目。
内面…横方向ケズリ。

大の砂粒を含
む。）

外面…浅黄橙
色

N －40

P o41 床面 小型丸底壷 （9 4．6△
④11．2※

扁球形を呈す小型丸底壷胴部。 外面…ヨコナデ。肩部に波状文が施
される。

内面‥・頸部ナデ。肩部以下右方向ケ
ズリ。

やや粗 （2－
3mm大の砂粒
を含む。）

良好 内外面共にぷ

い橙色

N －39

P o42 哩土上層 措鉢 ①21．7※

（9 5．3△

直立する口緑を有する備前焼の捨鉢。外面…回転ナデ。口緑部に2条の四

線を有する。
内面…回転ナデ。体部に縦方向の摺

目。

密 良好 内面‥・明赤褐
色

外面…橙色

N －42

P o43 埋土上層 土玉 径　 2．6
穴径 0．6
重さ13．8g

ほぼ球形を呈す。中心に孔有。 手軽ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 N －51

P o44 床面 土玉 径　 3．3
穴径0．9
重さ29．4g

ほぼ球形を呈す。中心に孔有。 手捏ね成形後ナデ。 やや粗 （砂粒
を多く含む。）

良好 にぷい黄橙色 N －54

P o45 哩土上層 土錘 長　 3．9
巾　 0．9
穴径0．25
重さ　2．4g

長紡錘形を呈し、断面は円形。

中心に孔有。

手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 N －55

P o46 哩土上層‾土錘 長　 4．5
巾　 0．8
穴径 0．25
重さ　2．7g

長紡錘形を呈し、断面は円形。中心

に孔有。

手軽ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 N －56

P o47 哩土上層 土錘 長　 3．3

巾　 1．0
穴径 0．3
重さ　2．9g

長紡錘形を呈し、断面は円形。中心

に孔有。

手軽ね成形後ナデ。風化著しい。 粗 やや不良 褐色 N －59

P o48 哩土上層 土錘 長　 2．8△
巾　 1．0
穴径 0．3
重さ1．9g

長紡錘形を呈し、断面は円形。両端
部を欠く。中心に孔有。

手捏ね成形後ナデ。 密 やや不良 橙色 N －57

P o49 哩土上層 土錘 長　 2．3△
巾　 0．8
穴径0．2
重さ1．3g

長紡錘形を呈し、断面は円形。端部

を欠く。中心に孔有。

手軽ね成形後ナデ。 密 良好 暗橙色 N －60

P o50 埋土上層 土錘 長　 2．4△
巾　 1．0
穴径0．2
重さ1．7g

長紡錘形を呈し、断面は円形。両端

を欠く。中心に孔有。

手捏ね成形後ナデ。 やや粗 （砂粒
を含む。）

良好 橙色 N －58

P o51 哩土下層 聾 ①16．2※ 口緑部は厚手で、外傾する複合口緑。外面・‥ロ綾部平行洗練が施される。 密 （1－2mm 良好 内外面とも橙 N －81

（3 5．6△ 端部は丸い。口緑部下端は鈍く屈曲 内面…口緑部横方向ミガキ。 大の砂粒を含 色

⑤3．2 する。 頸部以下左方向ケズリ。 む。）

P o52 床面 聾 （9 3．9△ 複合口緑をもつ。ロ綾部下端は下垂 外面…ロ緑部波条文が施される。 粗 （2－3mm 良好 内外面とも淡 口綾部外面ス

する。 内面・‥目線部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下右方向ケズリ。

大の長石を含

む。）

黄色 ス付着
N －82

P o53 P 22内 底部 ②1．8△ 平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ目。 ’密 （砂粒をわ 良好 外面…灰黄褐 外面スス付着

④5．4※ 内面…上方向ケズリ。 ずかに含む。） 色
内面…にぷい

黄橙色

N －85

P o54 P 22内 底部 （9 1．5△ 平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ目。 密 （砂粒を合 良好 外面…明黄褐 外面スス付着

④4．2※ 内面…上方向ケズリ。 む。） 色
内面‥・にぷい

黄橙色

N －84

P o55

P o56

P o57

床面

床面

床面

底部

土玉

土玉

② 1．1△
④ 3．2※

径　 3．2
穴径 0．7
重さ25．6g

径　 3．4
穴径 0．6
重さ32．8g

平底を呈す底部。

ややいびつな球形。中心に孔有。

ややいびつな球形。中心に孔有。

外面…ナテや。
内面…ケズリ。

手捏ね成形後ナデ。

手軽ね成形後ナデ。

密 （1－2mm
大の砂粒を含

む。）

密

密

良好

良好

良好

内外面とも橙
色

にぷい褐色

橙色

N －83

外面黒斑有

N －86

外面に黒斑有

N －87
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遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量（cm） 形　態　上　 の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 胎　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 士宝E ①23．8 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面・‥口緑～頸部ナデ。 密 良 内面…淡黄色 S－65
222．0△ 緑。端。は平坦面をもつ。口緑部下 胴部、波状文及び2　の沈′く。
（9 2．8 端は稜をなし、外方へ突出する。頸

部は長く肉厚である。肩はあまり張

らず、丸い胴部へとつづく。

不規則なパケ目。
内面…頸部、軽く指押さえ。

胴部上半ケズリ後右方向ナデ。

下半左方向ナデ。

黒褐色
外面…淡黄色

黄灰色

P o　2 哩土上層 璽 ①16．2※ 口綾部は外反気味に外傾しながら立 外面…ヨコナデ。 密 （1mm前後 良好 内外面共橙色 口綾部下端ス
②4．8 ち上がる複合口緑。端部は少し丸み 内面…ヨコナデ。 の石英・雲母 ス付着
⑤3．2 を帯び、わずかに平坦面をもつ。口

緑部下端はわずかに下垂する。
頸部ケズリ。 を含む。） S－44

P o 3 哩土上層 蛮 ①16．0※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面‥・口綾部～肩部ヨコナデ。 密 良好 内外面共浅黄 S－55
②7．6△
（9 2．5

ロ緑。端部は平坦面をもつ。口綾部

下端は鋭く突出する。肩部は大きく
張る。

内面…口緑～頸部ヨコナデ。
以下右方向へラケズリ。

橙色

P o 4 哩土下層 璽 ①17．2※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。 やや粗 （1－ やや不良 内面…浅黄橙 胴部外面、ス
②16．5△ 緑。端部は押さえられ、平坦面を有 頚部ナデ。 2mmの砂粒、 色 ス多量に付着
③23．1 する。下端は稜をなし鋭く突出する。 胴部衛描平行洗練。波状文。 5mm大の礫を 外面…にぷい S－69
⑤2．9 肩部は張らずゆるやか。 内面…口緑端部先端押え。

口緑～頸部ヨコナデ。
胴部、上半右方向ケズリ。
下半左方向ケズリ。

含む。） 黄橙色

P o 5 哩土下層 聾 （916．8※ 口緑部はやや外反気味に外傾して立 外面…口綾部ヨコナデ。肩部縦方向 密（1－2mm 良好 内外面共黄橙 S－51
②9．9△ ち上がる複合口緑。端部は内方へ肥 パケ目、後へラ状工具による の石英を多く 色
（9 3．2 厚し、平坦面をもち、凹む。口綾部

下端は鋭く外方へ突出し、頸部へと

つづく。ゆるやかな肩部をもつ。

刺突文。
内面…口緑～頸書けヨコナデ。肩部以

下右方向ケズリ。

含む。）

P o 6 哩土上層 婆 ①15．8※ 口綾部は大きく外k Lて立ち上がる 外面…ヨコナデ。ロ綾部下端付近に 密 良 内外面共にぶ 口緑部、肩部
②6．9△ 複合口緑。端部は軽く押さえられ、 2条の洗練が施される。 い橙色 外面スス付着
⑤2．5 平坦面をもつ。口緑部下端は鋭く突

出する。肩部は張らない。
内面…口緑～頸部ヨコナデ。

以下右方向のケズリ。
S－59

P o　7 床面 蛮 （丑17．4※ 口綾部は外反気味に外傾しながら立 外面…口綾部～頸部ナデ。 やや粗 不良 内外面英明黄 胴部外面スス
（訪11．0△ ち上がる複合口緑。口緑端部は丸み 肩部、楠描平行洗練。 褐色～灰黄色 少量付着
（9 3．0 を帯びており、下端は外方へ突出。

肩はあまり張らずゆるやか。
内面…口綾部～頸部ナデ。

肩部右方向へラケズリ。
S－67

P o 8 哩土上層 婆 （913．6
②3．8△

（9 3．2

口綾部は外反気味に外傾して立ち上

がる複合口緑。端部は平坦面をもつ。
口緑部下端は鋭く引き出される。

内外面共にヨコナデ。 密（1mm大の
石英を含む。）

良好 内外面共浅黄
橙色

S－54

P o 9 哩土上層 賓 ①16．8※ 口綾部は内傾気味に直立する複合口 外面…ヨコナデ。口綾部一部斜方向 密 良好 内面‥・黒褐色 S－47
②5．3△ 緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭く ナデ。 外面…にぷい
⑤3．2 突出。 内面…ロ緑部ヨコナデ。頸部ケズリ。 黄橙色

～黒褐
色

P olO P 3内 婆 ①19．2※ 口緑部はやや外反気味に立ち上がる 内外面共にヨコナデ。 やや粗 （1mm 良 内外面共淡黄 口緑部外面黒
②3．5△
⑤2．9

複合口緑。端部は少し丸みを帯びて

いる。口緑部下端は外方へ突出。頸
部へとつづく。

大の砂粒を多
く含む。）

色～黒褐色 斑有

S－50

P oll 哩土上層 蛮 ①15：2 口緑部はやや外反して立ち上がる複 外面…ヨコナデ。 密（1mm大の 良好 内外共浅黄橙 S－43
②4．5△
⑤2．6

合口緑。端部は丸く口綾部下端は鋭
く外方へ突出している。

内面…ヨコナデ。頸部以下右方向の
ケズリ。

石英有。） 色

P o12 哩土下層 蛮 （9 15．4※ 口綾部は外反気味に外傾して立ち上 外面…ヨコナデ。 密 良好 内面…淡黄色 口緑部外面黒
②5．5△ がる複合口緑。端部は角ぼっており、 肩部に波状文。 外面‥・淡黄色 斑有
⑤2．7 平坦面を有する。ロ緑部下端は鋭く

外方へ突出している。
内面…口緑部ヨコナデ。

肩部右方向のケズリ。
～黄灰
色

S－49

P o13 哩土下層 婆 ①17．6※
②5．0△
⑤4．0

口綾部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は内方へ肥厚し、平坦面を
もつ。口緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内面…にぷい
黄橙色

外面‥・にぷい
黄橙色

～黒褐
色

口緑部外面果
報有
S－53

P o14 哩土上層 蜜 ①15．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部波状文が施される。 密（雲母、輝 良好 内面…橙色 口緑部外面ス
（9 3．3△
⑤2．7

緑。端部は平坦面をもち凹む。口綾
部下端は鋭く突出する。

内面…ヨコナデ。 石を含む。） 外面…橙色～

黒褐色

ス付着

S－60

P o 15 哩土上層 婆 ①15．0※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 やや密 良好 内面‥・浅黄橙 口緑部外面黒
②4．9△ 口緑。先端は軽く指で押さえられ、 内面…口緑～頸部ヨコナデ。 色 斑有
⑤3．0 角ぼっている。日経部下端は鋭く外

方へ突出し、頸部へとつづく。
頸部以下左方向ケズリ。 外面…浅黄橙

色～褐
灰色

S－42

P o16

P o17

P o18

P o19

哩土下層

哩土上層

哩土上層

哩土下層

蛮

婆

璽

婆

（丑17．4※

②4．3△
⑤3．0

①15．8※
②3．9△
⑤3．1

①16．0※

口綾部は外反気味に外傾する複合口
緑。端部は少し角ぼっており平坦面
をもつ。口緑部下端は鋭く突出する。

口緑部は外反して立ち上がる複合口
緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

口綾部は外反して立ち上がる複合口

内外面共にヨコナデ。

内外面ともヨコナデ。

外面…ヨコナデ。

密（3mm大の

石英を含む。）

やや密（0．5mm
大の砂粒を多
く含む。）

密 （2－7mm

良好

ヽ良好

良好

良好

内外面共浅黄
橙色

内外面共淡黄
色

内面…淡黄色

S－46

口緑部外面ス
ス付着
S－58

口緑部内面黒
②4．3△ 緑。端部は外方へ折れ、平坦面を持 内面…口緑部ヨコナデ。 の石英を含 ～黄灰 斑有
⑤2．9 つ。口綾部下端は鋭く突出する。 頚部以下右方向ケズリ。 む。） 色

外面‥・淡黄色

内面…浅黄色

S－57

①17．2※ 口緑部はわずかに外反しながら外傾 内外面共ヨコナデ。 密 （1－2mm 外面スス付着
②4．6△
⑤3．6

して立ち上がる複合口緑。端部は平
坦面をもつ。口綾部下端は鋭く突出
する。

大の石英を含

む。）
外面‥・浅黄橙

色～黒
色

S－48

挿表12　両谷大山遺跡出土遣物観察表（6）
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P o20 埋土下層 聾 （丑14．6※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面‥・口綾部ヨコナデ。 密（1mm大の 良好 内外面共黄橙
色

外面スス付着

（9 3．7△
⑤2．9

緑。端部は内方へわずかに肥厚し、
平坦面をもつ。口綾部下端は鋭く突
出する。

一条の洗練が施される。
内面…ヨコナデ。

石英有。） S－52

P o21 哩土下層 蛮 （丑16．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口綾部みだれた波状文後、一 密（1－2mm 良好 内外面共橙色 口綾部外面ス

（9 3．5△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 部ナデ消し。 大の石英を多 ス付着
⑤2．9 端は鋭く屈曲する。 内面…口綾部横方向ミガキ。 く含む。） S－61

P o22 床面 底部 （912t2△ わずかに平底の蛮底部。やや肉薄。 外面…縦方向パケ後、斜方向にパケ。

内面…胴部、斜方向へラケズリ。
底部、斜方向ケズリ後、ナデ。
指頭庄痕あり。

密 良 内面…浅黄色

～黒褐
色

外面‥・明黄褐
色～黒
褐色

外面に黒斑有

S－66

P o23 哩土下層 底部 ②12．3△ わずかに平底の蛮底部。丸みを帯び 外面…胴部パケ目。 密（1－2mm 良 内面…黄橙色 内外面共にス

④3．7※ ている。肉薄。 内面・‥胴部～底部斜方向ケズリの後

指押え。

の石英を含

む。）

～黒色
外面…暗赤褐

色一黒
色

ス多量に付着
S－70

P o24 哩土下層 底部 ②9．6△ 球形を呈す胴部丁底部の破片。底部 外面‥・縦～斜方向のパケ目。 密 （4mm大の やや不良 内面…浅黄橙 外面スス付着

④5．0 は不明瞭な平底を呈す。 内面‥・風化のため調整不明。 礫有り。） 色

外面…浅黄橙
色～褐

′色

S－39

P o25 哩土下層 高杯 （924．4 やや深い皿状を呈す高杯杯部。端部 外面…横方向ミガキ。 密 良 内外面共にぶ 外面黒斑有

（9 6．6△ 付近で大きく外反する∴端部は平坦

面をもつ。

内面…端部付近ヨコナデ。
以下縦方向ミガキ。

い黄橙色～褐
色

S－41

P o26 埋土下層 高杯 ①22．4※

②4．2△

やや深い皿状の高杯杯部。端部は外

反している。

内外面共にナデ。 密 良 内外面共にぷ

い黄橙色

S－71

P o27 床面 高杯 （丑21．4※
②4．0△

やや深い皿状の高杯杯部。端部は外

反し、丸みを帯びている。

内外面共にナデ。 密 良 内外面共にぷ

い黄橙色

S－74

P o28 埋土下層 高杯 ①19．6※ やや深い皿状の高杯杯部。端部は外 外面…ミガキ。 密 良好 内面‥・褐灰色 S－76

（9 5．2△ 反し、平坦面をもつ。 内面…ナデ。 外面…淡黄色

～暗灰
黄色

P o29 哩土下層 高杯 （丑20．0※
②4．7△

やや深い皿状の高杯杯部。端部は外

反し、丸みを帯びている。

内外面共にナデ。 密 やや不良 内外面共浅黄

橙色
S－75

P o’30 哩土下層 高杯 （919．6※ 深い椀状の高杯杯部。端部はやや外 外面…杯口緑ナデ。パケ目。杯部ナ 密（雲母をた 良好 内外面共黄橙 S－72

（訪5．8△ 反する。 テい。
内面…ミガキか。

くさん含む。） 色

P o31 床面 高杯 ①17．2※ 深い椀状を呈す高杯杯部。端部は丸 外面‥・ヨコパケ後斜めパケ。 やや粗（3mm 良好 内外面共黄橙 外面スス付着

②5．5△ い。 内面‥・ナデ。 大の石英を含

む。）

色 S－64

P o32 哩土下層 高杯 ①15．0※

（9 5．7△

深い椀状を呈す高杯杯部。端部は丸

い。

内外面共にナデ。 密 やや粗 内外面共黄橙
色

S－63

P o33 哩土下層 高杯 （9 3．4△

④10．0※

大きく広がる裾部をもつ高杯脚部。 外面…ミガキ。
内面…ナデ。パケ目。

密 良好 内外面共橙色 S－68

P o34 哩土下層 器台 （9 19．2※ 短く立ち上がる複合口緑状の口緑部 外面・‥ロ緑部波状文。 密（1－2mm やや粗 内外面共黄橙 S－62

②3．3△
⑤1．7

をもつ器台上台部と思われる。端部

は丸く、下端部はわずかに下垂する。

内面…ナデ。 大の石英を含
む。）

色

P o35 哩土下層 鼓形器台 （920，2△ 上台部は大きく外反して開く。端部 外面…ヨコナデ。上台部に波状文。 密（4mm大の 良好 内面…橙色 外面に黒斑有

（910．9
④17．8

は軽く押さえられ平坦面をもつ。稜
は突出する。短い筒部が脚台部へつ

づく。脚台部も外湾気味に開く。

内面‥・上台部先端押え。
左方向ケズリ後ミガキ。

脚台部斜方向ケズリ。ヨコナ
デ。

礫有。） 外面‥・黄橙色 S－36

P o36 哩土下層 鼓形器台 （彰20．8※ 上台部は大きく外反して開く。端部 外面…ヨコナテや。 密（1－3mm 良好 内面…浅黄色 S－33

（910．5△ は軽くおさえられ、平坦面をもつ。 内面‥・上台部左方向ケズリ後、丁寧 大の石英を合 一黄灰 S－38

稜は鋭く突出する。筒部は短い。脚
台部は端部を欠くが、内湾気味に開
く。

なヨコナデ。
脚台部右方向ケズリ。

む。） 色
外面…浅黄色

P o37 哩土下層 鼓形器台 （丑20．2※ 大きく外反して開く鼓形器台上台部。外面…ヨコナデ。 密（1mm以下 良好 内外面共橙色 外面黒斑有

②5．3△ 端部はやや外方へ折れ、平坦面をも

つ。

内面…丁寧なヨコナデ。 の砂粒を含

む。）

～褐灰色 S－35

P o 38 埋土下層 鼓形器台 （9 6．0△ 大きく「ハ」字状に開く鼓形器台脚 外面…ヨコナデ。 密 （2mm大の 良好 内外面共にぶ 黒斑有

④23．6※ 台部。端部付近で大きく外反する。

端部は平坦面をもつ。

内面‥・上半部右方向ケズリ。

下半はヨコナデ。

石英を今む。） い黄橙色～黒

褐色

S－34

P o39 哩土下層 小型丸底壷 ②4．4△ 扁球形を呈する小型丸底壷。「く」字
状に屈曲する頸部が、大きく張る胴
部へつづく。

外面…胴部、横方向斜方向のあらい

パケ目。
内面…頸部、ナデ。

胴部左方向ケズリ後指ナデ。

密 （1mm大の
砂粒有り。）

良 内外面共橙色 S－79

P o40

P o41

P o42

P o43

哩土下層

哩土下層

床面

床面

小型丸底壷

小型丸底壷

低脚杯

飯

②5．8△
③12．8

①8．2※
②2．7△
⑤1．2※

①12．5

扁球形を呈する小型丸底壷胴部。

口緑は複合口緑状を呈し、わずかに
外傾しながら立ち上がる。

やや深い椀状の杯部をもつ低脚杯。

外面…肩部縦方向パケ目。中位横方

向パケ目。以下斜一縦方向パ

ケ目。
内面…肩部ナデ。以下左方向ケズリ。

内外面共にナデ。

外面…パケ目。

密

密

密

やや粗

良

良好

良

良好

内外面共橙色

内外面共橙色

内外面共黄橙

S－40

S－78

S－73

S－77

②5．3
④5．8※

①26．4※

②8．7△

端部は丸みを帯びている。裾部は大

き‘く広がる。全体的に肉厚。

円筒形の体部をもつ甑と考えられる。
端部は肉厚で、平坦面を有する。体
部には焼成後、穴が開けられている。

内面・‥杯部パケ目か。風化のため不
明。
脚部ナデ。

外面…口緑部、左方向ナデ。
体部、縦方向パケ目。

内面…口緑端部指押え。斜方向パケ

目。
体部、左方向ケズリ。

色

内外面其橙色

挿表13　南脊大山遺跡出土遣物観察表（7）
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遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量・（cm） 形　 態　上　 の　特　 徴 手　法　 上　 の　特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 士ヨE （919．6※ 口緑部は大きく外傾して立ち上がる 外面…口緑部～頸部ヨコナデ。 密 （1mm大の やや不良

°

内外面とも淡 胴部外面スス
（920．0△ 複合口緑。端部は外反し、平坦面を 肩部波状文が施され、以下横 石英・長石を 黄色 付着
③25．6※
⑤ 3．0

持つ。口綾部下端は鋭く突出する。

胴部は球形を呈すものか。
～斜方向パケ目。

内面…口緑部一頸部ヨコナテか。
肩部以下右方向ケズリ。

含む。） N －80

P o　2 哩土上層 士宝E ①18．0※
② 4．4
⑤ 2．8

口緑部は大きく外傾して立ち上がる
複合口緑。端部は肥厚して平坦面を
もつ。口緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヲコナデ。 密 （1mm前後

の砂粒を含
む。）

良好 内外面とも黄

橙色
S －93

P o 3 哩土下層 蛮 ①17．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。‾下端部付近 密 （1mm以下 やや不良 内外面とも浅 外面スス付着
②20．8△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 に2条の凹線。肩部波条文が の砂粒を含 黄橙色 S －105
③22．0※
⑤ 3．0

端は鋭く突出する。胴部は倒卵形を

呈すものと思われ、ほぼ中位に最大
径をもつ。

施され、中位付近横方向パケ
目。以下縦方向パケ目。

内面・‥口綾部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

む。）

P o 4 哩土上層 璽 ①15．6※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。 密 （1～2mm 良好 外面…黄橙色 外面スス付着
② 7．7△ 緑。端部は肥厚して平坦面をもつ。 胴部肩部横方向粗いパケ目後 大の石英・長 内面‥・灰黄色 内面黒鍵有
⑤ 2．4 口綾部下端は鋭く突出する。胴部は

球形を呈するものか。
縦方向パケ目。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズリ。

石を含む。） S－103

P o 5 哩土上層 蛮 ①17．4※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 良好 外面…橙色 外面スス付着
② 4．9△ 緑。端部は肥厚し丸い。口緑部下端 内面‥・口綾部～頸部ヨコナデ。 内面…橙色～ S －94
⑤ 2．7 は鋭く突出する。 頸部以下右方向ケズリ。 浅黄橙

色

P o 6 哩土上層 蛮 ①17．4※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 （1mm以下 良好 内外面とも浅 外面スス付着
② 5．4△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面・‥口緑部～頸部ヨコナデ。 の砂粒を多く 黄橙色 S －101
⑤ 3．1 端は鋭く引き出され、わずかに下垂

する。
頸部以下右方向ケズリ。 含む。）

P o　7 哩土上層 婆 （9 14．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも浅 口緑部外面ス
② 4．9△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 黄色 ス付着
⑤ 2．1 端は鋭く突出する。 頸部以下指押え後ケズリ。 S －107

P o　8 埋土上層 婆 （D16．4※ 口綾部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅 外面スス付着
② 5．0△ 緑。端部は肥厚し、平坦面をもつ。 内面…口綾部～頸部ヨコナデ。 黄橙色 内面黒斑有
⑤ 2．7 口綾部下端は鋭く突出する。 頸部以下右方向ケズリ。 S －95

P o 9 床面 蛮 ①16．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 （1 －3mm 良好 内外面とも浅 外面スス付着
② 3．5△ 緑。端部は内方へ肥厚し、平坦面を 口緑部下端付近に洗練。 大の石英・長 黄橙色 内面黒斑有
⑤2．5 もつ。口綾部下端は鋭く突出する。 内面…ヨコナデ。 石を含む。） S －96

P o lO 哩土上層 璽 （彰16．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも黄 外面スス付着
②5．6△
⑤ 3．0

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

内面…風化著しい。ナテいか。 橙色 S －106

P o ll 床面 婆 ①15．2※
② 3．5△
⑤ 2．5

口緑部は外反気味に立ち上がる複合

口緑。端部は外反し、平坦面をもつ。
口緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄
橙色

口緑部外面ス

ス付着
S －99

P o 12 床面 璽 ①15．6※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅 S －102
（9 3．8△
⑤ 2．8

口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部
下端は鋭く突出する。

口緑部下端付近洗練が施され

る。
内面…ヨコナデ。

黄橙色

P o 13 哩土下層 蛮 （丑17．0※ 口綾部は厚手で、外傾して立ち上が 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄 口緑部外面黒
②4．5△ る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 内面…口緑部⊥頸部ヨコナデ。 橙色 斑有
⑤2．8 口緑部下端は鋭く突出する。 頸部以下右方向ケズリ。 一部赤変

S －100

P o 14 哩土下層 蛮 ①18．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部平行洗練後波状文。 密 （1mm大の 良好 内外面とも黄 外面スス付着
②4．2△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 一部ナデ消し。 石英・長石合 橙色 S －104
⑤ 3．6 端は鈍く屈曲する。 内面‥・ヨコナテい。 む。）

P o 15

P o 16

P o 17

床面

戻申

哩土下層

婆

大型璽

高杯

（丑15．9 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…口緑部ヨコナデ。 密

密

密

良好

良料

良好

内外面とも淡 S －108

胴部外面黒斑、

（932．8
③28．0

⑤ 2．7

①25．6

部は平坦面をもつ。口緑部下端は鋭
く突出し、▼やや丸味をもって頸部へ

至る。胴部は肩部が張り、やや長胴
の球形を呈し、底部は丸底となる。

口緑部は外傾して立ち上がる複合口

肩部細かな横方向パケ目後刺
突文が施される。
胴部下半は縦方向パケ目後ナ
テナ。

内面‥・口緑部＋頸部ヨコナデ。
頸部一胴部上半右方向ケズリ。
胴部下半は上方向ケズリ。
底部指頭庄痕が残る。

外面…口緑部ヨコナデ。

黄色

外面…橙色～
②42．9 緑。端部は外方へ突出し、平坦面を 肩部縦方向パケ目後、横方向 浅黄橙 スス付着
③35．1 もつ。口緑部下端は鋭く突出する。 パケ目後、貝殻腹緑による刺 色 S －80

外面黒斑有

⑤ 5．0

（9 22．0※

胴部は倒卵形を呈し、底部は平底を

呈す。最大径は中位以上にもつ。

やや深い皿状を呈す高杯杯部。端部

実文が施される。
中位付近横～斜方向パケ目。
以下縦方向パケ目。

内面…口綾部ヨコナデ。頸部横方向
ミガキ。
肩部横方向パケ目。
以下縦方向パケ目。

外面…ヨコナデ。

内面…橙色

内外面とも浅
② 5．4△ は外反し丸い。 内面…ミガキ。 黄橙色 S －88

P o 18

P o 19

P o 20

哩土下層

哩土上層

哩土上層

高杯

高杯

高杯

①18．0※ やや深い皿状を呈す高杯杯部。端部 外面…上半ヨコナデ。下半縦方向ミ 密

密

密

良好

良好

良好

内外面とも浅 内面黒斑有
② 4．2△ は外反し、平坦面をもつ。 ガキ。

内面…縦方向ミガキ。
黄橙色 S －89

①16．4※ やや深い皿状の杯部をもつ高杯。端 外面‥」二半ヨコナデ。下半部縦方向 内外面ともに S －81

内面黒斑有
S －87

② 4．7△ 部は外反し、平坦面をもつ。 パケ目。
内面…パケ目後縦方向ミガキ。

ぷい黄橙色

①18．4※
② 6．1△

高杯杯部片。やや丸味をもった底部

からゆるやかに屈曲し、外傾する口
緑部をもつ。端部は丸い。

内外面とも横方向ミガキ。 外面…浅黄橙
色

内面…灰褐色

挿表川　南脊大山遺跡出土遺物観察表（8）
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P o 21 哩土上層 高杯 （914．8※ 浅い皿状を呈す杯部をもつ高杯と思 内外面ともミガキ。 密 （1mm以下 良好 内外面ともに 内外面果敢有

② 4．8△ われる。端部は丸い。 の砂粒を含
む。）

ぷい黄橙色

～黒褐色

S －84

P o 22 床面 高杯 ② 8．7△ 高杯脚部片。筒部は直線的に開き、 外面…筒部縦方向パケ目。 密 良好 内外面とも黄 内面黒斑有

④11．3※ 裾部で大きく広がる。端部は平坦面

をもつ。

裾部ナデ。
内面…筒部シポリ目をケズリ取る。

裾部パケ目。

橙色 S－86

P o 23 床面 鼓形器台 （920．2※ 上台部は複合口線状を呈し、大きく 外面…ヨコナデ。 密 （1－5mm 良好 内外面とも黄 S －83

（塾10．8 外反して開き、口緑端部で外反し、 内面…上台部～筒部ケズリ後ナデ。 大の長石を含 橙色

④17．2※ 平坦面をもつ。筒部は短い。脚台部
は上台部に比べ低く、複合口緑状を
呈し、大きく開く。端部で大きく開
き平坦面をもつ。．

脚台部右方向ケズリ。 む。）

P o 24 哩土上層 鼓形器台 （彰21．8※ 大きく開く鼓形器台上台部。端部で 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも褐 外面黒斑有

② 3．8△ 大きく外反肥厚し、平坦面をもつ。 内面…横方向ミガキ。 色 S －91

P o 25 哩土上層 鼓形器台 （丑19．4※
② 3．0△

大きく外反する鼓形器台上台部。端
部は肥厚し、平坦面をもつ。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄
橙色

内外面スス付
着

S －85

P o 26 床面 鼓形器台 （9 5．3△ 大きく「ハ」字状に開く、鼓形器台 外面・‥ヨコナデ。 密 （1mm以下 良好 内外面とも灰 内面スス付着

④11．0※ 脚台部。端部は平坦面をもち、凹線

が入る。

内面…上半右方向ケズリ。
下半ヨコナデ。

の砂粒含む。） 白色一にぷい
黄橙色

S －82

P o 27 哩土下層 鼓形器台 ②3．8△ 鼓形器台の筒部破片。上台部・脚台 外面…ナデ。 密 良好 内外面とも暗 内外面黒斑有

部とも複合口緑状を呈し、筒部は短

い。

内面・・・上台部ナデ。脚台部右方向ケ

ズリ。

赤褐色 S －90

P o28 床面 低脚杯 （915．0※ 杯部は椀状に大きく、端部は丸い。 外面…ヨコナデ。 密 （1 －2mm 良好 内外面とも淡 S －92

② 6．7△
④6．2※

脚部は太く短く、裾部が大きく広が
る。

内面‥・杯部丁寧をヨコナデ。 大の石英・長
石を含む。）

黄色

P o29 床面 甑 ②18．0△ 円筒状の体部をもつ甑と考えられる。外面…縦方向パケ目。 やや粗 （2－ 良好 外面…浅黄橙 外面黒斑有

③25．6 上半部に把手を差し込むための穴を
もつ。

内面…左方向ケズリ。

l

3mm大の長石

含む。）

色
内面…浅黄橙

色～褐

灰色

S －192

C SI O7

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　特　 徴 手　法　 上　 の　 特　 徴 月台　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 士∃互 ①14．0※ ロ緑部は外反気味に外傾しながら立 外面…口緑部ヨコナデ。 密 （砂粒をわ 良好 内外面とも淡 外面口緑部に

②10．5△ ち上がる複合口緑。端部はわずかに 肩部縦方向パケ目後横方向ハ ずかに含む。） 橙色 黒斑

⑤ 2．4 おさえられている。下端は鈍く突出。
肩部はあまり張らない。

ケ目。
以下斜方向パケ目。

内面…口緑部一頸部ヨコナデ。
胴部肩部以下右方向ケズリ。

N －70

P o　2 床面 璽 （丑12．6※ 口緑部は外反気味に外傾しながら立 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも橙 N －71
② 6．4△
⑤ 2．5

ち上がる複合口緑。端部は丸みを帯

びており、口緑部下端は鈍く突出す
る。

内面…口緑～頸部ヨコナデ。
肩部以下右方向ケズリ。

色

P o 3 哩土上層 蛮 （丑17．4※
② 3．3△

⑤ 2．9

口緑部外傾気味に立ち上がる複合口

緑。端部はおさえられており、下端
は鈍く外方へ突出。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも淡
黄色

口緑部外面ス

ス付着
N －63

P o　4 埋土上層 蛮 ①17．2※
（9 3．2△
⑤ 2．6

口緑部は外傾して立ち上がる複合口

緑。端部は外方へ引き出されている。
口緑部下端はわずかに突出する。

内外面ともにヨコナデ。 密 良 外面‥・灰黄色
内面…淡黄色

口緑部外面ス

ス付着
N －64

P o　5 床面 蛮 ①16．0※ 口緑部は外反しながら外傾して立ち 外面…ヨコナデ。 密 （1－2mm 良好 外面…灰黄色 N －62

② 4．6△ 上がる複合口緑。端部はおさえられ 内面…口緑部一頸部ヨコナデ。 大の砂粒をわ 内面…淡黄色

⑤ 3．0 ている。口緑部下端は鋭く外方へ突
出。

頸部以下ケズリ。 ずかに含む。）

P o　6 埋土上層 璽 ①14．4※ 口緑部は外傾気味に立ち上がる複合 外面‥・ヨコナデ。 密 （砂粒を含 良好 外面…灰黄褐 N －65
② 7．2△ 口緑。端部は丸みを帯びており、口 内面…口綾部一頚部ヨコナデ。 む。） 色

⑤ 3．4 緑部下端は外方へ突出。 肩部以下ケズリ。 内面・‥黒褐色

P o　7 埋土上層 璽 ①12．0※
② 2．9△
⑤ 2．3

口緑部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部はおさえられており、口緑
部下端は鋭く突出。

内外面ともにヨコナデ。 密 良好 外面…淡黄色
内面‥・褐色

口緑部外面ス

ス付着
N －61

P o 8 哩土上層 婆 （917．6※
② 4．1△

外傾して立ち上がる璽口緑部と思わ

れる。端部は平坦面をもつ。

内外面ともにヨコナデ。 密 良好 外面…明灰褐
色

内面…褐色

口緑部外面黒
斑
N －66

．P o 9 哩土上層 婆 ②17．1△ 球形を呈す璽胴部。丸底を呈す。 外面…頸部ヨコナデ。

肩部一胴部横方向のパケ目。
胴部～底部風化著しく不明。
ナデか。

内面…頚部ナデ。
胴部～底部右方向ケズリ後ナ

テい。
底部付近指頭圧痕残る。

やや粗 （砂粒
を多く含む。）

やや不良 内外面共橙色 底部外面スス
付着
N －72

P o lO 埋土上層 高杯 ①16．2 杯部は浅い皿状を呈す。端部は丸い。外面…杯部、風化著しく不明。ナデ 密 （1 －2mm やや不良 内外面共橙色 N －76

（9 11．0 脚部は 「ハ」字状に開き、裾部で大 か。 大の砂粒を含

④9．8 きく広がる。 脚部、かすかにパケ目のあと

が見られる。ケズリ後ナデ。
内面‥・杯部、ナデ。

筒部、シポリ目をケズリ取る。
裾部、斜方向パケ目。

む。）

挿表15　両脊大山遺跡出土遣物観察表（9）
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P o ll 哩土上層 高杯 （丑17．0 浅い皿状の杯部を有する高杯。端部 外面・‥杯部、ナデ。 密 やや不良 内外面共橙色 裾部内面へラ
（9 10．0 はわずかに外反している。杯部中央 脚部、ヨコナデ。凹線あり。 記号あり
④10．0 に孔を有する。杯部と筒部を接合す

るためのものと思われる。筒部は
「ハ」字状に開き、裾部は大きく広

がる。

内面…杯部、ナデ。
筒部、シポリ目残る。
裾部。、斜方向パケ目。

スス付着
N －79

P o 12 P 3内 高杯 ①21．6※ やや深い皿状の高杯杯部。端部は平 外面…横方向ナデ。パケ目。 密 良好 外面…浅黄橙 N －73
② 4．6△ 坦面をもつ。 内面…横方向パケ目の後ミガキ。 色

内面…にぷい
黄橙色

P o 13 哩土上層 高杯 （診1．7△
④15．4※

大きく広がる高杯裾部。 外面‥・ナテい。

内面…風化著しい。ナデか。
粗 不良 内外面とも淡

黄色
N －75

P o 14 哩土上層 高杯 ② 2．0△
④12．8※

大きく広がる高杯の裾部。 外面…縦方向パケ目。
内面…横方向パケ目。

密 （わずかに
砂粒を含む。）

良 内外面共淡黄
色

N －74

P o 15 床面 低脚杯 ①17．0 椀状の杯部をもつ低脚杯。脚部は短 外面…風化著しく不明。ナデか。 密 （砂粒をわ やや不良 内外面共淡黄 N －78
② 7．2
④ 7．0

く肉厚。裾部で広がる。 かすかに斜方向パケ目の痕。
内面…ナデ。

ずかに含む。） 色

P o 16 P 5内 小型高杯形 ① 5＿．2※ わずかに湾曲する底部から短く外傾 外面…杯部、ナデ。 密 良 内外面共淡黄 N －77
器台 ② 9．0△ する口緑部をもつ。杯部中央に焼成

前に作られた孔を有する。筒部は太
く中空。「ハ」字状に開き裾部へとつ

づ く。

脚部、縦方向パケ目。
内面…杯部、ヨコナデ。

脚部、ケズリ。

色

C S109

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量（cm） 形　態　上　 の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 胎　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l P l内 璽 ①16．9※ 口綾部は外反気味に外傾して立ち上 外面‥・口緑～頸部ナデ。 やや粗 （徴砂 良 内外面共黄褐 口緑～胴部内
②16．9△ がる複合口緑。端部は丸く、ロ綾部 肩部、柄描き波状文。 粒を含む。） 色 面に黒斑
⑤3．6 下端は鋭く外方へ突出。肩部はあま

り張らない。
胴部、不規則なパケ目。

内面…口緑～頸部ヨコナデ。

肩部以下右方向ケズリ後ナデ。

内外面共に赤
色塗彩

N －142

P o 2 床面 蛮 ①17．6※ 口綾部は外反気味に外傾しながら立 外面…ヨコナデ。 密 良好 内面…明黄褐 N －141
②5．2△ ち上がる複合口緑。端部は丸く下端 内面…口緑部ヨコナデ。 色
⑤3．7 は外方へ突出する。 頸部以下右方向ケズリ。 外面…灰黄褐

色

P o 3 哩土下層 蜜 （918．8※
（9 4．8△
⑤3．8

口緑部は外傾しながら立ち上がる複
合口緑。端部は丸く、口綾部下端は
鋭く突出。

内外面ともにヨコナデ。 密 良 内面‥・橙色

外面…灰褐色
・N－140

C Sl用

遺物番号 出土地点 器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　特　 徴 手　法　 上　 の　 特　徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l P l内 蜜 （丑15．6 口緑部は外反気味に外傾しながら立 外面・‥口緑～頸部ヨコナデ。 密 （砂粒をわ 良好 内外面共橙色 スス付着
②23．0

③20．6
⑤ 2．6

ち上がる複合口緑。端部は丸い。口
緑部下端は鋭く突出。肩部はわずか
に張り、胴部は寸づまりの倒卵形を
呈する。最大径は胴部上半。胴部に
焼成後開けられた透しを有する。底
部は尖り気味の小さな平底を呈する。

肩部縦～斜方向パケ目。
中位付近横方向パケ目。

下半は縦方向パケ目。
内面…口緑部～頸部ナデ。

肩部一底部ケズリ後ナデ。

ずかに含む。） N －147

P o 2 哩土下層 婆 ①15．8※ 口緑部は外傾しながら立ち上がる複 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 口緑部外面下
②4．5△ 合口緑を有する。端部は平坦面をな 内面…口緑部ヨコナデ。 端スス付着
（9 3，4 し、下端は外方へ突出する。 頸部以下右方向ケズリ。 N －143

P o 3 埋土下層 婆 ①15．4※
②4．2△
⑤3．2

ロ緑部は外反気味に外傾しながら立
ち上がる複合口緑。端部は平坦面を
もち、口緑部下端は外方へ突出する。

内外面共ヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 N －145

P o 4 哩土下層 蜜 （丑15．6※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 内外面ともにヨコナデ。 密 （徴砂粒を 良好 内外面共灰黄 口緑部外面に
② 3．0△
⑤ 2．4

口緑を有する。端部は平坦面をもち、

下端は鋭く突出する。
含む。） 褐色 スス付着

N －144

P o 5 床面 鼓形器台 ①17．8※
② 5．3△

大きく開く鼓形器台上台部。端部は
外反し、丸い。下端は稜をなし、鈍
く外方へ突出。

外面…ヨコナデ。
内面…左方向ケズリ後ナデ。

密 良好 内外面共橙色 N －146

挿表16　両脊大山追跡出土遣物観察表（10）
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遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 脂　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 哩土下層 二量ご・宝E （彰19．0※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…ロ緑部12条の平行洗練。 密（1－2mm 良好 内外面とも暗 S－114

（9 6．3△ 緑。端部は平坦面をもち、凹線が入 頸部ヨコナデ。 大の砂粒を合 灰色

⑤3．0 る。口緑部下端は下垂する。 内面…口緑部ヨコナデ。
頸部横方向ミガキ。

む。）

P o　2 哩土下層 －ヨヒー宝E （914．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口綾部平行洗練。 やや粗（1－ 良好 内外面とも橙 外面スス付着

②5．3△ 緑。端部は外傾する平坦面をもち、 内面…口緑部ヨコナデ。 2mm大の砂粒 色 S－122

⑤2．8 凹線が入る。ロ緑部下端は鈍く屈曲
する。

頸部以下ケズリ。 を多く含む。）

P o 3 床面 璽 （917．0※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面‥・口緑部波状文後一部ナデ消し。密 （1－2mm やや不良 内外面とも浅 口緑部外面ス

②8．0△ 口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部 肩部上に波状文、下に平行沈 大の石英を含 黄橙色 ス付着
⑤3．2 下端は下垂する。肩部はなだらか。 線が施される。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

む。） S－117

P o　4 床面 蛮 （丑16．4※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部波状文後一部ナデ消し。密 （1－2mm 良好 外面…黄橙色 口綾部外面ス

② 6．0△ 口緑。端部は丸い。ロ緑部下端は鋭 肩部にも波状文が施される。 大の石英を含 内面…橙色 ス付着

⑤ 2．5 く屈曲する。肩部はあまり張らない。内面…口緑部ヨコナデ。

頸部以下左方向ケズリ。

む。） S－111

P o　5 床面 聾 （丑16．5 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…口緑部9条の波状文。 やや粗 （1mm 良好 内外面とも黄 口綾部外面黒

② 6．0△ 部は丸い。口緑部下端は鋭く屈曲す 肩部波状文。 大の石英を多 橙色 斑有

⑤ 3．7 る。肩部はあまり張らない。 内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

J

く含む。） スス付着

S－109

P o　6 床面 聾 ①16．4※ ロ緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部16条の平行洗練一部み 密（1mm大の 良好 内外面とも明 外面スス付着

② 7．5△

⑤ 3．6

口緑。端部は丸い。口緑部下端は短

く突出する。肩部が張る。

だれる。肩部波状文後、その
下に平行洗練が施される。

内面…口緑部ヨコナデ。頸部横方向

ミガキ。
以下右方向ケズリ。

石英を含む。） 黄褐色 S－110

P o　7 哩土下層 蛮 ①15．0※ 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面・‥口緑部9条の平行洗練。一部 粗（1－3mm 良好 内外面ともに 口緑部外面ス

② 7．2△ 部は外反し、丸い。口緑部下端はわ ナデ消し。肩部貝殻腹緑によ 大の石英・長 ぷい黄橙色 ス付着

⑤ 2．5 ずかに下垂する。なだらかな肩部を

もつ。

る押引洗練文。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

石地含む。） ～黒褐色 胴部外面黒斑
有

S－123

P o 8 哩土下層 蛮 ①17．2※ 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面‥・口綾部平行洗練後一部ナデ消 密（1mm大の 良好 外面…浅黄橙 外面スス付着

（9 4．8△‘
⑤ 3．4

部は丸い。口緑部下端は下垂する。 し。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下右方向ケズリ。

石英を含む。） 色
内面…橙色

S－119

P o 9 床面 璽 ①19．6※ 口緑部は大きく外反して立ち上がる 外面…口緑部ヨコナデ。 密（1－2mm やや不良 外面…にぷい 外面スス付着

②30．5 複合口緑。端部は丸い。口綾部下端 肩部押引洗練文、波状文が施 大の石英を多 赤褐色 S－130

（診22．0 は鈍く突出する。胴部はなだらかな される。 く含む。） ～浅黄

④5．7※ 肩部をもつ倒卵形を呈し、底部は 胴部下半は縦方向パケ目。 橙色

⑤4．1 しっかりとした平底をもつ。胴部最
大径はほぼ中位以上にもつ。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。
肩部以下上方向ケズリ。

内面…にぷい
橙色

P olO 哩土下層 婆 ①18．0※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面‥・ロ緑部ヨコナデ。 密 （1－2mm 良好 内外面とも浅 S－118

②8．2△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鈍く 頸部～肩部貝殻腹緑による波 大の石英・長 黄橙色

⑤2．9 屈曲する。なだらかな肩部をもつ。 状文が施され、一部ナデ消さ

れる。
内面…口綾部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下右方向ケズリ。

石を含む。）

P oll 埋土下層 璽 （彰10．8※ 小型聾。目線部は外反気味に立ち上 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅 S－116

② 3．7△
⑤ 2．2

がる複合口緑。端部は丸い。口緑部
下端は鋭く屈曲する。頸部に焼成前

の孔があけられる。

内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下右方向ケズリ。

黄橙色

P o12 哩土下層 蛮 （9 17．6※
② 4．1△
⑤ 3．3

口緑部は外傾して立ち上がる複合口

緑。端部は丸い。口緑部下端は鈍く
屈曲する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色

外面スス付着

S－120

P o13 埋土下層 蛮 ①16．0※ 口緑部は肉厚で外反して立ち上がる 外面…ヨコナデ。 密（石英0長 良好 内外面ともに 外面スス付着

（9 5．1△
⑤ 3．1

複合口緑。端部は鈍く屈曲する。 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下左方向ケズリ。

石・雲母を多

く含む。）

ぷい黄橙色 S－113

P o14 哩土下層 蛮 ①15．6※ ロ緑部は外傾して立ち上がる複合ロ 外面…ヨコナデ。 やや粗（雲母e やや不良 内外面とも灰 外面スス付着

（9 4．6△ 緑。端部は引き出される。口緑部下 内面…口緑部ヨコナデ。 石英を多く合 白色 S－121

⑤ 3．5 端は鈍く突出する。 頸部屈曲部以下ケズリ。 む。）

P o15 哩土下層 婆 ①15．4※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 密（1－3mm 良好 内外面とも赤 外面スス付着

② 8．3△ 口緑。端部は丸い。ロ緑部下端は丸 内面…ヨコナデ。 大の石英・長 褐色 S－115

⑤ 2．0 味をもって屈曲する。胴部は小さく

球形を呈すものと思われる。

頸部屈曲部以下横方向ケズリ。石を含む。）

P o16 哩土上層 璽 （丑13．6※ 目線部は外傾する複合口緑。端部は 外面・‥風化しているがヨコナデと思 密（1－3mm 不良 内外面とも黄 S－124

② 5．3△ 平坦面をもつ。ロ緑部下端は鈍く突 われる。 大の石英・長 橙色

⑤ 2．5 出する。 内面…口緑部～頚部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

石含む。）

P o17

P o18

床面

哩土下層

蛮

蛮

①14．0※ 口緑部は「く」字状口緑をもち、端 外面…口綾部2条の四線が施される。密（1－3mm 良好

艮

内外面とも黄 口緑部外面ス

② 5．0△ 部は上方へ引き出され、外反気味に 肩部縦方向パケ目。 大の石英。長 橙色 ス付着

⑤ 1．2 立つ。端部は丸い。なだらかな肩部

をもつ

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
肩部以下左方向ケズリ

石を含む。） S－112

（彰14．4※
○

端部が肥厚した「く」字状口緑。下
R P　　　　　　　　　　　　　　　　　O

外面…ナデ。 密（0．5－1mm 内外面とも橙 ロ緑部外面に

（9 3．0
⑤ 1 6

端はわずかに下垂している。 内面…ロ緑部ヨコナデ。
海部左方向ケズリ

の砂粒を含

む）

色 スス少量付着
S－125‾

P o 19

P o20

埋土下層

埋土下層

底部

底部

5

（3 3．0△
④ 4．0※

②3．0△
④3．0※

平底の底部。

平底の底部。

コ巧、口　　　　　　　　　　　　　　　○
外面…ナデ。
内面‥・不規則なケズリ。

外面‥・ミガキ。
内面…指押え。

○
密

密（1mm大の
石英を含む。）

良好

良好

内面…灰白色
外面…にぷい

橙色～
黒褐色

内外面其褐色

外面に黒斑、
内面にスス付
着
S－126

S －127

P o21 哩土下層 蓋 ②3．3△
④15．2※

直線的に広がる蓋体部。 外面…ナデ。
内面…ケズリ後ナデ。

密 良 内外面共褐色 S－128

P o22 哩土下層 脚 ②2．2△
④13．2※

直線的に広がる裾部をもつ脚。焼成
前からつけられた円形と思われる透

内外面ともにナデ。 密 良好 内外面共橙色 S－129

P o23 哩土下層 無頸壷 ①11．0※
Lを有する。

内傾気味の胴部をもつ無頸壷。端部
外面‥・ナデ。 やや粗（1エー良好 内外面とも橙 N －116

（9 5．2△ は丸い。 内面・‥端部ナデ。以下左斜上方ケズ

リ。

2mm大の砂粒
を含む。）

色

挿表17　両脊大山遺跡出土遣物観察衰（11）
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遺物番号 出土地点 器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 哩土上層 ＝圭ナ宝E ①15．0※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部平行洗練後波状文。 やや粗 （2mm 良好 内外面ともに S －136
（9 5▼．9△ 口緑。端部は丸い。口綾部下端はわ 一部ナデ消し。 大の石英を多 ぷい黄橙色
⑤ 3．6 ずかに下垂する。 内面…ロ綾部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下ケズリ。
く含む。）

P o　2 床面 士宝E （丑15．4※ 口緑部はやや内傾して立ち上がる複 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄 S －134
② 7．0△

⑤ 2．6
合口緑。端部は丸い。ロ緑部下端は
鋭く突出する。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下ケズリ。

橙色

P o 3 床面 蛮 ①21．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 やや粗 不良 内外面とも浅 S －153
②21．5△
③28．0※

⑤ 3．8

緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下

端は鋭く突出する。胴部は倒卵形を
呈すものか。

肩部波状文が施され、その下

に平行洗練が入る。最大径付
近横方向パケ日。

内面…口緑部一頸部ヨコナデ。
肩部以下右方向ケズリ。
内外面とも風化著しい。

黄橙色

P o 4 床面 璽 ①18．4 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 やや不良 内外面ともに 外面スス付着
②12．0△
⑤ 3．8

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。胴部は倒卵形を
呈すものか。

肩部以下横方向パケ目後波状
文、刺突文が施される。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸書け以下右方向ケズリ。

ぷい橙色 S －154

P o　5 埋土下層 蛮 ①16．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに 外面黒斑有
② 7．5△
⑤ 2．5

緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下
端はわずかに突出する。なだらかな
肩部をもつ。

肩部横方向パケ日後縦方向パ

ケ目。
波状文が施される。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部横方向ケズリ。

ぷい赤褐色 S－135

P o 6 床面 蛮 ①18．0※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗 良好 内外面とも淡 口緑部外面黒
② 6．0△ 口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部 肩部横方向パケ目。 黄色 斑有
⑤ 3．1 下端は鋭く突出する。 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズリ。
S －145

P o　7 哩土下層 蛮 ①17．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに S －132
② 5．8△
⑤ 2．5

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鈍く突出する。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
肩部以下右方向ケズリ。

ぷい黄橙色

P o　8 哩土上層 婆 （丑16．8※
② 3．6△
⑤ 2．8

口緑部は外反気味に立ち上がる複合

口緑。端部は外反し、平坦面をもつ。
口緑部下端は鈍く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 （1mm大の

石英を含む。）
良好 内外面とも黄

橙色
S －142

P o 9 哩土上層 婆 ①17．2※
② 3．7△
⑤ 2．9

口綾部は外反して立ち上がる複合口
緑。端部は外方へ折れ、平坦面をも

つ。口緑部下端は鈍く突出する。

内外面ともヨコナデ。 やや粗 良好 内外面とも淡
黄色

口緑部黒鍵有

S －137

P olO 哩土下層 蛮 （彰19．4※ 口綾部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部15条の平行洗練。 やや粗（1－3 良好 内外面とも橙 口緑部外面ス
（9 6．5△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 頸部～肩部波状文。 mm大の石英・ 色 ス付着
（9 3．9 屈曲する。 内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下右方向ケズリ。
長石含む。） S －131

P oll 哩土下層 蛮 （9 18．0※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部平行洗練。後一部ナデ 粗 （1－2mm 不良 内外面とも赤 外面スス付着
② 4．4△ 口緑。端部は丸い。口緑部下端はわ 消し。 大の砂粒を多 褐色 S －138
⑤ 3．2 ずかに下垂する。 頸部に刺突文有。

内面…口綾部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

く含む。）

P o12 哩土上層 婆 （彰17．6※ 口縁部は肉厚で外傾して立ち上がる 外面…口緑部横方向ミガキ。 密 （2mm大の 良好 内外面とも黄 外面スス付着
② 3．6△
⑤ 3．1

複合口緑。端部は丸い。口緑部下端
はわずかに下垂する。

頸部ヨコナデ。
内面…口緑部横方向ミガキ。

頸部屈曲部以下ケズリ。

石英を含む。） 橙色 S －140

P o13 哩土上層 蛮 ①16．4※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 密 （2mm大の 良好 内外面とも褐 S －133
（9 3．4△ 口緑。端部は丸い。口緑部下端は下 内面…口緑部ヨコナデ。 石英を含む。） 灰色～浅黄橙
⑤ 3．0 垂する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。 色

P o14 哩土上層 蛮 （丑14．4※ 口緑部は「く」字状口緑をもち、端 外面…ヨコナデ。 やや粗（1－2 良好 外面…にぷい 外面スス付着
（9 3．0△ 部は内湾気味に上方へ引き出される。内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下ケズリ。

mm大の石英・

長石を含む。）

橙色
内面‥・橙色一

にぷい
橙色

S －143

P o15 哩土下層 婆 ①20．0※ 口緑部は肉厚で外反気味に立ち上が 内外面ともヨコナデ。 密 （1mm大の 良好 内外面とも＿黄 外面スス付着
② 3．4△
⑤ 3．2

る複合口緑。端部は丸い。口緑部下
端は鋭く屈曲する。

石英を含む。） 橙色 S －139

P o16 哩土下層 底部 ② 2．5△
④ 3．6※

平底を呈す底部。 外面…縦方向ミガキ。
内面…上方向ケズリ。

密 （1－2mm
大の石英・長
石含む。）

良好 内外面ともに
ぷい黄橙色

S －146

P o17 埋土上層 底部 （む2．9△

④ 5．8※
平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ目後ナデ。

内面‥・上方向ケズリ。
密 （1～2mm
大の石英・長
石含む。）

良好 内外面とも赤
褐色

S －147

P o18 哩土上層 底部 ② 2．4△ 平底を呈す底部。 外面…縦方向ミガキ。 密 （2mm大の 良好 内外面とも浅 外面スス付着
④ 3．2※ 内面…指頭庄痕後ケズリ。 石英・長石を

ノゝ
黄橙色 S －148

P o19

P o20

床面

哩土下層

高杯

高杯

（927．0※ やや深い皿状を呈す大型の高杯杯部。外面…斜方向パケ目後ナデ。
白む。）

密

緻密

良好

良好

内外面とも浅 内外面黒斑有
② 8．5△

①24．0※

端部は平坦面をもつ。杯底部は円盤

充填される。

浅い皿状を呈す大型の高杯杯部。端

内面…上半部ナデ。

下半部パケ目後縦方向ミガキ。
底部ミガキ。

外面…ヨコナデ。へラ描文が認めら

黄橙色

内外面とも浅

S －151

外面に赤色塗
② 4．3△

② 2．6△
④ 6．4※

部は外反し、平坦面をもつ。

低く太い低脚杯脚部。裾部で大きく
広がり端部は丸い。

れる。 黄橙色一赤橙 彩痕？

P o21 床面 低脚杯

内面…ヨコナデ。

内外面ともナデ。 やや粗 （2－

3mm大の石英
ノゝ　1

やや不良

色

内外面とも浅
黄橙色

S －152

S －150

P o22 哩土下層 甑 ①32．4※ 甑口緑部の破片と思われる。端部は 内外面ともヨコナデ。
を員も。）

粗 （砂粒を多
良好 外面…にぷい 内面黒斑有

② 4．5△ 平坦面をもつ。 く含む。） 橙褐色 外面スス付着
内面…淡黄色 S －141

P o23 哩土下層 把手 最大厚1．9 断面円形、半環状を呈す髄の把手と

思われる。

手捏ね成形後ナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
S －149

挿表川　南脊大山追跡出土遣物観察表（12）
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C S113

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　 の　特　徴 胎　　 土 焼．成 色　　 調 備　　 考

P o l 埋土上層 聾 （916．6※ 口綾部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに 内面黒斑有
②5．3△
⑤3．9

口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部
下端は鋭く突出する。

頸部平行洗練か。
内面…口綾部ヨコナデ。

頸部以下ケズリ。

ぷい黄橙色 N－149

P o　2 哩土上層 蛮 ①16．4※

（9 4．6△
⑤3．6

口緑部は外反して立ち上がる複合口
緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く
突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
N－148

P o　3 哩土上層 璽 ①16．0※

（9 4．4△
⑤3．5

口緑部は外反気味に立ち上がる複合
口緑。端部は丸い。口綾部下端は鈍
く突出する。

内外面とも風化著しい。ナデか。 密 やや不良 内外面とも淡

橙色
N－151

P o　4 哩土上層 蛮 （916．0※
（9 3．7△
⑤2．7

口綾部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は丸い。口緑部下端は鈍く
突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
外面スス付着
N－150

P o 5 哩土下層 鉢？ ②5．3△ 逆 「ハ」字状に開く深い体部をもつ 外面…ケズリ後縦方向ミガキ。 密 （1－2mm 良好 内外面とも橙 外面黒斑有
鉢と思われる。 内面…上方向ケズリ。 大の砂粒を含

む。）
色 N－152

C S114

遺物番号 出土地点 器　　　 種

種　類
法葺（cIn） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 月台　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 聾 ①15．8※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口綾部ヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 内外面共スス
②22．4 口緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭 肩部波状文後衛状工具による 付着
③18．4
⑤3．1

く突出する。胴部は卵形を呈し、小
さな平底をもつ。最大径はほぼ中位

にもつ。

刺突文。

胴部上半～下半縦方向パケ目。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下右方向ケズリ。
胴部下半上方向ケズリ後ナデ。

S－157

P o　2 床面 聾 ①17．4※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。 密 （1mm前後 良好 内外面共にぶ 外面全体にス
②27．3 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 肩部縦方向パケ日後波状文。 の石英を合 い黄橙色 ス付着
③20．0※
④2．8
⑤3．4

屈曲する。胴部は倒卵形を呈し、小
さな平底をもつ。胴部最木径は中位

以上にもつ。

胴部下半縦方向パケ日。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部斜方向ケズリ。

む。） S－155

P o　3 床面 聾 ①15．6※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良 内外面共橙色 胴部外面スス
②23．0 口緑。端部は丸い。口緑部下端は鈍 肩部横方向パケ目後一部縦方 付着
③17．8
④2＿．8
⑤2．6

く突出する。胴部は倒卵形を呈し、

小さな平底をもつ。最大径は中位以
上にもつ。

向パケ日。胴部中位以下縦方
向パケ目。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

胴部下半上方向ケズリ。

S－158

P o 4 床面 婆 （916．2 口緑部は肉厚で外傾して立ち上がる 外面…口綾部ヨコナデ。 密 良好 内外面共浅黄 胴部内外面に
②21．6 複合口緑。端部は丸い。口緑部下端 胴部縦方向のパケ目。 色 スス付着
③16．2 は丸く屈曲する。胴部は倒卵形を呈 内面…口緑部ヨコナデ。 外面一部赤変
④4．3※
⑤2．5

し、しっかりとした平底をもつ。胴
部最大径は中位以上にもつ。

頸部～胴部上半左方向へラケ
ズリ。
胴部下半上方向ケズリ。

S－156

P o 5 床面 蛮 ①15．7 口緑部は短く外反気味に立つ。端部 外面…口綾部ヨコナデ。 密 良好 内外面共淡黄 外面にスス多
②23．9 は丸い。胴部は倒卵形を呈し、上げ 胴部縦～斜方向パケ目。 色 く付着
③19．0
④4．7
⑤1．3

底気味のしっかりとした底部をもつ。

最大径は中位以上にもつ。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部上半左方向ケズリ。
下半上方向ケズリ。

S－159

P o 6 床面 璽 （丑16．0 短く外反気味に立つ口緑部をもつ。 外面…口緑部平行洗練後一部ナデ消 やや粗（0．2－ 良好 内外面共淡黄 胴部内外面共
（922．6△ 端部は丸い。下端はわずかに下垂す し。 3．0mm程度の 色 スス付着
③18．2
⑤1．2

る。胴部は倒卵形を呈す。 胴部縦方向細かいパケ目。
内面…口緑部ナデ。

頸部屈曲部～胴部中位横方向

ケズリ。
胴部下半縦方向ケズリ。

砂粒・石英粒
を含む。）

IN －6

P o 7 床面 璽 （917．8 ロ緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑～肩部ヨコナデ。 やや粗（0．3－ 良好 内外面共淡黄 外面スス付着
（914．9△ 緑。端部は丸みを帯び、下端は鈍く 胴部縦方向のパケ目。 2．0mm程度、の 色 IN－5
③23．6※ 外方へ突出。胴部は丸形を呈すもの 内面…口緑部ヨコナデ。 砂粒を含む。
（9 2．9 か。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。石英・雲母を

少し含む。）

P o 8 床面 蜜 （彰16．6 ロ綾部は肉厚で外傾して立ち上がる 外面…ヨコナデ。 密 （1品m以下 良好 内外面共にぶ 口綾部外面に
（か7．3△ 複合口緑。端部は丸い。口緑部下端 内面…口緑部ヨコナデ。 の細砂。1－ い橙褐色 スス付着
⑤2．7 は丸く屈曲する。肩部は張る。 頸部屈曲部以下左方向のケズ

リ。

2mm程度の砂

粒を含む。）
C H－11

P o 9 床面 璽 （丑17．8 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…ヨコナデ。 密（1mm程の 良好 内外面共にぶ 外面にスス付
②7．2△ る。端部は丸く、口綾部下端は鈍く 内面…口綾部ヨコナデ。 石英を多く合 い橙褐色 着
⑤3．3 屈曲する。 頸部屈曲部以下左方向のケズ

リ。
む。） C H －10

P olO 床面 蛮 （917．4 やや外反気味に外傾して立ち上がる 外面…ヨコナデ。 密（0．5－1mm 良好 内外面共にぶ C H －9
（診4．2△ 複合口緑を有する。端部は丸い。口 内面…口緑部ヨコナデ。 程度の砂粒を い褐色
⑤2．5 緑部下端は鈍く屈曲し丸みを帯びて

いる。

頸部粘土つなぎ。
頸部屈曲部以下左方向のケズ
リ。

含む。）

P o ll 哩土下層 賓 （916．2 口綾部はほぼ直立する複合口緑。瑞 外面…口綾部波状文一部ナデ消し。 密 良好 外面…橙色 口緑部外面黒
（3 4．8△ 部は丸い。口緑部下瑞は鈍く屈曲す 頚部ヨコナデ。 内面…明黄橙 斑有
⑤2．7 る。 内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。
色 Y－‘6

挿表19　南谷大山追跡出土遣物観察表（13）
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C Sl掴

P o12 床面 底部 ② 2．1△
④ 4．8

平底の底部。 外面‥・パケ目痕。
少し粗いナデ。

内面…縦方向ケズリ。

密 良好 外面・‥にぷい
褐色

内面…にぷい
橙褐色

外面にスス付
着
C H －13

P o13 床面 脚付聾 （9 14．5 複合口緑を有する脚付婆。口緑部は 外面‥・口綾部平行洗練。 やや密 艮 内外面共淡黄 外面面黒斑有
②18－．6

④12．2
⑤ 2．5

外反気味に外傾する。端部は押さえ
られ口緑部下端は下垂する。肩はあ
まり張らず、胴部はたまねぎ型を呈
する。中空の脚部は 「ハ」字状に大
きく開き、焼成前に穿孔された円形

の透かしが2段、三方に有する。

胴部上半ヨコナデ。下半横方
向ミガキ。脚部ヨコナデ。

内面…口緑部横方向ミガキ。
胴部ケズリ後ナデ。
脚部ケズリ。

色 S －164

P o14 床面 高杯 ①20．6 やや湾曲する底部から屈曲外反する 外面…横方向ミガキ。 密 良好 内外面とも橙 内外面ともに
② 5．7△ 口緑部をもつ高杯杯部。端部は丸い。内面‥・ヨコナデ。 褐色 スス付着

C H －14

P o15 哩土下層 高杯 ①′19．4 やや湾曲する底部から屈曲外反する 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面共にぶ S －160
② 5．4△ 口綾部をもつ高杯杯部。端部は丸い。 底部ミガキ。

内面…口緑部横方向ミガキ。
底部縦方向ミガキ。

い赤褐色

P o16 床面 高杯 ② 9．2△ 筒部はやや短く「ハ」字状に開く。 外面…縦方向ミガキ。 密 良好 内外面共橙色 内外面共に黒
④14．6 裾部は大きく広がり焼成前に穿孔さ

れた円形透かしが4ヶ所有。

内面‥・ナデ。 斑有
S －163

P o17 P 2内 高杯 ②3．1△ 裾部が大きく開く脚。焼成前に穿孔 外面・‥縦方向ミガキ。 密 （1mm以下 良好 内外面共橙褐 C H －15
④13．0 された円形透かしを2ヶ所有する。 内面…ヨコナテい。 の砂粒．輝石

を含む。）
色

P o18 P 2内 高杯 ②6．0△ 肉厚で、直線的に 「ハ」字状に開く
高杯筒部。

外面‥・縦方向ミガキ。
裾部付近横方向ミグキ。

内面…ケズリ後ナデ。

密 良好 外面‥・にぷい
橙色～

灰褐色
内面…にぷい

橙色

S －161

P o19 床面 手軽ね土器 （診2．5 小型で、つまみ状を呈する手捏ね土
器。

外面…手捏ね成形後ナデ。爪跡残る。
内面…シポリ目残る。

密 良 内外面其橙色 S －162

P o20 床面 土玉 径　 2．6
穴径 0．6
重さ　7．6g

ややいびつな球形。ほぼ中心に穿孔
してある。

手軽ね後ナデ。 密 （石英・輝

石・雲母片を
含む。）

良 暗黄灰褐色 S －165

C S116

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 胎　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 蛮 ①14．8 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面・‥口綾部ヨコナデ。 やや粗（1－3 良好 内外面ともに 外面スス付着
②18．5 緑。端部はつまみ出される。口緑部 胴部縦方向パケ目。 mm大の石英・ ぷい褐色 N －185
③16．0※
④1．8
⑤3．0

下端は下垂する。胴部は肩がやや張

り、倒卵形を呈す。底部は小さな平
底を呈す。胴部最大径は中位以上に

もつ。

内面‥・口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。
胴部下半はケズリ後ナデ。

長石含む。）

P o　2 哩土下層 蛮 ①16．4※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナテい。 やや粗（1－2 やや不良 内外面とも橙 外面胴部スス
②20．8 緑。端部は丸い。口緑部下端は丸昧 胴部肩部横方向パケ目。下半 mm大の石英・ 色 付着一部赤変
③17．0※
④6．8※

⑤2．5

をもって突出する。胴部はやや長胴
となり、大きな平底を呈す底部をも

つ。

部ナデ。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

長石含む。） N －186

P o　3 床面 蛮 （丑13．2※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗 （2mm 良好 外面…赤橙色 外面スス付着
（923．2 緑。端部は丸い。口緑部下端は丸味 胴部縦方向粗いパケ目。 大の長石を多 内面…橙色 一部赤変
③15．8※ をもって屈曲する。胴部は長胴で大 内面…口綾部ヨコナデ。 く含む。） 内面黒斑有
④4．0※
⑤2．5

きめの平底を呈す底部をもつ。胴部
最大径はほぼ中位にもつ。

頸部屈曲部～中位左方向ケズ
リ。
以下上方向ケズ＿リ。

N －187

P o 4 床面 底部 ②1．7△
④4．0

平底をもつ底部。 外面…ナデ。
内面…上方向ケズリ。

密（砂粒を含

む。）

良好 内外面とも明

橙色
N －188

P o 5 床面 鉢 ①20．6※ やや内湾気味に逆「ハ」字状に開く 外面…口緑部横方向ミガキ。 密（1－2mm 良好 内外面とも明 外面スス付着
②12．6△ 鉢体部。口緑部は肥厚し、丸い。底 以下ヨコナデか。 大の砂粒を多 橙色 一部赤変

部は上げ底になると思われる。 内面…口緑部横方向パケ目。
以下ケズリ。

く含む。） 内外面黒斑有
N－189

挿表20　南脊大山遺跡出土遣物観察表（欄

－201－



C SI17

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　類
法量（cm） 形　態　上　 の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 丹台　　土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 哩土下層 蛮 （918．0※ 口緑部は短く、外傾して立ち上がる 外面…口綾部ヨコナデ。 やや粗（砂粒 やや不良 外面…赤褐色 N －190
②22．6△
③27．2※
⑤2．1

複合口緑。端部は肥厚して平坦面を・
もち、凹線が巡る。口緑部下端は丸
味をもって屈曲し、下膨らみとなる。
胴部は球形を呈す。最大径はほぼ中
位にある。

胴部原化著しいが、粗い斜方

向パケ目が施される。
内面…ロ緑部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕。
中位以下左方向ケズリ。

を多く含むこ） 内面…灰褐色

P o　2 埋土下層 蛮 （丑14．0※ 口緑部はやや外傾して立ち上がる複 外面…風化著しい。 やや粗（大粒 良 内外面共淡黄 N －192
②25．0△ 合口緑。端部は肥厚し、平坦面をも 内面…風化著しい。口綾部～頸部ヨ の砂粒を多く 橙色
⑤2．5 つ。口緑部下端は鈍く突出し、下膨

らみとなる。胴部は球形を呈す。
コナデか。
肩部以下ケズリ。

含む。）

P o　3 哩土上層 喪 ①16．8※ 口緑部はやや外傾して立ち上がる複 外面…風化著しい。目線部ナデか。 やや粗（1－ やや不良 内外面共淡橙 N －193
（318．9△ 合口緑。端部は肥厚し平坦面をもつ。内面…風化著しい。口緑部ナデ。肩 2mm大の石英 色
⑤2．3 口綾部下端は丸味をもって屈曲する。

胴部は球形を呈す。
部指頭庄痕残る。肩部以下横
方向ケズリ。

を多く含む。）

P o 4 埋土上層 蛮 ①14．6※ 口緑部は短く外反気味に直立する複 外面…口緑部ヨコナテい。 密（砂粒をわ 良好 内外面とも淡 N －191
②14．5△
③21．2※
⑤2．0

合口緑。端部は肥厚して平坦面をも

ち、四線が巡る。口緑部下埠は丸く
屈曲する。胴部は球形を呈す。

肩部横方向粗いパケ目。

風化著しい。
内面・‥口綾部～頚部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕。
以下左方向ケズリ。

ずかに含む。） 黄橙色

P o　5 哩土上層 婆 ①16．6※
②3．8△
⑤2．3

口緑部はほぼ直立する複合目線。端
部は外方へ肥厚し、平坦面をもつ。

口緑部下端は丸味をもって突出する。

内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（1mm
大の石英を含
む。）

良 内外面共にぷ

い橙色

N －194

P o　6 埋土上層 璽 （916．8※
（3 9．5△
⑤3．2

口緑部は外反して立ち上がる複合口
緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く
突出する。

内外面共風化著しい。 やや粗（わず
かに砂粒を含
む。）

やや不良 外面‥・にぷい
淡黄色

内面‥・にぷい
橙色

N －195

P o　7 床面 蛮 ①18．0※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面・‥ロ緑部波状文。 密 やや不良 内外面共にぶ N －202
②6．3△
⑤3．5

緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く

突出する。

肩部平行法線又は波状文が施

される。
内面…風化のため調整不明。

い橙色

P o　8 哩土下層 璽 （918．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…ロ緑部上半波状文。下半は平 やや粗（砂粒 良好 内外面共橙色 N －203
②4．9

⑤．3・7

緑。端部は丸い。目線部下端は鋭く

屈曲する。

行洗練が施される。

内面…口綾部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下ケズリ。

を多く含む。）

P o 9 哩土下層 蛮 （924．8※ 口綾部は厚手で、外傾して立ち上が 外面…口緑部平行洗練が施される。 粗（2mm大の 良 内外面共にぶ N －201
②6．8△ る複合口緑。端部を欠く。口緑部下 内面…口綾部ヨコナデ。 石英e砂粒を い橙色
⑤4．0 端は鈍く突出する。 頸部屈曲部以下右方向ケズリ。多く含む。）

P olO 哩土下層 蛮 ①15．4※ ロ緑部は「く」字状口緑をもち、端 外面…ヨコナデ。 やや粗（2－ やや不良 内外面共にぶ N －197
②4．1△ 部は上下に肥厚する。 内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下ケズリ。
3mm大の砂粒
を含む。）

い橙色

P oll 哩土下層 璽 （丑14．0※ 口綾部は上方へ引き出される。端部 外面‥・ヨコナデ。 やや粗（2mm やや不良 外面…ややに N －198
②3．9△
⑤2．2

は丸い。下端部は丸味をもつ。 内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下ケズリ。

大の石英を含
む。）

ぷい黄
橙色

内面…橙色

P o12 哩土上層 聾 （丑14．2※ 口緑部はゆるやかに「く」字状を呈 外面…ヨコナデ。 密（徴砂粒を 良好 内外面共橙色 口緑端部スス
（診3．7△ す。端部は丸い。なだらかな肩部を 内面…口緑部ヨコナデ。 わずかに含 付着

もつ。 肩部以下右方向ケズリ。 む。） N －196

P o13 埋土上層 口緑部？ （彰19．0※
②3．0△

外反して「く」字状に開く口緑部。
端部は丸い。

内外面ともヨコナデ。 密（石英・雲

母を含む。）

やや不良 内外面共にぷ

い橙色
N －200

P o14 床面 高杯 ②11．9△
④10．0※

杯部は浅い皿状を呈す。筒部は細く
直線的で、裾部で大きく広がる。

内外面ともに風化著しく不明。

ナデか。

密 不良 内外面共橙色 N －213

P o15 哩土上層 高杯 （914．8※
②4．0△

椀状を呈する高杯杯部。端部は丸い。内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 N －206

P o16．哩土上層 高杯 ②8．5△ 杯部は椀状になるものか。筒部は直
線的に開き裾部で大きく広がる。端
部は平坦面をもつ。

外面…杯部縦方向粗いパケ日。
脚部ナデ。

内面…杯部ナデ。
筒部シポリ目ナデ消す。
裾部パケ目がかすかに残る。

密 良好 内外面共橙色 N －214

P o17 床面 高杯 ①18．8 やや深い皿状を呈す高杯杯部。端部 内外面とも風化のため不明。 やや粗（石英・不良 内外面共橙色 N －211
②5．6△ は平坦面をもつ。 ナデか。 砂粒を多く含

む。）

P o 18

P o 19

P o20

P o21

床面

埋土下層

哩土下層

哩土下層

高杯

鼓形器台

鼓形器台

小型丸底壷

①22．0※
②7．0△

②5．7△

平坦な底部から屈曲し、大きく外反
する口緑部をもつ高杯杯部。端部は
外反し、平坦面をもつ。屈曲部は鈍
く段がつく。

屈曲して「ハ」字状に開く鼓形器台

内外面ともにナデ。

外面‥・風化のため調整不明。

密

密

密

やや粗

やや不良

良好

やや不良

やや不良

内外面共橙色

内外面ともに

N －212

N－207

N－209

N－205

④17．0※ 脚台部。 内面…ケズリ。 ぷい橙色

②6．8△

（9 8．0※
②2．5△

②2．8△

②2．4△

外反気味に「ハ」字状に開く鼓形器

台脚台部。

内湾気味に立ち上がる小型丸底壷口
緑部。

小型丸底壷と思われる肩部破片。

太く低い脚部をもつ低脚杯。

外面…平行洗練がかすかに残る。

風化著しい。
内面…ケズリ。

内外面ともヨコナデ。

内外面ともに
淡橙色

内外面共赤橙
色

外面…赤褐色
内面…灰黄褐

色

内外面共橙色

P o22

P o23

埋土上層

埋土下層

小型丸底壷

？

低脚杯？

外面…ヨコナデ。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部右方向ケズリ。

内外面ともヨコナデ。

密

密

良好

良好

外面赤色塗彩

N－199

N－210

P o24 埋土上層 土玉 径　 2．0

穴径0．7
重さ　9．8g

ややいびつな球形。中心に孔あり。 手軽ね成形後ナデか。風化著しい。 密 良 橙色 N－215

挿表21南谷大山遺跡出土遣物観察表（15）

－202－



C S118

遺物番号 出土地点
器・　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　 の　特　徴 月台　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l P 12内 士宝E ①16．2※
②6．3△
⑤4．0

口緑部はやや内傾気味に立ち上がる
複合口緑。端部は平坦面をもつ。口
緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
N－238

P o 2 哩土下層 蛮 ①15．4※ 口緑部はやや外傾して立ち上がる複 内外面ともヨコナデ。 密（石英・砂 良好 内外面共にぶ 口綾部外面黒
②3．5△
⑤2．8

合口緑。端部は肥厚して平坦面をも

つ。口緑部下端は鈍く屈曲する。

粒を含む。） い黄灰褐色 斑有
N－232

P o 3 哩土下層 璽 ①14．6※

（む3．8△
⑤2．6

口緑部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は外方へ肥厚し、外傾する
平坦面をもつ。口緑部下端は突出し、
丸味をもって頸部へ至る。

内外面とも風化著しい。ナデか。 密 （1－2mm
大の石英を含

む。）

良好 内外面ともに
ぷい橙色

N－235

P o 4 哩土下層 婆 （丑16．6※
（9 5．8△
⑤5．0

口緑部は高く、やや外傾して立ち上

がる複合口緑。端部は丸い。口緑部
下端は鋭く突出する。

内外面とも風化著しい。ナデか。 密 良好 内外面とも淡
黄灰褐色

N－233

P o 5 埋土下層 蜜 （915．2※
②4．2△
⑤2．6

口緑部は外反気味に立ち上がる複合

口緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭
く屈曲する。

内外面とも風化著しい。ナデか。 やや粗（2－3

mm大の石英・
長石を含む。）

良好 内外面ともに
ぷい橙褐色

N －234

P o　6 哩土下層 蛮 ①24．0※
②5．7△

⑤2．8

口緑部は肉厚で、外反気味に立ち上
がる複合口緑。端部は平坦面をもつ。
口綾部下端は鈍く屈曲する。

内外面とも風化著しい。 やや粗 （徴砂
含む。）

良好 内外面ともに
ぷい黄橙色

N －237

P o 7 哩土下層 婆 ①14．8※
②3．2△

口緑部は内湾気味に外傾する「く」
字状口緑。端部は丸い。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも灰
褐色

N T236

P o　8 床面一括 高杯 ②7．0△ 筒部は直線的に開き、裾部で大きく 内外面とも風化のため調整不明。 密 やや不良 内外面とも淡 N－239
④10．0※ 広がる高杯脚部。 内面シポリ日残る。 橙色

P o　9 哩土下層 土玉 径　 2．5
穴径0．7
重さ11．8g

やや扁平な球形を呈す。中心に孔あ

り。
手捏ね成形後ナデ。 密 良好 灰褐色 黒斑有

N－240

C S119

遺物番号 出土地点 器　　　 種

種　類
法量（cm） 形　態　上　 の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

ノ

P o l 哩土下層 蛮 ①16．2※ 口緑部は短く、外傾して立ち上がる 外面…口緑部ヨコナデ。 密（1－3mm 良好 外面…明褐色 S－178
②17．4△ 複合口緑。端部は肥厚し、平坦面を 肩部斜方向粗いパケ目、後棒 大の石英をわ 内面‥・明黄褐
③25．0※
⑤2．0

もつ。，口緑部下端は鈍く突出し、下
膨らみとなる。胴部は球形を呈すも

のと思われる。

状」二具による刺突文が逆三角
形状に3ヶ所有。

内面…ロ緑部†頸部ヨコナデ。
肩部指頭庄痕残る。
肩部以下左方向ケズリ。

ずかに含む。） 色

P o 2 哩土下層 婆 （丑15．8※ 口緑部は短く、やや外傾して立ち上 内外面とも風化著しい。内面肩部指 やや粗 （2－ 不良 内外面とも淡 S－223
（訂16．5△
③23．4※
⑤2．2

がる複合口緑。端部は平坦面をもつ。
口綾部下端はわずかに突出し、下膨
らみとなる。胴部は球形を呈す。

頭庄痕残る。 3mm大の石英
含む。）

黄橙色

P o　3 床面 婆 （丑18．7※ 口緑部は厚手で、外傾して立ち上が 外面…風化著しい。調整不明。 密（1－3mm 良好 内外面とも淡 S r 179
②11．0△ る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 大の石英含 黄色
⑤2．5 口緑部下端は丸味をもって突出す’る。

なだらかな肩部をもつ。
頸部以下左方向ケズリ。 む。）

P o 4 哩土下層 璽 ①17．0※ 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…口緑部ヨコナデ。 密 不良 内外面とも灰 S－180
②9．1△
⑤2．2

部は肥厚し、平坦面をもつ。口緑部
下端は鋭く屈曲する。大きく張る肩
部をもつ。

胴部縦方向パケ自後横方向パ

ケ目。
内面・‥口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕残る。胴部下半
左～上方向ケズリ。

白色

P o 5 哩土下層 璽 （916．3※
②3．6△
⑤1．2

口緑部は短く、内傾して立ち上がる
複合口緑。端部は肥厚して平坦面を
もち、口緑部下端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
S－172

P o　6 床面 婆 ①16．6※
②3．0△
⑤2．1

口緑部は外反気味に立ち上がる複合

・口緑。端部は肥厚し、平坦面をもち、
凹線が巡る。口綾部下端は鈍く丸味
をもって突出する。

内外面ともヨコナデ。 やや粗（1－

2mm大の石英
を多く含む。）

良好 内外面とも黄
橙色

S－171

P o 7 哩土下層 婆 ①17．0※
（9 3．7△
⑤2．5

口緑部は内湾気味に外傾して立ち上
がる複合目線。端部は肥厚し、平坦
面をもつ。口緑部下端は鈍く突出す
る。

内外面とも風化著しい。ナデか。 やや粗（1－2

mm大の石英・
長石多く含
む。）

やや不良 内外面とも黄
橙色

S－170

P o　8 哩土下層 蛮 （彰15．6※
②3．7△
⑤2．5

ロ緑部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は外方へ肥厚して平坦面を
もち、凹線が巡る。口緑部下端はわ
ずかに突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい橙色
S－174

P o 9 床面 蛮 （丑18．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部13条の平行洗練。 やや粗 （1－ 良好 内外面とも浅 内面黒璃：有
②5．4△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 内面…口緑部ヨコナデ。 3mm大の石英 黄橙色～褐灰 外面スス付着
⑤3．5 屈曲する。 頸部屈曲部以下右方向ケズリ。含む。） 色 S－190

P olO 哩土下層 婆 （914．0※ 口綾部は外反気味に外傾して立ち上 外面…口綾部波状文。 密 良好 内外面とも明 口緑部赤変
（9 3．3△
⑤3．3

がる複合口緑。端部は丸い。口緑部
下端は鋭く屈曲する。

内面…ヨコナテや。 赤褐色 S－175

P oll 哩土下層 底部 ②2．2△
④4．4※

平底を呈す底部。 外面…風化著しい。
内面…ケズリ。

密 良好 外面…にぷい
赤褐色

内面‥・にぷい
黄橙色

S－176

挿表22　両脊大山遺跡出土遣物観察表（16）
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Po12 埋土下層底部 ②1．8△
④5．6※

平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ目。
内面…ケズリ。

密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色

S－177

Po13 床面 高杯 ①15．9
（911．5
④9．2

杯部は浅い皿状を呈し、端部は丸い。
筒部は細く直線的で、裾部で大きく
広がる。

内外面とも風化のため調整不明。 密 やや不良内外面とも浅
橙色

S－185

Po14 床面 高杯 ②8．8△ 筒部は細く、直線的に「ハ」字状に内外面とも風化著しい。筒部内面シ密 不良 内外面とも黄S－188

④10．0※ 開き、裾部で大きく広がる。 ポリ目残る。 橙色

Po15 床面 高杯 （99．5△
④10．0※

筒部は細く直線的で、裾部で大きく
広がる。

内外面とも風化のため調整不明。 密 不良 内外面とも浅
黄橙色

S－194

Po16 哩土下層高杯 ②7．2△ 筒部は直線的に「ハ」字状に開き、外面…風化著しいが、筒部縦方向ハ密 良好 内外面とも赤S－186
④10．2※ 裾部で大きく広がる。 ケ目が認められる。

内面…風化著しいが、筒部シポリ目
残る。

色

Po17 床面 高杯 ①24．6※
②6．9△

平らな底部から屈曲して大きく開く

杯部をもつ高杯。端部は外反し丸い。
屈曲部には不明瞭な稜がつく。

内外面とも風化のため調整不明。 密（1mm大の
砂粒を含む。）

良好 内外面とも橙
色

S－184

Po18 床面 高杯 ①22．4※
②6．2△

にぷい屈曲部をもつ高杯杯部。端部

は丸い。

内外面とも風化のため調整不明。 密 不良 内外面とも浅
黄橙色

S－191

Po19 埋土下層鼓形器台 （94．9△ 大きく外反する鼓形器台上台部と思
われる。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 外面…灰白色
内面…浅黄色

～黄灰
色

S－193

Po20 床面 小型丸底壷（丑7．9 口緑部はわずかに外傾する「く」字外面…ナデ。 密 やや不良内外面とも暗S－181
②7．5
③9．2

状口緑。端部は鋭くつまみあげられ

る。胴部は扁球形を呈す。胴部最大
径が口径を上回る。

内面‥・口縁部ヨコナデ。

胴部ケズリ。底部指頭庄痕残
る。

赤褐色

Po21 床面 小型丸底壷②4．2△
③8．7

扁球形の胴部をもつ小型丸底壷。 外面…風化のため調整不明。

内面・‥風化著しいが、指頭圧痕残る。

密 やや不良内外面とも明
橙褐色

S－182

Po22 埋土下層蓋 （97．9 体部は「ハ」字状に大きく開き、端外面・＿‥ナデ。 密 良好 外面…橙色－体部外面黒斑

④16．0※ 部は平坦面をもつ。つまみは大きく
中凹みとなる。

内面…ケズリ後ナデ。 褐灰色
内面…明黄褐

色～褐

灰色

有
S－189

Po23 床面 台付小型鉢（診7．2△ 体部は卵形を呈し、屈曲して直立気外面…風化のため調整不明。 やや粗（1－2 良好 外面…灰黄褐脚部内面赤変

③8．6 味の口緑部をもつ。底部には低い脚
をもつ。

内面…ナデ。底部指頭庄痕残る。 mm大の石英・
長石を含む。）

色一に

ぷい橙
色

内面…にぷい
橙色

S－183

Po24 床面 土玉 径 いびつな西洋なし形を呈す。中心に手担ね成形。風化著しい。 粗（1－3mm 不良 浅黄橙色一票黒斑有

2．8－3．0
穴径
0．7－1．2

孔あl）。 大の砂粒を多
く含む。）

褐色 S－187

C S120

遺物番号 出土地点 器　　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　 の　特　徴 脂　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 哩土下層 婆 （917．2 口緑部は短くやや外傾して立ち上が 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗・（砂粒 やや不良 内外面ともに 口綾部～肩部

②27．1 る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 胴部縦～斜方向パケ目。 を多く含む。） ぷい褐色 外面黒斑有

③25．4
⑤2．3

口緑部下端は鈍く突出し、下膨らみ
となる。胴部は球形を呈し、丸底と
なる。最大径はほぼ中位にある。

内面・‥口緑部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕残る。
胴部中位付近左方向ケズリ。
底部左方向ケズリ。

N －249

P o　2 哩土下層 蛮 （916．0※ ロ緑部は短く外傾して立ち上がる複 外面…ロ緑部ヨコナデ。 やや粗 （2mm 良好 内外面ともに 胴部下半外面

②24．7△ 合口緑。端部は平坦面をもつ。口緑 胴部斜方向パケ目。 大の石英・砂 ぷい橙色 スス付着

③26．2 部下端は鈍く突出する。胴部はやや 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 粒を含む。） 口緑部・肩部

⑤2．0 長い球形を呈す。最大径はほぼ中位

にある。

肩部及び底部付近指頭庄痕残
る。
胴部中位横方向ケズリ。

黒鍵有

N －254

P o　3 哩土下層 婆 （919．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面・‥口緑部＋頸部ヨコナデ。 やや粗（石英・良好 内外面とも淡 胴部外面異境

②18．1△ 緑。端部は肥厚し、平坦面をもつ。 肩部縦方向パケ目後横方向ハ 砂粒多く　含 橙色 有

③27．2※
⑤2．4

口緑部下端は鈍く屈曲する。胴部は

球形を呈す。

ケ目。
以下斜方向パケ目。

内面‥・口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部以下左方向ケズリ。

む。） N －267

P o 4 埋土下層 婆 ①13．9※ 口緑部は短く、ほぼ直立する複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 やや不良 内外面ともに 胴部外面スス

②19．7△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 肩部縦方向パケ目。 ぷい橙色 付着

③22．8
⑤1．8

端は鈍く屈曲し、下膨らみとなる。

胴部はやや長胴の球形を呈す。最大
径はほぼ中位にある。

以下横方向パケ目。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕残る。
以下左方向ケズリ。

S－227

P o　5 哩土下層 蛮 （916．4※ 口緑部は短く、外傾して立ち上がる 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗（石英 良好 内外面とも淡 肩部外面スス

②17．9△ 複合口緑。端部は平坦面をもつ。口 肩部横方向パケ目。 を多く含む。） 黄褐色 付着

③24．3※
⑤2．0

縁部下端は鈍く突出する。胴部は肩
が大きく張り、やや長胴の球形を呈
す。

以下斜方向パケ日。

内面…口緑部ヨコナデ。
肩部以下左方向ケズリ。

N －259

P o　6 哩土下層 蛮 ①16．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部一頚部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに N －266
②15．0△
③21．8※
⑤2．2

緑。端部は内傾する平坦面をもつ。

口緑部下端は鈍く突出する。胴部は

．球形を呈す。

肩部横方向粗いパケ目。
内面…口緑部一頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕。
以下左方向ケズリ。

ぷい黄橙色

挿表23　両脊大山遺跡出土遺物観察表（17）
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P o 7 哩土下層 婆 （915．4※ 口綾部はやや外傾して立ち上がる複 外面…風化のため調整不明。 やや粗（石英・やや不良 内外面とも黄 口緑部・胴部
②15，．3△ 合口緑。端部は肥厚し、平坦面をも 胴部下半縦方向パケ目が認め 砂粒多く合 橙色 外面黒斑有
③22．1※

（9 2．4

つ。口緑部下端は鈍く突出し、下膨
らみとなる。胴部は球形を呈す。

られる。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭圧痕残る。
以下左方向ケズリ。

む。） N－257

P o 8 哩土下層 婆 ①14．0※ 口緑部は短く、外傾して立ち上がる 外面…口綾部ヨコナデ。 やや粗 （2mm 良好 内外面ともに 胴部外面黒斑
（診13．0△ 複合口緑。端部は肥厚し、内傾する 肩部以下横～斜方向粗いパケ 大の砂粒を合 ぷい黄橙色 有
⑤2．2 平坦面をもつ。口綾部下端は鈍く突

出する。胴部は肩が大きく張る。

目。
内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕残る。
以下左方向ケズリ。

む。） N－260

P o 9 哩土下層 璽 （丑20．0※ 口綾部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…ヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも淡 N －264
②8．0△
⑤2．5

部は肥厚し平坦面をもつ。口綾部下

端は鈍く屈曲する。

内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕残る。
橙色

P olO 哩土下層 璽 ①15．6※ 口緑部は短く外傾して立ち上がる複 外面…風化のため調整不明。 やや粗（1mm 良好 外面…灰白色 N －256
②10．2△ 合口緑。端部は内傾する平坦面をも 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 大の砂粒を多 内面‥・にぷい
⑤2．0 つ。口綾部下端は鈍く突出する。胴

部は球形を呈す。
肩部以下左方向ケズリ。 く含む。） 黄褐色

P oll 哩土下層 璽 ①18．0※ 口綾部は短くやや外反して立ち上が 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗 （2mm やや不良 外面…褐色 N －258
②7．0△ る複合口緑。端部は外方へ肥厚し、 肩部斜方向パケ目。刺突文が 大の石英を合 内面…にぷい
⑤2．1 平坦面をもつ。大きく張る肩部をも

つ。

認められる。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部右方向ケズリ。

む。） 赤褐色

P o12 哩土下層 蛮 ①15．2※ 口綾部は短く外傾して立ち上がる複 外面…口緑部ヨコナデ。端部付近刺 やや粗 （2mm 良好 内外面ともに N－255
②9．3△ 合口緑。端部は肥厚し、内傾する平 突文。 大の砂粒を多 ぷい褐色
⑤2．3 坦面をもつ。口綾部下端は鈍く突出

する。なだらかな肩部をもつ。
肩部ナデか。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
肩部以下左方向ケズリ後ナデ。

く含む。）

P o13 哩土下層 蛮 ①18．0※
②3．7△
⑤2．7

口緑部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は内傾する平坦面をもつ。

口緑部下端は鈍く突出する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも黄
橙色

N－263

P o14 哩土下層 蛮 ①16．0※
②3．6△
⑤2．4

口綾部は外傾して立ち上がる複合口
緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下
端は鈍く屈曲する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに
ぷい黄橙色

N －262

P o15 哩土下層 婆 （丑14．8※
②3．9△
⑤2．1

口緑部は短く外反気味に立ち上がる
複合口緑。端部は内傾する平坦面を
もつ。口綾部下端は鈍く屈曲する。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
N －261

P o 16 哩土下層 婆 ②26．1△ やや長胴の球形を呈す蛮胴部。底部 外面…肩部横方向粗いパケ目。 密（砂粒を合 良好 内外面ともに 外面スス付着
③23．9 は丸底となる。 以下縦方向粗いパケ目。

内面…肩部指頭庄痕残る。

以下横方向ケズリ。

む。） ぷい橙色 N －268

P o17 哩土下層 婆 ②9．5△ 球形を呈する婆胴部。 外面…斜方向粗いパケ目後、肩部に

棒状工具による逆三角形状に
3ノカ所の刺突文が施される。

内面…風化のため調整不明。

密（石英・砂
粒を含む。）

良好 内外面とも淡
黄橙色

N－265

P o18 哩土下層 姦杯 ②12．4△
④10．4

杯部は深い椀状を呈す。筒部はやや
短く直線的に開き、裾部で大きく広

がる。端部は平坦面をもつ。

外面…風化のため調整不明。
杯底部縦方向パケ目。

内面…風化のため調整不明。
筒部シポリ目残る。
裾部クモの巣状パケ目。

密 やや不良 内外面とも橙
色

N－279

P o19 哩土下層 高杯 （914．4※
②10．2

深い椀状の杯部をもつ高杯。端部は
丸い。脚部の一部を欠く。

外面…ヨコナデ。
内面‥1杯部ヨコナデ。

筒部シポリ目残る。

密 良好 内外面とも橙
色

N－246

P o20 哩土下層 高杯 （丑11．8
②6．0△

浅い椀状を呈す高杯杯部。端部は丸

い。
外面…縦方向パケ日。
内面‥・ヨコナデ。

密 良好 内外面とも凄
橙色

N －247

P o21 埋土下層 高杯 （914．2※
②6．0

椀状を呈す高杯杯部。端部は丸い。 外面…粗い斜方向パケ目。
内面…ヨコナデ。

密（砂粒を含
む。）

やや不良 内外面とも橙
色

N －244

P o22 埋土下層 高杯 （915．4※
②4．8△

浅い椀状を呈す高杯杯部。端部は丸

い。

内外面ともナデ。 密 良好 内外面とも橙
色

N －283

P o23 哩土下層 高杯 ①14．8※
②5．2△

深い椀状を呈す高杯杯部。端部は丸

い。

内外面とも風化のため調整不明。 密（1－4mm
大の石英を含

む。）

やや不良 内外面とも橙

色
Y M －13

P o24 哩土下層 高杯 ①23．0※
②16．0
④12．4※

杯部は平坦な底部から内湾気味に屈
曲外傾する口綾部をもつ。端部はや
や外反し、丸く収める。脚部は細く
直線的に開き、裾部で大きく広がる。
端部は平坦面をもつ。

外面…風化のため調整不明。ナデか。
内面…風化著しい。脚部シポリ目残

る。
裾部指頭庄痕残る。

密 良好 内外面とも橙
色

N－245

P o25

P o26

P o27

哩土下層

哩土下層

哩土下層

高杯

高杯

高杯

（923．6※ 杯部は平坦な底部から屈曲外傾する 外面・‥杯部粗い斜方向パケ目。 密

密

密

密

やや粗（2mm

良好

良好

やや不良

内外面とも赤 N－248

内外面とも赤

②13．7△

①25．4※

口緑部をもつ。端部はやや外反し、
丸く収める。筒部は直線的に開く。

やや湾曲する底部から大きく屈曲外

筒部ナデ。接続部に凹線。
内面…杯部横～斜方向粗いパケ日。

筒部シポリ目ケズリとる。

外面…縦方向パケ目。

橙色

内外面とも橙
色

内外面とも橙
色

②8．7△

②8．3△
④10．0※

傾する口綾部をもつ高杯杯部。端部
は外反し、平坦面をもつ。屈曲部に
は不明瞭な段をもつ。

筒部は細く、直線的に開き、裾部で
大きく広がる。端部は平坦面をもつ。

内面・‥暗文が放射状に入る。

内外面とも風化のため調整不明。
筒部内面シポリ目残る。

色塗彩
S－225

N －276

P o28

P o29

哩土下層

哩土下層

高杯

高杯

（9 7．4△
④10．0※

（3 5．7△

高杯脚部。筒部は直線的に開き、裾
部で大きく広がる。端部は平坦面を
もつ。

筒部は短く、内湾気味に開き、裾部

外面…筒部縦方向パケ日後縦方向ミ
ガキ。
裾部ナデ。

内面…筒部シポリ目残る。
裾部ナデ。

内外面とも風化剥離が著しい。

良好

不良

内外面とも橙
色

内外面とも淡

N－270

N－280
④8．8※ で大きく広がる。 筒部内面シポリ目残る。 大の砂粒を含

む。）
黄色

挿衷錮　南番犬山通路出藍遺物観察衷（唖
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Po30 哩土下層 高杯 （9 6．5△ 筒部は短く、「ハ」字状に開き、裾部 内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（2mm 良好 内外面とも橙 N－281

④9．0※ で大きく広がる。 杯部外面わずかに縦方向パケ目。

裾部内面パケ目が認められる。

大の砂粒を含

む。）

色

Po31 埋土下層 高杯 （む5．7△ 笛部は短く、直線的に開き、裾部で 内外面とも風化のため調整不明。 密（石英・砂 良好 内外面とも橙 N－274

④9．0※ 大きく広がる。端部は平坦面をもつ。筒部内面シポリ目残る。 粒を含む。） 色

Po32 哩土下層 高杯 ②5．7△ 筒部は短く、「ハ」字状に開き、裾部 内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（石英・やや不良内外面とも橙 N－271

④9．0 で大きく広がる。端部は平坦面をも

つ。杯接合部中央に孔有。

筒部内面シポリ目残る。 砂粒を多く含

む。）

色

Po33 哩土下層高杯 ②6．0△ 筒部はやや短く、「ハ」字状に開き、外面…ナデ。 密 良好 内外面とも橙 N－275

④9．6※・裾部で大きく広がる。端部は平坦面
をもつ。

内面…筒部シポリ日残る。
裾部ナデ。

色

Po34 埋土下層高杯 ②5．0△ 笛部は短く、「ハ」字状に開き、裾部 外面…ナデか。 密 良好 内外面とも黄 N－272
④10．0 で大きく広がる。端部は平坦面をも

つ。

・内面…箇部シポリ目残る。
裾部ナデ。

橙色

Po35 哩土下層高杯 ②5．2△ 筒部は短く、「ハ」字状に開き、裾部 内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（砂粒やや不良 内外面とも橙 N－273
④8．6※ で大きく広がる。端部は平坦面をも

つ。

筒部内面シポリ目残る。 を多く含む。） 色

Po36 哩土下層高杯 （診4．5△
④14．4

大きく広がる高杯裾部。端部は平坦
面をもつ。

内外面とも風化著しい。ヨコナデか。密 良好 内外面とも橙
色

N－269

Po37 埋土上層高杯 ②2．・5 大きく広がる高杯裾部。端部は平坦 外面…ナデか。‾ 密 良好 内外面とも明N－277

④13．2 面をもつ。 内面…パケ目。 橙色

Po38 哩土下層高杯 ②3．2△ 大きく広がる高杯裾部。端部は平坦 外面…ナデ。 密 良好 内外面とも橙 内外面とも赤

④14．4※ 面をもつ。 内面…クモの巣状パケ目。 色 色塗彩痕
N－278

Po39 哩土下層 直口壷 ①10．8 口緑部は高く外傾する「く」字状口外面‥・口緑部ヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも橙 N－252
②15．2
③14．9

緑。端部は丸い。胴部は扁球形を呈
す。

胴部中位付近斜方向パケ目。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部右方向ケズリ。

色

Po40 哩土下層 直口壷 ①9．0 口緑部は高く外傾する「く」字状口外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗（砂粒 やや不良 内外面とも橙胴部外面スス

②14．5 緑。端部は丸い。胴部は肩が張る扁 胴部肩部横方向粗いパケ目。 を含む。） 色一にぷい橙付着

③19．1 球形を呈す。 以下ナデ。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部風化のため調整不明。

色 N－251

P o41 埋土下層 直口壷 ①10．6※ 口綾部は高く外傾する「く」字状口外面・‥風化著しい。ナデか。 密 やや不良 内外面とも橙 N－243

（913．9
③14．9※

緑。端部は丸い。胴部は扁球形を呈
し、最大径はほぼ中位にある。

内面…口綾部ヨコナデ。

胴部肩および底部付近指頭庄
痕残る。

色

Po42 哩土下層 直口壷 （丑8．8※ 口緑部は高く外傾する「く」字状口外面・‥風化著しい。ナデか。 やや粗（砂粒‘やや不良 内外面とも橙 N－284

②18．4△ 緑。端部は丸い。胴部はやや扁球形
を呈す。

内面‥・口緑部ヨコナデ。
胴部肩部指頭庄痕残る。
後左方向ケズリ。

を含む。） 色

Po43 哩土下層 小型壷 （丑8．8※ 口緑部は短くやや内傾して立ち上が 外面…口緑部～頸部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも橙 外面一部黒斑

②12．8 る複合口緑。端部は平坦面をもち、 胴部肩部横方向パケ目。 色 有

③14．3 凹線が巡る。口緑部下端は鈍く突出 一部縦方向パケ目。 一部赤変

⑤1．4 する。胴部は扁球形を呈す。 中位以下横～斜方向パケ目。
内面・‥口緑部一頸部ヨコナデ。

胴部ケズリ後ナデ。
底部指頭庄痕残る。

N－250

P o44 哩土上層直口壷 ①10．8※ 口緑部はやや外傾する「く」字状口外面…口緑部横方向ミガキ。 密 良好 内外面ともにN－253

②5．2△ 緑。端部は平坦面をもつ。 屈曲部3条の凹線。

以下半裁廿管文。凹線が施さ
れる。

内面…横方向ミガキ。

ぷい橙色

Po45 哩土下層直口壷 ①9．8※
②5．0△

やや内湾気味に高く立つ「く」字状

口緑をもつ直口壷。端部は丸い。

内外面とも風化のため調整不明。 密（石英・砂
粒を含む。）

やや不良 内外面とも橙
色

YM－14

P o46 埋土下層椀 （910．8 口緑部は内湾して立ち、体部は扁平。内外面とも風化のため調整不明。ナやや粗（石英・やや不良 内外面とも橙 N－241

②4．7
③1．0

端部は丸い。 デか。 砂粒を含む。） 色

Po47 哩土下層椀 ①12．0※ 口綾部は内湾気味に立ち、体部は扁 内外面とも風化のため調整不明。ナ密（砂粒を含 良好 内外面とも橙 N－242

②4．8 平。端部は丸い。 デか。 む。） 色

Po48 哩土下層椀 ①14．2※
②4．6△

口緑部は内湾して立ち、体部は扁平。
端部は丸い。

内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（2mm
大の砂粒を多
く含む。）

やや不良 内外面とも橙
色

N－282

P o49

P o50

P o51

哩土下層

哩土上層

哩土下層

須恵器杯蓋

須恵器婆

大型壷

①13．6※

②2．9△
⑥12．3※
（9 2．3

①31．2※

口緑部は外反気味に下県　端部はノ

ミ歯状を呈す。天井部と口綾部の境
は鋭く稜がつく。

口緑部は大きく外反し、端部は平坦

内外面とも回転ナデ。

外面…8条の波条文が施される。

緻密

密

密

良好

良好

良好

内外面とも灰

色

外面…暗青灰

CH－26

0－31

内面スス付着

②3．2△

①42．0※

面をもつ。口緑部付近に鋭い突帯を
もつ。

口緑部はやや外傾して立ち上がる複

内面…回転ナデ。

外面…口緑部ヨコナデ。

色
内面…にぷい

黄灰色

外面…褐色～

②41．8△ 合口線状を呈し、端部及び口緑部下 胴部風化著しいが粗い斜方向 にぷい外面黒斑有

③70．5※ 端はタガ状の突帯をもつ。端部は平

坦面をもつ。胴部は大きく肩が張る。

パケ目。

内面…口緑部ヨコナデ。
胴部粗いパケ目。

黄橙色

内面…暗赤褐
色

S－224

挿表25　南谷大山遺跡出土遺物観察表（19）
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遺物番号‘出土地点
器　　　 種

種　類
法量 （cm） 形　態　上　の　特　徴 手　法　上　の　特　徴 脂　　 土 焼　成 色　　 調 備　　 考

P o l 床面 婆 （丑15．2※ 口緑部は短く、ほぼ直立する複合ロ 外面…風化著しい。ナデか。 やや粗（石英e やや不良 内外面英明橙 胴部外面スス
②26．2 緑。端部は肥厚し平坦面をもつ。ロ 内面‥・口緑部ヨコナデ。 砂粒を多く合 色 付着
③12．1 緑部下端は鈍く、下膨らみとなる。 肩部指頭庄痕残る。 む。） 一部赤変
⑤2．3 胴部は球形を呈す。 胴部中位左方向ケズリ。

底部付近指頭庄痕残る。
N －226

P o 2 哩土上層 婆 ①16．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…風化のため調整不明。 やや粗（石英e やや不良 内外面共橙色 N －225
②11．0△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面…風化著しいが肩部指頭庄痕。 砂粒を多く含
⑤2．5 端は鈍く屈曲する。肩部は張り、球

形を呈す。
以下右方向ケズリ。 む。）

P o 3 床面 蛮 ①15．8※ 口緑部は短く直立する複合口緑。瑞 外面…ヨコナデ。 やや粗（石英e 良好 内外面共にぶ 口緑部外面窯
②10．3△ 部は内方へ肥厚し、平坦面をもつ。 内面…口緑部から頸部ヨコナデ。 砂粒を多く合 い橙色 斑有
⑤1．7 口緑部下端は下膨らみとなる。大き

く張る肩部をもつ。
肩部指頭庄痕残る。

以下右方向ケズリ。
む。） N －224

P o 4 哩土上層 璽 ①25．0※
②4．9△
⑤4．7

口緑部は外傾して立ち上がる複合口

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

内外面ともヨコナデ。 やや粗 やや不良 内外面共にぷ

い橙色
N －208

P o　5 基盤層中 婆 ①18．6※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部風化著しいが平行洗練 粗 （石英。砂 やや不良 内外面共にぶ N－219
② 5．9△ 口緑。端部は肥厚し、丸い。口緑部 が認められる。 粒を多く　合 い橙色
⑤3．3 下端は鋭く屈曲する。 内面・‥口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

む。）

P o　6 基盤層中 璽 ①18．6※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面・‥口緑部ヨコナデ。 やや粗（石英e 良 内外面共にぶ 口綾部外面黒
②5．0△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 内面‥・口緑部ヨコナデ。 砂粒を多く合 い橙色 斑有
⑤3．1 屈曲する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。む。） N－218

P o　7 基盤層中 璽 （彰17．0※

（9 5．5△
⑤3．7

ロ緑部は外反気味に立ち上がる複合

口緑。端部は丸い。ロ綾部下端はわ
ずかに下垂する。

内外面とも風化のため調整不明。 やや粗（1－2

mm大の石英。
砂粒を多く含
む。）

良好 内外面共橙色 N－217

P o　8 哩土下層 蛮 ①21．8※ 口綾部は厚手でほぼ直立する複合口 外面…口緑部波状文後一部ナデ消し。やや粗 やや不良 内外面其橙色 内面に赤色塗
②7．0△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 肩部波状文が認められる。 彩痕
⑤3．9 屈曲する。 内面…口綾部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下ケズリ。
N－221

P o 9 哩土下層 蜜 ①16．4※ 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…ロ緑部波状文後一部ナデ消し。密 （砂粒を合 良好 内外面共黒褐 N－222
（診5．7△
⑤3．6

部は丸い。口緑部下端は鋭く屈曲す
る。なだらかを肩部をもつ。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部横方向ミガキ。
頸部屈曲部以下ケズリ。

む。） 色

P olO 哩土下層 璽 ①16．6※ ロ緑部は厚手で外反気味に立ち上が 外面…口緑蔀波状文後一部ナデ消し。密（砂粒をわ 良好 内外南下橙色 N－223
② 4．4△
⑤3．1

る複合口緑。端部は平坦面をもつ。

口緑部下端は丸く屈曲する。

内面‥・口緑部～頸部ヨコナデ。

頸部以下左方向ケズリ。
ずかに含む。）

P oll 哩土下層 蛮 ①17．8※ 口緑部はほぼ直立する複合口緑。端 外面…風化著しいが、口綾部平行沈 やや粗（砂粒 やや不良 内外面共にぶ N－220＿
②4．7△
⑤3．5

部は丸い。口緑部下端はわずかに下

垂する。

線が認められる。

内面…口緑部ヨコナデ。

’頸部屈曲部以下ケズリ。

を多く含む。） い橙色

P o 12 哩土下層 璽 ①15．0※
②4．3△

⑤2．7

口緑部は外反気味に立ち上がる複合

口緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭
く屈曲する。

内外面とも風化のため調整不明。 密（1mm大の
石英を多く含

む。）

良好 内外面共橙色 N －216

P o13 哩土下層 高杯 ①17．8※
②5．3△

椀状を呈す高杯杯部。端部は大きく
外方へ折れる。

内外面ともヨコナデ。 密 良好 内外面共橙色 N －228

P o14 哩土下層 高杯 ①14．2

（3 3．3△
椀状を呈す高杯杯部。 内外面とも風化著しい。ナデか。 密 良 内外面共にぷ

い橙色

赤色塗彩痕
N －227

P o15 哩土上層 高杯 （丑15．6 椀状を呈す杯部をもつ高杯。端部は 内外面とも風化著しい。ナデか。 密（石英・砂 やや不良 外面…橙色 杯部外面黒斑
②8．0△ 丸い。筒部は細い。 粒を含む。） 内面・‥明赤褐

色
有
Y M －12

P o16 基盤層中 高杯 ①16．2※ やや丸味をもつ底部から大きく屈曲 内外面ともヨコナデ。 密（徴砂粒を やや不良 内外面共にぶ 内外面に赤色
（9 4．6△ 外傾する口綾部をもつ高杯杯部。屈

曲部には不明瞭な段がつく。
わずかに含
む。）

い褐色 塗彩痕
N －229

P o17 哩土上層 高杯 （9 1．6△
④10．0

大きく広がる高杯裾部。 内外面とも風化著しい。 密 良 内外面共橙色 N －230

P o18 基盤層中 土玉 径　 2．7
穴径0．8
重さ14．4g

いびつな球形を呈す。中心に孔あり。手捏ね成形後ナデ。 密 良好 にぷい橙色 N －231

P o19 哩土上層 樽型施 ②15．1△ 口緑部を欠損する。体部は樽を横に 外面…肩部に凹線を約3cm間隔に3 密 良好 内外面とも淡 0 －25
③18．1※

側面径9．4
※

したような形を呈す。体部側面は被
蓋され、被蓋接合部に突帯をめぐら
す。

条巡らしその間に1条9本の
波状文を2条ずつ施す。
他は回転ナデ。

内面‥・回転ナデ。

灰色

掘立社建物跡

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上 ．の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 母台　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l ・C S B Ol 蛮 ② 2．6△ 口緑部は外傾する複合口緑。端部 を 外面…ロ緑部波状文。 密 （砂粒を合 良好 外面…淡褐色 口緑部外面ス
P 6 内 欠 く。口緑部下端は鋭 く屈曲する。 内面…ヨコナデ。 む。） 内面・‥黒褐色 ス付着

内面黒璃：有

N －172

P o　2 C S B Ol 鼓形器台 （丑16．0※ 外反気味に 「ハ」字状 に開く鼓形器 外面…ヨコナデ。 密 （1 － 2 mm 良好 内外面 とも黄 N －171
P 2 内 ② 3．5△ 台脚台部 と思われる。端部は丸い。 内面…左方向ケズリ。

端部ヨコナデ。
大の砂粒をわ
ずかに含む。）

橙色

挿表26　両谷大山遺跡出土遣物観察衰（20）
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土坑0土堀

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 河台　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l C S K O l 蛮 ② 3．4△ 口緑部 は肉厚で外反気味に立ち上が 外面…ロ緑部波状文。 密 （1 mm前後 良好 内外面 とも橙 外面スス付着

埋土下層 る複合口緑。端部 を欠 く。口緑部下

端は屈曲する。
内面…ヨコナデ。 の石英を多 く

含む。）

色 S －21

P o l C S K O4 璽 （診 3．5△ ほぼ まっすぐに立ち上がる複合口緑 外面…禍描き平行洗練。 密 （砂粒をわ 良 内外面共橙色 外面スス付着

哩土下層 を有する。下端は屈曲する。 内面…口緑ナデ。
頸部右方向ケズリ。

ずかに含む。） N －153

P o l C S K O5
哩土下層

蓋 ② 1．9△ 蓋のつまみ。 外面…ヨコナデ。
内面…右方向ケズ リ。

やや粗 （砂粒

を含む。）

良 内外面共にぷ

い橙色
N －154

P o l C S K O 7 一二ヒ：亜： （9 17．4※ 外反気味に外傾 して立ち上がる複合 外面…口緑部～頸部 ヨコナデ。 やや粗 （砂粒 良好 内外面共橙色 N －169
哩土上層 （3 11．3△

⑤ 3．9
口緑を有する。端部は丸く下端は外
方に突出。なだ らかな肩部をもつ。

肩部栴描 き波状文。
肩部以下ナデ。

内面…口綾部一頸部 ヨコナデ。
胴部右方向ケズリ。

を多く含む。）

P o　2 C S K O 7 蛮 ①17．0※ 外反気味に外傾 して立ち上がる複合 外面…口緑部 ヨコナデ。 密 （徴砂粒を 良好 内面…明橙色 外面スス付着

底面 ② 9．1△
⑤ 3．7

口緑を有す る。端部は丸 く下端は鋭
く外方へ突出。

肩部栴描 き波状文。
栴描き平行洗練。パケ目。

内面…口緑部～頸部 ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズリ。

含む。） 外面…橙色 N －170

P o　3 C S K O 7
哩土上層

聾 （9 15．0※
② 7．0△
⑤ 3．3

外反気味に外傾 しなが ら立ち上がる
複合 口緑を有する。端部は丸く下端
は鈍 く屈曲。

内外面共に風化著 しく不明。 やや粗 不良 内外面共淡黄
色

N －168

P o　4 C S K O 7 高杯 ①18．2※ 椀状の杯部 を有する高杯杯部。端部 内外面共にナデ。 密 （徴砂粒を 良好 内外面共赤褐 N －16 6
哩土上層 （9 6．2△ は丸い。 含む。） 色

P o　5 C S K O 7 低脚杯 ①13．2 やや浅 い皿状の杯部をもつ低脚杯。 外面… ヨコナデ。 密 （砂粒をわ 良好 内外面共橙色 N －16 7
哩土上層 ② 5．0

④10．0
端部は丸 くやや外反す る。短い脚部

は大 きく 「ハ」字状に広がる。

内面…端部ヨコナデ。
杯部左方向ケズ リ後ナデ。

ずかに含む。）

P o l C S K 18 璽 （彰14．6※ わずかに外傾 して立ち上がる複合 口 外面‥・口緑～頸部ナデ。 密 （1 － 2 mm 良好 内面…茶褐色 N －17 3

底面 （3 10．5△ 緑を有する。端部 はやや肥厚し押 さ 肩部風化が著 しく不明。パケ 大の石英を合 外面‥・にぷい
⑤ 2．2 えられている。下端は鈍 く屈曲す る。

肩部はやや張る。
目か。
胴部ナデ。

内面…口緑～頸部ナデ。

胴部ケズ リ後ナデ。指頭庄痕
有。

む。） 橙色

P o　2 C S K 18 高杯 ② 4．1△ 椀状の杯部 を有する高杯杯部。 外面…口緑ナデ。 密 （徴砂粒を 良好 内面…灰褐色 N －174
底面 ⑤ 2．2 肩部わずかにパケメの跡がみ

られるが風化が著 しく不明。
胴部ナデ。

内面…口緑ナデ。
胴部ケズ リ後ナデ。指頭圧痕
有。

わ ず か に 含

む。）

外面…茶褐色

P o l C S K 19 鼓形器台 （9 5．7△ 逆 「ハ」字状に広がる鼓形器台上台 外面…ナデ。 やや粗 （砂粒 良好 内外面共橙色 N －175
底面 部。全体的に厚手。 内面…ケズ リ後ナデ。 を多く含む。）

段状過構

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l C S S O3 璽 ①14．8 外反気味に立ち上が る複合口緑 をも 外面…口緑部栴描平行洗練。 やや粗 良好 内外面 とも橙 内 外 面 共 ス
P 26内 （9 2 1．8 つ。端部は少 し尖 り口緑部下端は下 肩部波状文。 色 ス ・黒璃…有

③17．8
④ 2．0
⑤ 3．0

垂する。胴部は倒卵形を呈す。底部

は平底。

胴部縦方向パケ目。
内面…口緑部ヨコナデ。

肩部左方向へラケズ リ。

胴部上方向へラケズ リ。

S －166

P o　2 C S S O3 婆 ①20．3※ 外反気味に立ち上がる複合口緑 を有 外面…口緑部 9条の平行洗練。 密 （1mm大の 良好 内外面 ともに 外面スス付着
哩土下層 ② 5．4△

⑤ 3．6
す る。端部は外傾する平坦面をもつ。

口緑部下端はわずかに下垂する。

内面…口緑部一頸部ヨコナデ。

頸部以下左方向ケズ リ。

砂粒を含む。） ぷい黄褐色 K －2

P o　3 C S S O3 聾 （》19．6※ 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…口緑部 8条の平行洗練。 密 （1 －2 mm 良好 内外面 ともに 口綾部外面ス

哩土下層 ② 4．6△ る。端部は丸い。口綾部下端はわず 内面…口綾部 ヨゴナデ。 大 の 石 英 合 ぷい黄橙色 ス付着

⑤ 3．3 かに下垂する。 頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。む。） T 1 1

P o　4 C S S O3 蛮 ①13．2※ ほぼ直立する複合口緑を有す。端部 外面・‥口緑部10条の平行洗練。 密 （1 －2 mm 良好 内外面 とも褐 外面スス付着

哩土上層 ② 5．1△ は丸い。 口緑部下端はわずかに下垂 内面…口緑部 ヨコナデ。 大 の 石 英 含 色 0 －13
⑤ 2，7 す る。 頸部屈曲部以下ケズ リ。 む。）

P o　5 C S S O3 璽 ①14．8※ 外反しながら外傾 して立ち上がる複 外面…ロ緑端部ヨコナデ。 密 （1 －2 mm 良好 内外面 とも橙 N －162
哩土下層 ② 3．8△ 合 口緑。端部は平坦面 をもつ。 口緑 端部以下栴描き波状文。ナデ 大の砂粒を多 色

⑤ 3．0 部下端は外方へ突出する。やや肉厚。 消 し。
頸部 ヨコナデ。

内面…ヨコナテい。

く含む。）

P o　6 C S S O3 婆 ①39．6※ 外反気味に直立する複合口緑を有す 外面‥・ヨコナデ。 密 （1 －2 mm 良好 内外面 とも橙 外面スス付着

哩土上層 ② 6．7 る。端部は外傾する平坦面 をもつ。 内面…口綾部 ヨコナデ。 大 の 石 英 合 色 T －2
⑤ 3．2 口緑部下端は下垂す る。 頸部屈曲部以下ケズ リ。 む。）

P o　7 C S S O3 璽 （丑15．0※ 外傾気味に立ち上が る複合口緑を有 外面…口緑ナデ。 密 （1 ～3 mm 良好 内外面 とも褐 S －201
埋土下層 ② 8．0△ する。端部はわずかに外反し丸みを 胴部貝による押引き。 の 石 英 を合 灰色一橙色

⑤ 3．9 もつ。口緑部下端は鋭 く屈曲。肩部

はあまり張らない。

内面…口綾部～頸部ナデ。
胴部横方向ケズリ。

む。）

P o　8 C S S O3 婆 ①17．2※ 外反気味にほぼまっすぐ立ち上がる 外面‥・口緑部風化著しい。ナデか。 密 （徴砂粒 を 良好 内外面共にぶ 外面にスス付
西斜面 ② 5．7△ 複合口緑 を有する婆。端部は平坦面 頸部 ヨコナデ。押 し引 き洗練 含む。） い黄橙色 着
哩土下層 ⑤ 3．8 をもつ。 口緑部下端は鋭 く屈曲する。 後波状文。

内面・‥口緑部～頸部ナデ。

頸部左方向ケズリ。

N －158

挿表27　南谷大山遺跡出土遣物観察表（21）
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段状遺構

P o　9 C S S O3 聾 （彰17．6 やや外反気味に外傾 して立ち上がる 外面…ヨコナデ。 密 （1 －2 mm 良好 内外面 とも黄 口緑部外面ス
P 28内 ② 8 ．1△ 複合口緑 を有する。端部は丸 く口緑 内面…口綾部一頸部風化のため不明。の石英を多 く 橙色 ス付着

⑤ 2 ．1 部下端は鈍 く屈曲す る。肩部はやや
張る。

ヨコナデか。
肩部左方向ケズリ。

含む。） 0 －16

P o lO C S S O3 婆 （丑14．0※ 外反気味に外傾して立ち上がる複合 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも浅 口緑部外面ス
哩土下層 ② 5．9△ 口緑 を有す。端部は薄 く、 口緑部下 ‾内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 黄橙色 ス付着

⑤ 3．3 端は鋭 く、短 く突出する。 頸部以下ケズ リ。 0 －12

P o ll C S S O3 聾 ①13．0※ 外反気味に立ち上がる複合 口緑を有 外面‥・ヨコナデ。 密 （1mm以下 良好 内外面 ともに 口緑部外面ス
哩土下層 ② 5．0△ する。端部 は丸い。口緑部下端は鋭 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 の石英 ・輝石 ぷい黄橙色 ス付着

⑤ 3．0 く短 く突出する。 頸部以下右方向ケズ リ。 を含む。） F Y － 6

P o 12 C S S O3 璽 ①24．2※ やや外反気味に外傾 しなが ら立ち上 外面…口緑部～頸部 ヨコナデ。 密 （2 mm大の 良好 内外面 とも橙 N －165
哩土下層 ②13．7△

⑤ 4．3
がる複合口緑を有する。端部は丸 く、

口緑部下端は鋭 く外方へ突出する。
なだ らかな肩部をもつ。

胴部風化著 しく不明。かすか

に柄描洗練が残る。
内面… 口緑部～頸部ナデ。

胴部左方向ケズ リ。

砂粒を含む。） 色

P o 13 C S S O 3 璽 ①18．2※ 外傾 して立ち上がる複合口緑 を有す 内外面 とも風化著 しい。肩部外面波 密 良好‾ 内外面とも浅 口緑部外面ス
哩土下層 ② 7．8△

⑤ 3．1
る。端部は平坦面 をもち、口緑部下
端は鈍 く突出する。なだらかな肩部
をもつ。

状文が認められる。 黄橙色 ス付着

0 －17

P o 14 C S S O3 蛮 ①14．2※ 外反 しなが ら内傾 して立ち上がる複 外面‥・ヨコナデ。 密 （砂粒を含 良好 内外面とも橙 N －15 7
哩土下層 （9 5．0△

⑤ 3．8
合口緑。端部は平坦面をもち、口緑
部下端は鋭 く外方に突出。

内面…剥離 している。ナデか。 む。） 色

P o 15 C S S O3 婆 ①19．8※ 外傾 して立ち上がる複合口緑を有す 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも橙 N －156
哩土下層 ② 5．7△

⑤ 3．4
る。端部は平坦面をもち、口緑部下

端は鋭 く外方へ突出。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部左方向のケズリ。
色

P o 16 C S S O3 婆 （丑16．0※ 外反気味に外傾 して立 ち上がる複合 内外面 ともにヨコナデ。 密 ．良好 内外面 とも橙 N －161
西斜面
哩土下層

② 4．0△
⑤ 3．7

口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部
下端は外方へ鋭 く突出。

色

P o 17 C S S O3 蛮 ①15．0※ 外傾 しながら立ち上がる複合口緑 を 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも淡 外面にスス付
着

N －155

哩土下層 ② 4．6△
⑤ 3．4

有す る。端部に平坦面 をもつ。口緑
部下端は鋭 く外方へ突出。

内面…ナデ。 橙色

P o 18 C S S O 3 注口付壷 ①14．9 外反気味に外傾する複合口緑 を有す 外面…口緑部～頸部 ヨコナデ。 密 （1 mm前後 良好 内外面とも橙
色

S －198
哩土下層 （9 12．0△ る。端部は丸 く、下端はやや下垂す 注口部パケ日。 の 石英 を 含

⑤ 3．6 る。肩部はやや張 り注 口部を有する。 肩部波状文。パケ状工具によ

る刺突文。胴部横方向パケ日。
内面…口綾部～頸部 ヨコナデ。

肩部右方向ケズリ。

む。）

P o 19 C S S O3
哩土下層

胴部 （3 4．3△ 肩のあまり張らない胴部。 外面‥・肩部平行洗練。波状文が施 さ

れる。
内面…頸部ヨコナデ。

胴部左方向ケズリ。

密 （1 mm程度

の砂 粒 を含
む。）

良好 内面…灰黄褐

色
外面…黄褐色

N －16 3

P o 20 C S S O3 底部 ②15．5△ 蜜胴部～底部 と思われる。胴部はス 外面…縦方向パケ目。 密 良好 内外面共に浅 外面スス付着
哩土下層 ④ 4 ．2 マー トで倒卵形 を呈すと思われ、不

明瞭な平底を呈す。
内面‥」二方向ケズリ。

底部付近指頭圧痕残る。
黄橙色 S －216

P o 21 C S S O3
哩土下層

高杯 ？ （丑14 ．4※
（9 3．5△

浅い椀状の高杯杯部。端部は丸い。 外面…ヨコナデ。斜方向パケ目。
内面…ケズリ後ナデ。

密 良好 内外面 とも橙
色

N －164

P o 22 C S S O3 高杯 ②10．3△ 太 く円筒状の筒部をもち、裾部でゆ 外面…ナデか。 密 良好 内外面 ともに S －215
哩土下層 るやかに広がる。 縦方向ミガキがかすかに残る。

内面…シポリ目ケズ リ取 り後ナデ。
浅黄橙色

P o l C S S O 4 －∃こナ宝互 （丑20．2※ 口緑部 は大 きく外傾 して立ち上がる 外面・‥口緑部～頸部ヨコナデ。 密 （徴 砂 合 良好 内外面 ともに N －127
哩土下層 ② 9．0△

⑤ 3．5
複合 口緑。端部は外方へ肥厚し、平
坦面をもつ。口緑部下端は鋭 く突出
する。大きく張る肩部 をもつ。

肩部波状文が一部認め られる。
内面…口緑部～頸部 ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズ リ。

む。） ぷい黄橙色

P o　2 C S S O4 璽 ①12．5※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合 口 外面‥・口綾部 ヨコナデ。 密 （わずかに 良好 内外面 とも淡 胴部外面スス
P 2 内 ②17．0△ 緑。端部は平坦面 をもつ。口緑部下 胴部横方向粗いパケ目後一部 砂粒を含む。） 黄色 付着

⑤ 2．5 端は鋭 く突出する。胴部 は球形を呈
し、ほぼ中位に最大径をもつ。

縦方向パケ目。
内面‥・口緑部 ヨコナデ。

肩部～中位指頭庄痕後左方向
ケズ リ。

N －100

P o　3 C S S O4 蛮 ①20．6※ 口緑部は肉薄で、高 く外反 して立ち 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 外面…淡黄色 N －92
哩土下層 ② 6．7△

⑤ 3．5
上がる複合口緑。端部は平坦面 をも

つ。口緑部下端は鋭 く引き出される。
口緑部下端～頚部平行洗練が
施 される。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
肩部以下右方向ケズリ。

内面…橙色

P o 4

P o　5

P o　6

P o　7

P o　8

C S S O4 蛮

婆

婆

蛮

婆

①14 ．7※ 口緑部は外反 して立ち上がる複合口 外面…口綾部ヨコナデ。 密 （3mm大の 良好

良好

良好

良好

良好

内外面とも浅 K － 6

N －89

口緑部外面ス

哩土下層

C S S O4

②18 ．9△
③20．7※
⑤ 2．5

①16．0※

緑。 端部は平坦面 をもつ。口緑部下
端は鋭 く突出する。胴部は肩がやや
張 り、球形状を呈す。

口緑部は高 く外反して立ち上がる複

肩部平行洗練。
横方向パケ目が施される。

胴部下半風化のため調整不明。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズ リ。

外面…口緑部 ヨコナデ。

石英含む。）

密

密 （砂粒を合

黄橙色

内外面 とも淡
哩土下層

C S S O 4

（9 6．8△
⑤ 3．4

①17．2※

合口緑。端部は平坦面 をもち、凹む。

口綾部下端は鋭 く引き出される。肩
部が大きく張る。

口綾部は外反 して立ち上がる複合 口

肩部横方向パケ目後刺突文が
施される。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズ リ後ナデ。

外面… 口緑部 ヨコナデ。

黄色

内外面とも黄
哩土下層

C S S O4

（診 8．3△ 緑。端部は薄 く丸い。 口緑部下端は 一部平行洗練が施される。 む。）

密 （わずかに

橙色

内外面 とも淡

ス付着
⑤ 3．5

①16．4※

鋭 く突出す る。肩部はあまり張らな

い。

口綾部はやや短 く外傾 して立ち上が

肩部波状文が施される。
内面…口緑部 ヨコナデ。

頸部横方向 ミガキ。
頸部以下右方向ケズリ。

外面…口緑部ヨコナデ。

N －96

口緑部外面ス
哩土下層

C S S O4

② 4．5△ る複合口緑。端部は平坦面をもつ。 下端部付近洗練が施される。 砂粒を含む。）

密

橙色

内外面 とも淡

ス付着
⑤ 2．8 口綾部下端は鋭 く引きだされる。 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部以下ケズリ。
N －‾93

①1 6．0※ 口緑部はやや短 く外反気味に立ち上 外面‥、口緑部ヨコナデ。 N －91
哩土上層 ② 4．4△

⑤ 2．6
が る複合 口緑。端部は丸い。口綾部
下端は鋭 く突出する。

一部平行洗練が施される。
内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

頸部以下ケズ リ。

黄色

挿喪朋　南番東山通路出立逮物観察表（22）
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段状適甫

P o 9 C S S O4 蛮 ① 16．0※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 ともに N －102

埋土下層 ② 4．7△
⑤ 3．3

緑。端部は内方へ肥厚 して平坦面を
もつ。口緑部下端は鋭 ぐ短 く突出す

る。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

ぷい黄橙色

P o lO C S S O4
哩土下層

蛮 ①16．0※

（9 3．3△
⑤ 2．8

口緑部は外反 して立ち上がる複合 ロ
緑。端部は内方へ肥厚 し、平坦画を

もつ。口緑部下端 は鈍 く屈曲する。

内外面 ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色

N r ll l

P o l l C S S O 4
哩土上層

蛮 ①17．4※

② 5．0△
⑤ 3．6

口綾部は肉薄で高く外反気味 に立ち

上がる複合 口緑こ　端部は平坦面をも

つ。 口緑部下端は鋭 く引き出される。

内外面 ともヨコナデ。 ・密 良好 外面∴黄橙色
内面…にぷい

橙色

N －9 7

P o 12 C S S O4 婆 （9 14．4※ 口緑部はやや外傾して立ち上がる複 外面… ヨコナデ。 密 （わずかに 良好 内外面とも橙
色

口綾部外面ス

哩土上層 ② 4．8△ 合口緑。端部は外方へ折れ平坦面 を 内面… ロ緑部～頚部 ヨコナデ。 砂粒を含む。） ス付着

⑤ 3．1 もつ。口緑部下瑞は鋭く突出する。 頸部以下右方向ケズ リ。 N －133

P o 13 C S S O4

埋土上層

婆 ①16．2※
② 3．1△
⑤ 2．6

ロ緑部はやや短 く、外傾 して立ち上
がる複合 口緑。端部は平坦面をもつ。

ロ緑部下端は鋭 く引 き出される。

内外面 ともヨコナデ。 密 良好 内外面 とも淡

黄色
N －90

P o 14 C S S O4 璽 ①17．8※ 口緑部は肉薄で外反 して立ち上がる 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも淡 N －95

埋土下層 ② 4．3△
⑤ 3．1

複合口緑。端部 は丸い。 ロ緑部下端

は鋭 く突出する。

内面‥・口緑部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズ リ。

黄色

P o 15 C S S O4 蛮 （丑16 ．0※ 口緑部は外反 して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。風化 している。 密 やや不良 内外面 とも浅 N －98

哩土下層 ② 6 ．2△
⑤ 3．0

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭 く突出する。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部以下左方向ケズリ。

黄橙色

P o 16 C S S O4 蛮 （9 14．2※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 （1 mm大の 良好 内外面 とも淡 口緑部外面ス

埋土下層 ② 4．5△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 砂粒を含む。） 黄褐色 ス付着

⑤ 2．7 端は鋭 く引 き出される。 頸部以下右方向ケズリ。 N －88

P o 17 C S S O4 蛮 ① 17．0※ 口綾部はやや低 く外傾 して立ち上が 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも浅 N －94

埋土下層 （診 4．9△
⑤ 2．8

る複合 口緑。端部は平坦面をもち凹
む。口緑部下端は鋭 く引き出される。

内面…口綾部～頸部 ヨコナデ。

肩部以下右方向ケズリ。

黄橙色

P o 18 C S S O4 璽 ① 16．4※ 口緑部は短 く内湾気味に立ち上がる 内外面 ともヨコナデ。 密 （砂粒を含 良好 内外面ともに N －11 0

哩土下層 （診 3．6△
⑤ 2．6

複合口緑。端部は丸い。口緑部下端

は鈍 く屈曲する。

む。） ぷい橙灰色

P o 19 C S S O4 婆 （9 16．2※ 口緑部 は短 く外反して立ち上がる複 内外面 ともヨコナデ。 密 （徴 砂 含 良好 内外面ともに N －1 12

哩土下層 ② 3．0△
⑤ 1．8

合口緑。端部は丸 く、口緑部下端は
丸味をもって屈曲する。

む。） ぷい黄橙色

P o 2 0 C S S O 4 蛮 ① 22．2※ ロ緑部は外反 して立ち上がる複合口 外面…口緑部波状文。 密 （徴 砂 含 良好 内外面 ともに 口緑部外面ス

埋土下層 ② 5．9△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭 く 内面…ロ緑部横方向ミガキ。 む。） ぷい褐色 ス付着

⑤ 4．1 屈曲する。 頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。 頸部外面黒斑
有

N －109

P o 21 C S S O4 婆 （9 18．8※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…口緑部波状文後上半部平行沈 密 （1 mm大の 良好 内外面 とも淡 N 一二105

哩土下層 （9 5 ．9△
⑤ 3 ．5

緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下

端は鋭 く屈曲する。

線。
後一部ナデ消 し。

内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

砂粒 を含む。） 橙色

P o 22 C S S O4 蛮 ①1 6．0※ 口緑部は外反 して立ち上がる複合口 外面…口緑部14条の平行洗練。 密 （1 mm大の 良好 内外面 ともに 外面スス付着

哩土下層 ② 6．2△
⑤ 3．9

緑。端部 は丸い。 ロ綾部下端はわず

かに下垂する。

肩部洗練が施される。

内面…ロ緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下左方向ケズリ。

砂粒を含む。） ぷい黄橙色 N －107

P o 23 C S S O4 璽 ①2 0．0※ 口緑部はやや外傾 して立 ち上がる複 外面…口緑部1 1条の平行洗練。 密 （砂粒 を含 良好 内外面 ともに ロ緑部外面ス

埋土上層 ② 4．5△ 合口緑。端部は丸い。 口綾部下端は 内面…口緑部～頸部 ヨコナデ。 む。） ぷい橙色 ス付着

⑤ 2．8 鈍 く屈曲する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。 N －134

P o 24 C S S O4 蛮 ① 17．2※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部平行洗練後一部ナデ消 密 良好 内外面ともに ．N －103

哩土下層 ② 5．2△

⑤ 3．4

緑。端部は外傾す る平坦面をもつ。

口緑部下端は鋭 く屈曲する。

し。
頸部縦方向パケ目後横方向ミ

ガキ。
内面…口緑部横方向ミガキ。

頸部以下ケズリ。

ぷい橙色

P o 2 5 C S S O 4 璽 ① 17．0※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ロ緑部平行洗練後一部ナデ消 密 （砂粒をわ 良好 内外面 とも橙 N －104

埋土下層 ② 4．9△
⑤ 3．3

口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部

下端は鈍 く屈曲する。
し。

内面…口緑部 ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。

ずかに含む。） 色

P o 2 6

P o 27

P o 28

P o 29

P o 30

P o 31

P o 32

C S S O4
哩土上層

C S S O4

璽

璽

婆

璽

聾

蛮

底部

①13．6※
② 4．2△
⑤ 3．1

（9 16．0※

口緑部は肉厚で外傾 して立ち上がる
複合口緑。端部は丸い。口緑部下端

は鈍 く突出する。

口緑部は肉厚で外傾 して立ち上がる

内外面 ともヨコナデ。

外面…口綾部波状文後一部ナデ消 し。

密

密 （1 － 2 mm

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

内外面 とも赤
灰色

内外面 ともに

N －139

外面黒斑有

哩土下層 ② 4．1△ 複合口緑。端部は丸い。口緑部下端 内面…口緑部 ヨコナデ。 大の砂粒を含 ぷい橙色 N －108

⑤ 3．1 は鋭 く屈曲する。 頸部屈曲部以下ケズ リ。 む。）

C S S O4 （丑16．0※ 口緑部は外反気味に外傾 して立ち上 外面…ヨコナデ。 密 （1 mm程度 外面…灰黄色 外面 口緑部ス

埋土下層

C S S O4

② 5．5△ がる複合 口緑。端部は丸い。ロ緑部 内面…口緑部 ヨコナデ。 の 砂 粒 を含 内面…灰黄橙 ス付着

⑤ 2．6 下端 は丸 く屈曲する。肩部はあまり

張 らない。

頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。む。） 色 内面黒斑有

N －99

① 14．8※ 口綾部は外傾する複合目線。端部は 内外面 とも風化著 しい。ナデか。

外面…ヨコナデ。

密 （徴 砂 含 内外面 とも淡 N －113

外面スス付着

埋土下層 ② 3．3△
⑤ 2．4

引 き出される。口緑部下端は鋭 く屈
曲する。

む。） 橙色

C S S O4 （9 17．2※ 口緑部は外反 して立ち上がる複合口 密 （1 － 2 mm 外面…にぷい

哩土下層 （9 5．4△ 緑。端部は丸い。 口緑部下端はわず 内面‥・口緑部ヨコナデ。 大の砂粒 を合一 橙色 N －101

⑤ 3．3 かに下垂する。 頸部屈曲部以下ケズリ。 む。） 内面…橙色

C S S O4 （9 15．2※ 口緑部は外反 して立 ち上がる複合口 内外面ともヨコナデ。

外面・‥縦方向パケ目。

密 （1 － 2 mm 内外面 ともに 外面スス付着

哩土上層 （診 3．5△
⑤ 2．4

緑。端部は丸い。 口緑部下端は鋭 く

屈曲する。

大の砂粒 を含
む。）

ぷい黄橙色 N －132

C S S O4 ② 2．4△ わずかに平底を呈す底部。 密 （徴 砂 合 内外面 とも赤 外面スス付着

哩土下層 ④ 5．0※ 内面…上方向ケズ リ。 む。） 褐色 N －126

P o 33 C S S O 4 底部 ② 2．0△ わずかに平底を呈す底部。 外面…縦方向 ミガキ。 密 （砂粒を合 良好 外面…にぷい 内面スス付着

哩土下層 ④ 5．0※ 内面…上方向ケズ リ。 む。） 褐色
内面…灰赤色

N －124
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段状遺構

P o 34 C S S O4 底部 ② 2．4△ わずかに平底を呈す底部。 外面…パケ目後ミガキ。 密 （1 mm大の 良好 内外面とも灰 外面底部へラ
哩土上層 ④ 6．2※ 内面…ケズリ。 砂粒を含む。） 色 記号看

N －136

P o 35 C S S O4 底部 ② 1．6△ わずかに平底を呈す底部。 外面…縦方向ミガキ。 やや粗 （1 － 良好 内外面とも黄 N －125
哩土下層 ④ 5．4※ 内面…ケズ リ。

′

2 mm大の砂粒

含む。）
橙色

P o 36 C S S O4 底部 ② 1．6△ わずかに平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ目。 密 （1 － 2 mm 良好 内外面とも灰 外面果報有
哩土下層 ④ ＿5．4※ 内面…上方向ケズリ。 大 の砂 粒 含

む。）
黄色 N －12 1

P o 3 7 C S S O4
哩土下層

底部 ② 1．2△
④ 5．0※

わずかに平底を呈す底部。 外面…縦方向ケズ リ。
内面・‥上方向ケズ リ。

密 良好 外面・‥‾にぷい

橙色
内面…暗褐色

N －12 3

P o 3 8 C S S O 4 底部 ② 2．0△ わずかに平底を呈す底部。 外面…縦方向パケ日。 密 （徴 砂 含 良好 外面…黒褐色 外面黒斑有
哩土上層 ④ 5．0※ 内面…ケズ リ。 む。） 内面…にぷい

橙色
N －122

P o 39 C S S O4 高杯 ①15．6※ 浅い椀状を呈す高杯杯部 と思われる。外面…横方向 ミガキ。 密 良好 内外面 ともに 外面果報有
哩土下層 ② 3．4△ 端部は丸い。 内面…丁寧なナデ。 ぷい黄橙色 N －119

P o 40 C S S O4 高杯 （3 7．5△ 筒部は短 く、直線的に開き、裾部で 外面…筒部上半横方向ミガキ。 密 （砂粒 を含 良好 内外面 ともに 外面黒斑有
哩土下層 ④14．6※ 大 きく広がる。端部は丸い。裾部に

円形透かしが 4 方にある。
下半縦方向ミガキ。
裾部横方向パケ日。

内面…筒部ケズリ。裾部ナデ。

む。） ぷい黄橙色 N －131

P o 41 C S S O4 鼓形器台 ② 5．9△ 複合口線状を呈す鼓形器台上台部。 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面 ともに N －128
哩土下層 屈曲部は鋭 く引き出される。筒部は

屈曲するだけとなる。
内面…ケズリ後丁寧なナデ。 ぷい黄橙色

P o 42 C S S O4 鼓形器台 ② 4．3△ 鼓形器台上台部～脚台部の破片。屈 外面…ヨコナデ。 密 （徴砂粒合 良好 内外面 とも淡 脚台部外面へ
哩土上層 曲部 は鋭 く、筒部は短 い。 内面…上台部丁寧なナデ。

筒部～脚台部左方向ケズリ。
む。） 黄色 ラ記号 ？

N －135

P o 43 C S S O4 鼓形器台 ② 2．7△ おおきく 「ハ」字状に開 く鼓形器台 外面…ヨコナデ。 密 （砂粒を合 良好 内外面 とも黄 N －129
P 38内 ④16．4※ 脚台部と思われる。端部は丸い。 内面…上半ケズ リ。下半 ヨコナデ。 む。） 橙色

P o 44 C S S O4
哩土上層

小型丸底壷 ① 9．0※
② 2．5△

（9 2．0

外傾する複合口緑 をもつ小型丸底壷
と思われる。端部 は丸 く、口緑部下
端は短 く鋭 く突出する。

内外面 ともヨコナデ。 密 良好 内外面とも淡
黄色

N －114

P o 4 5 C S S O 4 小型高杯形 ①13．4※ やや湾曲する底部から屈曲外反する 外面…縦方向 ミガキ。 密 良好 内外面とも淡 N －117
理土下層 器台 ② 3．4△ 口綾部 をもつ小型高杯形器台杯部 と

思われる。端部は丸い。
内面・‥ヨコナデ。 橙色

P o 4 6 C S S O 4
哩土下層

小型高杯形
器台

（9 10．0※
② 2．0△

やや湾曲する底部から短 く屈曲外反
する口綾部をもつ小型高杯形器台杯
部と思われる。

内外面 ともヨコナデ。 密 良好 内外面ともに

ぷい黄橙色
N －118

P o 4 7 C S S O4 低脚杯 ② 3．0△ 低 く、大きな脚をもつ低脚杯 と思わ 内外面 とも風化著 しい。ナデか。 やや粗 （徴砂 やや不良 内外面とも淡 N －130
哩土下層 ④11．2※ れる。 粒多 く含む。） 黄色

P o 48 C S S O4 蓋 ？ （》16．0※ 口緑部はやや内湾気味に開きなが ら 外面‥・口綾部ヨコナデ。 密 （わずかに 良好 内外面 とも黄 天井部外面ス
床面 ② 6．7△ 下 り、端部は丸い。天井部はやや丸

味をもち、口綾部 との境には明瞭な

稜 をもつ。杯の可能性 もある。

天井部パケ日。
内面…天井部ケズ リ。

口緑部ヨコナデ。

砂粒を含む。） 橙色 ス付着

N 二120

P o 49 C S S O4
哩土上層

土玉 径　 3．3
穴径 0．8
重さ25．8 g

ややいびつな球形を呈す る。中心に
孔あ り。

手捏ね成形後ナデ。 密 良好 にぷい黄橙色 N －137

P o 50 C S S O4
哩土下層

土玉 径　 2．5
穴径 0．6
重さ　9．8 g

いびつな球形を呈する。中心に孔あ

り。
手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 N －138

P o l C S S O5 蛮 ①18．0※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも明 胴部外面スス
床面 ②10．4△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 胴部肩部横方向パケ目後波状 黄褐色 付着

⑤ 2 ．7 端は鋭 く突出する。胴部は球形を呈
す ものか。

文後縦方向パケ目。

以下不規則なパケ目。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズ リ。

S －97

P o l C S S O6 ＝土ご宝E （9 14 ．6※ 口緑部は短 く内傾 して立ち上がる複 外面…口緑部～頸部ヨコナデ。 やや粗 やや不良 外面…淡橙色 胴部外面スス
P l 内 ②21．0△ 合口緑。端部は平坦面 をもつ。 口緑 肩部平行洗練。波状文が施さ 内面…にぷい 付着

⑤ 2．0 部下端は鋭く突出する。胴部は肩が

大 きく張る。
れる。
胴部下半ナデ。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズ リ。

橙褐色

～黒褐
色

S －195

P o　2 C S S O6 士宝巨： ①20．8※ 口緑部はほぼ直立する複合 口緑。端 外面…口綾部 ヨコナデ。 密 良好 内外面 とも茸 胴部外面スス
P l 内 ②40．0 部は平坦面 をもつ。口緑部下端は鋭 肩部平行洗練、縦方向パケ目 橙色 付着

③34．6
④ 6．4
⑤ 3．8

く突出する。胴部は肩が大 きく張 生

倒卵形 を呈す。底部はしっかりとし
た平底を呈す。胴部最大径は中位以
上、肩部付近にある。

後波状文が施 され る。
最大径付近斜方向パケ目。胴
部下半縦方向パケ目。

内面…口緑部～頸部 ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ後ナデ。

S －197

溝状遺構

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 月台　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l C S D lO 蛮 ①14．4※ 口緑部は短 く内湾気味に立ち上がる 外面…風化著 しい。ナデか。 やや粗 （2 mm 良好 内外面 ともに N －176
哩土上層 ② 6．0△ 複合口緑。端部は平坦面をもつ。口 内面…口緑部～頸部ヨコナデ。 大の砂粒を多 ぷい橙色

⑤ 2．4 緑部下端 は鈍 く屈曲する。 肩部以下ケズリ。 く含む。）

P o l C S D 12 士宣E （丑17．0※ 頸部は外反 して大 きく開 き、端部は 外面…ナデ。 密 （砂粒をわ 良好 内外面 ともに N －181
哩土上層 ② 7．5△ 肥厚 して外傾する平坦面をもつ。頸

部に指頭庄痕文帯をもつ。
頸部 に指頭庄痕文帯をもつ。

内面…ケズリ後ナデ。
ずかに含む。） ぷい黄橙色

P o　2 C S D 12 蛮 ①17．0※ ロ緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部15条の平行洗練。 やや粗（1－2 良好 内外面 とも黄 内面黒斑有
哩土上層 （9 4 ．4△

⑤ 3 ．4
口緑。端部は平坦面をもつ。口緑部
下端は鋭 く屈曲する。

内面…ヨコナデ。 mm大の石英 ・
長 石 多 く　含

む。）

橙色 N －180

挿表30　南谷大山遺跡出土遣物観察表（細
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溝状遺構

P o　3 C S D 12 聾 ①15．0※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…口緑部14条の平行洗練。 やや粗（1－ 2 良好 内外面 とも橙 N －179

哩土上層 （9 4．3△ 緑。端部は丸い。 口緑部下端は鋭 く 内面…口緑部ヨコナデ。 mm大の石英 ・ 褐色

⑤ 3．4 屈曲する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。長石含む。）

P o 4 C S D 12 蛮 （9 12．6※ 口綾部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 やや粗 （1－ 2 良好 外面…にぷい I N － 7

哩土上層 ② 4．8△ 緑。端部は引き出される。口緑部下 内面…ヨコナデ。 mm大の石英 e 橙色

⑤ 3．5 端はわずかに下垂する。 頸部屈曲部以下左方向ケズリ。雲母含む。） 内面…浅黄橙
色

P o 5 C S D 12 聾 （9 17．0※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合 口 外面…ヨコナデ。 密 （1 － 2 mm 良好 内外面ともに 口緑部黒斑有

哩土上層 ② 6．2△ 緑。端部は平坦面 をもつ。口緑部下 内面…口緑部～肩部 ヨコナデ。 大の砂粒をわ ぷい橙褐色 N －17 8

（9 3．2 端は鋭 く突出する。肩部はなだらか。 肩部以下右方向ケズリ ずかに含む。）

P o　6 C S D 12 婆 ①18．2※ 口綾部は短 く外傾 して立ち上がる複 内外面 とも風化著 しい。 やや粗 （2 mm やや不良 内外面ともに N －1 77

哩土上層 ② 6．2△
（9 2．2

合口緑。端部は平坦面 をもち凹線が

入る。肩部が大 きく張 る。

大の砂粒を含
む。）

ぷい橙色

P o l C S D 13 璽 （9 17．0※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合 口 外面‥・風化著 しい。 粗 （2 － 3 mm やや不良 内外面ともに N －183

埋土上層 ② 4．2△ 緑。端部は丸い。口緑部下端はわず 内面…口綾部風化著しい。 大の砂粒を多 ぷい橙色

⑤ 2．1 かに下垂する。 頸部屈曲部以下ケズ リ。 く含む。）

P o 2 C S D 13
埋土上層

婆 ①18．0※
② 4．8△

（9 3．9

口緑部は外傾 して立ち上が る複合口
緑。園部は丸い。口緑部下端はわず

かに突出する。

内外面 とも風化著 しい。ナデか。 密 やや不良 内外面 とも灰

褐色
N －182

P o　3 C S D 13
哩土上層

土錘 径　 1．9
穴径 0．6

重さ　9．3 g．

長楕円形を呈す。中心に孔あ り。 手捏ね成形後ナデ。 密 良好 にぷい橙色 N －184

P o l C S D 17 蛮 （丑24 ．2※ ロ緑部は外傾 して立ち上が る複合口 外面…ロ緑部波状文 やや粗 （1 － 良好 内外面 とも橙 口緑部外面黒

哩土上層 （9 7 ．6△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は極 く 肩部にも波状文。 2mm大の石英 褐色 斑有

⑤ 4 ．3 わずかに下垂する。 内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下ケズ リ。

を含む。） S －205

P o 2 C S D 17 蛮 （丑1 6．0※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…口緑部波状文。 やや粗 （1 － やや不良 内外面 とも浅 S －203

埋土上層 ② 5．3△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭 く 内面…口緑部ヨコナデ。 3 mm大の石英 黄橙色
⑤ 3．5 屈曲する。 頸部屈曲以下ケズ リ。 含む。）

P o 3 C S D 17 蛮 ①17．2※ 口緑部は外傾 して立ち上がる複合口 外面…口緑部15条の平行洗練。 密 （1mm大の 良好 内外面 ともに 外面スス付着

埋土上層 ② 3．5△
⑤ 3．2

緑。端部 は丸い。ロ緑部下端は鋭 く
屈曲す る。

内面…ロ緑部ヨコナデ。 石英含む。） ぷい黄橙色 S －204

P o　4 C S D 17
哩土上層

低脚杯 （訂 3．4△

（参 8．6※

低 く 「ハ」字状に開 く低脚杯脚部。 内外面ともヨコナデ。 やや粗 （1 －

3 mm大の石英
を多 く含む。）

良好 内外面 とも赤
橙色～浅黄橙
色

S －202

C－Ⅴ区集石eピット群

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 集　石 ・ ＝主ご宝E ①17．4※ 口緑部は内傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部平行洗練後刺突文が3 やや粗（1－2 良好 内外面ともに Y M －11

ピット群 ②11．2△ 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 段にわたって施される。 mm大の石英 ・ ぷい黄橙色

哩土下層 ⑤ 4．5 突出する。 頸部ヨコナデ。
内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

肩部以下ケズリ。

長石多 く含

む。）

P o　2 集　石 ・ 高杯 ①18．1 杯部は浅い皿状を呈し、筒部は細く 内外面とも風化著しい。 やや粗 良好 内外面とも明 0 －20

ピット群 （9 12．9 「ハ」字状に開き、裾部で大きく広 内面筒部シポリ目残生　裾部斜方向 赤褐色

埋土下層 ④ 9 ．9 がる。 パケ目。

P．0 3 集　石 ・
ピット群

埋土下層

高杯 （3 3 ．8△ 浅い皿状を呈す高杯杯部。 内外面とも風化著しい。
外面底部縦方向パケ目が認められる。

密 やや不良 内外面とも橙
色

Y M － 9

P o 4 集　石 ・ 直口壷 ② 8．6△ 直口壷胴部と思われる。胴部はやや 外面…最大径付近斜方向パケ目。 密 （砂粒を合 良好 内外面とも橙 胴部外面スス

ピット群
底面

③14．4※ 扁球形を呈す。 他はナデ。
内面‥・左方向ケズリ。

む。） 色 付着

Y M － 8

P o　5 集　石 ・

ピット群
哩土下層

小型丸底壷 （丑 8．4
② 9．0
③ 8．4

口緑部は高く外傾する 「く」字状口
緑。端部は丸い。胴部は扁球形を呈
す。

内外面とも風化のため調整不明。 密 やや不良 内外面とも淡
黄色

Y M －10

P o 6 集　石 ・ 椀 ①14．2※ やや深い体部に内湾気味に立つ口緑 内外面とも風化のため調整不明。 密 （1 －．2 mm やや不良 内外面とも橙 体部外面黒斑

ピット群
哩土下層

② 5．0 部をもつ。 大の石英砂粒
を含む。）

色 有
Y M －7

埋葬施設

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l C S X O l 小型丸底壷 ② 7．6△ 扁球形 を呈す小型丸底壷胴部。 外面‥・風化著 しい。 密 （4 mm大の 不良 外面…橙色 S －16 7

石蓋上 ③13．8※ 内面…肩部指頭庄痕残る。

下半以下左方向ケズリ。

石英を含む。） 内面…浅黄橙
色

P o l C S X O2 須恵器杯蓋 ①12．7 ロ緑部はやや外反 しながら端部に至 外面…天井部約1／2回転へラケズリ。 密 良好 外面‥・灰色～ 天井部外面自

墓境内 （9 4．6 る。端部はノミ歯状を呈す。 口緑部 以下回転ナデ。 緑灰色 然粕かかる
⑥12．5
⑦ 2．0

と天井部の境 には明瞭な稜がつ く。

天井部は低い。

内面…回転ナデ。 内面…黄灰色 K －3

P o l C S X O 3 蛮 ①17．2※ 口緑部 は外傾 して立ち上がる複合 ロ 外面…口緑部平行洗練。 密 （1 － 4 mm 良好 内外面 とも浅 頸部外面スス

哩土中 ② 4．9 緑。端部は丸い。 口緑部下端は鋭 く 頸部刺突文。 大の石英を含 黄橙色一葉橙 付着

⑤ 3．3 屈曲する。 内面…ロ緑部 ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。

む。） 色 S －168

P o 2 C S X O3 婆 ② 4．7△ なだらかな婆肩部。 外面…波状文。 やや粗 （3 mm 良好 内外面 とも黄 外面スス付着

哩土中 内面…頸部屈曲部以下左方向ケズ リ。前後の石英 を
含む。）

橙色 S －169

挿表31南脊大山遺跡出土遣物観察表（25）
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逮構外

遺物番号 出土地点
器　　 ’種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 脂　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l C －I区 蛮 ①19．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合ロ 外面…口綾部平行洗練後波状文。 密 （1 mm大の 良好 内外面ともに 外面スス付着
遺構外 （9 5．8△ 緑。端部は平坦面を持つ。口緑部下 一部ナデ消し。 石英を含む。） ぷい黄褐色 内面黒斑有

⑤ 3．9 端は下垂する。 内面…口緑部上半ヨコナデ。
下半横方向ミガキ。
頸部屈曲部以下右方向ケズリ。

F Y －12

P o 2 C r I 区 婆 （彰16．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合ロ 外面・‥ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに 外面スス付着
遺構外 ② 4．8△

⑤ 3．0
緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

内面・‥口綾部～頸部ヨコナデ
頸部以下ケズリ。

ぷい黄橙色 F Y －11

P o　3 C －I区 璽 ①14．7※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅 胴部外面スス
遺構外 ②16．9 緑。端部は丸い。口緑部下端は鋭く 肩部平行洗練が施され、その 黄橙色 付着

③17．7 屈曲する。胴部は小型でやや扁球形
を呈す。底部は丸底となる。

下に波状文が施される。
中位以下斜～縦方向細かいパ

ケ目。
内面…口綾部ヨコナデ。

肩部以下右方向～斜上方向ケ
ズリ。
底部指頭庄痕残る。

S －234

P o 4 C －I区 高杯 （丑19．8※ やや深い皿状を呈す高杯杯部。端部 外面…縦方向ミガキ。 密 良好 内外面ともに F Y －14
遺構外 ② 5．0△ はやや外反し、平坦面をもつ。 内面…端部ヨコナデ。

下半縦方向ミガキ。
ぷい橙色

P o　5 C －I区 高杯？ （9 3．3 大きく広がる高杯裾部と思われる。 外面…縦方向パケ目。 密 （1 mm大の 良好 内外面ともに F Y －13
遺構外 ④18．6 端部は平坦面をもつ。 内面…上半右方向ケズリ。

下半斜方向パケ目。
石英を含む。） ぷい黄橙色

P o　6 C －I区 鼓形器台？ ①11．4※ 複合口線状を呈す鼓形器台上台部と 外面…縦方向ミガキ。 密 良好 内外面ともに F Y －9
遺構外 ② 3．6△ 思われる。端部は平坦面をもち、稜

は鋭い。
内面…端部横方向ミガキ。

以下ヨコナデ。
ぷい黄橙色

P o　7 C －I区 鼓形器台？ ② 3．0 複合口線状を呈す鼓形器台脚台部と 外面…縦方向ミガキ。 密 良好 内外面とも明 Y M －4
遺構外 ④11．0※ 思われる。稜は鈍く、端部は平坦面

をもつ。
内面…ケズリ。 黄褐色

P o 8 C －I区 小型丸底壷 （9 9．1 口緑部は内湾して立つ 「く」字状口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに S －199
遺構外 ② 7．9

③ 9．8
緑。端部は丸い。胴部扁球形を呈す。 胴部下半斜方向パケ目。

内面…口緑部ヨコナデ。
肩部底部指頭庄痕残る。

胴部中位左方向ケズリ。

ぷい黄橙色

P o l C －II区 蛮 （丑17．6 わずかに外反して立ち上がる複合口 外面…口緑部平行洗練。 密 （砂粒を多 良好 内外面ともに 外面スス付着
遺構外 ② 4．95△

（9 3．75
緑。端部は丸みをおびており、やや
外反する。下端は下垂する。

頸部ナデ。
内面…ヨコナデ。

く含む。） 黄橙色 K －1

P o　2 C －II区 賓 ①1ケ．4 わずかに外反気味に外傾して立ち上 外面…口緑部平行洗練。 密 （1－4 mm 良好 内外面とも明 外面スス付着
遺構外 ② 5．0△ がる複合口緑を有する。端部は丸く 頸部ナデ。 の石英を含む。 黄褐色 Y M －5

⑤ 3．9 下端は下垂する。 内面…口緑部ヨコナデ。
頸部へラケズリ。

砂粒を含む。）

P o 3 C －II区 蛮 ①18．2 やや外傾気味に立ち上がる複合口緑 外面…口緑部平行洗練。ナデ消し。 密 （1mm程度 良好 内外面ともに 外面スス付着
遣構外 ②10．4△ を有する。端部は丸く、下端はわず 頸部ナデ。 の砂粒 を含 ぷい橙褐色 内面黒斑あり

⑤ 3．1 かに下垂する。肩部はあま男長らな

い。

・肩部貝殻による押し引き絞。
柄描平行洗練。ナデ。

内面…口緑部ヨコナデ。

胴部左方向～上方向ケズリ。

む。） C H －20

P o 4 C －II区 蛮 （丑18．0※ やや外傾気味に立ち上がる複合口緑。外面…口緑部波状文。ナデ消し。 密 良好 内外面とも橙 内面に黒斑あ
遺構外 （9 6．2△ 端部は丸く、下端はわずかに外方へ 頸部ヨコナデ。 色 i）

（9 3．8 突出。 パケ状工具による連続刺突文。
内面‥・口緑部ヨコナデ。

頸部左方向のケズリ。

S －218

P o　5 C －II区 璽 ①21．5※ 外傾気味に立ち上がる複合口緑を有 外面…口緑部ナデ。 密（0．5－4 m酔 良好 内外面とも浅 F Y －8
遺構外 ② 4．5△ する。端部はやや丸味を帯びている。 頚部ナデ。 以下の石英を 黄橙色一にぶ

⑤ 4．0 下端は鈍く屈曲。 内面…ナデ。 含む。） い黄橙色

P o　6 C －II区 賓 ①16．2 外傾して立ち上がる複合口緑。端部 外面…ヨコナデ。 密（0．5～3 mm 良好 外面…にぷい 外面にスス付
遺構外 ② 4．1△ はやや外反して丸い。下端は鈍く屈 内面…ロ緑部ナデ。 の石英 を合 橙色～ 着

⑤ 2．9 曲。 頸部左方向ケズリ。 む。） 橙色
内面…橙色

F Y －4
1

P o　7 C －II区 婆 ①20．8 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…ナデ。 密 （2 mm以下 良好 内外面ともに F Y －7
遺構外 ② 4．9△ る。端部は丸味をおび、下端は鈍く 内面…口緑部ナデ。 の石英を含む。 にぷい黄橙色

⑤ 3．4 屈曲。 頸部左方向のケズリ後ナデ。 輝石を含む。）

P o 8 C －II区
遺構外

璽 ①18．0
② 4．2△
⑤ 3．5

外傾しながら立ち上がる複合口緑を
有する。端部はやや外反し、丸い。
下端はわずかに下垂する。

内外面ともにヨコナデ。 密 良好 内外面ともに
浅黄橙色

0 －11

P o 9

P o lO

P o ll

P o l

P 0　2

C －II区 婆

婆

鼓形器台

婆

婆

①12．8 外傾しながら立ち上がる複合口緑。 外面…ナデ。 密 （1 mm以下 良好

良好

外面…にぷい 外面にスス付
遺構外

C －II区

② 5．3△ 端部は丸く外反している。下端は外 内面‥・口緑部ナデ。 の石英を含む。 黄橙色 着
⑤ 3．3

①13．6

方へ突出。

外反気味に立ち上がる複合口緑を有

頸部左方向ケズリ。

外面…口緑～頸部ヨコナデ。洗練か。

輝石を含む。）

密

一にぷ
い橙色

内面…にぷい
黄橙色

内外面とも浅

F Y －5

0 －10

0 －14

遺構外 ② 5．3△
⑤ 3 1

する。端部は丸く、下端は外方へ突
出する

内面…右方向ナデ。 黄橙色

C －II区 ② 6．8△
0

鼓形器台脚台部。 内外面とも風化のため調整不明。 密 （0．1－0．3 良好 内外面ともに
遺構外 ④23．0※ ヨコナテいか。 mmの石英を含

1

橙色

C －III区 ①18．4※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合ロ 外面…口緑部11条の平行洗練。
も。）

やや粗（1－3
良好

良好

内外面とも浅 口緑部外面ス
遺構外

C －III区

（3 5．8△ 緑。端部は丸い。口綾部下端は鋭く 肩部貝殻腹緑による押引洗練 mm大の石英 e 黄橙色

内外面ともに

ス付着
⑤ 3．2

（彰16．4※

屈曲する。 文。
内面…口緑部横方向ミガキ。

長石を含む。） I N －16

口緑部は外傾して立ち上がる複合口

頸書け屈曲部以下右方向ケズリ。

外面…口緑部15条の平行洗練。 密 （1 mm大の 口緑端部外面
遺構外 （9 6．0△ 緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下 内面‥・口緑部ヨコナデ。 石英含む。） ぷい黄橙色 黒斑有

（9 3．6 端は極くわずか下垂する。 頸部以下左方向ケズリ。 S －229

挿表32　南脊大山遺跡出土遣物観察表（26）
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遣構外

P o　3 C －III区 婆 ② 3．8△ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…口緑部1条6本の平行洗練が 密 （1－3 mm やや不良 内外面とも浅 S－230
遺構外 口緑。端部を欠く。口緑部下瑞はわ

ずかに下垂する。
上下2段に施され、その間に

3重囲の同心円スタンプ文が
施される。

内面…風化のため調整不明。ナデか。

大の石英を含
む。）

黄橙色

P o 4 C －III区 婆 ①20．0※ ロ緑部はやや外反して立ち上がる複 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに S －228
遺構外 （9 6．2△

⑤ 4．3
合口緑。端部は丸い。口緑部下瑞は

鈍く屈曲する。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

ぷい黄橙色

P o　5 C －III区 璽 ①15．6 口緑部は外反して立ち上がる複合口 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも灰 I N －10
遺構外 ② 4．8

⑤ 3．2
緑。端部は丸い。口緑部下端は鈍く

突出する。

内面‥・口緑部一頸部ヨコナデ。
頸部以下ケズリ。

白色

P o　6 C －III区 聾 ①13．5※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも橙 外面スス付着

遺構外 ②10．6△

③16．6※
⑤ 2．7

緑。端部は平坦面をもつ。口綾部下

端は鋭く突出する。肩部はなだらか
で、中位付近が膨らむ。

肩部縦方向細かいパケ目後平
行洗練が施される。

以下横方向細かいパケ目。
内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部以下右方向ケズリ。

色 I N －13

P o　7 C －III区 璽 （》14．8※ 口緑部は外傾して立ち上がる複合口 外面・ノ‥口緑部ヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも淡 I N －12
遺構外 ② 6．7△

⑤ 3．1
緑。端部は丸い。ロ緑部下端は鋭く
突出する。大きく張る肩部をもつ。

肩部方向パケ目後平行洗練が
2段にわたって施される。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

黄色

P o　8 C －III区 婆 ①17．6※ 口緑部は外反して立ち上がる複合口 内外面とも風化のため調整不明。ナ やや粗（石英・ やや不良 内外面とも淡 I N －9
遺構外 （訂5．1△

⑤ 2．9
緑。端部は平坦面をもつ。口緑部下
端は鋭く突出する。

デか。 長石 多 く含
む。）

黄橙色

P o　9 C －III区 婆 （9 13．6※ 口緑部は外反気味に立ち上がる複合 外面…ヨコナデ 密 良好 内外面ともに I N －8

遺構外 ② 6．4△
⑤ 3．1

口緑。端部は外反し、丸い。口緑部
下端は鈍く突出する。大きく張る肩
部をもつ。

内面‥・口綾部～頸部ヨコナデ。

肩部以下ケズリ。

ぷい橙色

P o lO C －III区 底部 ② 3．4※ 小さく筒状を呈す底部破片。上げ底 外面…縦方向ミガキ。 密 （1mm大の 良好 内外面ともに 外面黒斑有

遺構外 （彰2．5△ となる。 内面…ケズリ。 石英を含む。） ぷい黄橙色 I N －14

P o ll C －III区 低脚杯 （9 4．3※ やや高く中実となる低脚杯脚部と思 外面…ヨコナデ やや粗（1－2 良好 外面・‥浅黄橙 裾部内面黒斑

遺構外 ④ 6．4 われる。 内面…杯部円盤充填される。ナデ。 mm大の石英・
長石含む。）

色

内面…にぷい
黄橙色

有

I N －15

P o 12 C －III区
遺構外

土錘 長　 3．0
巾　 2．0

穴径 0．4
重さ10．6g

いびつな紡錘形を呈す。中心に孔有。手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 S －231

P o 13 C －III区
遺構外

土錘 長　 3．5
巾　 1．7
穴径 0．45
重さ　8．8g

いびつな円柱状を呈す。中心に孔有。手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙色 S －232

P o 14 C －III区
遺構外

土錘 長　 4．5
巾　 1．0
穴径 0．2
重さ　3．8g

長紡錘形を呈す。中心に孔有。 手軽ね成形後ナデ。 密 良好 にぷい橙色 N －285

P o l C －Ⅳ区 婆 ①11．9 やや外反気味に立ち上がる複合口緑。外面…口緑部平行洗練。 密 良好 外面…橙色 外面スス付着

遺構外 ②22．2△ 端部は丸い。口緑部下端はわずかに 肩部波状文の下に平行洗練が 内面…にぷい S－226
③21．8’※
⑤ 3．3

下垂する。胴部は倒卵形を呈し、最
大径はほぼ中位にもつ。

施される。以下縦方向細かい

パケ目。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

胴部下半は上方向ケズリ。

黄橙色

P o 2 C －Ⅳ区 婆 （9 21．0 外反気味に立ち上がる複合口緑をも 外面…口緑部9条の平行洗練。 密 良好 内外面ともに 外面黒斑有

遺構外 ②10．6△
⑤ 3．8

つ。端部は丸い。口緑部下端は鋭く
屈曲する。なだらかな肩部をもつ。

肩部貝殻腹緑による刺突文。

以下波状文が施される。
内面…口緑部ヨコナデ。

頸書け屈曲部以下左方向ケズリ。

ぷい黄橙色 S －222

P o 3 C －Ⅳ区 蛮 （9 20．4※ 外反気味に立ち上がる複合口緑を有 外面…口緑部平行洗練。 密 良好 外面…にぷい 外面にスス付

遺構外 ②10．9△ する。端部は丸く下端はわずかに下 肩部貝殻腹緑による押引き波 橙色～ 着

⑤ 3．4 垂。肩部はあまり張らない。 状文。
内面…口緑部ヨコナデ。

肩部斜方向のケズリ。

橙色

内面…にぷい
黄橙色

S －221

P o　4 C －Ⅳ区 蛮 （丑18．0 やや外傾して立ち上がる複合口緑を 外面…口緑部平行洗練。一部ナデ消 密 （1－2 mm 良料 内外面とも橙 外面にスス付

遺構外 （9 7．5△ 有する。端部は丸味をおび、下端は し。 の砂粒を合 褐色 着
⑤ 4．0 わずかに下垂する。なだらかな肩部

をもつ。
肩部ヨコナデ。

内面…口緑部～頸部ヨコナデ。

肩部以下左方向ケズリ。

む。） C H －16

P o 5 C －Ⅳ区 蛮 ①17．8 外傾して立ち上がる複合口緑をもつ。外面…口緑部平行沈線一部ナデ消し。密 良好 内外面ともに 外面スス付着

遺構外 ② 3．3△

⑤ 3．2

端部は丸い。口緑部下端は鈍く突出

する。なだらかな肩部をもつ。

肩部波状文が施される。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

灰黄色 0 －24

P o 6

P o　7

P o　8

C －Ⅳ区 婆

聾

璽

①1占．4 やや外傾気味に立ち上がる複合口緑 外面…口緑部端部ヨコナデ。平行沈 密

密

密 （5 mm大の

良好

良好

良好

内外面ともに 外面にスス付

遺構外

C －Ⅳ区

② 6．7△ を有する。端部は丸みをおぴ、下端 線。 にぷい黄橙色

内外面ともに

着

⑤ 4．2

①18．2

はわずかに下垂する。

外傾して立ち上がる複合口緑をもつ。

頸部ヨコナデ。貝殻腹緑によ
る押引文。

内面…口緑部ヨコナデ。

頸部ミガキ。左方向へラケズ
リ。

外面…口緑部平行洗練一部ナデ消し。

0 －22

口緑部外面ス
遺構外

C －Ⅳ区

（諺5．3△ 端部は丸い。口緑部下端は鈍く屈曲 肩部貝殻腹緑による刺突文が にぷい黄橙色

内外面共浅黄

ス少量付着

⑤ 3．5

（9 16．6※

する。

外反気味にほぼまっすぐに立ち上が

施される。
内面…口緑部横方向ミガキ。

頸部屈曲部以下ケズリ。

外面…口緑部平行洗練。

0 －23

外面にスス付
遺構外 ② 6．0△ る複合口緑を有する。端部は丸く下 頸部ヨコナデ。 石英を含む。） 橙色 着

⑤ 3．1 端は下垂する。 内面…口緑部ヨコナデ。

頸部以下右方向ケズリ。

S －211

挿表33　南谷大山遺跡出土遺物観察表（27）
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遣構外

P o 9 C －Ⅳ区 聾 （9 19．8※ 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…口緑部ヨコナデ。波状文。 やや粗 （1－ 良好 内外面ともに S －217
遺構外 ② 7．5△ る。端部は丸く外反する。下端は外 頸部～肩部ヨコナデ。 2 mmの砂粒を 淡黄色

⑤ 3．8 方へ鈍く突出する。 内面・‥口緑部ナデ。
頸部指押え。

肩部左方向ケズリ。

多く含む。）

P o lO C －Ⅳ区 台付婆 ①16．4 外傾しながら立ち上がる複合口緑を 外面…口緑部波状文。ナデ消し。 密 良 外面…にぷい S －206
遺構外 （3 13．4 有する。端部は丸く下端は鈍く屈曲 肩部平行洗練。 黄褐色

③18．2
④11．0

する。肩はあまり張らない。胴部は
ほぼ球形を呈し、最大径を中央にも

つ。低い大きな脚がつく。

胴部最大径付近波状文。
下半ミガキ。

内面…ロ緑部一頸部ヨコナデ。
胴部斜方向ケズリ。

内面…明褐色

P o ll C －Ⅳ区 喪 （9 15．8※ 外傾しながら立ち上がる複合口緑を 外面…口緑部～肩部ヨコナデ。 密 良好 外面…にぷい 内外面ともに
遺構外 ②21．6 有する。端部は丸く、下端はわずか 胴部ミガキ。 黄橙色 スス付着

③17．4 に外方へ突出する。肩部はやや張り、内面…口緑部一頸部ヨコナデ。 ～橙色 S －219
④ 4．2
⑤ 2．8

胴部は倒卵形を呈する。底部は平底。 胴部ケズリ後ナデ。 内面‥・にぷい
橙色

P o 12 C 一Ⅳ区 璽 ①20．4※ 大きく外反して立ち上がる複合口緑 外面…口緑部平行洗練後一部ナデ消 密 良好 内外面ともに 外面スス付着

遺構外 ②10．8△
⑤ 3．8

をもつ。端部は丸い。口緑部下端は
わずかに下垂する。胴部はなだらか
な肩部をもち、倒卵形を呈すと思わ
れる。

し。
肩部平行法線。その下に波状
文が施される。

内面…口緑部上半ヨユナデ。
下半横方向ミガキ。
頸部屈曲部以下左方向ケズリ。

橙色 0 －21

P o 13 C －Ⅳ区 婆 ①16′．2※ 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…ヨコナデ。 密 良好 内外面とも浅 S －209
遺構外 （9 4．2△

⑤ 2．7
る。端部は丸く、下端は鈍く屈曲す

る。

内面…口緑部ヨコナデ。

頸部左方向ケズリ。

黄橙色

P o 14 C －Ⅳ区 賓 ①13．8※ ほぼ直立する複合口緑をもつ。端部 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面ともに 外面スス付着

遺構外 （9 9．3△

③13．4※
⑤ 2．7

は丸い。口緑部下端は鈍く屈曲する。
胴部は小さくほぼ球形を呈すものと
思われる。最大径は中位以上にある。

胴部指頭庄痕後ナナ。

内面…口緑部横方向ミガキ。
頸部屈曲部以下横方向ケズリ。
胴部下半は上方向ケズリ。

にぷい橙色 0 －18

P o 15 C －Ⅳ区 婆 ①15．0 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…ヨコナデ。 密 良 内外面とも浅 S －208
遺構外 ② 8．4

③15．0
⑤ 2．7

る。端部は丸く、口緑部下端は下垂
する。肩部はあまり張らない。

内面‥・口緑部～頸部ヨコナデ。
胴部右方向ケズリ。

黄橙色

P o 16 C －Ⅳ区 婆 （》15．8 外傾して立ち上がる複合口緑を有す 外面…口緑部ヨコナデ。 やや粗 （1 mm 良好 外面…橙色～ 外面にスス付
遺構外 （9 7．5△ る。端部は丸く下端は鈍く屈曲する。 頸部洗練。 前後の砂粒を 浅黄橙 着

③15．8
⑤2．8

肩部はあまl）張らない。 胴部ヨコナデ。
内面…口緑部ヨコナデ。

胴部斜方向ケズリ。

含む。） 色
内面…浅黄橙

色

S －207

P o 17 C －Ⅳ区 蛮 ①13．0※ 厚手の 「く」字状口緑をもつ。端部 外面…口緑部ヨコナデ。 密 良好 内外面とも橙 外面スス付着

遺構外 ② 9．2△ は丸く、いびつ。胴部はスマート。 胴部縦方向ミガキ。

内面…口緑端部ヨコナデ。
以下横方向ケズl主
胴部下半は上方向ケズリ。

色～浅黄橙色 S －210

P o 18 C －Ⅳ区 胴部 ② 9．8△ スマートな胴部一底部破片。底部は 外面…ミガキ。 密 （1－3 mm 良好 外面…赤色 内外面ともに
遺構外 ④ 4．4 平底を呈す。 内面…斜方向のへラケズリ。 大の石英を多

量に含む。）
内面…橙色 スス付着

S －214

P o 19 C －Ⅳ区 底部 （診 4．4△ 平底の底部。 外面・‥ミガキ。 密 良好 外面…にぷい 内外面ともに
遺構外 ④ 5．0 内面…指頭庄痕残る。 橙色

内面…にぷい
黄橙色

スス付着
S －213

P o 20 C －Ⅳ区 底部 ② 2．8△ 平底の底部。 外面…ミガキ。 やや粗（0．1－ 良好 外面…くすん 内外面ともに
遺構外 ④ 7．8 内面…ケズリ。 0．3mmの石英

を多く含む。）
だ橙褐
色

内面…くすん
だ浅黄
橙褐色

スス付着

0 －15

P o 21 C －Ⅳ区 婆 （診5．8△ なだらかな肩部をもつ聾胴部。 外面‥・凹線が巡り、廿管文が施され やや粗（0．5－ 良 内外面とも橙 外面スス付着

遺構外 ③19．0 る。
下半は貝殻腹緑による刺突文
が施される。

内面…左方向ケズリ。

1 mm程度の砂
粒 を多 く含

む。）

褐色 C H －18

P o 22 C －Ⅳ区 蛮 ② 7．3△ ほぼ球形を呈すと思われる婆胴部破 外面…凹線が巡らされ、棒状工具に やや粗（0．5－ 艮 内外面とも浅 外面黒鍵有
遺構外 ③17．4 片。 よる刺突文が施される。

内面…左方向ケズリ。
1 m 程度の砂
粒 ・石英を多
く含む。）

黄橙褐色 C H －17

P o 23 C －Ⅳ区 鉢 ①12．2 スマートな体部をもつ鉢。 外面↓‥ヨコナデ。 密 （1mm程度 良好 内外面ともに 胴部外面にス
遺構外 ②12．5△ 内面…端部ヨコナデ。

体部上半左方向、下半上方向

ケズリ後ナデ。

の砂粒 ・石英
を多く含む。）

にぷい橙褐色 ス付着

C H －14

P o 24 C －Ⅳ区 低脚杯 ② 2．7△ 低く 「ハ」字状に広がる脚部をもつ 内外面ともにナデ。 やや密（0．5－ 良好 内外面共に黄 S －220
遺構外 ④ 7．6 低脚杯。 1 mm大の砂粒

を多く含む。）

橙色

P o 25

P o 26

P o 27

C －Ⅳ区 蓋

蓋

鼓形器台

①16．0 つまみ部は短く中凹みとなl上　体部 外面…横方向ミガキ。 密 （1mm程度 良好

良好

良好

内外面ともに 体部外面黒斑
遺構外

C －Ⅳ区

② 5．15

② 3．0△

は低く、大きく 「ハ」字状に開く。
端部は丸い。

大きく「ハ」字状に広がる蓋。下端

内面…ヨコナデ。

外面…ヨコナデ。

の砂粒 ・石英
及び輝石を多
く含む。）

密 （1－3 mm

ぷい褐色

内外面とも橙

有
C H －15

内外面ともに
遺構外 ④13．4 は肥厚し丸味をもつ。 内面…斜方向ケズリ。

下端部ナデ。
大の石英を含
む。）

～浅黄橙色 黒斑あり
S －212

C －Ⅳ区 ①29．0※ 上台部は外反し複合口緑状を呈し、 外面…上台部・脚台部とも平行洗練 やや粗 （1－ 内外面とも浅 内外面赤色塗

遺構外 ②18．0 端部は大きく外反し丸く収める。屈 が施される。筒部には3条の 2 mmの砂粒・ 黄橙褐色一明 彩痕
③29．0 曲部は下垂する。筒部は細く長い。 凹線が3段にわたって施され、石英を多く含 責橙褐色 C H －19
④16．1 脚台部は上台部に比べて低く、小さ

い。端部は丸い。

その間に上部は羽状文、下部

には刺突文が施される。
内面…上台部上半ケズリ後ヨコナデ。

下半は縦方向ミガキ。
筒部シポリ目をケズり取る。
脚台部ケズり後ミガキ。

む。）

挿表34　南谷大山遺跡出土遣物観察表（28）
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通構外

P o28 C －Ⅳ区 須恵器蛮 ①22．6※ 大きく外反する口頸部をもつ。端部 外面…回転ナデ。 密 良好 内外面とも青 内外面に自然
遺構外 （3 6．1△ は上方に肥厚し、下端部は鋭く引き

出される。頸部には突帯が1 条つく。
肩部は大きく張る。

内面…ロ頸部回転ナデ。
肩部同心円文叩きナデ消す。
布目がつく。

灰色 粕かかる
0 －28

P o l C －Ⅴ区 蛮 （9 14．2 口緑部は外傾してから立ち上がる複 外面…ヨコナテい。 やや粗（石英・ 良好 内外面とも灰 I N －11
遺構外 （9 4．3

⑤ 2．5
合口緑。端部は丸い。口綾部下端は
鈍く屈曲する。

内面…口緑部ヨコナデ。
頸部屈曲部以下ケズ・リ。

長石含む。） 黄色

P o 2 C －Ⅴ区 蛮 ①15．8料 口綾部はやや外傾して立ち上がる複 外面‥・口緑部ヨコナデ。 やや粗 （2 － 良好 外面…にぷい 胴部外面スス
遺構外 ②20．7△ 合口緑。端部は肥厚し、平坦面をも 肩部横方向パケ目。 5 mm大の砂粒 橙色 付着

③28．4※
⑤ 3．0

つ。口緑部下端は鈍く、丸味を持つ。

胴部は球形を呈す。

以下斜方向粗いパケ日。
内面…口綾部～頸部ヨコナデ。

肩部指頭庄痕後右方向ケズリ。

含む。） ー内面…橙色 N －288

P o　3 C －Ⅴ区 婆 ②24．5△ 球形を呈す蛮胴部。底部は丸底を呈 外面…肩部斜方向パケ目。 粗 （1 －3mm やや不良 外面‥・橙色～ 底部内面スス
遺構外 ③25．0 す。最大径はほぼ中位にある。 風化著しい。

内面…肩部底部指頭圧痕残る。

以下左方向ケズリ。

大の石英を多
く含む。）

灰白色
内面…灰白色

付着
S －196

P o 4 C －Ⅴ区 高杯 （9 22．5 杯部は大型で、やや湾曲する底部か 外面…ナデ。 密 （4 mm大の 良好 内外面とも橙 K －4
遺構外 （9 17．0

④14．0※
ら屈曲部外傾する口緑部をもつ。端

部はやや外反し丸い。屈曲部には不
明瞭な段をもつ。筒部は短く、直線
的に開き、裾部で大きく広がる。端
部は丸い。

内面…杯部横方向ミガキが認められ

る。
風化著しい。

石英含む。） 色

P o 5 C －Ⅴ区 高杯 （9 15．5※ 杯部は深い椀状を呈す。端部は丸い。外面…杯部上半ヨコナデ。 密 良好 内外面とも赤 外面及び裾部

畢構外 ②11．3△ 筒部は細く、直線的に開き、裾部で 下半は縦方向パケ目。 褐色 内面赤色塗彩

④ 8．8 大きく広がる。端部は丸い。 筒部縦方向パケ目。裾部ヨコ
ナデ。

内面…杯部ヨコナデ後縦方向暗文。
筒部シポリ目残る。
裾部クモの巣状パケ目。

K －5

P o　6 C －Ⅴ区 高杯 （彰15．8※ 杯部は深い椀状を呈し、端部は丸い。外面…風化著しい。 密 やや不良 内外面とも橙 N －289
遺構外 ②11．5

④ 9．6※
筒部はやや太く短く、「ハ」字状に開

き裾部で大きく広がる。

杯部下半縦方向パケ目。
内面…風化著しい。杯部ナデか。

筒部シポリ日残る。

色

P o 7 C －Ⅴ区 高杯 （9 16．1 杯部は深い椀状を里し端部は丸い。 外面…風化のため調整不明。 密 良好 内外面とも橙 0 －19
遺構外 ②11．6

④10．4

筒部は直線的で裾部で大きく広がる。

端部は平坦面をもつ。

杯部下半縦方向パケ目が認め

られる。
内面‥・風化著しい。杯部ナデか。

筒部シポリ目残る。

色

P o　8 C －Ⅴ区 鼓形器台 ② 4．8△ 小型の鼓形器台脚台部。端部は平坦 外面・‥平行洗練が施される。 やや粗 やや不良 内外面とも浅 S －200
遺構外 ④13．0※ 面をもつ。屈曲部は鋭い。 内面…上方向ケズリ。 黄橙色

P o　9 C －Ⅴ区 甑 （》17．5※ 大きくラッパ状を呈す甑。上半部端 外面…風化著しい。 密 やや不良 内外面とも淡 S －233
遺構外 （9 22．0 部はやや外反し丸い。外面には断面

扁平な角状の把手がつく。
縦方向パケ目が認められる。

内面…風化著しい。
縦方向粗いパケ目が認められ
る。

黄色

P o lO C －Ⅴ区 須恵器杯身 （9 12．1 立ち上がり部は高くやや外反しなが 外面…底体部約1／4回転へラケズリ。 密 やや不良 内外面とも暗 0 －26
遺構外 ② 4．9

⑧12．4※
⑨ 2．3

らほぼ直立し、端部は鋭くノミ歯状
を呈す。受部はほぼ水平に引き出す。
底部は平ら。

他は回転ナデ。
内面…底部指による不整方向ナデ。

他は回転ナデ。

灰色

P o ll C －Ⅴ区 須恵器杯身 ①11．2※ 立ち上がり部は高くやや内傾して立 外面…底体部2／3回転へラケズリ。 密 良好 内外面とも灰 体部外面火樺
遺構外 ② 3．9 ち、端部は薄い。受部はやや上方へ 他は回転ナデ。 色 有

⑧12．5※
⑨ 2．2

引き出される。体部は浅・く、底部は
平ら。

内面…底部指によるヨコナデ。
他は回転ナデ。

C H －25

P o 12 C －Ⅴ区
遺構外

須恵器杯身 ①12．2※
② 4．2△
⑧13．2※
⑨ 2．1

立ち上がり部は高く内傾し、端部は
鋭くノミ歯状を呈す。受部はやや上
方へ引き出される。底体部は丸味を
もつ。

内外面とも回転ナデ。 密 良好 内外面とも青
灰色

C H －27

P o 13 C －Ⅴ区 須恵器杯身 （3 3．0△ 立ち上がり部を欠く、上部はやや上 外面…底体部約1／5回転へラケズリ。 緻密 やや不良 内外面とも黄 C H －23
遺構外 ⑧12．1※ 方へ引き出す。体部はやや浅い。 他は回転ナテい。

内面…回転ナデ。
灰色

P o 14 C －Ⅴ区 高杯 （丑17．4※ 杯部は扁平で、湾曲する底部から外 外面‥・杯部口緑部回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰 C H －24
遺構外 （9 10．8

④10．7※
反する口緑部をもつ。屈曲部には鈍
く突帯が2 条つく。脚部は太く短く、
「ハ」字状に開き、端部は段をもつ。

長台形を呈すと思われる透かしが3
方につく‘と思われる。

下半波状文が施される。

脚部回転カキ目調整。
内面…回転ナデ。

色

P o 15 C －Ⅴ区 須恵器施 （9 9．6※ 口緑部は短 く外反し、複合口線状を 外面…ロ緑部～肩部回転ナデ。 密 良好 内外面とも灰 0 －32
遺構外 ② 9．6△

③11．0※

呈す。端部は引き出され、下端部も

鋭く引き出される。胴部は扁球形を
呈す。．胴部中央に円孔を有す。

肩部2 条の四線が巡り、その

間に波状文が施される。
底部付近カキ目調整。

内面…回転ナデ。

色

P o 16 C －Ⅴ区 須恵器施？ ① 9．6※ 口緑部は内湾気味に立ち上がり、複 外面…ロ緑部回転ナデ。 密 良好 外面…青灰色 内面自然粕か
遺構外 ② 4．1△ 合口線状を呈し端部はノミ歯状を呈

す。下端は鋭い稜がつく。頸部は短

い。

頭部波状文が施される。
内面…回転ナデ。

内面…黄灰色 かる
0 －30

P o 17 C －Ⅴ区
遺構外

須恵器壷 ①19．7※
（3 5．3△

端部は肥厚し、頸部は短く外反気味

に開く。

内外面とも回転ナデ。 密 良好 外面‥・青灰色
内面…黄灰色

0 －27

P o 18

P o 19

C －Ⅴ区 染付皿

青磁香炉

①13．2※ 伊万里焼皿。高台がつく。

端部は内方へ肥厚し、玉状口緑をも

外面…施粕。 緻密

密

良好

良好

内外面とも乳 全面に粕
遺構外

C －Ⅴ区

② 4．8
④ 7．2※

①10．2

内面1‥施粕。
体底部見込文コンニャク印判

r　有。
底部には簡略化された 「福」

が押される。

外面…施粕。

白色

内外面とも暗

C H －21

C H －22
遺構外 ② 3．7 つ。 内面…上半施粕。

下半は施和されない

青緑色

P o 20

P o 21

C －Ⅴ区
遺構外

C －Ⅴ区
遺構外

土玉

土錘

径　 2．8
穴径 0．6
重さ10．4 g
以上

長　 3．6
巾　 1．0
穴径 0．2
重さ　3．4 g

いびつな球形を呈す。半損。中心に
孔有。

長紡錘形を呈す。中心に孔有。

Cl
手捏ね成形後ナデ。風化著しい。

手捏ね成形後ナデ。

やや粗 （砂粒
を含む。）

密

良好

良好

にぷい橙色

にぷい橙色

N －287

N －286

挿表35　南谷大山遺跡出土遣物観察表（2g）
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南脊29号墳

遺物番号 出土地点
器　　　 種

種　 類
法量 （cm） 形　 態　 上　 の　 特　 徴 手　 法　 上　 の　 特　 徴 ． 胎　　 土 焼　 成 色　　 調 備　　 考

P o l 西側同港 長頸壷 ①2 0．0※ 外反気味に高 く 「ハ」字状 に開く、 外面‥・頸部一肩部 ヨコナデ。 密 良好 外面・‥浅黄橙 胴部外面黒鍵

内 ②2 2．0△ 頸部をもつ。端部は外傾する平坦面 肩部以下縦方向パケ目後肩部 色一黒 有

③2 8．8※ をもつ。胴部は球形 となる。 に横方向パケ目。
内面…頸部 ヨコナデ。

肩部指押さえ後右方向ケズリ。

褐色
内面…浅黄橙

色

S －19

P o 2 西側周溝 婆 ①16．2※ 口緑部は内湾気味に立ち上がる複合 外面…口緑部～肩部ヨコナデ。 密 （2 mm大の 不良 内外面 とも浅 胴部外面スス

内 ②14．8△ 口緑。端部は内方へ肥厚 し、平坦面 肩部以下横一斜方向パケ目。 石英 を含む。） 黄橙色 付着

⑤ 2．3 をもつ。口緑部下端は鈍 く突出する。

胴部はほぼ球形を里す。

内面‥・口緑部～頸部ヨコナデ。
頸部以下右方向ケズリ。

S －20

P o 3 北側問溝 蛮 （9 15．0※ 内湾気味に 「く」字状に外傾する口 内外面 ともヨコナデ。 密 （長石 ・黒 良好 内外面 とも橙 C H － 1

内 ② 2．8△ 緑部破片。端部は内方へ肥厚する。 雲母を多量に
含む。）

褐色

P o 4 北側周溝

内

小型丸底壷 ①10．8※
② 3．4△

「く」字状に立ち上がる口綾部の破
片。端部は丸い。

内外面 ともヨコナデ。 密 やや不良 内外面とも橙
褐色

C H － 7

P o　5 北側周溝 小型器台 （丑 8．2 上台部 は内湾気味に逆円錘形 を呈 し、外面…上台部横方向ミガキ。 やや粗 （0．5mm 良好 外面…にぷい C H － 6

内 （9 8．0 端部は丸い。脚台部は高 く円錘形を 脚台部上半横方向 ミガキ。 大の砂粒を多 橙褐色

④10．2※ 呈 し、端部は丸い。脚台部に三方の

円形透か しあ り。

下半はヨコナデ。
内面…上台部横方向ミガキ。

脚台部上半シポ リ後左方向ケ
ズリ。
下半はヨコナデ。

く含む。） 内面…浅黄橙
色一に
ぷい橙
褐色

P o 6一 北側周港

内

土錘 最大長 3．9
最大幅1．75
穴径　 0．65

重さ　9 ．1 g

いびつな長紡錘形 を呈す。断面円形。
中心に孔あり。

手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙褐色 C H － 3

P o　7 北側周港
内

土錘 最大革 3．8

・最大幅 1．4
穴径　 0．3
重さ　7．8 g

いびつな長紡錘形 を呈す。断面円形。
中心に孔あり。

手捏ね成形後ナデ。 密 良好 橙褐色 C H － 4

P o　8 西側周溝
内

土錘 最大長 3．0
最大幅 1．8
穴径　 0．6
重さ　6．4 g

いびつな長紡錘形を呈す。断面円形。

中心に孔あり。

手軽ね成形後ナデ。 密 良好 橙褐色 C H － 5

南谷大山遺跡C区出土石器観察表

遺物

番号
出土地点

器　　 種

種　 類

残 存長

（cm ）

最 大幅

（cm ）

最大 厚

（cm ）

重　 さ

（g ）
石　 材 形　　　 態　　　 上　　　 の　　　 特　　　 徴 備　　　 考

S l C S I O l

埋 土下 層

砥 石 6 ．9 6 ．1 3 ．9 265 細粒 花崗岩 主 な砥面 は 2 両 あ り、一面 は よ く使用 され 内湾 して い る。 両端部 裏面 を

欠 く。

0 － 9

S 2 C S I O4

埋 土上 層

剥 片 4 ．1 3 ．2 0 ．8 10 ．6 黒曜 石 黒 曜石剥 片。 K R － 9

S 3 C S I O4

床面

磨 石 1 1 ．4 9 ．5 4 ．1 690 石英 安 山岩

質凝 灰岩

扁 平で楕 円形 を呈す 。全面 を磨 く。 K R － 14

S 4 C S I O5

床面

磨 石 5 ．7 5 ．2 2 ．0 103 石英 安 山岩

質凝 灰岩

扁 平で 角の とれた 四角形 を呈す。 全体 を磨 く。 K R － 13

S 5 C S I O6

哩土下 層

敲 石 11 ．0 9 ．3 3 ．6 6 16 石英 安 山岩

質凝 灰岩

扇平 で楕円形 を呈 す る。 片面 に敲 打面 。 K R － 17

S 6 C S I O6

哩土下 層

敲 右 6 ．9 4 ．2 4 ．1 12 8 黒 雲母 角閃

石 安山岩

俵 形 を呈す。 両端 に敲打面 を もつ。 全体的 に風化 して いる。 K R － 16

S 7 C S I O6 砥 石 9 ．2 2 ．9 2 ．7 1 10 流 紋岩質 凝 断面 いびつ な方形 を呈す 。細長 い砥石 。主 な砥面 は 3 両 あ り、 よ く使 い K R － 15

哩土 下層 灰 岩 込 まれ湾曲 して いる。

S 8 C S I O7 敲 石 13 ．2 10 ．2 4 ．3 9 18 角閃石安 山

l＿LI石

扁平 で不整形 。敲打 面 を 6 両 もつ。 K R － 18

S 9 C S I O7 敲石 9 ．2 9 ．5 6 ．5 6 97 角閃石安 山

LU石

楕円形 を呈 し、両 端 に敲 打 弓寮面 を もつ。 K R － 12

S lO C S I ll 砥石 20 ．2 20 ．5 ． 10 ．8 5 ．95kg 細 粒花 崗岩 厚 く、不整形 を呈 す。主 な砥面 は 1 両 。 K R － 19

S ll C　 S　 I

17－4

剥 片 3 ．5 2 ．8 1 ．0 11 ．2 黒 曜石 黒曜石 剥 片。 K R － 385

S 12 C S I 19

床面

石皿 31 ．0 19 ．4 13 ．3 13 ．95k g 優 白質 花崗

1－11石

断面 方形 を呈す。 中央部 が凹 む。擦面 が 3 面 ある。 K R － 384

S 13 C S I 20

哩土 下層

敲石 11 ．6 5 ．9 4 ．7 4 06 角閃石 安 山

山石

長楕 円形 を呈 す。 端部一 方 に敲 打面 を もつ 。風化 して い る。 K R － 381

S 14 C S I 21 石鉄 1 ．8 5 1 ．2 0 ．3 0 ．5 無斑 品質安

山岩

無茎石 鉄、薄 手。 周縁 に調整 を施 し、．やや 磨滅 して いる。 K R － 387

S 15 C S S O4 敲石 10 ．1 5 ．9 5 5 ．1 4 71 角閃石 含有

石英安 山岩

質凝灰 岩

長楕 円形 を呈 し両 端 に敲 打痕 があ る。 石英 ・角 閃石の大

きな結晶 を含む

K R － 11

S 16 集　 石 ・

ピ ッ ト群

敲石 15 ．4 6 ．2 3 ．0 以上 612 石英安 山岩

質凝灰 岩

長楕 円形 を呈す、 半損 。一方端 に敲打 面 を もつ。 全体 が磨 かれ る。 K R － 379

S 1 7 C － I 区 大 型蛤 刃 11 ．1以上 6 ．2 3 ．2 5 374 閃緑岩 断面 楕円形 を呈 す もの と思 われ るが 、片面 は剥離 してい る。 基部 欠損。 石英 草月闘犬に入 る

遺構 外 石 斧 刃部 は太 く、両 刃。 K R － 7

S 18 C － Ⅳ区

遺構 外

石 鉄 1 ．9 1 ．2 0 ．4 0 ．6 黒曜石 平基 無茎石鉄 。 中央部 が膨 らむ。側 緑部 は直線 的で、細 か な調整 が施 さ

れ る。

K R － 7

挿表36　南脊大山遺跡出土遣物観察表（30）
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南谷大山追跡C区出土石器観察表

S 19 C － Ⅴ区 石鍍 2 ．8 1 ．7 0 ．3 1 ．6 無域 品質 安 凹基無 茎石鋲 、薄 手。先 端部 を欠 く。 側線部 は直線 またはやや 膨 らみ、 K R －2 1
遺構 外 山岩 調 整 は雑。 全体的 に摩滅 して い る。

S 20 C －Ⅴ区

遺構 外

石錬 2 ．1 1 ．6 0 ．4 0 ．7 黒 曜石 凹基無 茎石盤 、やや 厚手 。先端 部 は鋭 利で 、断面 は中心 が膨 らむ。側 線

部 はや や湾 曲 し、調 整 は細か い。
K R －2 0

S 21 C －Ⅴ区

遺構 外

石核 3 ．4 1 ．6 1 ．0 6 ．0 水 晶 水 晶石 核。 K R － 386

S 22 C －Ⅴ区

遺構 外

大型蛤 刃

石斧

9 ．8以上 6 ．4 4 ．4 46 5 閃緑 岩 基 部 を欠 く。 刃部 は両 刃。先端 部一部 欠 く。 有色鉱物 を多 く含

む

K R －3 80

S 23 C － Ⅴ区

遺構外

磨製石 斧

片

6 ．3 5 ．2 58 砂 岩 磨 製石 斧の一部 と思 われ る。表面 は よ く磨 かれて い る。 K R －3 78

S 24 C － Ⅴ区
遺 構外

砥 石 18 ．3 4 ．9 4 ．5 612 石英 安 山岩

質凝 灰岩

断面 い びつな 方形 を呈 し、細長 い砥 石 。主 な砥 面 は一面。 K R －3 77

S 2 5 C － Ⅴ区

遺 構外

磨 石 10 ．7 4 ．8 4 ．2 314 細粒 角閃石

安 山岩

長橋 円形 を呈 す。全 体磨 かれ る。 堪 晶が小 さ く多い

5 mm以上 の斜長 石

の 結晶 を含む
K R －3 75

S 2 6 C － Ⅴ区

遺構 外

高支石 10 ．3 7 ．1 3 ．4 335 灰 色安山岩 扁平 で楕 円形 を呈す 。両端 に高長打 面 を もつ。 一部 欠損 。 斑 晶が小 さい

S －24 に類 似す る

K R － 37 6

・S 2 7 C － Ⅴ区

遺構 外

石皿 10 ．9 9 ．7 4 ．7 668 石英 安山岩

質凝灰 岩

扁平 で 角の とれ た いびつ な三角形 を呈 す。高支打 面 は両面 にあ る。 小 さな雲母 を含 む

K R － 383

S 28 C － Ⅴ区

遺構 外

石皿 11 ．7 17 ．2 4 ．6 1477 安 山岩 楕 円形 を呈 す と思 わ れ る石皿 、半損 。敲打 面 は一面。 端部 も敲打痕 有。 シソ輝石 （か） 角

閃石 を含 む

K R － 382

S 29 南 谷29号

墳

石核 2 ．5 2 ．0 0 ．9 6 ．9 革髄 石核 。 珪乳 石の可 能性有

K R － 10

南谷大山遺跡C区出土鉄器観察表

遺物

番号
出土 地点

器　　 種

種　 類

残存 長

（cm ）

最大 幅

（cm ）

最 大厚

（cm ）

重　 さ

（g ）
形　　　 態　　　 上　　　 の　　　 特　　　 徴 備　　　 考

F l C S I Ol 袋状鉄 斧 6 ．9 2 ．3 1 ．6 4 2 ．2 刃部の 幅1 ．9cm と狭 い。柄 の挿 入部 は両側 を折 り曲 げる袋部 を もつ 。袋部端 に は幅 1 cm K R － 3
床面 前 後の 鉄帯が 巻か れて いた もの と思 われ る。

F 2 C S I Ol

床面

不明鉄 器 2 ．8 0 ．6 0 ．4 1 ．9 断 面長 方形 を呈 し、 端部 が折れ る。先 端部 欠損。 K R － 5

F 3 C S I O5

哩土下 層

不明鉄 器・ 5 ．6 0 ．6 0 ．4 2 ．8 断 面長 方形 を呈 し、棒 状 を呈す。 端部 は肥厚 す る。 K R － 2

F 4 C S I ll 鈍 10 ．5 1 ．2 0 ．4 16 ．2 刃部先端 部 を欠 く。刃部 は反 りをもち、上面 中央 に縞 を もつ。裏面 は凹 み、断 面逆 「Ⅴ」 K R － 4
床面 字形 を呈 す。 身部 は長方形 を呈 す。

F 5 C S I 12
床 面

不明鉄 器 15 ．8 0 ．8 0 ．7 30 ．4 断 面方形 を呈 す。先端 部が 折れ る。茎部 は木 製柄 に挿入 され る。 K R － 1

F 6 C S I 17 鋳 造鉄 斧 7 ．9 7 ．2 1 ．5 23 0 刃部先端 部及 び袋部 を欠 く。刃部 は ゆるや かに広が る。断 面 は台形状 を呈す 。 K R －3 88

CSl19　出土玉製品観察表

遺物

番号
出土地点

券　　 種

種　 類

長　 径

（cm ）

短　 径

（cm ）

最大 厚

（cm ）

穿孔 幅

（m m）

重　 さ

（g ）
材　 質 形　　　 態　　　 上　　　 の　　　 特　　　 徴 備　　　 考

J l C S I 1 9 有礼 円盤 2 ．2 2 ．1 0 ．3 1 ．5 2 ．9 蛇紋 岩 扁平 な円形 を呈 す。 片側穿孔 に よる孔が 2 ヶ所 あ I上　 ボ タン

状 を呈す。 表面 ・側面 に擦痕 有。
K R － 22

J 2 C S I 19 有礼 円盤 1 ．9 0 ．3 1 ．0 1 ．2 蛇紋岩 扁平 な楕 円形 を呈 す。1／3 欠損。片側 穿孔 に よる孔 が 2 ヶ所 あ

り、 ボ タン状 を呈 す。表 面 ・側面 に擦 痕 有。

雲母 の結 晶が きれ

い に並ぶ
結 晶片岩 の可能性

が ある

K R － 23

挿表37　南谷大山遺跡出土遺物観察表（31）
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長 径 mm 短 径mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 3 5 ．5 5．0 4 ．0 2 ．0 0 ．17 a 類 蛇 紋 岩

J 4 4 ．0 3 ．8 3 ．0 1 ．5 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 5 4 ．0 4 ．0 3 ．0 1 ．8 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 6 5 ．7 5 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．16 b 類 蛇故 岩

J 7 6 ．0 5 ．5 4 ．0 2 ．5 0 ．13 a 類 蛇紋 岩

I
J 8 6 ．0 5 ．5 3 ．5 3 ．0 0 ．13 b 類 蛇紋 岩

J 9 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇紋 岩

J lO 5 ．0 4 ．8 3 ．0 1 ．5 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J ll 5 ．5 5 ．5 3 ．0 2 ．0 0 ．13 b 類 蛇 紋 岩

J 12 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．5 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 13 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．8 0 ．08 b 類 蛇 紋 岩

J 14 4 ．0 4 ．0 3 ．0 1．5 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 15 4 ．6 4 ．0 2 ．5 2 ．5 0 ．06 b 類 蛇 紋 岩

J 16 6 ．0 5 ．8 4 ．0 3 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 17 ’ 5 ．0 5 ．0 2 ．5 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 18 3 ．5 3 ．5 1 ．8 1 ．5 0 ．02 b 類 蛇紋 岩

J 19 6 ．0 5 ．3 3 ．5 2 ．0 0 ．15 b 類 蛇紋 岩

J 20 5 ．5 5 ．5 3 ．5 2 ．5 0 ．11 a 類 蛇紋 岩

J 21 5 ．5 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

J 22 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 23 5 ．5 5 ．0 4 ．5 4 ．5 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 24 5 ．5 5 ．5 2 ．5 2．0 0 ．08 b 類 蛇 箪 岩

J 25 5 ．5 5 ．5 2 ．5 2 ．0 0．10 b 類 蛇 紋 岩

J 26 4 ．5 4 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 27 5 ．0 4 ．8 4 ．5 3 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 28 5．6 5 ．4 4 ．5 2 ．0 0 ．17 b 類 蛇 紋 岩

J 29 5．0 5 ．0 2 ．5 2 TO 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 30 6 ．0 6 ・り 3 ．0 2 ．0 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 31 4 ．0 4 ．0 1 ．5 1 ．8 0 ．02 C 類 蛇 紋 岩

J 32
－ － － － － －

蛇 紋 岩

J 33 4 ．5 4 ．3 2 ．5 3 ．0 0 ．04 a 類 蛇紋 岩

J 34 5 ．0 4 ．8 3 ．0 2 ，0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J ．35 4 ．5 4 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 36 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．14 b 類 蛇紋 岩

J 37 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．12 a 類 蛇紋 岩

J 38 5 ．0 4 ．5 2 ．5 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 39 6 ．5 5 ．8 4 ．0 2 ．5 0．18 a 類 蛇 紋 岩

J 40 4 ．5 4 ．3 2．0 1．5 0 ．03 C 頭 蛇 紋 岩

J 41 － － － － － － 蛇 窄 岩

J 42 5 ．0 5．0 2 ．5 2 ．5 0 ．08 b 類 蛇 紋 岩

J 43 6 ．0 5．5 3 ．0 2 ．0 0 ．15 b 類 蛇 紋 岩

J 44 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 45 5 ．0 4 ．6 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 46 4 ．5 4 ．5 1 ．5 ， 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇紋 岩

長径 mm 短 径 mm 厚 さmm 穴 径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 47 6 ．0 5 ．5 4 ．0 2 ．3 0 ．16 a 類 蛇 紋 岩

J 48 4 ．5 4 ．5 4 ．2 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 49 4 ．5 4 ．5 4 ．3 2 ．5 0 ．10 b 類 蛇 紋 岩

J 50 4 ．8 4 ．5 1 ．8 2 ．0 0 ．04 C 類 蛇 紋 岩

J 51 5 ．0 4 ．8 2 ．8 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 52 5 ．2 5 ．2 4 ．0 2 ．5 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 53 4 ．0 3 ．8 2 ．0 1．5 0．03 d 類 蛇 紋 岩

J 54 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 55 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．5 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 56 4 ．7 4 ．5 3．0 2 ．2 0 ．06 a 類 蛇紋 岩

J 57 5 ．5 5 ．0 2 ．8 2 ．3 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 58 5．0 4 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．08 b 類 蛇紋 岩

J 59 5 ．6 5 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．16 b 類 蛇紋 岩

J 60 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 61 4 ．8 4 ．5 2 ．5 2 ．5 0 ．06 b 類 蛇 紋 岩

J 62 6 ．0 5 ．8 4 ．0 2 ．5 0 ．19 b 類 蛇 紋 岩

J 63 6 ．0 6 ．0 2 ．5 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇 紋 岩

J 64 5 ．0 4 ．8 4 ．5 2 ．8 b．12 a 類 蛇 紋 岩

J 65 4 ．0 4 ．0 2 ．5 2 ．3 0 ．05 b 類 蛇 紋 岩

J 66 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 67 5 ．0 5 ．0 3．0 2 ．2 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 68 6 ．0 5 ．6 4 ．0 2 ．0 0 ．16 a 類 蛇 紋 岩

J 69 5 ．5 5 ．5 3 ．1 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇紋 岩

J 70 5 ．0 4 ．8 2 ．0 2 ．0 0 ．07 C 類 蛇紋 岩

J 71 5 ．0 4 ．8 3 ．5 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 72 5 ．5 5 ．5 3 ．5 2 ．5 0 ．18 b 類 蛇紋 岩

J 73 5 ．8 5 ．4 3 ．0 2 ．6 0 ．13 b 類 蛇紋 岩

J 74 5 ．0 4 ．8 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 75 5 ．5 5 ．4 2 ．8 2 ．0 0 ．11 b 類 蛇 紋 岩

J 76 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 77 5 ．0 4 ．5 3 ．0 2 ．0 0 ．07 b 類 料 紋 岩

J 78 5 ．5 5 ．2 4 ．0 2 ．＿0 0 ．15 a 類 蛇 紋 岩

J 79 5 ．8 5 ．5 3 ．2 2 ．0 0 ．14 b 類 蛇 紋 岩

J 80 6 ．0 6 ．0 3 ．5 2 ．5 0 ．17 a 類 蛇 紋 岩

J 81 6 ．5 6 ．4 4 ．0 2 ．0 0 ．19 b 類 蛇 紋 岩

J 82 5 ．0 5．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 豆類 蛇 紋 岩

J 83 ． 6 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．11 b 類 蛇 紋 岩

J 84 5 ．0 4 ．8 2 ．5 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇紋 岩

J 85 5 ．0 5 ．0 3 ．1 2 ．8 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 86 6 ．0 6 ．0 2 ．0 2 ．5 0 ．10 C 類 蛇紋 岩

J 87 5 ．5 5 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．16 b 類 蛇 紋 岩

J 88 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 89 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 90 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0．09 a 類 蛇 紋 岩

挿喪関　南薔大山遺跡GS mg出土Ⅲ玉一覧表伸
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長径 mm 短 径 mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 91 5 ．0 4 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇 紋 岩

J 92 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 93 6 ．0 5 ．3 3 ．5 2 ．5 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 94 5’，8 5 ．2 3 ．8 2 ．3 0 ．16 a 類 蛇 紋 岩

J 95 5 ．0 5 ．0 2 ．5 1 ．5 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 96 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．06 C 類 蛇紋 岩

J 97 5 ．0 5 ．0 3 ．9 2 ．0 ＿ 0 ．14 a 類 蛇紋 岩

J 98 5 ．8 5 ．5 4 ．0 1 ．8 0 ．15 b 類 蛇紋 岩

J 99 5 ．0 4 ．8 3 ．0 2 ．2 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J lO O 5 ．2 5 ．0 4 ．0 2 ．4 0 ．15 b 類 蛇 紋 岩

J 19 1 5 ．0 4 ．6 2 ．9 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J lO 2 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J lO 3 6 ．0 6 ．0 2 ．8 2 ．2 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J lO4 5 ．0 5 ．0 2 ．2 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇 紋 岩

J lO 5 5 ．0 5 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J lO 6 5．8 5 ．5 4 ．0 2 ．0 0 ．20 b 類 蛇 紋 岩

J lO 7 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．10 b 類 蛇紋 岩

J lO 8 5 ．2 5 ．0 3 ．5 1 ．5 0 ，11 b 類 蛇紋 岩

J lO 9 5 ．0 4 ．8 3 ．2 2 ．5 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J ll O 4 ．8 4 ．5 2 ．9 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋岩

J ll l 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 112 5 ．0 4 ．8 2 ．8 2 ．2 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 113 5 ．0 4 ．8 2 ．5 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 114 5 ．5 5 ．3 2 ．5 2 ．5 0 ．09 b 類 蛇 紋 岩

J 11 5 5 ．5 5 ．3 ＿ 3 ．5 2 ．8 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 11 6 6 ．0 － 3 ．8 2 ．6 － a 類 蛇 紋 岩

J 11 7 6 ．0 5 ．5 3 ．0 3 ．5 0 ．09 a 類 虹紋 岩

J 11 8 5 ．0 4 ．5 2 ．0 2 ．0 0 ．06 C 類 蛇紋 岩

J 11 9 4 ．0 3 ．5 3 ．0 2 ．0 0 ．05 a 類 蛇紋 岩

J 12 0 4 ．8 4 ．5 3 ．0 1 ．5 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

J 12 1 4 ．8 4 ．6 3 ．0 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 12 2 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．1 0 ．09 a 類 蛇 紋 稟

J 123 5 ．5 5 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．15 b 類 蛇 紋 岩

J 124 5 ．0 5 ．0 4 ．5 2 ．3 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 12 5 4 ．5 4 ．0 2 ．0 1 ．8 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 12 6 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 12 7 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．07 C 類 咋 紋 岩

J 12 8 6 ．0 6 ．0 3 ．5 2 ．5 0 ，13 a 類 蛇 紋 岩

J 12 9 a 類 蛇紋 岩

J 13 0 5 ．2 5 ．0 2 ．0 2 ．3 0 ．07 C 類 蛇紋 岩

J 13 1 b 類 蛇紋 岩

J 13 2 5 ．0 5 ．0 2 ．5 2 ．4 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 13 3 4 ．5 4 ．5 3 ．8 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇紋 岩

J 13 4 5 ．5 5 ．2 2 ．5 ，2 ．5 0 ．10 a 類 蛇 紋岩

長 径 mm 短径 mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 13 5 5 ．0 5 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇 紋岩

J 13 6 5 ．5 5 ．0 3 ．8 2 ．8 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 13 7 6 ．5 6 ．4 2 ．3 2 ．5 0 ．11 ？類 蛇 紋 岩

J 13 8 5 ．2 5 ．0 2 ．0 2 ．4 0 ．07 C 類 蛇 紋 岩

J 139 － － － － － a 類 蛇 紋 岩

J 140 6 ．5 6 ．2 3 ．0 2 ．6 0 ．16 b 類 蛇 紋 岩

J 14 1 4 ．0 3 ．8 3 ．2 1 ．8 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 14 2 5 ．0 4 ．8 2 ．9 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 14 3 5 ．2 5 ．2 2 ．5 2 ．5 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 14 4 5 ．0 4 ．5 3 ．0 2 ．5 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 14 5 4 ．6 4 ．6 3 ．4 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 14 6 5 ．8 5 ．8 3 ．0 2 ．0 0 ．14 b 類 蛇紋 岩

J 14 7 5 ．7 5 ．5 3．5 2 ．0 0 ．16 b 類 蛇紋 岩

J 14 8 6 ．0 5 ．5 3 ．0 1．5 0 ．15 d 類 蛇 紋 岩

J 14 9 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 15 0 4‾．8 4 ．2 2 ．4 2 ．0 0 ．05 d 類 蛇 紋 岩

J 15 1 － － － － －
え類 蛇 紋 岩

J 152 4 ．5 4 ．3 4 ．0 2 ．5 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 15 3 5 ．6 5 ．6 3 ．8 2 ．0 0 ．16 a 類 蛇 紋 岩

J 15 4 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．12 a 類 蛇紋 岩

J 15 5 4 ．3 4 ．0 2 ．4 1 ．5 0 ．05 b 類 蛇紋 岩

J 15 6 － － － － － － 蛇紋 岩

J 15 7 5 ．8 5 ．8 2 ．4 2 ．0 0 ．10 C 類 蛇紋 岩

J 15 8 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．06 C 類 蛇紋 岩

J 15 9 5 ．0 4 ．5 2 ．8 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋岩

J 16 0 6 ．0 5 ．8 3 ．9 2．8 0．16 a 類 蛇 紋 岩

J 16 1 5 ．3 5 ：2 3 ．6 2 ．5 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 16 2 5 ．0 5 ．0 3 ．6 2 ．0 0 ．13 b 類 蛇 紋 岩

J 16 3 5 ．5 5 ．3 3 ．8 2 ．5 0 ．11 b 類 蛇 紋 岩

J 16 4 4 ．0 4 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 16 5 － 3 ．0 － －
b 類 蛇 紋 岩

J 16 6 4 ．6 4 ．5 2 ．8 1 ．8 0 ．07 a 類 蛇紋 岩

J 16 7 4 ．4 4 ．2 2 ．2 1 ．5 0 ．06 a 類 蛇紋 岩

J 16 8 5 ．8 5 ．8 4 ．8 2 ．4 0 ．14 a 類 蛇紋 岩

J 16 9 5 ．0 4 ．9 3 ．5 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 17 0 5 ．0 5 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 17 1 5 ．5 5 ．4 4 ．0 2 ．5 0 ．12 a 類 蛇紋 岩

J 17 2 4 ．8 4 ．8 4 ．2 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋岩

J 17 3 6 ．0 6 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．15 a 類 蛇 紋岩

J 174 4 ．3 4 ．2 3 ．4 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 175 4 ．8 4 ．8 2 ．5 2 ．0 0 ．06 d 類 蛇 紋 岩

J 176 5 ．5 5 ．3 3 ．0 2 ．4 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 17 7 －
蛇 紋 岩

J 17 8 5 ．5 5 ．4 2 ．8 2 ．5 0 ．10 d 類 蛇 紋 岩

挿喪関　南沓東山通路院＄冊　出藍臼玉一覧表（2）
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長 径 mm 短 径mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 17 9 5 ．0 5 ．0 2 ．9 2 ．7 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 18 0 5 ．0 4 ．8 2 ．9 2 ．8 0 ．08 b 類 蛇 紋 岩

J 18 1 4 ．8 4 ．6 3 ．4 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 18 2 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．5 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 18 3 5 ．8 5 ．5 3 ．5 2 ．1 0 ．16 b 類 一蛇 紋 岩

J 18 4 5．0 4 ．5 2 ．5 1 ．8 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 18 5 5 ．0 5 ．0 2 ．5 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 18 6 5 ．2 5 ．1 3 ．5 1 ．7 0 ．12 b 類 蛇 紋岩

J 18 7 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．5 0 ．09 a 類 蛇 紋岩

J 188 4 ．3 4 ．2 3 ．8 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 189
－ － － － － － 蛇紋 岩

J 19 0 5 ．0 5 ．0 3 ．4 2 ．2 0 ．07 a 類 蛇紋 岩

J 19 1 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

J 19 2 5 ．0 4 ．5 3 ．0 2 ．2 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 19 3 4 ．9 4 ．8 3 ．2 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 19 4 5 ．0 5 ．0 3 ．6 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 19 5 6 ．8 6 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇 紋 岩

J 19 6 5 ．5 5 ．3 3 ．5 2 ．5 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 19 7 5 ．5 5 ．5 4 ．0 2 ．5 0 ．16 b 類 蛇 紋 岩

J 19 8 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0．10 a 類 蛇 紋 岩

J 19 9 4 ．8 4 ．6 3．5 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 20 0 5 ．5 5 ．3 3．4 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 20 1 5 ．0 5 ．0 2 ．9 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 20 2 5 ．7 5 ．2 3 ．8 2 ．0 0 ．12 b 類 蛇 紋 岩

J 20 3 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 20 4 5 ．8 5 ．5 3 ．8 2 ．2 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 20 5 4 ．7 4 ．5 2 ．0 2 ．0 0 ．05 d 類 蛇 紋 岩

J 20 6 5 ．0 4 ．8 2 ．5 2 ．0 0 ．06 b 類 蛇 紋 岩

J 20 7 4 ．7 4 ．6 4 ．0 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 20 8 4 ．0 3．9 3 ．5 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 20 9 5 ．0 4 ．5 3 ．0 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇 紋 岩

J 21 0 5 ．5 5 ．3 4 ．0 2 ．5 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 21 1 5 ．0 5 ．0 3 ．3 1 ．6 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 21 2 5 ．0 4 ．8 3 ．5 2 ．0 0 ．09 b 類 蛇 紋 岩

J 21 3 4 ．7 4 ．6 3 ．5 2 ．2 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 21 4 4 ．0 4 ．0 4 ．5 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇 紋 岩

J 21 5 4 ．3 4 ．2 2 ．5 2 ．0 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 216 5 ．0 4 ．8 2 ．5 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 21 7 5 ．5 5 ．1 3 ．2 2 ．2 0 ．11 b 類 蛇紋 岩

J 218 4 ．7 4 ．5 4 ．3 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇紋 岩

J 219 5 ．2 5 ．0 2 ．2 2 ．2 0 ．08 b 類 蛇紋 岩

J 22 0 5 ．3 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇紋 草

J 22 1 4 ．7 4 ．6 3 ．3 2 ．0 0 ．08 b 類 蛇紋 岩

J 22 2 5 ．8 5 ．7 3 ．0 2 ．0 0 ．13 b 類 蛇紋 岩

長 径mm 短 径 mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 22 3 6 ．0 5．6 4 ．0 2 ．0 0 ．19 b 廟 蛇紋 岩

J 22 4 4 ．9 4 ．7 2 ．0 2 ．0 0 ．06 C 類 蛇紋 岩

J 22 5 5 ．0 4 ．8 2 ．2 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇紋 岩

J 22 6 4 ．8 4 ．8 2 ．0 2 ．0 0 ．05 a 類 蛇紋 岩

J 22 7 4 ．0 3 ．9 3 ．0 1 ．8 0 ．06 a 類 蛇紋 岩

J 22 8 6 ．0 5 ．8 4 ．2 2 ．0 0 ．19 a 類 蛇紋 岩

J 22 9 5 ．8 5 ．6 2 ．2 2 ．0 0 ．08 C 類 蛇紋 岩

J 23 0 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．5 0 ．10 b 類 蛇紋 岩

J 墾 5 ．7 5 ．5 3 ．7 2 ．2 0 ．15 a 類 蛇紋 岩

J 232 4 ．8 4 ．6 4 ．2 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇紋 岩

J 233 5 ．0 4 ．8 3 ．0 2 ：0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 23 4 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 23 5 5 ．2 5 ．0 3 ．0 1 ．5 0 ．11 b 類 蛇 紋 岩

J 23 6 5 ．0 4 ．8 3 ．2 2 ．0 0 ．10 b 類 蛇 紋 岩

J 23 7 5 ．0 4 ．5 2 ．0 1 ．8 0 ．07 C 類 蛇 紋 岩

J 23 8 5 ．2 5 ．0 3 ．3 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 23 9 5 ．5 5 ．4 4 ．0 3 ．0 0 ．17 a 類 蛇 紋 岩

J 24 0 4 ．9 4 ．8 3 ．0 2 ．5 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 24 1 5 ．0 4 ．7 2 ．0 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 24 2 5 ．3 5 ．2 3 ．0 2 ．3 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 24 3 5 ．2 5 ．0 2 ．3 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 24 4 5 ．5 5 ．0 3 ．6 2 ．0 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 24 5 5 ．8 5 ．6 3 ．0 2 ．2 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 24 6 4 ．8 4 ．5 3 ．2 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 24 7 4 ．8 4 ．5 3 ．0 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 24 8 － － － － －
a 類 ．1蛇 紋 岩

J 24 9 4 ．8 4 ．6 3 ．7 2 ．0 0 ．11 ・b 類 蛇 紋 岩

J 25 0 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 25 1 5 ．0 5 ．0 1 ．8 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 25 2 5 ．6 5 ．4 3 ．3 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇 紋 岩

J 25 3 4 ．0 3 ．9 2 ．5 1 ．8 0 ．04 b 類 蛇 紋 岩

J 25 4 5．7 5 ．3 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 25 5 5．0 4 ．5 2 ．3 1 ．8 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 25 6 5．0 4 ．8 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 25 7 6 ．0 5 ．6 1 ．5 2 ．0 0 ．08 C 類 蛇 紋 岩

J 25 8 5．2 5 ．0 4 ．0 2 ．5 0 ．14 a 類 蛇 紋 岩

J 25 9 5 ．0 5 ．0 2 ．9 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 26 0 4 ．9 4 ．8 2 ，5 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇紋 岩

J 26 1 5 ．0 4 ．8 3 ．2 2 ．0 0 ．08 b 類 蛇紋 岩

J 26 2 4 ．9 4 ．8 2 ．9 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 26 3 5 ．8 5 ．5 3 ．6 2 ．4 0 ．16 b 類 蛇紋 岩

J 264 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 26 5 4 ．8 4 ．6 3 ．0 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 26 6 5 ．5 5 ．3 3 ．2 2 ．6 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

挿表40　両谷大山遺跡CSI19出土臼玉一覧表（3）

－221－



長径 mm 短 径 mm 厚 さmm 穴 径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 26 7 4 ．9 4 ．8 2 ．8 2 ．2 0 ．08 a 類 蛇紋 岩

J 26 8 5 ．0 4 ．9 4 ．0 2 ．0 0 ．12 a 類 蛇紋 岩

J 269 5 ．2 5 ．0 3 ．3 2 ．5 0 ．11 b 類　 ′ 蛇紋 岩

J 270 － － － － － － 蛇 紋岩

J 27 1 5 ．3 5 ．1 4 ．0 2 ．5 0 ．12 a 類 蛇 紋岩

J 272 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．09 d 類 蛇 紋 岩

J 27 3 5 ．0 4 ．5 3 ．5 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 27 4 5 ．0 5 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋岩

J 27 5 4 ．5 4 ．2 4 ．2 1 ．4 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 27 6 4 ．8 4 ．7 3 ．0 2 ．0 0 ．10 b 類 蛇 紋 岩

J 27 7 4 ．0 4 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．05 a 類 蛇 紋 岩

J 27 8 5 ．0 5 ．0 2 ．5 2 ．8 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

ノJ 27 9 5．0 5 ．0 1．5 2 ．0 0 ．04 d 類 蛇 紋 岩

J 28 0 5．0 5 ．0 3 ．2 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 28 1 5 ．2 5．1 3 ．2 2 ．8 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 28 2 5 ．0 5 ．0 2 ．6 1．8 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 28 3 5 ．3 5 ．2 4 ．0 2 ．0 0 ．15 a 類 蛇 紋 岩

J 28 4 5 ．0 5 ．0 3 ．0 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 28 5
－ － 3 ．5 － － b 類 蛇 紋 岩

J 28 6 5 ．0 5 ．0 1 ．3 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 28 7 4 ．5 4 ．3 3 ．4 1 ．3 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 28 8 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．05 C 類 蛇紋 岩

J 28 9 4 ．0 3 ．8 3 ．5 2 ．0 0 ．04 b 類 蛇紋 岩

J 29 0 5 ．8 5 ．7 4 ．0 2 ．6 0 ．19 b 類 蛇紋 岩

J 29 1 6 ．0 6 ．0 3 ．2 2 ．1 0 ．16 a 類 蛇紋 岩

J 292 5 ．0 4 ．9 3 ．5 2 ．0 0 ．11 d 類 蛇 紋 岩

J 293 － － － － － －
蛇 紋 岩

J 29 4 5 ．9 5 ．4 3 ．0 1 ．9 0 ．10 d 類 蛇 紋 岩

J 29 5 5 ．7 5 ．5 4 ．0 2 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 29 6 6 ．0 6 ．0 4 ．4 2 ．5 0 ．21 a 類 蛇 紋 岩

J 29 7 5 ．0 4 ．9 3 ．7 2 ．1 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 29 8 4 ．8 4 ．6 2 ．5 2 ．0 0．06 b 類 蛇 紋 岩

J 29 9 6 ．5 6 ．4 3．0 2 ．4 0 ．17 b 類 蛇 紋 岩

J 30 0 4 ．5 4 ．4 3 ．0 1 ．8 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 30 1 5 ．5 5 ．4 3 ．0 2 ．8 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 30 2 4 ．8 4 ．6 2 ．8 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 30 3 5 ．5 5 ．4 3 ．4 3 ．4 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 30 4 5 ．5 5 ．4 2 ．5 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 30 5 5 ．0 5 ．0 4 ．0 2 ．8 0 ．13 a 類 蝉 紋 岩

J 30 6 － － － － － 蛇 紋 岩

J 30 7 5 ．2 5 ．1 3 ．7 2 ．8 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

J 30 8 4 ．2 4 ．1 3 ．9 2 ．2 0 ．06 a 類 蛇料 岩

J 30 9 5 ．0 4 ．8 2 ．2 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 310 5 ．5 5 ．0 3 ．2 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

長 径 mm 短 径 mm 厚 さmm 穴径 mm 重 さ g 類　 型 材　 質

J 31 1 5 ．5 5 ．0 2 ．8 2 ．0 0 ．10 b 類 蛇紋 岩

J 312 5 ．5 5 ．2 3 ．8 2 ．5 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 313 5 ．5 5 ．4 4 ．0 3 ．0 0．12 a 類 蛇 紋 岩

J 314 4 ．5 4 ．3 2 ．0 1 ．5 0．06 a 類 蛇 紋 岩

J 315 5 ．0 5 ．0 3 ．5 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 316 5 ．0 5 ．0 3 ．4 2 ．2 0 ．11 b 類 蛇 紋 岩

J 31 7 5 ．0 5 ．0 3 ．6 2 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 31 8 4 ．8 4 ．8 3 ．0 2 ．0 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 31 9 5 ．8 5 ．5 3 ．1 2 ．0 0 ．13 b 類 蛇 紋 岩

J 32 0 4 ．9 4 ．8 3 ．9 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇 紋 岩

J 32 1 4 ．9 4 ．8 3 ．0 1 ．9 0 ．10 a 類 蛇 紋 岩

J 32 2 5 ．0 5 ．0 1 ．8 1 ．3 0 ．05 C 類 蛇 紋 岩

J 32 3 5．0 5 ．0 2 ．2 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇 紋 岩

J 32 4 5 ．9 5 ．6 3 ．1 1 ．8 0 ．11 b 類 蛇紋 岩

J 32 5 5 ．0 4 ．8 3 ．0 2 ．0 0 ．09 a 類 蛇紋 岩

J 32 6 5 ．3 5 ．0 2 ．3 2 ．0 0 ．08 b 類 蛇紋 岩

J 32 7 5 ．0 4 ．8 2．4 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 32 8 6 ．0 6 ．0 3．0 2 ．8 0 ．13 b 類 蛇紋 岩

J 32 9 5 ．0 5 ．0 2 ．0 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 33 0 4 ．0 4 ．0 2 ．0 1．5 0 ．06 a 類 蛇 紋岩

J 33 1 5 ．5 5 ．4 3 ．0 2 ．0 0 ．13 b 類 蛇 紋岩

J 33 2 4 ．9 4 ．8 2 ．5 1 ．5 0．08 a 類 蛇 紋 岩

J 33 3 5 ．0 4 ．8 2 ．0 2 ．5 0 ．06 C 類 蛇 紋 岩

J 33 4 4 ，9 4 ．8 3 ．7 2 ．0 0 ．08 a 類 蛇 紋 岩

J 335 4 ．8 4 ．6 3 ．3 2 ．5 0 ．06 a 類 蛇 紋 岩

J 33 6 4 ．3 4 ．0 1 ．5 1 ．5 0 ．02 C 類 蛇 紋 岩

J 33 7 5 ．0 5 ．0 3 ．2 ・ 2 ．0 0 ．12 a 類 蛇 紋 岩

J 33 8 5 ．8 5 ．5 4 ．0 2 ．2 0 ．17 b 類 蛇 紋 岩

J 33 9 6 ．0 5 ．5 3 ．5 3 ．0 0 ．13 a 類 蛇 紋 岩

J 34 0 4．5 4 ．4 3 ．0 2 ．0 0 ．07 a 類 蛇 紋 岩

J 34 1
－ － － － － b 類 ？ 蛇 紋 岩

J 34 2 5 ．5 5．0 3 ．0 2 ．0 0 ．10 a 類 蛇紋 岩

J 34 3 5 ．0 5．0 3 ．0 2 ．0 0 ．11 a 類 蛇紋 岩

J 34 4 5 ．0 5．0 1．5 2 ．0 0 ．04 C 類 蛇紋 岩

J 34 5 5 ．0 4 ．9 3 ．5 2 ．4 0 ．11 b 類 蛇紋 岩

J 34 6 5 ．5 5．0 3 ．5 2 ．5 0 ．13 b 類 蛇紋 岩

J 34 7 5 ．0 5．0 4 ．2 2 ．0 0 ．14 a 類 蛇紋 岩

J 34 8 5 ．0 5 ．0 4 ．5 2 ．0 0 ．13 a 類 舵 紋 岩

J 34 9 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ．16 b 類 蛇紋 岩

J 35 0 5 ．5 5 ．0 4 ．0 2 ．0 0 ，11 b 類 蛇紋 岩

J 35 1 5 ．0 4 ，5 2 ．0 2 ．2 0 ．06 C 類 蛇紋 岩

J 35 2 5 ．0 5 ．0 2 ．5 － 2 ．0 0 ．07 b 類 蛇紋 岩

J 35 3 － 蛇 紋岩

挿表41南谷大山遺跡CS11g出土臼玉一覧表（4）
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